
その他の小売業における死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
死傷災害発生事例

年

齢

起因物

（小）

事

故

の

型

労働

者規

模

2017 1
16～

17

勤務先の食堂施設内で、ダンボールを束ねてビニールの荷造り紐で

縛り結んだ時、手が滑り勢いよく壁に左手小指をぶつけ腱が切れて

全治1～2ヶ月となった。

65 419 6
50～

99

2017 1 8～9

店舗後方の1階搬入口にて、カゴ車搬入の荷受作業に従事中、ト

ラック運転手と2人でトラック荷台内よりホームへ渡すスロープの

上あたりで、カゴ車がバランスを崩し、前のめりに倒れ、押さえき

れずに被災者の足に落下した。

23 362 6
30～

49

2017 1
14～

15

配達業務中、お届け先に商品をお届けする際に階段を上ろうとした

ところ、手前のコンクリート部分がブラックアイスバーン状態に

なっていることに気づかず、両足を滑らせ階段側へ転倒し、2段目

の角に右胸を強打した。

42 413 2
50～

99

2017 1
13～

14

当社店舗駐車場内に於いて、除雪作業を行っていた際、スコップを

所持して移動したところ凍結した地面に足を滑らせて転倒し、左側

の頭部と肩を地面に強打したものである。 直後の痛みは治まった

ものの、当日は早退して安静にし、翌日に具合が悪化した。

42 719 2 ―

2017 1
13～

14

事務所でドアを閉めようとしたとき、ドアを見なかったために左手

人差し指を挟んで裂傷を負った。
59 419 7

50～

99

2017 1
17～

18

従業員出入口から敷地内の駐車場へ向かう際、玄関から2～3m歩い

た時点で足がもつれて前のめりに転倒し、右側前頭部をアスファル

ト上に強打した。

71 719 2
10～

29



2017 1
16～

17

2F事務所で頭を抱えており、社員が異変に気付き、救急車を呼ん

だ。 後で本人から聞いた話では、朝、店舗前の雪かきの時に滑っ

て転んだとのことである。

48 719 2
10～

29

2017 1 8～9

地下青果売場で、キャリーに載せていた商品をスイングドアから中

の鮮生庫にしまう際、段差にぶつかり商品が倒れ、左足の脛にぶつ

かった。

33 611 5

100

～

299

2017 1 7～8

廃ダンボールを所定の場所へ捨てに行った時に、地面が乾燥面と凍

結面が混在した場所でダンボールを捨てたあと横転し、脛から着地

した。

66 719 2
10～

29

2017 1 7～8

開店前の売り場で、箱ティッシュの補充をしようと、キャリーに積

んでいた箱ティッシュを降ろしていた時に、バランスを崩して右膝

を捻り転倒し、打撲した。

42 379 2
30～

49

2017 1 8～9

当社支店敷地内において、出勤してきた被災者が車から降りる際、

凍りついた車のステップで足を滑らせ転倒し、尻を地面に打ちつけ

負傷した。

68 719 2 ―

2017 1 8～9

会社敷地内の従業員用駐車場に自家用社を駐車して、出社しようと

車から降りようとしたところ、地面が凍結していたため足が滑って

転倒し、左ひじを負傷した。

29 719 2
10～

29

2017 1
12～

13

鮮魚バックヤードでの作業中、はたいている時に脇見をしていたた

め、左示指の第一関節と第二関節の間を長さ5㎝、深さ5㎜切った。
57 364 8

100

～

299

2017 1 7～8

駐車場に車を駐車し、キャンパス内を職場のある建物に徒歩で向

かっていたとき、途中の通路が凍結していたため、誤って滑ってし

まい転倒した。 その際、手をついたため手に負担がかかり、骨折

してしまった。

58 719 2

300

～

499

2017 1
17～

18

徒歩で帰宅途中、側溝が平行した路側帯を歩行していたが、対向よ

り車が来たため避けようとした際、足を踏み外して切れ目のあった 65 418 3
50～

99



側溝に落ちてしまい骨折をした。

2017 1
16～

17

2階から店内用カゴを持ちながら階段を下りているとき、残り三段

のところで足を滑らせ転倒し、腰を強打した。
29 413 2 ―

2017 1
9～

10

店外ゴミ箱の清掃中にゴミを足で踏みつけたため、バランスを失っ

てそのまま転倒した。
63 529 2 ―

2017 1
16～

17

フードサービス作業室において、電気メーターを計測中に、踏み台

として使用していたパイプ椅子から落下してしまい、顔面を強打

し、右腕の骨にひびが入った。

61 371 1 ―

2017 1
17～

18

地面に置かれていた黒い消雪ホースにつまずき、顔面から転倒し、

顔・手・足に怪我を負った。
49 417 2

50～

99

2017 1
18～

19

従業員駐車場で、帰宅するために車に乗ろうとした所、路面が凍っ

ていたため滑って転倒し、左ひざを強打し、靭帯を損傷した。
50 417 2

50～

99

2017 1
10～

11

車両からタイヤを外すためジャッキアップしてボルトを外し、タイ

ヤを外そうとした時にジャッキが突然落ち、ナットの差し込まれた

穴に入れていた人差し指の末節をはさみ骨折した。

23 231 7 1～9

2017 1
17～

18

当社、バックヤード通路にて照明が暗かったため、長台車につまず

き転倒した。 その際に、床に右わき腹と右肘を強打し負傷した。
53 417 2

50～

99

2017 1
16～

17

第2倉庫から店舗バックヤードに戻った際、第2倉庫側のシャッター

が少し閉まっていなかった為、閉めようと向かったところ、通路が

凍っており転倒してしまった。 背中から倒れそうになったため、

右手でかばい右手首を骨折した。

34 417 2 ―

2017 1 8～9
会社の駐車場にて車を降りたところ、凍結していたため滑って転ん

だ際、手首を骨折した。
58 417 2 ―

2017 1
18～

19

終業後に本社のゴミ集積場へゴミを持って行き、ごみを入れて車に

戻る際、駐車場内で車止めの影にあった雪が解けて再び黒く凍って

いたところに、うす暗い事もあり気付かずに滑って転んで右足首を

骨折した。

59 719 2 1～9



2017 1
18～

19

サービスカウンターからレジに向かう途中で、サッカー台で商品を

買物袋に入れているお客様の足に接触、転倒し、上半身を床に打ち

付けてしまい、その際に左上腕部脱臼骨折と右手関節部を打撲して

しまった。

61 719 2
30～

49

2017 1
10～

11

バックルームにおいて商品の品出しの為オリコンを売り場に運び出

そうとした時、オリコンの下に台としておいてある豆台車に靴のひ

もが絡んでしまい、膝をついて転んで負傷した。

63 362 2 ―

2017 1
9～

10

厨房内でキャベツを切っている際、固いキャベツだったので左手で

包丁のみねを押させて力を入れて切ろうとしたときに手が滑り、包

丁の先端の方で親指の下部分を切ってしまう。

63 364 8
30～

49

2017 1
16～

17

サッカー台横のカゴ置場にて、黒カゴ（精算カゴ）を集めて各レジ

へ持って行こうとしていた時、足元を良く確認していなかった為、

黒カゴが積んである台車に足を引っ掛けてしまい、黒カゴを持った

まま転倒し、左側の肩から腰にかけて強打した。

45 362 2

100

～

299

2017 1
18～

19

店の裏にあるゴミ置き場にゴミを置きに行った時、お客様用の侵入

禁止の横棒に足が引っかかりうつ伏せに倒れ、膝と両手をついた。

左手の痛みが引かず、後日に骨折していたことのが分かった。

62 529 2
10～

29

2017 1 8～9

応援に行った際、グロッサリーバックヤードにて卵のキャリアが放

置されているのに気付かず、前向きに転倒し、キャリアの角で脛を

切傷・打撲してしまった。 妊娠中の為、胎児への影響を考慮し、

救急車を手配した。

31 362 2

100

～

299

2017 1
10～

11

事業所内で前日の宴会で移動してあった屏風を元の場所へ移動する

際、足のついた屏風の為、まず屏風を持って行き柱に立て掛けてお

き、次に足を取りに行き戻った所、立掛けの角度が不完全であった

ために滑って足に当たり負傷した。

65 391 6 1～9

2017 1
11～

12

厨房にて下処理作業中、まな板を洗浄し、シンクに立て水気を取っ

て次の作業に取りかかる際、立てたまな板が倒れ落ち、右足の小指

付近に当たってしまった。

57 391 4
50～

99



2017 1
12～

13

従業員用トイレで、少し混んでいて待ったのち、急いでドアを閉め

たところ、急いだ反動か、ドアの金属の部分に左手甲を強くぶつけ

てしまった。 痛みがあり湿布をして様子を見ていたが、徐々に腫

れが増してきた。

58 391 6

100

～

299

2017 1
11～

12

3F小分け付属用品のピッキング作業中に完成したオリコンBOXを板

パレットの上段に積み上げる際に腰を痛める。
58 921 19

500

～

999

2017 1
13～

14

午後からの勤務で2便で納品された品物を陳列して、外の納品口す

ぐそばにある台車置き場エリアに空き台車を置き、店内の作業場に

戻ろうとした途中、台車置き場すぐ脇のごみ置き場のスロープ部分

に置いていたすき間に左足を取られ、身体の左側部分を叩き付けら

れるように転倒し、左腕と左ひざの打撲、左側肋骨骨折（ヒビ）を

負った。

44 417 2
30～

49

2017 1
9～

10

洗浄室にて、弁当箱置場から重箱をカゴに入れて、洗浄機まで運ぼ

うとした際、足を滑らせて尻もちをついてしまい、腰を打ち、骨

盤・右足を負傷し、圧迫骨折した。

69 417 2

100

～

299

2017 1
12～

13

精肉作業場にて、スライサーを使って肉をカットしている時、スラ

イサーに肉片が詰まったので左手で取り除いていた所、起動させる

レバーはOFFになっていたが、安全装置（主電源）はOFFにしてい

なかったため、腹がレバーに当たりONになったため刃が動き、左

手薬指先を負傷する。

24 165 8 ―

2017 1
10～

11

商品格納のため長尺台車に柔軟剤の箱（重さ約9kg）を積み運搬し

ていた。 倉庫の鉄扉用の敷居をまたぐ際、キャスターが引っかか

るのを防ぐため、台車先端のヘリを持ち上げて引こうとしゃがんだ

所、重さ約9kgの箱が落下し右側頭部・肩に当たり負傷した。

34 611 4

100

～

299

2017 1
14～

荷受場にて重厚長大物が積まれたカゴ車から重厚長大物専用台車へ

商品を移し替えようと、カゴ車を移動中、コンクリート床の亀裂に
68 379 4 ―



15 カゴ車のキャスター部が引っ掛かり、バランスを崩したカゴ車が自

身側に倒れて右足と頭部を負傷した。

2017 1
21～

22

所属店舗にて業務終了後、着替えて休憩室より帰る時、降る階段3

階から2階の間で、階段が暗かったため、自分の不注意により踏み

外して転んでしまった。

26 413 1 ―

2017 1
11～

12

精肉前のバックヤードを歩いている時、マシン掃除後の床に水が

残っていることに気付かず、滑って転倒してしまった。 両手がふ

さがっていたため顔や肩から転倒し、膝も強打してしまった。

46 418 2 ―

2017 1 8～9

店内の日配コーナーの冷蔵庫の前において、商品の品出しの最中

に、コンニャクの箱（50cm×30cm×20cm）を重ねて乗せようと

した時に、床に落ちていたダンボール片（30cm×15cm）で滑り右

ひざをねじってしまい、じん帯・半月板・ひざ前十字じん帯を損傷

してしまった。

57 417 19
10～

29

2017 1
16～

17

支店の倉庫で上段のパレットにのっている飲料の入った段ボールを

取り、降りる際に転倒、右肘骨折し、右肘靭帯異常からの手首の腫

れが生じた。 高さ1m位の所から足を踏み外した形である。

24 418 1
10～

29

2017 1
11～

12

納品した防災シート（11.5kg×2枚）を持ち上げようとした所、急

に腰が痛くなった（元々の腰痛等はない）。
39 611 19

100

～

299

2017 1 7～8

墓石工事に行く準備のため、自社置場でトラックに資材積み込みの

際、砂袋の重荷に足元がふらつき、尻もちをついて転倒し腰部を負

傷した。

40 221 2 ―

2017 1
13～

14

洗い場にて洗浄作業中、水道より出ている熱湯にふれてしまい、左

手人差し指・中指・薬指の第二関節から手の甲の中ほどまで熱傷を

負った。

51 391 11 ―

2017 1
11～

12

会社に設置してある給茶機のメンテナンス作業の終了後、駅より帰

る際に、構内ホームへ降りる階段を踏み外し、左足首をひねり負傷 49 413 19
10～

29



した。 帰宅後に足首が腫れ、激しく痛みだした。

2017 1
18～

19

バイク走行中風が強く、トンネルから出た際、風に煽られて左側の

ガードレールに車体が接触した。 体勢を立て直そうと右に体重移

動した際、勢い余って反対車線の歩道まで転倒した。

17 231 17 ―

2017 1
11～

12

構内での桜の木の剪定時、脚立に乗り長さ3m、太さ15cmの枝をの

こぎりで切り落としたところ、切枝が前頭部を直撃し擦過傷を負

う。

72 712 4
30～

49

2017 1
10～

11

厨房にて、表裏両開きの温蔵保管庫から副菜を取り出そうとしたと

き、逆側でも作業をしていたため、バットが押し出されて中身がこ

ぼれてしまった。

48 911 11
30～

49

2017 1 7～8
研修に行く途中、自宅から向かっていたところ、段差に躓き尻もち

をついた際に、腰を受傷した。
29 419 2

100

～

299

2017 1 1～2

店内飲料売り場で、品出しのため飲料品（500ml×24本入ケースを

2箱）を運び、膝をつかずに腰を下ろしたとき、腰に痛烈な痛みを

生じ、身動きがとれなかった（既往症なし）。

45 611 19 ―

2017 1
11～

12

外での駐車場において「もちつき祭り」開催中、炭火でイカ焼を

バーベキューの道具でやっていたため右手4本（親指除く）を火傷

した（イカ焼のトングが短かかったため）。

57 911 11 ―

2017 1
16～

17

水産作業場にて発注の作業を行っていたところ、滑ってしまい転倒

して腰を痛めた。
24 417 2

100

～

299

2017 1 3～4

宣伝ステッカーの貼り込み作業を高所作業車にて行っていたとこ

ろ、バケットから手の届かないところへの張り込みがあったため、

バケットから体を乗り出し、1階コンビニの看板屋根部分に足を掛

け作業を行おうとしたが、安全帯が絡まりそれを外そうと試みた際

に足を滑らせ落下し負傷した。

26 146 1 1～9



2017 1
16～

17

店舗1階コーヒー紅茶売り場にて、2段脚立にのり商品整理をし、脚

立から降りる際バランスを崩し左膝を打ち受傷した。 痛みも冷や

すと消えたので業務を続けたが、帰宅したあとに腫れてきた。

53 413 1

100

～

299

2017 1
16～

17

棚卸し作業中、在庫数の確認のため、高所にある在庫数の確認作業

をしていた際、高さ45cmのイスにのって作業をしていた時、バラ

ンスを崩して転倒し、その際に左足側面を強打し骨折した。

33 391 1
10～

29

2017 1
15～

16

ホット飲料の前でマテハンを下ろそうとした際、2重になったマテ

ハン（縦35cm×横35cm×高さ30cm、重さ3kg）を持ったとこ

ろ、首を捻り筋が伸びた感じがして首下から腕の当たりに痺れを感

じた。

44 611 19
30～

49

2017 1 8～9
店舗にて日配の品出し中、牛乳ケース約12kgを持ち上げた際に腰

を痛めてしまい、2週間の安静及び加療を要することになった。
51 611 19

30～

49

2017 1 5～6
朝のバスロータリーベンチ付近で倒れているところを通行人に発見

され、病院へと搬送され、死亡が確認された。
39 921 90

30～

49

2017 1
16～

17

売場で品出し作業中、商品（重さ400g）を右手に1パック持ち、棚

に入れようとした時、指先を捻り痛みを感じた。
55 611 19

50～

99

2017 1
12～

13

店舗のバックヤードで、商品（精肉）を店頭に出したりしている

時、値付の済んだ商品を積んだ台車を持っていこうとしていると突

然、左ふくらはぎがぶちっといって、2～3歩歩いたあと激痛を感

じ、普通の歩行が全くできなくなった。

44 362 19
10～

29

2017 1
22～

23

農産作業場にて、売場へ出ようとスイングドアを開けた時、足元が

水で濡れていたため滑って転倒し、両ひざ挫傷および左ひざ蓋上滑

液包靭帯損傷を負った。

49 417 2
50～

99

2017 1
18～

19

勤務終了後に職場から事務所へ向かう際、カフェ厨房内を通行中

に、床面が閉店後清掃で濡れていたため滑って転倒し、尾?骨を強

打した。

31 417 2
10～

29

12～ 店舗敷地内駐輪場併設の植え込み（高さ185cm、幅135cm）のゴ
100



2017 1
13 ミ・雑草等除去作業中、駐輪場床面（コンクリート）に落下した。

78 418 1 ～

299

2017 1
22～

23

売場のT型什器にLEDライトの配達を行う作業中脚立から落下し、

後頭部を強打した。
26 371 1

100

～

299

2017 1
19～

20

店頭フリースペースで強風対策で折り畳んだテントの4本の脚を男

性4名で持って立ち上げる作業中、脚を真っ直ぐに伸ばそうとした

際に、テントの枠組み（金属製パイプ）とそれを覆うカバー状に

なったテントの脚の先（最上部）との間に左手の人差し指を挟んで

しまった。

24 391 7
50～

99

2017 1
10～

11

青果作業場でれんこんを切っている際に、床に置いてあった商品を

取ろうとして屈んだ際に腰をひねった様な感じになり、動けなく

なった。

58 921 19
50～

99

2017 1
9～

10

出張先のホテルより、営業先へ向かう途中坂道にて路面の凍結によ

り転倒し、骨折した。
48 417 2 ―

2017 1
16～

17

店の事務所2階で1階に下りるためにエレベーターに乗ろうとしたと

ころエレベーターの前に置いてあるフロアマットの端につまずき転

倒して左足の小指、薬指を骨折した。

83 417 2 ―

2017 1
10～

11

店内のカップメン売り場に於いて、脚立（60～70cm位の高さ）に

乗って荷卸しをして脚立から降りようとした時バランスを崩して落

下したもの。 また、脚立から降りる際は手には何も持っていな

かった。 数日間は痛みを我慢して勤務していたが、痛みが増し、

我慢できなくなってしまった。

44 371 1 ―

2017 1
9～

10

井戸清掃作業中にコンプレッサーを始動しようとして、始動ロープ

を引っぱる際に空回りの余裕を作ることを忘れ、ロープで右手人指

しゆびが切れた。

54 391 8 1～9

13～
食器洗浄作業中、コンテナから食器の入ったカゴを取り出す際、カ

10～



2017 1
14

ゴに入っていた1本の箸が床に落ちていた事に気づかず、その上に

あがってしまい、滑り転倒し、右肋骨の後あたりを打って痛めた。

50 417 2
29

2017 1
18～

19

構内バックヤードにて、組立て作業を行っている際に、滑って刃を

落としそうになって、慌てて受け取り機械に取り受けようとした

所、機械と刃の間に左手の小指を挟み、爪と指に刃が当たり出血し

てしまった。

20 165 8

100

～

299

2017 1
9～

10

店の駐車場で仕入の品物を降ろした後、車の移動のあと新雪の下が

氷っていたのがわからず、2～3歩目に足が滑って転んでしまい、そ

の時に地面についた右腕の付け根（肩）に痛みがはしった。

67 719 2 1～9

2017 1
16～

17

事業所厨房でフライヤーで揚げ物をした後フライヤー内を清掃し

た。 その際、中に貯めておいたお湯を流すために排水溝（深さ

15cm程度）のグレーチングを1つ外し、一旦その場を離れて戻った

際、グレーチングを外していたことを忘れ、排水溝に右足を取られ

てしまい転倒した。

64 417 2 ―

2017 1
10～

11

店内水産厨房にて、切り身用まな板で包丁を使いブリのアラ処理を

していた際、誤って左手親指先を包丁で切り受傷した。
57 379 8

50～

99

2017 1
9～

10

社屋建物の脇で、18?灯油入りのポリタンクを屋内に持ち運んでい

た時、雪で足を滑らせ、建物のモルタル外壁に頭部を強打し、頭部

を挫創・膿瘍した。

58 418 3 ―

2017 1
21～

22

当店調理場にて、フライヤー電熱器の跳ね上げ掃除中、ストッパー

左側に右手が接触してしまい、ストッパーが解除され手前に倒れて

きたところ、電熱器に右手中指を挟み負傷した。

38 165 7 ―

2017 1
11～

12

惣菜作業室に於いて、さつま芋のカット作業中、包丁（刃渡り約

20cm）を洗うため包丁を右手から左手に持ち替えたとき、包丁の

刃が右手第2指付根付近に接触し負傷した。

50 364 8
10～

29

2017 1
11～

12

店内レジカウンター奥の通路にて、お客様購入商品（PS4）をカゴ

棚から取り出してレジへ小走りで向かっている際、ダンボール箱に 33 417 2
10～

29



足を取られて転倒負傷した。

2017 1
16～

17

本社屋内にて50kgほどの金庫を運搬中、金庫を降ろす際に手を床

と金庫の間に挟み、両膝を地面に強打し負傷した。
39 611 7 1～9

2017 1
23～

24

店舗レジカウンター奥の厨房からバックルーム（事務所）へ向かう

際、通路横の壁に立てかけてあった樹脂製のまな板（約1cm

厚、60cm×30cm）が倒れていたが、被災者はその際、両手に商品

の入った買い物カゴを持っていたために、足元の障害物であるこの

まな板が倒れていることを気付かずにつまずき、転倒した際に左足

を挫いた。 当該まな板は、シンクで什器類の洗浄作業をする際に

流し台の上から降ろし、邪魔にならぬよう、隅の壁に立てかけて置

いたものである。

59 417 2 ―

2017 1
16～

17

厨房内にて、冷蔵庫に果物を戻し、自身の作業場所に戻る際、置い

てあった掃除用具（ほうき）につまずき転倒し、体の右側から倒

れ、右肘を床に打ち負傷した。

70 379 2 ―

2017 1 0～1

作業場において、フライヤーの油の入れ替え作業中、約15kgの固

形の油が入った容器を持った際に右手を外側に捻ってしまい、その

直後に痺れを感じ、手に力が入らなくなってしまった。

23 611 19

100

～

299

2017 1
9～

10

店舗駐車場にて、空のカゴ車を移動させていた時、誤ってカゴ車を

倒してしまい、左足の親指を負傷した。
64 611 5

10～

29

2017 1
10～

11

事業場内の惣菜洗い場で、被災労働者が他の労働者とすれ違う際に

ぶつからないように避けようとしたら、バランスを崩して転んでし

まった。

48 921 19 ―

2017 1 8～9
配送センター用のカートラックを折りたたみ、片付ける時にバラン

スを崩し、倒れてしまい足を挟まれて骨折した。
52 362 4

100

～

299

2017 1
11～

12

店内で商品の値段を確認するために歩いていたところ、マットで滑

り転倒し、腰を強く打ち、大腿骨骨折を負った。
50 417 2 ―



2017 1
16～

17

トラックの荷卸し作業中、トラックの荷台上にある鉄のラックに添

えてある添え木を下に降ろすため、ラックに手を置いた際にラック

がずれ、バランスを崩して荷台上から落下した。 その際に右足で

着地したが、不自然に反り返って着地したため、右足を骨折した。

32 221 1 ―

2017 1
19～

20

事務所厨房内にて、翌日の朝の配膳車の準備中、冷蔵庫の排水パイ

プが飛び出していたため、つまずいて転倒し、頭部と左膝を打撲し

た。

68 417 2 1～9

2017 1
12～

13

デリカバックルーム（揚げ物側）で、炊飯ジャーの下の台を拭き掃

除しようとして、フタが開いたままの炊飯ジャーを左手に持った

際、フタが閉まり指が挟まり、くすり指を打撲した。

62 391 7 ―

2017 1
9～

10

1箱18kg～20kg程の白菜が入ったダンボールを、外の野菜置場か

ら台車を使い店内の冷蔵庫へ移す作業をしていたところ、ダンボー

ルを持ち上げた際、ダンボールの角が腹部の左側に当たり、肋骨を

骨折した。

60 611 3
50～

99

2017 1 8～9

3階より2階事務所へ階段で移動中、手すりを持たず携帯電話を操作

しようとしたところ、階段の段差で躓き転倒し、頭を打ち、左肩・

腰・左足を打撲した。

48 413 2
50～

99

2017 1
15～

16

営業所建屋1階倉庫の中間棚スペースに保管してあった発砲スチ

ロールを、リサイクル業者側へ持ち込むため荷降ろし作業を行って

いた際、その中間棚には階段等は設置されていないため梯子を使用

していたが、高所作業となるため、一人での作業は落下転倒等の危

険性があり極力行わないようにしていた。 しかし、その時間帯の

人的背景も重なり、被災者がその業務を一人で実行してしまい、使

用していた梯子ごと約2.5mの高さの中間棚からコンクリート床に

落下し、転倒して負傷した。

44 371 1
10～

29

2017 1 7～8

食堂厨房内でボイル野菜水切りボール（直径約50cm）を両手で持

ち、洗浄ブースへ移動中、左へ曲がる際、軸足の左足が右方向へ滑

り転倒し、左足首をひねり損傷する。

43 416 2

100

～

299



2017 1
10～

11

店舗内において品出し作業中、二段台車の上段にあるサラダオイル

の箱（13kg）を降ろす際、胸の上に載せる形で受けとめたとこ

ろ、左胸に痛みを感じた。 当初は大丈夫だと思っていたが、痛み

が続いて悪化し、左第4肋骨骨折と判明した。

53 611 6
50～

99

2017 1
11～

12

籾摺り機で作業中、籾昇降機が詰まり、籾を取り除く際に電源を切

るのを忘れて作業を行い、機械が急に動き出して昇降機下のらせん

部分に指を挟まれ、右手人差し指と中指を損傷し、中指に粉砕骨折

を負った。

61 165 7 1～9

2017 1
18～

19

配膳車を介護用リフトに積み込む作業中、配膳車のストッパーをか

けるため、配膳車の下に手を入れて作業をしている時、作業が終了

する前にリフトを操作してしまい、リフトとドア枠の間に右腕を挟

まれた。

64 231 7
10～

29

2017 1 7～8

敷地内駐車場で通用口へ向かって歩いていた際、搬入トラックが来

たため左側へ避けようとしたところ、雪で凍結した地面で転倒し、

左手をついて左手首を骨折した。

58 719 2
50～

99

2017 1
17～

18

青果棚から売場への出口において転倒してしまい、手をついたため

手の骨を折った。
51 417 2 ―

2017 1 3～4
敷地内駐車場で車をとめて店まで歩いて移動しようとした際、路面

が凍結していたため滑って転倒し、右肩上腕を骨折した。
55 715 2

50～

99

2017 1
15～

16

レジ業務をしようとレジ前に向かった時、敷いていたマットに足を

つまずき転倒し、右足を骨折した。
48 419 2

100

～

299

2017 1
17～

18

店舗内調理台にて、冷凍牛ステーキ肉を牛刀でカット仕込み中、

誤って左手小指を負傷した。
19 364 8 ―

12～

構内のスパンにて、荷物を3ケース（グロッサリー）両手で抱えて

トラックに積み込もうとしていた。 荷台の前には、トラックに積

み込むための商品が多数並んでいる状態だったので、それを避けて 100



2017 1
13

荷台に入ろうと回り込んだ際、スパンから落下した。 その際、足

元が見えていない状態であったため、持っていたグロッサリーに左

まゆ部分を強打し、皮膚が裂けて内側部分の筋肉も潰れていたため

に4針縫った（高さ1m位）。

27 413 1 ～

299

2017 1
19～

20

荷受搬入口から食品バックヤードへ約160kgの商品を積載した6輪

カートを2人組で移動させていた際、カートの車輪が左足に乗り上

げてしまい、左足小指を負傷した。

18 362 7

100

～

299

2017 1
16～

17

事業場所パン屋で食パンをスライスしている時、スライサーという

機械を使用中、パンの耳を取ろうとして、スライサーを止めない

で、機械の中に指を入れて負傷した。

17 165 8 1～9

2017 1
15～

16

当社にて、お客様にお茶を提供しようとした際、店内の段差箇所に

つまずき、転倒負傷した。
63 417 2 1～9

2017 1
16～

17

勤務先のバックヤード（倉庫）で納品作業中に、一番上の棚に商品

を収納している時に誤ってバランスを崩し、脚立から落下した。

その際、左足を地面に強く付いたため、左膝を負傷してしまった。

40 371 1 ―

2017 1 8～9
2週間の予定で出張中（応援のため）に、宿泊先のホテルから店舗

へ出勤途中に、凍結していた路面で滑り転倒し負傷した。
31 719 2 ―

2017 1
16～

17

店舗厨房のシンク前にて、フライヤー作業中、手に天ぷらのトロが

入ったボールをもってシンクに行こうとした時、床が水で濡れてい

たため滑り、転倒してしまい左手を床につき受傷した。

68 417 2
10～

29

2017 1
10～

11

コロッケを製造する為、ミンチを成形する時、型取り機作動中、機

械に挟まっていたミンチを取り除こうと電源を切ったが、機械が完

全に止まる前に誤って機械の一部分ローラーに触れてしまい、右手

第2指が挟まれた。

62 165 7 1～9

2017 1 7～8
自宅から行く途中、地下鉄に乗車し、駅で乗り込んでくる客に強く

押され、手摺りに左側胸部を強く押し付けられた。
55 911 6

50～

99

店内レジ前通路を、サービスカウンターにロッカーのスペアキーを
100



2017 1 7～8
借りに行くために小走りで向かっていた際、足元がもつれたような

状態になり、通路上で転倒し左膝を床面で強打、脚部を打撲し、左

膝を骨折した。

25 417 2 ～

299

2017 1
18～

19

売り場へ移動する際、グレーチング（厨房に流れる汚水のアルミフ

タ）の上で、洗剤に足を滑らせ、体勢を何度も無理にたて直そうと

した為、右足を骨折した。

42 417 2
50～

99

2017 1
17～

18

夕食配膳後、温冷配膳車（自走式、取っ手のレバーを握ると動き、

離すと止まる）を厨房に運び入れ、所定位置の壁際まで動かしてい

た際、壁にぶつかりそうになった時に咄嗟に手を離すことが出来

ず、配膳車と壁との間に右腕を挟み、肘を骨折する。

34 362 7 ―

2017 1
14～

15

お店のビラをポスティング中に、喉が渇きコンビニでお茶を買おう

と立ち寄る時に、お店の前の車留めにつまずき転倒し、右・左膝に

擦り傷、右第5指を骨折した。

47 417 2 1～9

2017 1 6～7

作業終了後の清掃時にコンベアのローラーの間に段ボール端材が挟

まっていた為、取り除こうと手を伸ばしたら、ローラーに軍手が巻

き込まれ、同時に指まで巻き込んだ為、慌てて抜いたが間に合わ

ず、右手親指を挫創した。

50 224 7

100

～

299

2017 1 8～9

従業員駐車場で、朝の出勤時に自家用車から店舗へ歩いて向かう際

に、凍結した路面で滑って転倒し、右手を突いたため、右手首を骨

折した。

56 719 2
30～

49

2017 1
16～

17

弁当の配達の為、車を運転中、新規お客様のお宅を探していた所、

住宅街の行き止まりの道になり、Uターンしようとしてアクセルを

踏みすぎハンドル操作が追いつかず、住宅壁に激突し、左手を骨折

した。

62 231 17
30～

49

2017 1
17～

18

勤務前に更衣室で着替え、事務所に行くまでに搬入口にある昇降台

を上がろうとしたが、滑って前かがみに転倒し左手を地面につき、

左手人差し指骨折の怪我を負った。

16 413 2
50～

99



2017 1 3～4

店舗の外の洗い場で作業中、当日は低温であり、凍結していた地面

で足を滑らせて転倒し、左膝を打ち、左膝蓋骨骨折等の怪我を負っ

た。

56 417 2 ―

2017 1
10～

11

配送先の自宅駐車場で荷物を運ぶ際、前日からの大雪で凍結してい

た為足を滑らせ頭から転倒し、脳震盪を起こし首・肩を強打した。
27 417 2

10～

29

2017 1
15～

16

配送中、組合員宅にて、留守置きの所で商品を降ろして、先週の空

箱をトラックの荷台の中に入れて運んでいる最中、雪で滑り足を

捻ってバランスをくずして転び、右足首捻挫、右ひざ・左手のひら

擦傷、左手首捻挫を負った。

40 417 2
10～

29

2017 1
11～

12

店内トリミング室にて、お客様からお預かりした猫をトリミングの

為にキャリーから出した直後、トリミング室の左奥（入口から見

て）に逃げてしまい、捕獲する際に左腕の肘から上、手首、薬指、

人差し指、右腕の肘から手首にかけて猫に噛まれてしまった。

23 911 90 1～9

2017 1
11～

12

パン売場で、踏み台（2段）の一番上に乗って作業をしたのち降り

る際に、中段ステップを踏み外して右側方へ転落し、右肘を強打し

て負傷した。

43 371 1
10～

29

2017 1
15～

16

当社倉庫にて1階から2階への運搬作業の際、本人が2階にいた者に

荷物（1,000×2,000、ベニア2枚）を渡そうとした際にバランスを

崩し、3段ほど下に後ろ向きで降りた。 3段目を降りた際に右足に

負荷がかかり、痛みがはしり歩けなくなった。

45 921 19
10～

29

2017 1
13～

14

降雪する積雪のため、駐車場に雪が積もっており、その雪を除雪し

ようとしたところ、滑って転倒してしまい骨折した。
69 719 2 ―

2017 1
10～

11

調理作業中、2機のフライヤーを連結する器具をはめようとして手

が滑り、フライヤーの中に右前腕が入りやけどした。
19 519 11 ―

2017 1
10～

11

食材のじゃが芋を切っている時に包丁がすべり、左手薬指の爪の部

分を四分の一程切った。
70 364 8 1～9

リフトで運搬作業中、狭いところでパレッドの向きを変えようと手
50～



2017 1 3～4 で引っ張ろうとしたとき、後ろ向きに転びそうになり、左手をつい

て転倒し肩を強打した。

75 222 1
99

2017 1
12～

13

会社の郵便物を出しに市場内の郵便局に歩いて行っている時、足が

つまずき、よろけて顔面より転倒した。
66 417 2

100

～

299

2017 1
9～

10

当社工場内に於いて、いつものようにパイローラーを使用する前に

清掃するため、タオルを敷いて右手で掃こうとし、足でペダルを踏

む機械を踏み間違えてしまい、右手指が挟まり負傷した。

21 165 7 1～9

2017 1
11～

12

出勤前、勤怠ガードを通す際、ダンボールを持っており足元が見え

にくい状態で、階段で足を踏み外し横向きに転倒した。
34 413 1

50～

99

2017 1 8～9

売場に出ようとして作業場からバックルームに出るスイングドアを

開けた際、めくれた足元のマットに左足がつまずき転倒し、左肩関

節挫傷、左肘関節挫傷、左足首捻挫を負った。

66 417 2

100

～

299

2017 1
16～

17

医院事業所厨房内にて、やかんに入った熱いお茶を両手に持ったま

ま、靴をスリッパに替えようとした時、ズボンの裾を踏んでしま

い、転倒して熱いお茶がかかり、右腕・右手首・額を火傷した。

68 379 2 ―

2017 1 6～7

2F更衣所から1Fの作業場へ移動中、あいにくの雨のため小走りで

急いだため、店舗前の駐車場（スロープ）で足を滑らして左肩から

落下転倒し、左肩あたりを強打した。

39 417 2
10～

29

2017 1
9～

10

青果売り場において、台車に野菜を載せて品出し中に、上の商品を

出し終わり、台車の下に載せ、商品を上に入れ替えようとした時、

左足首に激しい痛みを感じた（左足首捻挫）。

52 611 19
50～

99

2017 1
20～

21

セールスで飲茶スチーマーを使用していて、スチーマーを開けたと

き、蒸気により右腕を火傷した。
19 341 11 ―

2017 1
16～

17

調理場でフライヤーの掃除をしていた時、ゴミを流す為お湯を入れ

た鍋（片手持ち20㎝）を手にしたまま下にあるゴミのザルを直す

為、かがみこんだ時にお湯をかぶってしまい、右の頬から首と左腕
65 391 11 ―



を火傷した。

2017 1
13～

14

午後の開店準備後、宝くじボックスに入る際に、当日持ち出しする

宅配便のバッグに躓き転倒し、机の角に顔をぶつけて腫れた。
53 417 2

100

～

299

2017 1
16～

17

店内の階段にて、2階にある倉庫から品物が入った箱を1階に持って

いく際、急いでいたのと箱を両手で持っていたので足元が見えず、

階段の最後の1段を踏み外し、足首から誤って着地し、左足首捻挫

を負った。

26 413 19
30～

49

2017 1
13～

14

ラグビーの試合中、ボールを持っている相手選手に右肩からタック

ルをした際、相手選手の膝と肩がぶつかり負傷した。
34 921 6

10～

29

2017 1
11～

12

自転車で自宅から職場敷地内まで出勤し、駐輪場に自転車をとめよ

うとハンドルを握り直したところバランスを崩し、左側に転倒し

た。

58 362 2

100

～

299

2017 1
12～

13

食品8番通路（半生菓子・大袋菓子の通路）において、階段状の3段

踏み台にのぼって入荷商品の在庫を棚上に上げている際、意識を失

い踏み台から落ち、頭部を強打した。

69 371 1 ―

2017 1
9～

10

開店準備の作業を行う際、売場にかけていたネットを外す作業を

行っているとき、外したネットの上で足が滑ってしまい、左足で体

を支えようと踏んばった際に左膝を捻ってしまい負傷した。 その

日はそのまま勤務したが、足に違和感を覚えた。

65 379 19
10～

29

2017 1
19～

20

接客中、慌てて商品を取りに行った際にシングルラックに足が引っ

かかり転倒し、足を打ちつけてしまい膝を骨折し、1ヶ月の安静と

なる。

60 417 2 1～9

2017 1
9～

10

墓石の解体をしているとき、一輪車で運んだ石を抱えてトラックに

のせようとしている時、25㎏の石を抱えて腰がグキッとなり立てな

くなった。

61 611 19
50～

99

夕食配膳後、厨房内清掃のため、洗米機付近の排水溝の数枚のピッ



2017 1
18～

19

ト蓋を外していた所、足が溝に誤って落ち、横に立てかけていた

ピット蓋で左足・胸部辺りを強打し負傷した。 痛みを伴いながら

も業務を続けたが、左足・胸部辺りを3本骨折しており、全治1ヶ月

と診断される。

76 418 5
10～

29

2017 1
14～

15

店内厨房において、包丁を使った鮮魚のたたき調理中、誤って左母

指を切りつけ受傷した。
18 364 8

50～

99

2017 1 8～9

当社工場で、作業台棚から焼き上りの陶器を1個ずつ取り出す際

に、踏み台があると勘違いをして作業台から落下し、胸を強く打ち

肋骨を骨折した。

62 371 1 1～9

2017 1 3～4
牛乳配達中、車を降りて徒歩で移動中に誤って排水路に転落し、左

肋骨多発骨折を負った。
71 418 1

10～

29

2017 1
14～

15
ルートカーで商品を集めていた際に、ステップから転倒した。 23 221 1

10～

29

2017 1
13～

14

サービスカウンター内を移動中、足元にあった受付済みの商品が

入ったカゴにつまずき、前の方に倒れる途中で反転し後向きに倒

れ、梱包機の角に後頭部を打ちつけた。

25 417 2
30～

49

2017 1
21～

22

仕事終わりにゴミを捨てようとして、店舗裏口からゴミ捨て場に行

こうとしたが電灯がなく真っ暗だったため、トイレ前の段差につま

ずいて転倒し、左膝を負傷した。

54 417 2
30～

49

2017 1
18～

19

勤務先で商品名ボードの作成のため、ポリエステル製の板をカッ

ターナイフで切断中、板がなかなか切れなかったので力を入れて手

前に引いたところ、勢い余ってカッターナイフの刃が右大腿部に接

触し、裂傷を負った。

22 364 8
10～

29

2017 1
11～

12

社用車に戻る際、路面の雪が踏み固められて滑りやすくなってお

り、滑って転倒した。
28 719 2

10～

29

2017 1
9～

10

朝の品出し時にバックヤードへ戻る途中、急いで行こうとしたとこ

ろ、足がつまずき転倒した。
57 417 2

10～

29



2017 1
15～

16

レジ点検の為、レジから事務所に移動する際、外レジ前の段差につ

まずき前方へ転倒した。
61 417 2

50～

99

2017 1
11～

12

店舗駐車場入り口付近にて、軽自動車で駐車場に入ろうとして、駐

車場入り口右側のバリカーに衝突した。 ハンドルを切る動作が甘

かった為、首の捻挫とバリカーの破損を負った。

22 231 3
10～

29

2017 1 8～9

子店舗と納め先病院へ配達のため、公用車の軽ワゴン車で向かい、

配達が終了して帰る途中、国道で上り車線を走行していたとき、左

カーブに差し掛かるところでブレーキをかけたが、路面凍結のため

スリップし、対向車線へはみ出し、対向車のトラックと衝突し、そ

の後、死亡が確認された。

58 231 17
10～

29

2017 1
9～

10

朝の立ち上げ時、きゅうりが入っているダンボールの箱をカッター

で切っている際、一度で切れず、再度箱を左手で上から押さえて

切ったところ、勢い余って添えていた左手親指と人差し指の間を切

り、3針縫合した。

62 364 8

100

～

299

2017 1
19～

20

当社店舗の木材・建材館作業場において、クレープ用のフライパン

の柄を新しい柄に変えたいとお客様から相談を受けた。 ハンマー

用替柄（縦約1㎝、横約2.5㎝、長さ33㎝、木製）を代用することを

思いつき、柄を長さ17㎝に切断し、柄の先端に切り込みを入れるた

め電気丸鋸（高さ約22㎝、幅約17㎝、奥行き約22㎝、重さ約3㎏）

を本来の使用方法とは違う作業台の上に置き、右手で柄を持ち鋸の

歯に当てていたところ、柄が弾かれてしまい、弾かれた勢いで右手

親指が刃に当たり負傷した。

48 131 8
50～

99

2017 1
10～

11

トラックから降ろされたフレコンバックの置き場にバックが積み重

ねてあり、その上部が結んであった。 他数名でフレコンバックに

足をかけてそれをほどき、降りようとした時にフレコンバックのひ

もが両足に絡んでいて、足が動かずバランスを崩し、右ひじから地

面についた。

51 611 1
10～

29

厨房にて大型のスライサーでキャベツの千切りを行っていた時、



2017 2 15~16
キャベツがスライサーのコンベア奥で止まったまま進まなくなって

しまったため、スライサーを止めずに動いたままの状態で右手を押

し込んでしまい、中指の先を削ぐように切ってしまった。

59 165 8
50～

99

2017 2 11~12 居外ゴミ庫前にてゴミを廃棄しようと歩いている時に足を捻った。 34 921 19
50～

99

2017 2 18~19

アパートのお客様の家に寿司と茶碗蒸しを配達するため、車から降

りて、お客様の玄関へ行く際、アパート前が氷状で尚且つ、うっす

ら雪が積もっており、注意しながら歩いていたが、寿司と茶碗蒸し

を持った状態で後ろ側に転倒し、頭と上半身を地面にぶつけた。

54 719 2
10～

29

2017 2 13~14

薬局駐車場にて、次の班に行く間にトイレを借りに寄った際、雪日

で少し視界が悪かった。 路面は緩やかな傾斜があったが雪や氷で

凹凸していてあまり滑りそうではなかったが、足を滑らせ転倒し臀

部を強打した。

40 417 2
10～

29

2017 2 12~13
厨房にて、スライサーで大根を切っている際、誤って刃の部分で、

右手人差し指を切ってしまった。
57 165 7 1～9

2017 2 10~11

卸売市場内にある市場サービス店内にて、商品が置いてある2階へ

上がり、商品を持って2階から下りてくる際、手すりから手を滑ら

せて、床上1㎝位の高さから落下した。 その際、左足を強打した。

58 413 1 ―

2017 2 7~8 出勤時従業員入口前の坂道で滑って転倒し、右手をついたため。 59 416 2

100

～

299

2017 2 14~15

入荷したカセットボンベケース（1ケース約12㎏）をバックヤード

の棚に納める為、棚の上に上り、他の従業員が下から商品の入った

箱を手渡しし受け取った時にバランスを崩して商品をかばいながら

地面に落下し、左足の踵を強打した。

55 391 1

100

～

299

2017 2 11~12

1階倉庫で心電計の架台（重さ16㎏）を組み立てている際、パーツ

取り付けの為架台を裏返そうとして20㎝程持ち上げたところ、腰部 37 521 19 ―



に激痛が走り動けなくなった。

2017 2 12~13
ロッカーに行く階段の1段目から足を踏み外し、右関節外側靭帯損

傷、右足関節外果剥離と診断された。
59 413 1 ―

2017 2 9~10 商品を運ぶ時、お客様とぶつかり転倒した。 67 921 3 1～9

2017 2 9~10
店内作業場において食肉用スライサーを洗っている時に刃に触れて

しまい、左手人指し指の先を切ってしまった。
37 165 8

50～

99

2017 2 22~23

退社後、南側出入口付近のトイレを利用するため駐輪場を徒歩（ポ

ケットに手を入れた状態）で通過した際、段差に躓き転倒し右肩を

骨折した。

35 417 2 ―

2017 2 17~18
作業場で包丁を洗浄中、急いでいたため誤って刃に触れてしまい左

手人差し指を切った。
40 364 8 ―

2017 2 20~21

売場レジにてチェックアウト業務を行っている時、お客様が持って

きたショッピングカート下段に入っていた350ml缶のビールケース

（レジ右側）をしゃがんで両手で持ち、レジ中央部のスキャナーに

持ち上げようとした。 この時、以前から鈍痛を感じていた左肩に

強い痛みを感じた。 痛みに耐え業務を終えたが、痛みが増してき

たので店員に報告した。

34 611 19
50～

99

2017 2 16~17

農産作業場内でZカート車を前に押して移動中に荷積みされたハー

フ台車にZカート車の前面がぶつかり、その反動で、Zカートの角

部分が左ひざに直撃し、打撲した。

50 362 6 ―

2017 2 16~17

ガーデン用品売場で商品の種ジャガイモが入ったカートを運搬して

いる際に、向かいから歩いてくるお客様を避けようとし、カートを

ずらした際に、体と右手首をひねり、痛めた。

54 361 19 ―

2017 2 12~13

職員駐車場に歩道との境に設置されているロープをまたごうとして

ロープが足に引っかかり駐車場側に倒れた時に、身をかばった右手

の手首を骨折した。

53 379 2
50～

99

葬儀社にて、地区の会長さんが来館したため、担当者のシフトを確



2017 2 7~8

認しようと、事務所の壁の上の方に貼ってあったため、よく見え

ず、キャスター付のイスに上がってみようと、足をかけた際、イス

が動いてしまい、足を踏み外し転倒した。 右肩と右胸部を強打し

た。

60 417 2
30～

49

2017 2 14~15

お客様宅の階段を上り、ポストに朝刊を入れ、階段を下りた時に左

足首に違和感を感じた。 その後、残っている新聞を配達し自宅へ

戻ったところ、左足首が痛みとともに腫れてきたため受診した。

レントゲンの結果、左足くるぶしにヒビが入っていることが判明し

た。 事故報告の内容からは、業務との因果関係が不明であったた

め、確認したところ、本人は足を捻ったり、階段を踏み外したりと

いったことはなかったとのこと。

66 169 7
10～

29

2017 2 10~11

店舗作業場内において、タイヤを販売し、2番ピットに入庫し、組

込タイヤをおろし、新品タイヤを運び店内へと戻る際、1番ピット

リフトの車輪止めにつまずき転倒した。 2.2m前方廃油圧送機

（46×67×H78㎝）前面部レバー（3.0×8.5m）に左側頭部、前額

部をぶつけ出血した。

43 417 2
10～

29

2017 2 15~16

休憩に入るために職場から休憩室（食堂）に向かう時に、飲食コー

ナー端に置いてある子供用の椅子に躓き転倒し、左足のひざを床に

強打した。

64 379 2
10～

29

2017 2 10~11

店舗の外階段をお盆を持っておりてきた時に、13段ある階段の下か

ら3～4段目から足を滑らせ背中から尻までを激しく打ちながら落ち

た。 （お盆が大きかった。階段が凍結していた。）

57 413 1 1～9

2017 2 11~12

洗浄室にてスチームコンベンションのラックの上段を洗っている

際、手差し手袋とニトリル手袋は着用していたが、隙間から、油汚

れ用の協力な洗剤が入ってしまった事に気付かず、30分以上放置し

ていたら、右腕が痛みだし右腕肘下の内側に重度3の火傷を負っ

た。

41 519 12 ―

店内木材加工室においてスライドソーを使って木材をカットしてい



2017 2 11~12
たところ、スライドソーに立てかけてあったフロアー材に手が触れ

てしまい、それが落下した。 その際、左足指に当たり怪我をし

た。

33 522 4
50～

99

2017 2 8~9

店内と店外にある仕切り用スイングドアが破損しており、出入りす

る時に左足を引っ掛けてしまい転んでしまった。 その時に右手を

ついてしまい支えきれずに痛めてしまった。

48 419 2

100

～

299

2017 2 6~7
二車線道路で、食材の配達途中によそ見をして、中心の縁石に乗り

上げてしまい、車が横転した。
20 231 17 ―

2017 2 0~1

社用車で客先に向かう途中の道路を走行中、携帯電話のナビ機能の

画面を見ようと下を向いた。 顔を上げたら連なっていた金属ポー

ルが目の前にあり、数本なぎ倒し、個人宅の敷地の塀にぶつかり車

が止まった。 その衝撃で右腕をぶつけ、骨折と診断された。

23 231 17
10～

29

2017 2 21~22

店舗レジカウンター内にて、レジの清算業務中に、売上金とレジ2

台分の釣銭が入った納金袋（推測10㎏弱）を労働者本人の胸の高さ

に位置するレジカウンターから右片手だけで勢いよく下ろした時に

捻った。 翌朝、右手を動かすことが出来ない状況であったため、

受診したところ、骨折していた。

42 921 19 ―

2017 2 12~13

営業車で納品の途中、緩い左カーブにて先行車両が右折するため停

車し、そこに直進する形で先行車両右後部に衝突して対向車線を

走ってきた相手車両運転席側後方側面に衝突して停車した。 当方

車両フロント部分大破の衝撃によりエアバッグが作動し、エアバッ

グに顔面を強打した。 その際、目（眼球）に傷がついた。

22 231 17 ―

2017 2 9~10

店内作業場で、作った商品を入れる為のブルーコンテナ（縦45㎝×

横60㎝×高さ10㎝、重さ約2㎏×25段）を2、3個のせた台車をバッ

クヤードのエレベーター前から作業台まで運んでいたところ、後か

らもう1台コンテナを積んだ台車が勢い良く運ばれてきた為、受け

止めようとした際コンテナとコンテナの間に左手中指を挟み負傷し

たものである。

39 362 7

100

～

299



2017 2 15~16

店内キッチン売場において作業中、展示品の野菜みじん切り器の回

転刃が保護ケースから外れているのに気付かず、右手で握ったとこ

ろ中指に切傷を負ってしまい負傷したものである。

55 165 8
10～

29

2017 2 19~20
段ボール置き場にて牛乳箱等の片付けをしていたところ、液体で濡

れていた床で滑って転倒した。 左腕を強打した。
48 417 2

100

～

299

2017 2 15~16
化粧品売り場にて、棚卸作業中、3段ステップから足を踏み外して

しまい、転倒し骨折した。
59 371 1

10～

29

2017 2 18~19

お客様宅へ集金業務で伺った際、お客様宅近所に駐車した自車両内

で体調の不具合を感じ、体の左半分に力が入らなくなったため、救

急車で病院へ搬送された。

52 921 90 1～9

2017 2 14~15

転倒にて用土補充の際、ハンドリフトでパレットごと（1袋3㎏の用

土が96袋積載／総重量288㎏）移動中、自分の左足を轢いてしま

う。

52 362 7
30～

49

2017 2 13~14

店内入り口に近い青果売場で、品出し中に入り口から子供が走って

来たので、商品が倒れると思い、とっさに押さえようとしたとこ

ろ、体勢を崩し、自分が倒れてしまい、右腕を床につき、右肩と右

肘を受傷した。

53 921 2
50～

99

2017 2 10~11
鮮魚作業場でカルパッチョ用サーモンを包丁でスライスしている

時、誤って左手親指を切ってしまった。
61 364 8 ―

2017 2 19~20

畜産作業場で、スライサーの清掃をしようとスライサーに手を近づ

けた際、チェーングローブを装着せずに作業したため、左手人差し

指が刃に触れて第2関節を深く切った。

59 165 8

500

～

999

2017 2 16~17
勤務先の作業場で掃き掃除をしている時、フライヤー目のラックに

足が引っ掛かり、作業台の脚に左膝を強打してしまった。
26 379 3

500

～

999

100



2017 2 16~17
日配バックヤードで、スチール製デスクの脇にあったゴミ箱にゴミ

を捨て、頭を上げた時にデスクの角に額を打ち、切れてしまった。
55 391 3 ～

299

2017 2 18~19

本社の会長室で、ストープの元栓が閉まっていることを確認し身体

の向きを変えた時、ストーブの下に敷いてある板が右足がひっかか

り、転んでしまい、股関節を骨折した。

73 416 2 1～9

2017 2 8~9
お客様宅へ商品を配送中（車を運転中）に付近の信号機のない交差

点で、右側から直進してきた車に自車の右側面後方に衝突された。
29 221 17

30～

49

2017 2 16~17

交差点で車で配達する為に仕事中、交差点手前で信号待ちをしてい

ると後から乗用車に追突された。 その衝撃により、頚椎を痛め

る。 ワンボックスカーは右部後ろを破損した。

63 231 17 ―

2017 2 21~22

店舗内でクローズケースを清掃中に、ガラスの縁が鋭利になってい

るのに気付かず、ふき上げてしまい、右手の平親指下に切り傷を

負った。

22 379 8 ―

2017 2 13~14

売場で仕事をしていた際、女児（小学1年生位）が飛び出してき

て、後からぶつかられ（女児は止まろうとしたが止まりきれなかっ

た）右ふくらはぎを打撲した。

55 911 6

500

～

999

2017 2 11~12

事業所内にて包丁を使っての精肉作業中、後方に気を取られ後を向

きながら豚肉をカットした際、誤って左手親指の先を切り負傷し

た。

19 364 8 ―

2017 2 19~20

店内階段にて、帰宅のため2階から1階へ下りる際に踊り場から4段

ほど下りたところで右足を踏み外し、倒れないように踏ん張ったた

め腰に負担がかかり負傷した。

32 413 19 ―

2017 2 5~6
被災者は、店舗に強盗が押し入り、防止する為、もみ合いになった

際に、刃物で切りつけられ左手親指を切創した。
21 911 8

10～

29

2017 2 16~17

店舗内灯油給油所において、灯油販売後のポリタンク缶（20?で約

17㎏）のキャップの閉まり具合を確認する作業中、右手のみで持ち

傾けた為、負荷がかかり手首を捻ってしまい負傷した。

45 611 19
30～

49



2017 2 3~4

就業中に商品を冷蔵庫へ運び終え、ドアを閉めるためにドアのス

トッパーを外そうとして、開いているドアをさらに少し開けたとこ

ろ、上下の蝶番が外れドアが落下した。 倒れかかったドアを右手

で支えようとし、ドアと壁の間に右手首を挟まれる。 右手橈骨手

首側にヒビが入った。

41 419 7

100

～

299

2017 2 7~8

センター用のスリム台車を店内に搬入する作業をしていた。 スリ

ム台車の両サイドに小指をかけていたため、壁との間に指が接触

し、荷物の重みで止まることが出来ず、そのまま進み、その際に右

手小指を骨折する。

42 362 7

100

～

299

2017 2 20~21

食品倉庫で、カゴ台車をしまっていた時、坂道（スロープ）で倉庫

のドアノブに当たると思い左にカーゴを避けようとしたところス

ロープからカゴ台車の車輪が脱輪してしまい、倒れるカゴ台車を支

えていた左手が、倒れたカゴ台車と地面の間に手を挟み圧迫され骨

折したものである。 （積載物重量推定110～120㎏、トマトジュー

スペットボトル）

20 362 7
30～

49

2017 2 12~13

病院内厨房配膳車置き場（配膳車プール）にて派遣先の男性社員と

接触し、左側から横向きに転倒した。 転倒する時に身体を支えよ

うとして左肘から倒れ、左脇、左こめかみを床に強打した。 意識

ははっきりしていたが強打したことからその場で動けなかった。

60 921 3
10～

29

2017 2 10~11

バックヤード内でウォークイン冷蔵庫の扉の前を通りかかった時

に、急に冷蔵庫の扉が開き、中からダンボール箱が投げ出された。

そのダンボールが顔面（左眼付近）にぶつかった。

54 611 4
30～

49

2017 2 16~17

店内作業場で洗い終わったグラスを拭いている時に手を滑らせ、グ

ラスが落下した。 とっさに拾おうと手を伸ばしたが、グラスは作

業台の角に当たり、真っ二つに割れており、割れたグラスを握る形

になってしまった。 これにより、右手のひらに切創を負った。

28 379 8
10～

29

2017 2 9~10

店舗内ベーカリー作業場において、冷凍庫内の在庫を整理中に、重

さ約10㎏の落ちてきた冷凍生地を受け止めた際に左手小指に骨折を 44 611 4
50～



負った。
99

2017 2 8~9

店内農業資材売場において作業中、入荷した土嚢袋を高さ約150㎝

から下ろそうとした際、見た目より重く（8㎏）右手で受け止めよ

うとしたが受け止められず商品が落下した。 その際、右肘に違和

感が発生し、徐々に痛みが出て翌朝は腫れが出てきたため後日受診

したものである。

38 611 19

100

～

299

2017 2 15~16
厨房内でフライヤーの油交換作業時にサラダ油18L缶を持ち上げた

際に腰を捻り、急性腰椎症を負った。
29 611 19 ―

2017 2 10~11

店内カウンター業務をしている時、レジの人の休憩交代をする為、

カウンターを出た時、足元に宝くじの旗を立てる台が置いてあるの

に気が付かず、躓いて転倒し左膝を強打して負傷した。

54 417 2
50～

99

2017 2 9~10
弊社内でかぼちゃカッターを洗浄した際、右手を負傷した。 カッ

ターを持ち上げ、まな板を洗浄中に刃に当たってしまった。
42 364 8

50～

99

2017 2 18~19

店舗内冷凍庫で、仕込みの作業をしていた時、冷凍餃子の箱を上段

から取ろうとしたところ、バランスをくずしてしまい、体の右側に

重量がかかってしまい、右鎖骨を受傷した。

57 611 19 ―

2017 2 18~19
退勤後、6F女子更衣室から着替え終え、5階から4階の従業員階段

を下りる際に、足を踏み外し、転倒した。
20 413 2 ―

2017 2 16~17

店舗厨房で一斗缶へ廃油する油を移している際、油が溢れてしまい

濾過機の吸引口から出た油がかかり、左腕肘より下に10～15㎝ほ

どの火傷を負った。

22 519 11
30～

49

2017 2 13~14
喫煙所の清掃中、天井に額をぶつけ脳震盪のような状態になり、気

分も悪くなった。
57 415 3 ―

2017 2 8~9

当社作業場内において鉄平棒（厚さ2㎜×幅250㎜×長さ2000㎜、

重量200㎏）を切断機から材料置場にクレーンで移動中クレーンが

壁にぶつかりクレーンで吊っていた鉄平棒がバランスを崩し左足首

に接触し、負傷してしまった。

40 211 6 1～9



2017 2 13~14
厨房で洗浄中、番重（下膳回収のプラスチックケース）を洗うため

洗浄機に入れようとした時に番重が滑り落ち右足の甲に落下した。
49 379 4 1～9

2017 2 8~9
自社倉庫内にて出荷作業中に材料の上（高さ1m位）から落ちそう

になり左足踵から着地した際に負傷した。
43 521 1 1～9

2017 2 17~18

当事業場内の作業場において翌日配送分の荷物をトラック（2t）の

荷台に積み込む作業を行っていた際、玄関ドア（幅約930㎜×厚さ

約60㎜×高さ約2330㎜、重さ約50㎏）を1人で持ち、積み込んでい

た時、持ち手を変えようとしたためにバランスを崩してしまい、支

えようと急に動いた時に、右足を着くところを誤りひねってしま

い、右足関節靭帯損傷となってしまったものである。

38 521 19 ―

2017 2 16~17

当社店内の作業場において、商品の長ネギを包丁で切っていた時、

つい力を入れ過ぎたため、包丁の刃先が長ネギを押さえていた右手

に当たり親指を負傷したものである。 なお、被災者は左利きで

あった。

42 364 8 ―

2017 2 11~12

14F厨房内で野菜のカット作業時に右肩に痛みがあり、業務終了

後、病院を受診した。 右肩亜脱臼・内出血と診断される。 当日

夜、痛みが我慢できず搬送され、右肩腱板断裂で2～3週間の入院と

手術が必要と診断された。

68 921 19
50～

99

2017 2 11~12

業務中、事業場の入っているテナントビルの共有部分の廊下で歩行

している時床が結露の為、湿っていて滑って転倒した。 （書類提

出のための外出の際）

56 417 2 1～9

2017 2 10~11

売場において、2名体制でシングルハンガーの高さ調節を実施しよ

うとしたところ、商品がかかったままで重たく動かなかったため、

応援を呼ぼうと手を離した時に誤って上段と中段の鉄部分の間に右

示指の付け根を挟んでしまい負傷した。

19 379 7
30～

49

2017 2 14~15

樹林地内で、伐採作業中に、チルホールで枝を引っ張りながら作業

をしていた。 枝がほぼ切れてチルホールのワイヤーが緩んだとこ
24 379 6

10～



ろへ、枝が落下し、緩んでいたワイヤーが再び張ったため、チル

ホール本体が跳ねて、左目上にあたり裂傷した。

29

2017 2 5~6

作業場内にて炊飯が終わり反転機に炊飯釜を設置するため釜の蓋を

外し蓋を洗浄機まで運ぶ際、床が濡れていたため滑って右膝を床に

強打した。

62 417 2
10～

29

2017 2 18~19

メニューを配布している際、投函が終わり転回しようとしたとこ

ろ、二輪がぬかるみにはまりバランスを崩し、転倒した。 転倒し

た際、車体と地面に左足を挟まれ、左足甲を骨折した。

23 231 17 ―

2017 2 10~11

農業機械の常設展示場にて、農協機械展示会の準備をしている

時、2～3m位の脚立に乗り天井の床の修理をしようと思い、一人で

上り誤って落ちてしまった。

58 371 1 1～9

2017 2 10~11

当該事業所において、食器等の洗浄作業が終了し清掃していた際、

テーブルを片付けようと後ろ向きに引いて移動していたところ、清

掃のため下水溝の蓋が外してあったことに気付かず、誤って下水溝

に足が嵌まってしまい、受傷したものである。

65 417 3
50～

99

2017 2 19~20

店舗外のカゴ車に商品を補充作業中、レジ応援を促すチャイムがな

かったため急ぎ店舗レジに向かって走る途中、駐輪場付近のポール

を避けようとした際、誤って右足を捻り以前に剥離骨折した同部位

（右足くるぶし）に痛みが生じた。

19 921 19 1～9

2017 2 15~16

おやつの下膳作業で、台車を取りに行こうと厨房から施設の廊下へ

出た付近で、足が滑り、転倒した。 床は濡れていなかったが、ゴ

ムのスリッパが滑った。

55 417 2
10～

29

2017 2 8~9

店舗バックヤードののぼり旗置場にて、開店準備でのぼり旗を運び

出すためののぼり旗10本を持ち上げた際、取り出したいのぼり旗の

横棒が他ののぼり旗に絡まっていたのでそれを直そうと持ち上げた

10本の登り旗を向かって左側の壁に立て掛け、絡みを直そうと上向

きで作業をしていたところ、立て掛けていたのぼり旗10本が倒れて

きて顔面と左上半身にあたり負傷した。

32 611 5
50～

99



2017 2 14~15

店の奥から接客をするために急いで店頭に出ようとした時、途中に

ある階段で目測を誤り足を踏み外して腰から下に落ちたものであ

る。

31 413 1
10～

29

2017 2 16~17

両手にバケツを持った状態で階段を下りていた際、上から数段目で

足を踏み外し転落した。 その際、両手と顔面を強打し怪我をし

た。

64 413 1
30～

49

2017 2 13~14

石段を上がった先にある個人宅の玄関先に牛乳を配達し終え、石段

を下りる途中で、足を踏み外して転倒した。 その際に右足を複雑

に捻り骨折した。

47 413 1 1～9

2017 2 14~15
商品を下ろし、空箱を回収してトラックに運ぼうとした時、玄関入

口の段差に気が付かず左足をひねった。
37 417 2 ―

2017 2 8~9

両手にゴミ袋を持ち、徒歩にて道路向かいのゴミステーションにゴ

ミ捨てに向かう際、売店入り口の高さ2㎝のゴム製マットに躓き、

転倒したものである。

56 417 2 ―

2017 2 12~13

当事業所内配膳用エレベーターにおいて、配膳車を引きながらエレ

ベーター内に入ったが、配膳車が止まらずに、よけることもできず

エレベーターの入り口（配膳用エレベーターの為両方向開く扉）と

なっている壁に配膳車と挟まれ、左肩より左鎖骨辺りを強打した。

66 362 7 ―

2017 2 12~13

店内ペット用品売場にて陳列棚の最上段（立さ約1m80㎝）に置い

てあるペットシーツ在庫を脚立を使って取りに行き、降りる際にお

客様から声を掛けられたことに気をとられ、三段脚立の最後の一段

を踏み外し、床に転倒した。 その際に右手を床について右手首を

骨折してしまった。

50 371 1
30～

49

2017 2 8~9

従業員駐車場において出勤し駐車した後、車から降り作業場へ向か

うため歩き出した時に雪で足が滑り転倒した。 その際右足首に自

分の体が乗ってしまい、全体重がかかり、骨折した。

39 719 2
50～

99

当社惣菜調理場の中にて調理したお弁当を陳列するため、手にお弁



2017 2 8~9
当を5つ持ち転倒へ運んでいる際、調理場の床に調理油が飛んでい

て滑りやすくなっていたため、滑って体勢を崩し後方へ転び、腰を

強く打って負傷した。

64 416 2
50～

99

2017 2 19~20

支店駐車場にて自販機商品の補充作業中、10㎝位の段差に右足が

引っ掛かり、転倒した際に両膝をコンクリート地面に打ちつけ、部

位を骨折した。

63 418 2 ―

2017 2 11~12

店舗前、シャッターの所で、風防のガラスにPOPを貼ろうとし

て、1m程の脚立の上で作業中、脚立が壊れて落下し、腰を強く打

ち骨盤を複雑骨折した。

46 371 1 ―

2017 2 16~17
本部2階事務所にて、椅子から立ち上がる際、足下にあったコード

に引っかかり尻餅をついた状態で、転倒し負傷したものである。
61 351 2

30～

49

2017 2 9~10

仕入れのため、コンビニエンスストアに行って駐車場から出ようと

後退したが、大雨で視界が悪くポールがあることに気付かず追突し

てしまい、首と腰を怪我してしまった。

24 231 18 ―

2017 2 13~14
当社本店二階の階段より荷物の運びだしの際に、階段で足を踏み外

して倒れ一階のタイル床に膝を打ちつけて、負傷した。
62 413 2 1～9

2017 2 12~13
食堂から階段を下りる時に、誤って足を踏み外し、下から二段目か

ら落ちて左足を骨折した。
51 413 1

50～

99

2017 2 9~10

通勤時店舗敷地内従業員駐輪場に自転車を止めようとこいでいた

時、バランスを崩して転倒し、手でかばったが左顔面を強打し、左

頬骨を骨折した。

66 362 2

100

～

299

2017 2 20~21

コンテナ仕分作業場付近、パレットに積んだキャベツをウォーキー

リストで冷蔵庫に運搬作業中、後ずさりしていた時、スペースの空

き間隔が分からず、柱にぶつかり、右足がウォーキーリフトのタイ

ヤに巻き込まれた。

40 222 7

100

～

299

2017 2 8~9
事業所冷凍庫内において、荷物を運び出そうとした時に、床の凍っ

ていた所で滑ってしまい、その際右足をひねり負傷した。
40 416 2 ―



2017 2 16~17
外売場にて、強風で開かなくなったガレージのシャッターを持ち上

げたところ腰を痛めた。
29 921 19 ―

2017 2 18~19
勤務終了後、帰宅の為駐車場へ向かい、車止めに引っ掛けて転倒

し、左手親指を骨折した。
54 418 2

30～

49

2017 2 12~13

外の炭酸風呂で、落ち葉を拾った後に通路へ出るまでの斜面（土）

に乗ってしまい滑って右手をついて骨折した（通路にて骨折）。

その日は、雨雪で、スリッパで滑りやすい状況でもあった。 通路

へ出るまでの手すりから斜面が狭い為、足が斜面に乗っかってし

まった。

65 711 2 1～9

2017 2 10~11

玉子売場で玉子の底上げを終えた後、歩行した際足がもつれて転倒

し前頭部を床に強打し、また左の手をついた時に左肘に痛みがは

しった。

63 418 2
30～

49

2017 2 17~18
空のパレットに乗ろうとした際に、足を踏み外し、右足首を捻って

しまい負傷した。
40 379 19

100

～

299

2017 2 11~12

店内漬物売場に於いて商品陳列をしていた。 折りたたみコンテナ

に入った商品を6輪カートに積んで、背後に設置した状態で作業を

しており、背後にあるコンテナから商品を取り出そうと腰部を捻っ

て後方を向いた時、腰部に激痛がはしり立っているのも困難な状態

になったため受診した。

41 921 19
30～

49

2017 2 9~10

店の売場において、品出し予定でレジ前に置かれていた段ボール箱

（約10㎏）をバックルームに片付ける際、中腰の姿勢で持ち上げた

ところ、予想より重かったため、腰に負担がかかり痛みが発生し

た。 腰に既往症無し。

33 921 19
30～

49

2017 2 7~8
スライサーを使用し生野菜の切り込みを行っていた。 その際、右

手親指をえぐるように切ってしまった。
18 379 8 1～9

当日、店内の踊り場階段において階段の床を掃除機で掃除をしてい
10～



2017 2 9~10 る時、誤って足を踏み外し転倒した。 その際臀部を打ち負傷した

ものである。

47 417 2
29

2017 2 7~8

店2階更衣室から作業場へ移動中、階段を下りている際、足を踏み

外してしまい転倒してしまう。 その際、右手首と右前歯を強打す

る。

57 413 2

100

～

299

2017 2 18~19

大きな音がして、従業員が見に行くと床に倒れている状況であっ

た。 救急車で病院に搬送され治療を受けたが夜に死亡が確認され

た。 発生状況と誰も見ていた者がいない為、推測となるが、一人

での作業中にゴンドラに商品と自身が一緒に乗りゴンドラから転落

をしたのか、それとも会社からはゴンドラには乗らないように伝え

られている為商品だけをゴンドラに乗せて上げた後に自身も2階に

上がりゴンドラから商品を取ろうとしている最中に落下したのかは

不明である。

43 214 1
10～

29

2017 2 14~15

当方交通整理の行われていない丁字路を直進中、相手二輪が減速せ

ず左折をして当方正面と衝突した。 当方先方二輪を回避していた

ため、左方に設置されていたアーチ型車止めと衝突して転倒した。

24 231 17
10～

29

2017 2 8~9

農産バックヤードに於いて被災者はバックヤード内を移動してい

た。 バックヤード中央部には会所があり、会所の蓋下にカウン

タークロス（ふきん）を敷いて、細かい野菜クズ等がカウンターク

ロス上に集まるようにしていたが、カウンタークロスの4片が蓋か

らはみ出している状態になっており、被災者はそのはみ出したカウ

ンタークロスに躓き転倒し右膝を強打し、右大腿骨を骨折した。

63 416 2 ―

2017 2 12~13

施設内の駐車場で、脚立に上り、厨房の吸気ダクトのフィルターを

建物の外側から交換していた。 足場の固定が悪かった為に、脚立

から落下して、駐車場の車止めで右足首を強打した。

52 371 1
10～

29

2017 2 9~10
コーヒー豆を挽く作業中に豆が詰まりそれを取り除く際に誤って指

先がミルのカッターに接触し指先と爪の一部を切断してしまう。
63 169 8 1～9

冷凍マグロのさく取り中、包丁が滑り、マグロを支えていた左手薬



2017 2 13~14
指先端に包丁が当たり、その部分を削いだ。

34 364 8 ―

2017 2 15~16
製造現場において、掛軸用生地を裁断する作業中に誤って、カッ

ターで左手人差し指を裂傷した。
45 379 8

10～

29

2017 2 13~14

出勤時店舗敷地内の駐車場から店舗搬入口へ小走りで向かう途中、

地面が雨で濡れていた為、滑って尻もちをつく形で転倒した。 そ

の際身体を庇おうとして、右手を地面につけ突っ張ったところ右手

首を骨折した。

54 419 2

100

～

299

2017 2 9~10

橋の架け替え工事により迂回した道路（農道）にて、得意先へガス

ボンベを軽トラックで配達する業務中に、対向車が来たため、停車

しようと道路（農道）脇に自動車を寄せた際に、後輪が脱輪してし

まい、農道わきの田んぼへ転落し、車両が横転し、負傷した。

25 221 17
10～

29

2017 2 13~14

店1階中央売場にて、売場作成の為に、2人体制で長台車に什器を載

せ運搬していた。 台車から什器を降ろす際に台車から出ていた釘

に指が引っ掛かり負傷した。

22 521 8

100

～

299

2017 2 7~8

出勤時プラットホーム（店舗内荷受場）を歩行中、前のめりに躓

き、右手を強打した。 痛みを我慢して仕事をしたが痛みが取れな

い為病院で診察を受けたところ、右手小指骨折と判明した。

61 417 2
50～

99

2017 2 18~19
店舗間の移動で、本店から2号店に移動する際、道路を横断しよう

とした時に、バイクと接触し、負傷した。
54 231 17

10～

29

2017 2 8~9
洗浄したトレーを乾燥庫収納用カートで収納して洗浄機に戻る際、

慌てて小走りをした際、転倒してしまった。
63 417 2

50～

99

2017 2 8~9
駐車場に来た入荷商品の搬入時、水を積んだキャリーを引いていて

キャリーのタイヤに足を挟まれ右足親指を骨折した。
63 362 7 ―

2017 2 9~10

店舗にて品出しオムツの台車から降ろす作業（しゃがむ持ち上げ

る）中、腰に電気がはしる痛みを感じた。 翌日病院に行き検査を

行い、自宅安静の指示、その後腰椎椎間板ヘルニアの診断を受け

る。

33 611 19
30～

49



2017 2 13~14

社有車に乗り、顧客宅へ向かう途中（運転中）、車内にある書類を

確認したところ、他のファイルがハンドルに引っ掛かり操縦不能に

陥り、電柱に衝突し、左足甲を骨折（楔状骨折）する。

42 231 17 1～9

2017 2 15~16
入荷した原料を冷蔵庫内に格納している時、後ろにカゴテナがある

ことに気付かず作業中引っ掛かり転倒した際左腕をついた。
57 417 2

100

～

299

2017 2 17~18
スライサーの刃を清掃中、（切創手袋をせず軍手とゴム手袋を着

用）回転刃が左手に接触した。
20 165 8

100

～

299

2017 2 14~15

お客様宅に配達に行き、帰る時停めていた車にクラクションを鳴ら

されたので急いでお客様宅前の階段を下りていて、雨に濡れていた

ので滑って転倒した。 救急車で病院へ行き、手術を受けた。

51 413 2
30～

49

2017 2 12~13

土間（作業場）に魚のアラや脂が落ちていたのに気付かず、出して

いた皿盛の魚が戻って来たので作業台に持って行こうとし滑って手

をつき痛めた。

69 416 2
50～

99

2017 2 12~13

商品（弁当、総菜）販売場所より厨房へのフロアーで歩いていた

時、洗い物（皿）を腕に抱えてちょっと横を向いた為フロアーに置

いてあったダンボールに躓いて皿を腕にかかえたまま膝から転倒し

た。

66 416 2 1～9

2017 2 19~20
ゴミ捨てのためゴミステーションに往来した際、道中の縁石に躓い

て両手首等を負傷した。
62 418 2 ―

2017 2 15~16

事務所で、別の従業員が食堂のゴミ（リサイクル缶）を回収してド

アを開けた時に被災者が外から入ろうとし、すれ違い時にゴミ（縦

30㎝×横30㎝×高さ30㎝、重さ1㎏）が右足下肢にぶつかった。

同僚に賠償請求はしない。

51 611 6
50～

99

2017 2 16~17 店内より移動中に転倒して右足首のくるぶしを骨折した。 60 417 2
10～

29



2017 2 14~15

店舗フードコート調理場において湯を沸かして隣の調理台に移し替

える時に手が滑り右腹部から右足に湯がかかり火傷し、当日診察を

受けた。

52 379 11

100

～

299

2017 2 11~12

ヘルパーの定期学習会で、ベッドから車椅子への移乗介助の実技講

習中、ヘルパー役の被災労働者が利用者さん役の他のヘルパーを抱

えて車イスに移乗させようとした瞬間に腰を痛めた。

66 921 19
30～

49

2017 2 13~14

当社、店内にて、改装業務作業（什器移動及び設置）中に、改装用

備品箱（バーフックが入った段ボール）に気が付かず作業中に転倒

した。 通路に備品を置いての作業により通路が狭くなっていた。

痛みはあったが、少し痛めた程度との見解で業務を継続した。 改

装後の休日に自宅近くの病院にて検査し、左肩鎖骨骨折と判明し

た。

45 417 2
10～

29

2017 2 6~7

店舗水産冷蔵庫内で、冷蔵庫の床が凍結しており、転んだはずみで

右手首を痛め受傷した。 怪我をした当初は休業の必要性は無かっ

たが、変更先の病院で、事故発生から約3ヶ月後、2週間入院するこ

とになった為、後からの報告となる。

47 417 2
50～

99

2017 2 6~7

店舗内売場の納豆を陳列している場所でカーゴ車（かご台車）か

ら、商品の入ったクレート（物流用コンテナ）を台車に乗せるため

移動している時、品出し後の重ねた段ボールに躓き、足を捻ってし

まった。 勤務終了後に病院を受診したところ右足首のアキレス腱

断裂と診断された。

69 417 19
30～

49

2017 2 13~14
ゴミ出し中、のぼりの架台ブロックに躓き後方に転倒した時、右肘

を打撲した。
37 417 2

10～

29

2017 2 10~11

店舗内の鮮魚部作業場にて、ゴミ捨てから帰ってきて、自分の作業

立ち位置に向かおうと歩いていたところ、同じ部門の従業員が作業

をしていて方向転換をするために前を向いたまま右足を一歩後ろに

出したところ、本人の左足が引っ掛かってしまい、肩から飛ぶよう

に転倒し、右肩を骨折してしまった。

65 921 2
10～

29



2017 2 10~11

調理場にて作業中お弁当用保温容器を取りに行き戻る際、つい小走

りになり濡れていた排水路の蓋の上で足を滑らせ転倒した。 腰に

痛みはあったが、そのまま作業を行った。

44 417 2
10～

29

2017 2 16~17
高齢のお客様を送っていた帰り、早く会社に戻ろうと小走りに帰っ

ていたところ足を躓き両手をついて左手関節を骨折した。
67 417 2 1～9

2017 2 19~20

退社時、1階バックホーム出入り口を通り抜けようとした際、スイ

ングドアが壊れていたため応急処置での留めに置いてあったブロッ

クに左足が当たり、前に転倒した。 左膝を打撲した。

49 417 2
50～

99

2017 2 8~9
売場でシフトを確認しレジに移動しようとした際、配線コードに

引っかかり転倒した。 右手首・左手首・右膝・左膝を打撲した。
56 416 2

100

～

299

2017 2 21~22

脚立上で医薬品コーナーの陳列棚上の商品ストックの整理と補充を

し商品を手に取り脚立から降りようとした際に、脚立の踏桟を踏み

倒し転倒した。 その後1時間ほど店舗に残っていたが、背中に激痛

があり呼吸も浅くなっていたため病院を受診し、圧迫による左肺気

胸で肺がしぼみ下部に液が溜まっていると診断された。

57 371 1 ―

2017 2 16~17

ベーカリー作業場にて一斤のホテルブレッドをスライサーでカット

していたところ、パンを掴んでいた右手の人差し指をパンと一緒に

切断してしまった。 傷が大きかったため、救急車を呼び病院へ

行った。

18 169 8 1～9

2017 2 11~12
店内で、お客様のところへ小走りで行く途中、つま出しのダンボー

ルの角にぶつかり転倒し、右手首を強打し、骨折する。
61 611 2 ―

2017 2 15~16

当社営業所内にて、商品の出荷作業中に被災した。 被災者は、商

品梱包に必要なダンボールを棚（高さ260㎝）から取ろうと、

フォークリフトの爪（鉄製、12×22㎝、厚さ1.5㎝）に乗り、同僚

に爪を250㎝程の高さまで上げてもらい段ボールを取ろうとしたと

ころ、足を滑らせ地面に落下した。 右肩より落下したが、最終的
44 222 1 ―



にはうつ伏せ状態になり、顔面（口唇）、右肩～右上腕、胸部、両

脚を負傷した。 なお、被災者は、ヘルメットを着用していなかっ

た。

2017 2 19~20

帰宅する為、バス停に向かおうと会社の裏の敷き内を通った際、何

かに引っ掛かり、転倒し、右腕を打った。 暗かったため、翌朝、

何に引っ掛かったのか確認すると、旗を立てる際に使用するポール

があり、それに引っ掛かったと思われる。

48 417 2
50～

99

2017 2 13~14

1階設置のファックス機の用紙補充の為、2階事務所に行き用紙を持

ち帰る途中、上部階段を踏み外し、踊り場へ落下し、左腰部を強打

し、打撲した。

59 413 1
10～

29

2017 2 15~16

会社の倉庫で積んである段ボールの荷物を降ろして、台車に乗せよ

うとした時に、荷物が重く、バランスを崩して、膝をひねりながら

転倒した。

54 611 2 1～9

2017 2 9~10

会社敷地内の資材置場にて商品の搬出作業中、2m程の高さから脚

立を使って降りようとしていたところ、誤って足を踏み外して転落

し、左肘を骨折した。

39 418 1 1～9

2017 2 18~19

開店作業時預かり荷物10㎏箱を15個移動させる際、足が躓こうと

して体勢を整えようとバランスを取っていた時、腰がピキッと鳴

り、痛みがはしったが、痛みを我慢しながら1週間勤務をしていた

ところ、後日、腰と腹部に激痛がはしり動いたり、歩行する事が困

難になった。

40 611 19 1～9

2017 2 9~10

倉庫屋上に干していた魚の干物をカゴに入れて両手で持って昇降機

に乗ろうとしたところ昇降機が下に降りていたため、地上（リフト

の上）に転落した。

69 414 1 1～9

2017 2 9~10

調理室において、当日の献立の食材であるサツマイモを、包丁を用

いて縦に三等分に切ったところ食材が固く、包丁を持つ右手に力が

入っていたため、操作を誤り、食材を押さえていた左手の親指付け

根付近を切ってしまった。

52 364 8 1～9



2017 2 7~8

当社本社調理場において、キャベツをスライサーに入れて作業中、

キャベツの切れが悪かったので、蓋を開けてキャベツを押し込んだ

時にスライサーの刃で左手中指を負傷した。

67 165 8
30～

49

2017 2 6~7

鮮魚部作業場においてサーモンのブロックを刺身に切る作業をして

いる時に、右手で持っていた包丁の刃が左手人差し指に当たり魚と

一緒に指を切ってしまった。

38 364 8
50～

99

2017 2 3~4

検品の準備でパンの台車を用意していたところ、POPスタンドが台

車の付近にあり、顔を下げて作業した後POPスタンドの事を忘れて

顔を上げた時、左目にPOPスタンドの先が入って目を負傷した。

66 379 3
50～

99

2017 2 13~14

被災者が揚物作業中に、清掃のため足もとの側溝蓋が外されていた

のに気付かず左足をとられ転倒し、その際左手の一部がフライヤー

の油に一瞬触れてしまい、左手数箇所に軽度の火傷を負った。 発

生原因としては、①発生時、午前・午後のシフト切り替えのタイミ

ングで、床清掃と製造作業が並行して行われていた。 清掃前に担

当者が従業員に側溝の蓋が開いているので、口頭で注意を促した

が、被災者は、冷蔵庫で作業をしていたので周知されていなかっ

た。 ②被災者が材料を両手に抱えて持っていたため足もとが見え

にくい状態であった。

57 418 11
50～

99

2017 2 16~17

被災労働者は、レジ打ち業務中に、缶ビール（500ml）の6缶パッ

ク（重さ約3㎏）の上部にある把手を左手でつまむようにして持ち

ながら、買い物カゴの空いているスペースに置こうとした際に、そ

のスペースに合わせようと左手首を捻りながら置いたところ、左手

首を痛めてしまった。 その時は痛みを我慢できたが、その後痛み

が増してきたので、しばらくして整骨院で施術を受けて休業するこ

とになった。

23 611 19
50～

99

2017 2 6~7

日々の業務の中で業務中に、何度も重たい物を持ったり運んだりす

る作業が多く、足や腰などに負担がかかるのが積み重なり、足の靭

帯損傷、腱鞘炎につながり、治療を受けることになった。

39 911 19
10～

29



2017 2 15~16

商品お届け先の団地で商品配達後、エレベーターで1階に降り出る

際、扉の隙間につま先を引っ掛けその拍子に右足首をひねり、痛め

てしまった。

40 921 19

100

～

299

2017 3 18~19

店内にてレジ精算中、商品価格を確認に行き戻る途中で急にひざが

痛みだした。 その日は業務を続けたが、翌日に右ひざを中心に足

が腫れた。

39 921 19
50～

99

2017 3 9~10
ゴミ捨て場でゴミ捨て作業をするため、ゴミ捨て場前通路を歩いて

いたところ、段差に躓き転倒した。
64 417 2

50～

99

2017 3 15~16 まな板洗浄中に誤ってまな板を自身の右足小指に落とし受傷した。 50 379 4

300

～

499

2017 3 6~7
駐車場内にて、出勤のため駐車し出勤入口に向かって歩いていた

際、薄く凍結していた路面で足を滑らせ転倒し、左肘を強打した。
62 719 2

50～

99

2017 3 10~11

ポスティング中、アイスバーンとなっていた坂道を下っていたとこ

ろ、足を滑らせ強く左足首を捻り骨折し、転倒した際に右肘も打撲

した。

55 719 2
10～

29

2017 3 7~8
出勤時に職場の駐車場に車を置き歩き出したとき、路面凍結によ

り、店舗敷地内駐車場で転倒した。
50 719 2

50～

99

2017 3 13~14
外売場にて、ブロックの積み込み作業中、濡れた木パレットに足を

掛けたところ、滑って右足首を捻った。
39 379 2 1～9

2017 3 16~17

配送先において、仕出し料理で使用された容器を回収するため、2t

トラック（中型保冷車）の荷台に積み込み作業を行っていたとこ

ろ、誤って足を滑らせ転倒した際に荷台と地面との間にあるステッ

プに肘をぶつけ骨折した。

42 221 2
30～

49

2017 3 11~12

店舗内バックルームの階段で、補正後のスラックス6本がかけられ

たシングルハンガーを1階へ持っておりようとした際に、自身の前

にくるように持っていたシングルハンガーの脚が自身の足に掛かり 52 413 1 1～9



転倒した。 その際、階段最上階から途中の踊り場まで落下し、全

身を負傷した。

2017 3 13~14
スーパーのレジを担当していたところ、お客様の問い合わせで商品

棚に向かう際、つまずいて転倒した。
56 416 2

50～

99

2017 3 12~13
事務所でお昼のお茶を休憩室に運んで事務室に戻る途中、段差につ

まずき転倒し、左膝と右肘を床のコンクリートに強打した。
59 417 2

10～

29

2017 3 11~12

惣菜作業室の冷蔵庫室から出て、閉じかけた扉を再度開けようと

取っ手に手をかけずに扉と柱のすきまに手を入れたため、冷蔵庫の

ロック部分の金具に左手小指の指先が挟まり負傷した。

44 391 7

100

～

299

2017 3 17~18

バックルームにてストック商品の整理中、靴の入ったダンボール2

箱（約7kg）を移動させようと持ち上げたときに左足が横に滑り、

両手が塞がっていたため、手をつくことができず右膝を床に打ちつ

け骨折した。 また、休憩室で家族の迎えを待っていた際、水分補

給をしようと椅子から立ち上がったとき、膝の痛みでバランスを崩

し、床に左手をつきながら転倒し、左手首を骨折した。

56 417 2
10～

29

2017 3 14~15
当社店舗カウンター内においてレジ作業中、隣のカウンターへ移動

中に転倒し、左足を打ちつけ受傷した。
38 417 2 1～9

2017 3 13~14
会社の机の上に書類を戻し、その場から移動するときに机の横の配

線コードに左足先をひっかけて転倒し、左足ふとももを強打した。
60 417 2

30～

49

2017 3 11~12

店内の惣菜作業場において、巻き寿司をカットする機械を使用して

作業していたところ、急いでいたため、カット台に右手が置いてあ

る状態で誤って左手でカッター刃をおろしてしまい、右手の甲を負

傷した。

71 165 8
10～

29

2017 3 9~10
店内で商品を陳列中、積んでいた商品保管用のケースがバランスを

崩し倒れ、背中や腰に当たり負傷した。
37 611 5

10～

29

2017 3 8~9
大雨が降っていて、入口の床が濡れていたため、出勤時に滑って転

んで手を強くついてしまい、右手首を骨折した。
54 417 2

10～

29



2017 3 17~18

店内トレーニングコーナーにてレイアウト変更作業中、不要な木製

棚板を6枚まとめて持ち上げた際、腰部に痛みを感じ一時作業を中

断した。 一旦痛みが和らいだため勤務を続行し帰宅したが、腰の

激痛で身動きが取れなくなり救急搬送された。

21 522 19
50～

99

2017 3 15~16

組合員宅前でトラック荷台で空箱等の片付けをしているとき、急に

腰に力が入らなくなり、ストンと腰が抜けてしまったような体勢と

なり、そのまま強い痛みで動けなくなった。

45 921 19
50～

99

2017 3 18~19
従業員用洗面所に入った際、ドアに鍵をかけたときに鍵に右手がぶ

つかり、右手中指が曲がってしまった。
61 418 3

100

～

299

2017 3 16~17

店内売場において作業中、キャットフードの定番棚替え中にキャッ

トフードを持ってカゴ車に載せようとしたところ、床に置かれてい

たキャットフードにつまずいて転倒した。 その際、右膝を強打し

激痛がはしった。

56 611 2
10～

29

2017 3 15~16
惣菜作業場にてフライヤーの掃除中に手首を変に捻り、手首から肘

にかけて痛みが発生した。
50 391 19

50～

99

2017 3 12~13

青果作業場にて商品のオレンジを試食用にするため包丁で切る作業

中、誤って手を滑らせ、包丁の刃が指に当たり、左拇指先端部を切

創した。

44 364 8
10～

29

2017 3 16~17

店内水産作業場横の通路で酢飯の入っていた箱を両手で持ち、通路

脇に片付けに行く際、天候が雨であったため、通路の床が濡れてお

り足を滑らせ転倒し、床に頭部・手首・膝を打ち負傷した。

55 417 2
50～

99

2017 3 8~9

外のコンテナ置き場でボナコン2台をバックヤードに移動中、1台の

ボナコンが側溝の溝にはまり倒れそうになったのを見てコンテナを

押さえようとして駆け寄る際、足がもつれ転倒し、左足をくるぶし

と外側の甲を骨折した。

59 417 2

100

～

299

2017 3 12~13
当事業場内バックルームにおいて、コンベクション用鉄板の洗浄

52 379 8
30～



中、右手が鉄板の縁で擦れた際、右手拇指爪の右側を切創した。 49

2017 3 10~11

店舗作業場において、作業場から売り場に品出し作業中、鉄板に

乗った商品（50cm×60cm、重さ約5kg前後）を両手に持って10個

ほど運んでいたところ、腰から背中にかけて鋭く痛む症状が出て立

てなくなった。

29 921 19

100

～

299

2017 3 9~10

カゴ台車をバックヤードへ片付ける際、スイングドアに右腕を挟ん

だ。 被災当時、2台同時に運んでおり、1代目をバックヤードに入

れたとき、勢いよく奥へ行ったため、スイングドアが閉まり、その

ときに腕を挟んだ。

47 418 7
50～

99

2017 3 20~21

店舗バックルームにて商品の品出し作業としてオリコンを移動させ

ている際、オリコン（食器など）が入ったものを2段目の棚約1mか

ら床に降ろす際にバランスを崩し、右肩を捻る怪我をした。

58 611 19
10～

29

2017 3 20~21
葬儀準備のため、テーブルクロスのセットをしているとき、後ろに

あるイスに足をひっかけて、祭壇の角に頭をぶつけて負傷した。
58 416 2

100

～

299

2017 3 17~18

店舗内ベッド倉庫において、納品日に鶏のエサ袋20kg×20個と猫

砂10kgのパレット積みした商品を運搬中に、ハンドフォークで引

く際に力いっぱい引いて踏ん張ったときに両足裏に痛みがはしり、

しばらく様子をみたが、痛みが増してきた。

57 362 19

300

～

499

2017 3 8~9

検品口のスロープでロング台車を後ろ向きで運んでいたとき、右足

のふくらはぎが音が鳴るように痛みだし、右足ふくらはぎの肉離れ

となった。

68 362 19
50～

99

2017 3 15~16

食材を取りに行くため、冷蔵庫内に入ったとき、急いでいたため冷

蔵庫の扉を後手で閉めた際、扉のネジが出っ張っている箇所があっ

たため、そのネジと扉近くの壁に右手中指を挟んで負傷した。

40 419 7

300

～

499

2017 3 7~8

店舗レジにて、お客様からコーヒーの注文を頂きコーヒーをセット

しレジに戻ったときに、予備釣りBOXが開いていることに気づかず 49 391 2
10～

29



に転んでしまい、BOXに左腕の肘の周辺をぶつけ受傷した。

2017 3 15~16

包丁を砥いだ後、包丁の汚れをとるためにシンクに行き、そのとき

左手で包丁を持ち右手で包丁の汚れを手でとろうとした際、包丁の

刃に手がふれてしまい、右手人差し指第二関節部分を切創した。

68 364 8 1～9

2017 3 11~12

トイレ前通路で店長がのぼりポールの取り外し作業中、はみ出てい

たポールに足を引っかけて転倒し、通路の壁に左肩と頭を打ちつけ

て転倒した。 しばらく様子を見ていたが、肩から首すじ、左腕の

痛みが引かなくなった。

58 417 2
50～

99

2017 3 16~17

トラック荷台に乗り込もうと左足を乗せ、右手で手すりを掴んで体

を引き上げた際、手すりが滑って荷台から落下し、右足から着地し

たときに右足を捻った。

42 221 1
30～

49

2017 3 13~14

自社産業廃棄物処理場で、廃棄物を分別作業をしている時に、電線

くずをカッターで金属とプラスチック類に切り分ける際、カッター

をすべらせてしまい、電線くずを押さえていた左手を切りつけてし

まった。

34 364 8
10～

29

2017 3 12~13
社員食堂の洗浄室において作業をしていた際、側溝の蓋が動いて隙

間ができ足をとられ転倒し、膝と額と左肩を強打し肩を骨折した。
55 416 2

50～

99

2017 3 12~13

園芸外売場で、脚立（3段目天板・高さ88㎝）に登ってスチール

ラック上段（高さ210㎝）の商品を両手で抱えて降ろす時、バラン

スを崩して脚立から転落し、右足を地面に強打した。

50 371 1
50～

99

2017 3 19~20

ピザの配達を終え、階段を駆け足で降りていたところ、雨で滑り落

下し、左足を伸ばした状態で着地したところ、左膝靭帯損傷を負っ

た。

19 413 1
10～

29

2017 3 16~17

地下菓子売り場で品出し作業中に、品出ししている商品とは別の下

から2番目の商品が落ちそうになりあわてて押さえた時、低い棚

だったので左手をついて右手で商品を押さえた時に、左手に体重が

かかり骨折した。

52 611 5
50～

99



2017 3 14~15
事業場内厨房にて調理作業に従事中、厨房内を移動していた際に床

下排水口の蓋の上で滑って右足首を捻り、剥離骨折した。
54 417 2

10～

29

2017 3 12~13
ベランダでエアコンの室外機を天つり作業中、ベランダの枠に腰を

のせたところ転落した。
38 419 1

10～

29

2017 3 11~12

職場がある1階に向かうために、本館C階段のM2階から2階に下り

る途中、下から4段目あたりの階段で右足のヒールと階段の滑り止

めが引っかかり、バランスを崩した。 階段から転倒しないため

に、右足に重心をかけたがそのまま階段から落ち、正面にあるドア

にぶつかり左足甲を骨折した。

22 413 1

100

～

299

2017 3 10~11

ガスの開閉栓業務を行うため顧客先へ向かう際、路上をバイクにて

走行中、前方の路肩に駐車していた車の横をすり抜けた。 その

際、当該車の陰に歩行者が見えたので咄嗟に避けようとブレーキを

かけ、バランスを崩し転倒した。

26 231 2

100

～

299

2017 3 12~13
青果作業場でにんじんを野菜スライサーでスライスしている時、

誤って右手親指を刃に刺した。
44 364 8

100

～

299

2017 3 11~12

病院内エレベーターで昼食配膳に行く時、エレベーターが閉まりは

じめ配膳車にぶつかってしまいそうになったので手で押さえた時、

右手親指第一関節を剥離骨折した。

63 214 6
30～

49

2017 3 11~12

被災者がトイレ清掃業務をしていたところ、店内放送で呼び出しが

あった為、作業を止めて急いで連絡を取りに行こうとトイレを出た

際、足を滑らせて転倒し、右上腕を骨折した。

59 417 2

100

～

299

2017 3 7~8

寿司部作業場にて、シャリの入っている入れ物

（35cm×25cm×45cm、重さ5kg）を右手で作業台奥から手前に

持ち上げ動かした際に、ボキッと音がして右肩に痛みが発生し、そ

の場にしゃがみこみ、立ち上がろうとした際に作業台の角に右肩を

打った。

68 911 3
50～

99



2017 3 6~7

バックルームにおいて、商品の仕分けを行い箱を積み上げていた

際、床に置いていた箱を除けきれず、足を引っかけて転倒し、腰を

強打し骨折した。

66 611 2
10～

29

2017 3 17~18
ピザの配達中、お客様先玄関先で雨に濡れた段差になっているタイ

ルで滑り転倒し、左手甲を強打した。
19 417 2

10～

29

2017 3 10~11

社内休憩室において、出社後更衣室で着替え、休憩室内に設置して

いる書類キャビネットから書類を取り出したとき、目まいがして意

識がなくなり、倒れて後頭部をぶつけて裂傷した。

66 921 90

100

～

299

2017 3 8~9

店の厨房で肉を切るため包丁入れから刃渡り約30cmぐらいの包丁

を抜こうとした際、誤って手が滑り包丁が落下し、自分の右足ふく

らはぎ部分に刺さり切傷した。

35 364 4
10～

29

2017 3 18~19

店内2F売場にて、買い物カゴ整理中、買い物カートのキャリー部分

に足をとられ、前のめりに倒れた際に手をつき、左手親指付け根お

よび左手首に繋がる部位を受傷した。

63 362 2
50～

99

2017 3 21~22

被災者が閉店時に倉庫内の片付け作業をしていたところ、台車に躓

いて転倒し、両肘を伸ばした状態で床に手をついたため、両肘を亜

脱臼・捻挫した。

41 362 2

100

～

299

2017 3 4~5

明け方で薄暗い中、施設内の自転車置き場から事務所へ向かう階段

を上がっていたときに足を踏み外して転び、階段（コンクリート）

の角で腕を強打した。 通常は電灯がついているが、当日はついて

おらず足元が見づらかった。

69 417 2
10～

29

2017 3 16~17

当社併設のハム加工作業場の屋外の通路で、ポークソーセージが

乗っているスモーク台車を移動させようとした時、台車の片側にス

モークソーセージが偏って乗っていたため車輪が溝に引っ掛かっ

た。 これを外そうと手前に引っ張ったところ、その反動で自分側

に傾いてきてそのまま転倒し、後頭部を負傷した。

41 362 5
50～

99

お客様の会計後、鉄筋（4m、40本）を積み込みするため鉄筋売場



2017 3 8~9
からお客様車両まで鉄筋台車を4人で移動させる際、重量があるた

め踏ん張って押した時に右膝を捻り、反動で膝を鉄筋台車の角へ打

ち当てた。

53 362 3
50～

99

2017 3 7~8

店内売店脇在庫置場にて、中腰で在庫の荷開け作業をしていたとこ

ろ、高さ約70㎝の段ボールが観音開きできるように2段積んであっ

たものが落下し、右後頭部から首の付け根、右肩にかけて中身の傘

と段ボールがぶつかり捻挫した。

35 611 4
50～

99

2017 3 19~20

店舗巡回中、店を迂回後、本社に戻るため店舗前を徒歩で移動

中、10メートル程進んだところで、雨で路面のタイルが濡れていた

ため足を滑らせ転倒し、左足を受傷した。

35 417 2
10～

29

2017 3 19~20

精肉作業室でスライサーの清掃作業中、丸刃の中心から外側にカウ

ンタークロスで拭いていた時、刃に鎖手袋をしていない左手薬指が

当たってしまった。

20 165 8
50～

99

2017 3 17~18

レジに入っている際、お客様のお米10㎏を交換する必要が生じた

為、店長を呼び、代わりにレジに入ってもらい米を交換しに行っ

た。 米棚の前で店長から渡された米を受け取るときにしゃがみ込

んでしまい、違和感があったのでゆっくりと立ち上がった。

48 611 19
10～

29

2017 3 9~10

本社1階から地下作業室倉庫に通じる階段上部を清掃中、足を滑ら

せ約1.5m下へ背中から転落し、左後肋骨を骨折した。 原因は、本

人の不注意、および雨の日だったので湿り気があり滑りやすかった

ためである。

58 413 1
10～

29

2017 3 22~23

ピザを配達中、信号赤のため停車中、先方は停止線をはみ出してい

たため、左折車との接触を危惧し、当方に気付かず先方が後退し、

当方と衝突した。 当方は左側に転倒し、右足首捻挫と腰を打撲し

た。

21 231 17
10～

29

2017 3 17~18

整備工場で修理のため乗用田植機のフロントステップを取りはずす

作業中、ウエイト取付スチーの溶接部分がはがれ、フロントウエイ

トが足に落下し、左足の第2、3指（人差し指、中指）を複雑骨折し
48 169 4 1～9



た。 なお、安全靴は着用していなかった。

2017 3 18~19

勤務先である店前のフロンティア活動時、後方から店内洋品店の荷

物運搬用台車に追突され転倒し、左足をひねり、左第5中足骨基部

骨折を負い、2ヶ月の患部安静となる。

56 362 6
50～

99

2017 3 17~18 厨房内の排水溝を掃除中にグレイチングで右手中指を切った。 64 419 8
10～

29

2017 3 13~14

本の配達が終わり、店に戻ってきて裏の出入口より入りおトイレに

行こうとした時、右足のスニーカーの結んであるひもの輪が、左の

スニーカの出ている金具に引っ掛かり、そのまま知らずに足を前に

出したので食い込んで、右足が前に出なくなり右の膝と右の肩を床

に強打して骨折した。

61 921 2 1～9

2017 3 11~12
店内厨房で洗い物を流し台に持っていく途中、グリストラップの蓋

の上で滑って仰向けに転び、腰を圧迫骨折した。
69 417 2 1～9

2017 3 19~20

業務を終了し、会社駐車場の自分の車に向かって駐車場道路を歩い

ている途中で足元がつまずき、会社駐車場通路の横の溝（水路、深

さ約1.5～2m）にはまり、溝の中で尾てい骨をうち、背骨（胸椎）

を圧迫骨折する負傷を負った。

43 418 1

100

～

299

2017 3 15~16
病院敷地内北側斜面において、フェンス等に掛かる蔦の伐採を行っ

ていたところ、足場を踏み外し5～6m落下し、全身を打撲した。
60 418 1 1～9

2017 3 4~5

精肉のスライサーを組み立てる作業中、まだ安全カバーが取り付け

られる前にスライサーの刃を回してしまい、そこに指を突っ込んで

しまい、小指と薬指を切除してしまった。

26 165 8
10～

29

2017 3 13~14

配達先で、空箱を持ってトラックに戻る際、ぬかるみで足を滑らせ

仰向けに転倒し、右足首を捻ってしまった。 舗装されておらず、

地面が部分的にぬかるんでいた。

44 417 2
50～

99

2017 3 9~10

店内で作業中、お客様がレジに並ぼうとしたため、レジに向かって

小走りで移動した。 その際、レジ設置場所の脇に止めておいた台 26 362 3
10～

29



車のブレーキペダルに左足の甲を強打した。

2017 3 10~11

製麺室で製麺後に機械の清掃中、ローラー部分を布巾で拭いていた

時、布巾と一緒に右手を指の付根までローラーに巻き込まれてし

まった。 慌ててスイッチを切り、自力で手を抜く事が出来たが、

右手の甲と指の付根を2ヶ所圧挫創してしまった。

53 163 7
10～

29

2017 3 9~10

売場で冷蔵ケースの温度チェックをしたあと作業場へ戻ってくる途

中、売場とバックヤードの間のスイングドア付近において、折り畳

んで通路わきに置いてあったグリーンマットにつまずいて転倒し、

受け身を取れずに左半身を床に強打した。 閉店前準備では頻繁に

台車が往来するため、マットが汚れないように畳んであった。

67 379 2
30～

49

2017 3 10~11
オートバイの点検のため、センタースタンドを掛けた際、腰に痛み

がはしった。
26 231 19 1～9

2017 3 11~12

バックルームにおいて発泡スチロールの片付け作業中、足を滑らせ

て転倒し、左肘を床で強打し、骨にひびが入った。 普段床は濡れ

ていないが、水産の発泡スチロールが濡れていて、床が滑りやすく

なっていた。

60 417 2

100

～

299

2017 3 11~12

勤務先ドラッグストア店内で荷出し作業中、脚立の2段目から後ろ

向きに下りようとした時、1段目に左足を掛けようとして踏み外し

て着地してしまった。

64 371 1
10～

29

2017 3 15~16
駐車場にて除草剤をまいていたとき、作業を中腰で行っており、途

中で腰に痛みを覚えた。
58 921 19

10～

29

2017 3 8~9
レジ接客中、電子レンジで温めた商品を取り出す際、電子レンジ前

のカウンターの角に右手首をぶつけてしまい骨折した。
49 391 3

10～

29

2017 3 14~15
オートバイを社用トラック荷台に積み込む際にバランスを崩し、車

両を支えた時に左手首を負傷した。
23 921 19 1～9

厨房からエレベーターへの通路上にて配膳車を移動中に、通常は配

膳車の前後の取っ手を持ち移動するが配膳車がドアにぶつかりそう
10～



2017 3 13~14 になり、配膳車の横を持ち修正しながらドアを通過しようとし、ド

アと配膳のスチールパイプに手をはさみ、左手中指に切傷を負っ

た。

66 362 7
29

2017 3 16~17

店内バックヤードにて催事品をカートラックで搬送中、鉄製の扉で

カートラックが通り過ぎるまで、手でドアを開放状態にするため扉

を支えていたところ、扉が閉じ、右指を挟んだ。

54 418 7
10～

29

2017 3 14~15

真空機を用いてお粥を作成するため真空袋にお米を入れ封入する際

に、誤って足元のスイッチを踏み、熱戦ヒーターの扉が閉まり、右

手人差し指を挟み込み受傷した。

49 165 11
50～

99

2017 3 23~24
店内にて日配食品売り場より撤去作業中、社内の什器につまずき倒

れ、左足膝関節皿骨折、右手首捻挫を負った。
61 379 2

10～

29

2017 3 14~15

店舗駐車場にて、空のコンテナー（高さ15㎝×幅50㎝×奥行き40

㎝）を6段重ねたものを、台車に載せて片付中、台車が滑って足を

とられ、強く右肩を地面にたたきつけるように転倒し、ひどい打撲

を負い手が上がらなくなった。

70 362 2 1～9

2017 3 11~12
車両に戻ろうとしたとき、配達先の玄関前で段差につまずいて右足

首を捻り、骨折を負った。
34 417 19

10～

29

2017 3 13~14

レジにてお客様がカートを押してレジに来たため、すぐそばに行き

カートから買い物かごを降ろし、後ずさりで所定の位置に戻ろうと

した際、お客様のリサイクルバッグが床に落ちている事に気付かず

バッグの上で滑り、尻もちをつくように倒れた。 その際、咄嗟に

左手を床についた時に左手首を負傷した。

58 379 2
30～

49

2017 3 11~12
農産作業場で大根をカットしていた際、誤って左人さし指のつけ根

を切ってしまった。
47 364 8

100

～

299

2017 3 14~15
商品を吊ってあるラックを持ち上げ階段を下りたところ、バランス

を崩してラックごと5段下まで落ちた。
43 413 1 1～9



2017 3 16~17
店内のカウンターにてソフト加工業務中、棚に置いていたゲーム機

本体が足の上に落下し負傷した。
18 391 4

30～

49

2017 3 10~11 店周りの清掃をしていたときに右足首を捻り、右足首を骨折した。 42 921 19
10～

29

2017 3 8~9

作業場で生食スライサーでローストポークをスライス作業中に、肉

の押さえバーを下ろし忘れたため、慌ててバーを下ろそうとした。

スライサーを止めずにバーを下ろそうとしたため、左手がスライ

サーの中に入ってしまい、左手小指と薬指がスライサーの刃にふれ

切創した。

43 165 8

100

～

299

2017 3 8~9

スーパー総菜作業場で天ぷら作業の準備をしている時に、他の社員

が置いたてんぷら粉が入った段ボールが死角になり、左足を引っか

けて転倒しそうになり、右足で踏ん張ろうとして右足をひねって転

倒し、右足脛骨腓骨を骨折した。

46 611 2

100

～

299

2017 3 21~22
全所内の壁面を、短いブラシで叩き込むように床に両足をつけて清

掃中、膝が滑り落下し、右胸と左膝を強打した。
57 414 3

100

～

299

2017 3 18~19
階段にて一人で脚立を使って上の商品を取る作業中に、バランスを

崩して階段から転げ落ちて負傷した。
25 413 1

300

～

499

2017 3 15~16

施設内厨房の食器洗浄コーナーの溝を清掃するため、他の社員が溝

蓋を開けた状態にしており、それを知らずに（食器カゴを抱えてた

為足元が見えなかった）通過しようとした際、左足が溝にはまり、

足首に強い衝撃を覚え、自力では歩けない状態となった。

66 416 9
10～

29

2017 3 16~17
配達先の階段で新聞をポストに入れて階段を下りている時に、足を

踏み外して左足から落ちるかたちで転倒した。
31 413 2 1～9

2017 3 14~15

カーテン取り付けのため、同僚が運転する箱バン（軽自動車）に同

乗し、運転手が入口看板をわき見していたため、車が車道左の縁石
36 231 17 1～9



に乗り上げて暴走し、数メートル先の街灯のポールに激突して大破

し、組んでいた左足を骨折した。

2017 3 14~15

営業およびカーテン取り付けのため、箱バン（軽自動車）に同僚を

同乗させて、運転中に入口看板をわき見していたため、車が車道左

の縁石に乗り上げて暴走し、数メートル先の街灯のポールに激突し

て大破し、左肋骨等を骨折した。

71 231 17 1～9

2017 3 13~14

厨房内にて調理中、揚げたコロッケを油から引き上げるとき、コ

ロッケを油の中に落とし、油がはねて手にかかり、左手の甲全体を

火傷した。

49 519 11 1～9

2017 3 12~13
退勤しようと従業員階段を下りていた時、階段を一段踏み外し転倒

し、左足を骨折した。
50 413 2

100

～

299

2017 3 14~15

惣菜揚げ物の加工室でチキンカツを上げた後トレーを取ろうとして

移動しようとした時、床にあったダンボールに足をとられ、転倒し

そうになったのでフライヤーの淵に捕まろうと手を伸ばしたが、

誤ってフライヤーの油の中に左手の手首あたりまで入れてしまっ

た。

57 391 2

100

～

299

2017 3 20~21
厨房内の洗浄室で床濡れにより滑って転び、右大腿骨頭部骨折を

負った。
62 417 2

100

～

299

2017 3 19~20 入ってすぐのロータリー付近で発生した。 49 921 19 1～9

2017 3 17~18

店内にある製造室に於いて、売場から製造室に入った時にパン出し

台の引き出しが開いており、開いた引き出しに気付かずに歩行し、

左膝を強打した。

39 419 3
10～

29

2017 3 12~13
惣菜作業場で作業をしている時、作業台の下の冷蔵室の扉が開いた

ままになっているのに気が付かず、右膝を強打した。
48 391 3

100

～

299



2017 3 12~13

焼肉店内に於いて、土間と段差のある客室へ料理を運ぶ際に、お客

様の脱いだ靴に躓き、咄嗟に段差のある床の上に足を乗せようとし

たが踏み外して、上がり框の角で左膝を強打し骨折した。

63 419 3 1～9

2017 3 17~18

店舗のバックヤードで、高所にあるトイレットペーパーの入ったダ

ンボールを下ろす際に、無理な姿勢で下ろそうとしたため腰を捻っ

てしまった。

21 921 19 1～9

2017 3 11~12

駐車場で、次のお客に会うため電話をかけていたとき、後の荷物を

取ろうとして、座席の肩口の方から左腕を伸ばした。 もう少しで

届きそうだったので、反り返って思い切り体を伸ばしたところ、左

の腰部に座席の肩口が入り込み、激痛がはしった。

45 231 3 1～9

2017 3 9~10

バックヤードで、1L飲料×9本が入ったケースを抱えて、業務用冷

蔵庫の下段（膝くらいの高さ）に入れようとしたところ、腰を痛め

て動けなくなってしまった。

39 921 19
10～

29

2017 3 10~11

社内倉庫の上段（高さ2.1m）の床面より降りようとして、壁面に

設置している梯子で足を滑らせ、高さ1.8mの所からコンクリート

の床に足から落ちた。

20 371 1
10～

29

2017 3 12~13
工場内にてタイヤ交換作業中に、ジャッキのロックが緩かったため

ジャッキが外れ、タイヤが足に脱落し、右足親指を骨折した。
26 221 4

10～

29

2017 3 16~17
事業場から隣の病院へ届け物を持参する途上、小走りになった際に

前のめりになり、右足を捻って負傷した（平坦な駐車場）。
49 921 2 1～9

2017 3 12~13

バックヤードで、台車片づけのため台車を壁に立て掛けて後ろを向

いた瞬間、立てかけた台車が倒れて、左のふくらはぎに接触し、切

り傷を負ってしまった。

50 362 5
10～

29

2017 3 15~16
当社景品交換所内で来客に対応するため、畳の間に上がる際、段差

に躓いて右足を負傷した。
69 419 2 1～9

2017 3 7~8

店内にて、これから精肉売場に陳列する商品が入っている3面カー

ト台車を、自分の体の方に引っ張っていたところ、誤ってその台車
39 362 7

30～



のコロが自分の右足の上に乗っかかり、右足の足首から甲にかけ

て、打撲・切傷した。

49

2017 3 1~2

店内で缶コーヒーの前出しとリザーブの整理作業中、脚立から降り

る時に脚立の脚が滑り、落下した。 当日は雨が降っていて床が濡

れていた。

19 371 1
50～

99

2017 3 10~11
倉庫でダンボールを搬出中、床の板がずれていたのに気付かず、足

を取られて転倒し、右肩を強打した。
54 522 2 1～9

2017 3 16~17
当社事業所内にて、取扱商品である工場用ゴムベルトをサンダー掛

けの際、誤って左膝にサンダーが当たり切傷した。
45 153 8

10～

29

2017 3 11~12

店舗駐車場の桜の枝を剪定するために、高さ2m30cmの脚立の

1m50cmの部分まで登り、鋸を使用して枝を切っていたところ、

切った枝が自身の乗っている脚立に当たりバランスを崩し転落し、

右顔面・右腕を強打し負傷した。

46 371 1
50～

99

2017 3 18~19

店内のフィッティングルーム前でお客様にフィッティングの応対

中、方向を変えようとした際にバランスを崩し、足を滑らせ転倒し

そうになり、右膝を負傷した。

27 911 19 1～9

2017 3 14~15

お客様宅の不要家具を運搬中、ロープが緩み軽四トラックに積んだ

タンスが荷崩れし、ロープをかけ直そうとした所、タンスが倒れて

きて左手親指に当たり負傷した。

54 611 5 1～9

2017 3 11~12

営業業務にて運転中、信号のある交差点にて、自車は赤信号で停止

中に、信号が青になった直後に後方の相手車から追突され負傷し

た。

60 231 17
10～

29

2017 3 18~19

バックルームにて、テーパー箱に入っている商品の仕分けとテー

パー箱の積み直しを行っていた。 積んだテーパー箱（高さ

120cm）の脇には、高さ210cmのゴンドラがあった。 被災者は検

収台にあるセロテープを取りに行こうとゴンドラの脚を跨いだが足

が引っ掛かり転倒し、床に右手と左膝をつき、右手関節打撲を負っ

37 911 2 1～9



た。 なお、ゴンドラとは商品（服）をかけておく移動式（コマ付

き）棚である。

2017 3 11~12

当社敷地内に於いて、リサイクル回収した物品を軽トラックから荷

降ろし作業をする為、荷台のあおりを開いた際、ベットマットに隠

れていたダンベルプレート5kgが軽トラックの荷台床面（約高さ

650cm程度）から落下し、左足に直撃し左足つま先を負傷した。

42 521 4
10～

29

2017 3 17~18

店舗横空瓶置き場で、アルミ缶を片付けている時、スロープで直角

の曲がり角を通る時に、急いでいた上に何箱か重ねて運んでいた

為、足元が見えず、何かに躓き体勢を崩した。 アルミ缶を持って

いる状態だったので、足を挫いたような状態になって、右足首を骨

折し、靭帯を損傷した。

52 921 19

100

～

299

2017 3 16~17

店舗共有のハンディターミナル（発注端末機）を水産部門が使用し

ていると聞いて水産作業場に行き、現物を確認するために歩いてい

たところ、清掃中で開いていたグリストラップに気付かず落ちてし

まい、肋骨2本の骨折と左足腿に打撲を負ってしまった。

62 418 1

100

～

299

2017 3 18~19

インテリア売場で入荷商品の組布団を補充の際に、商品を運搬して

きた長台車に躓いてバランスを崩し、長台車に右手をついて転倒し

た。

63 362 2
30～

49

2017 3 16~17

介護老人施設1階清掃スタッフ休憩所の近くにある男子トイレのゴ

ミを回収し、ゴミ置き場に捨てに行こうとトイレのドアを開け出よ

うとした時に、閉まりかけていたドアが背中に当たり、トイレと廊

下（10cm程）の段差に足を取られ転倒し骨折した。

68 418 3 1～9

2017 3 12~13

厨房の床を清掃中だったため床が濡れていて、清掃が終わったので

厨房前通路に出していた台車等を中に入れようと通路に出たとき、

自分の履いていたサンダルが濡れていたため、滑って転倒し、左膝

を床に打ちつけた。

56 417 2
10～

29

バックルームにてダンボールの片付けをしていたとき、中腰で高さ

約50cmの空ダンボールの上に重さ約500gの空ダンボールを積み、 10～



2017 3 11~12
姿勢を戻そうとした際に腰に痛みがはしり、腰椎椎間板ヘルニアお

よび急性腰痛症と診断される（ヘルニアの既往歴あり）。

28 611 19
29

2017 3 11~12
肥料の包装ビニールを小型カッターで切断中、先端が折れ、右目に

当たり負傷した。
36 364 4

10～

29

2017 3 16~17

バックルームで着替え、出勤スキャンをしに行く途中、入荷商品の

中身を確認する為商品が入った袋を引き寄せた際、手が滑って袋か

ら手が離れ、後ろに転倒し左大腿骨頸部を骨折した。

63 417 3
30～

49

2017 3 17~18

三塁側内野52列目で売り子の販売をする為に階段を上っている時

に、痛みを感じ両足首腱鞘炎を負った。 なお、当日は冷え込んで

おり、商品総重量は14㎏（20杯分）であった。

20 413 19

100

～

299

2017 3 10~11
自社倉庫内にて商品管理作業中、テーブルを移動させていた際に

誤ってテーブルの足が右足甲部分にのり、右足甲部分を負傷した。
33 391 3

30～

49

2017 3 11~12

サービスデリカ作業場のスイングドア近くで、カートに商品を乗せ

て売場に出そうとした際、靴の底に油が付いていて、靴も少し濡れ

ていたため滑って転倒し、右足首を骨折した。

65 417 2
30～

49

2017 3 22~23

業務を終了し、自宅へ帰宅しようと営業所の駐車場に停めていた原

付バイクのエンジンをかけ、1～2回軽くアクセルを握り状態を確認

後、前進する為に再びアクセルを握った際、急に前輪が上がった

為、バランスを取ろうとしたところ、益々アクセルを吹かす状況と

なり、バランスを崩し転倒した。

60 231 2
10～

29

2017 3 12~13
配達先で、料理の配膳中に廊下で滑り、足をひねって転び、左足に

全体重がかかり骨折した。
55 419 2

10～

29

2017 3 1~2

店舗内壁の一番上部に販促物（大きなポップ）を張り付けるため脚

立を使用し、脚立から降りる際、脚立の最後の一段に掛ける足を踏

み外し、バランスを崩し転倒し、股関節を骨折した。 尚、販促物

（ポップ、のれん、チラシ）の貼り換えは週1回程度の定期的作業

である。

46 371 1
10～

29



2017 3 12~13

有料老人ホーム1F配膳室で、入居人の昼食配膳前の昼食中、お茶を

つぎに立ち、座ったところ椅子が壊れ、床に尻もちをついて尾てい

骨を骨折した。

69 379 3
50～

99

2017 3 11~12
店内でしゃがみこんで荷物を持ち上げようとした際、お客様より声

をかけられ、荷物を持ったまま振り返り、腰を痛めた。
47 921 19 1～9

2017 3 8~9

本部肉加工センターからトラックへ商品の積み込み作業中、荷台で

かごの1段目を残し上部がすべり落ちてしまい、左腕が伸びた状態

となった。

64 611 19
30～

49

2017 3 12~13

社員食堂の厨房内で、お客様に呼ばれて急いで提供カウンターに向

かおうとした時、足を滑らせて転倒した。 床面に左手をついて体

を支えようとした時、橈骨遠位端を骨折した。

59 417 2
30～

49

2017 3 17~18

商店のアウトレットコーナーで、高所からシューズの入った大きい

ダンボール箱を降ろしているとき、一人が大きい脚立に登り、上か

らダンボールを配っていた。 もう一人が小さい脚立に登り、ダン

ボールを受けて下に降ろしていた。 脚立の階段を使って下にダン

ボールを降ろしている時にバランスを崩し、脚立から飛び降り、足

と腰を捻挫した。

46 371 1
30～

49

2017 4
15～

16

清算後、お客様の買物カゴを商品を詰める台に運ぼうとした際、つ

まずき右額部分を強打した。
68 416 3

50～

99

2017 4
13～

14

物品をしまうため作業場冷凍庫に入った際、中に人がいることに気

づかず誰かがドアを閉めてしまい、閉じこめらた。 ドアの開け方

が分からずパニックになり、開けようと鉄製のドアを何度か蹴った

ため左足の親指の関節にひびが入った。

59 418 3

100

～

299

2017 4
14～

15

食肉作業場でまな板（プラスチック製約20kg）をセッティングし

ようと思い持ち上げた際、手が滑り右足甲の上に落とし痛めた。
36 391 4

100

～

299

9～
厨房にて洗浄している際、作業台と配膳車の間を通ろうとしたとこ



2017 4
10

ろ、足が引っ掛かり転倒し、左足ひざに食器のフタが入ったカゴが

落下し負傷した。

71 417 2 1～9

2017 4
13～

14

被災者は、被災当日の勤務指定で、店内業務に従事していた。 被

災者は、商品（ビニール傘）を納品業者から荷受けするため、駅改

札内にある保管庫へ向かう途中、コンコース床面にあった四角い穴

（約10cm四方）に右足先端を引っかけてしまい、うつ伏せに転倒

し右膝を強打した。 被災者は、傷や痛みはあったが軽傷と思い、

通常通り勤務を続行したところ悪化し、右膝蓋骨骨折・右膝蓋靭帯

損傷・右膝半月板損傷であると判明した。 なお、コンコース床面

の四角い穴は、駅舎の雨漏り排水のため暫定的に設けたものであっ

た。

55 417 2
10～

29

2017 4
12～

13

デリカ温惣菜室の作業場で翌日の米飯仕込み中に、大型冷凍庫内か

ら商品を出し入れしている際、作業が終了し、他のパートナー達が

床掃除をしている所で、冷凍庫内で作業靴も滑りやすくなっていた

ため足から転んで、手で体を支えた為に手首を骨折した。

59 417 2
50～

99

2017 4
19～

20

厨房内にて、食材のカットをする際に左手の人差し指を包丁で切っ

てしまい、左示指神経損傷および左示指切創を負った。
16 364 8 1～9

2017 4 8～9

敷地内にあるハウスで母の日用の鉢花を置いておくハウスに4人で

寒冷紗をかける作業中、被災者が左右のバランスを見る為にハウス

内に入ろうとした時、入口に敷いてあった板が前の日の雨で濡れて

いたため、滑って骨折をした。

46 417 2
30～

49

2017 4
16～

17

水産作業場でぶりのアラを包丁でたたいていたとき、誤って押さえ

る左手薬指に包丁があたり切ってしまった。
30 364 8

10～

29

2017 4
9～

10

天然ぶりのえら、内臓処理を行っていたとき、ぶりのえらを外す為

に包丁を入れた際に包丁が滑り、押さえていた左手に向かい小指を

裂傷する。

31 364 8
50～

99

2017 4
10～

店舗調味料売場にて、棚にある商品を取る際に脚立を使用し下りる

時に、下から3段目～2段目あたりを踏み外し転倒し、右半身を床に 43 371 2
50～



11
打ちつけた。

99

2017 4
10～

11

厨房から食材を持ちながら作業場に移動中、他人の交差のため一時

待機し、再度歩き始めた時に電源コードが緩んでいる所に左足を

ひっかけてしまい、転倒して左膝を強打した。

53 417 2
10～

29

2017 4
15～

16

店舗内ガーデン外売場において、常時開設しているレジが混雑して

いた為、予備レジを開放し移動する際にレジ後方サッカー台下に敷

き詰めてあるブロックの段差（数センチ）を踏み外してしまい、左

足の外側を地面に強打し負傷した。

55 417 3
50～

99

2017 4
9～

10

病院内地下1階で従業員と待ち合わせをしていたところ、従業員に

呼ばれて病院1階に階段を使って上がろうとしたところ、急いで階

段を上ったため左足ふくらはぎが肉離れを起こした。 その際、特

に重いものは持っていなかった。

49 413 19 1～9

2017 4
17～

18

トラックの屋根（荷台）で空缶回収ゴミを降ろしている最中、ビン

が多く混在している重めの空缶回収ゴミを専用回収コンテナへ投げ

捨てようとしたところ、体勢を崩して屋根（荷台）から落下し、足

から着地して左足かかとを強打した。

31 221 1
50～

99

2017 4
9～

10

倉庫のラック内にて、材料（鋼管12m結束）の取り出し時に玉掛け

をして吊り上げたところ、結束間に隙間が生じたので、避難のため

隣のトラックへ移ろうとした際に、防錆式油で足が滑り隙間に右足

を滑らせた。 その衝撃で隣の鋼管（12m10本の結束）が足の上に

倒れ、足が挟まり負傷した。

51 521 7 1～9

2017 4 8～9

惣菜部門において、ローストビーフサラダの盛り付けの準備で、

ローストビーフを機械でカット作業中、均一にカットされていない

ところがあり、手で原料を押したところ、左手小指側面が刃の回転

部分に触れて裂傷が生じ、7針縫合した。

61 165 8
50～

99

2017 4 8～9
工場において、電動の餅つき機で両手で餅を反しながら餅をついて

いたところ、誤って左手小指が杵につかれてしまった。
65 165 6 1～9



2017 4
12～

13

外売場において作業中、用土を補充後、2枚に重なっていた空のパ

レット（110×110cm重量約20kg）1枚を持ち上げて移動させよう

としたところ、手が滑って左足の上に落とし、左足親指を負傷し

た。

23 379 4
50～

99

2017 4
11～

12

自社工場内にてフロント部材の養生テープを切る作業中に、誤って

左手小指の第二関節以下を切傷した。
35 364 8

10～

29

2017 4 7～8

自宅から自転車で店舗に出勤する際、お客様駐車場出入り口兼納品

車出入り口から、店舗の従業員が自転車をとめているスペースがあ

る店舗裏側へ向かったところ、いつもより店舗納品口よりにとまっ

ていた納品トラックをよけようとしてハンドル操作を誤り、ハンド

ルを握ったまま左頭部から地面に倒れこみ頭部を打撲した。

51 239 2
10～

29

2017 4 8～9

始業前に階段をほうきで掃除中、階段の滑り止めにパンプスのヒー

ルが引っ掛かり、バランスを崩して上段から約15段の階段を頭を抱

えた状態で転げ落ち、手足の打撲と腰部骨折を負った。

34 413 1

500

～

999

2017 4
12～

13

出勤時に、舗装されていない駐車場に車を止め、草の生えた所を歩

行中、段差に気付かず転倒した。
46 417 2

50～

99

2017 4
19～

20

繁忙期のため残業が多くなり疲れがあったところ、腰痛が生じ、腰

椎分離すべり症と診断された。
21 921 19 1～9

2017 4
10～

11

レジ精算機のカゴ置き台の間から抜けようとしたところ、台に足を

ぶつけて右膝を強打した。
22 379 3

100

～

299

2017 4
9～

10

漬物売場で、ロング台車を片づける際に手がぬれていて、台車の

取っ手を掴もうとして手が滑った。 危ないと思い取っ手を握りし

めたとき、台車の取っ手に肩があたった。

61 362 3

100

～

299

2017 4
9～

10

構内にて空パレットをトラックの荷台に積む際、狭いため手で積も

うと思いフォークリフトを止めて、手で積んだ時に手が滑り、足の

上にパレットが落下した。

69 379 4
30～

49



2017 4
13～

14

衣料館から食品館へ移動中、衣料館東出入口と食品館の間に階段が

あり、その階段を下りているときに誤って右足を踏み外し転倒し、

右足膝下を骨折した。

56 413 1

100

～

299

2017 4
10～

11

ホテルパンを持って作業台へ移動していたとき、厨房内パイプに気

がつかず躓き転倒し、持っていたホテルパンで左ひじを切った。
60 379 2

50～

99

2017 4
10～

11

段ボール古紙の回収作業中、段ボールが乗っていたプラスチック製

のパレット（縦横100cm、高さ約15cm、重さ20kg）を、段ボール

回収後に床に重ねて置き、二つ目のパレットを乗せる際に誤って

30cmの高さから右足親指に落下させ、右足親指を骨折した。

30 379 4 1～9

2017 4
11～

12

ホーム（下り線）11番線に弁当を持って行く際に、目眩がして意識

が朦朧となり、倒れこむようにホーム下に転落した。
64 419 1

30～

49

2017 4
18～

19

資材館台車売場に於いて、上置き台（高さ90cm）に昇り展示用の

リヤカーを設置した後、上置き台より飛び降り着地した時に体のバ

ランスを崩して転倒し、咄嗟に左手を床に着き、左手首を骨折し

た。

54 416 3
50～

99

2017 4
14～

15

館内の物品保管庫へ食堂で使用する割り箸を取りに行った際、保管

庫内で足がもつれ転倒し、股関節を骨折する。
75 417 2

10～

29

2017 4 3～4

畜産作業場で、使用済みのブルーコンテナ（タテ45cm×ヨコ

60cm×高さ10cm重さ2kg×26段）を2個乗せた台車を片付けよう

と移動中、後ろからもう1台コンテナを積んだ台車が勢い良く運ば

れてきたのに気付かず、台車が背部・腰部・足に当たり負傷した。

50 362 6

100

～

299

2017 4
22～

23

閉店業務中、店舗入り口の自動ドアの電源を切り、手動で閉めてい

た時にドアとドアの間に左中指を挟んだ。
18 418 7

10～

29

2017 4
12～

13

搬送ライン上のチェーンが緩んでガタガタと音がした為、メンテナ

ンスの為に新しいチェーンに交換する作業中、制御盤でラインを停

止してからチェーン交換を行う手順だったが、制御盤とチェーン交

換を行う場所が離れており十分にラインの停止を確認せずに、ライ
45 224 7

500

～

999



ン稼働中だったが作業を開始し、誤って左手示指・中指をチェーン

に挟まれ、第2関節付近より先を切断した。

2017 4
21～

22

事業所トラック駐車場においてトラック荷台整理中、小走りで配達

担当者のところに向かおうとしたところ、路面の凸凹に左足を躓

き、前方に転倒して左足首と右膝を負傷した。

39 417 2
50～

99

2017 4
18～

19

店内でコーヒーマシンの清掃作業中、床に敷いてあるマットに躓き

転倒してしまった。 その際に、右手手の平部分を床に着き、右手

人差し指・中指・薬指の付け根部分と手の平の中心部を骨折した。

57 417 2
10～

29

2017 4
13～

14

店長の2人で廃棄物をトラックに積み込む作業を行っていた。 1800

ケーキショーケースを積み込む際、パワーリフターで片側をトラッ

クに載せ押し込んだが、バランスを崩してショーケースが倒れた。

倒れたショーケースが足の上に落ち、左足小指骨折を負った。

50 611 5
10～

29

2017 4
12～

13

店舗敷地内における従業員用自転車置き場にて、出会い頭にアルバ

イト従業員とぶつかり、壁に右肩を強打し、骨折と脱臼をした。
68 362 6

50～

99

2017 4
12～

13

精肉冷蔵庫内で、荒挽肉（約15kg）が入ったバットを高さ160cm

の棚に持ち上げたところバットケースが滑り落ちてきた。 その

ケースを左腕で押さえたが支えきれず、左肩に荷重がかかり痛めて

しまった。 当初から左肩に痛みはあったが様子を見ていたとこ

ろ、痛みが増し、腕が上がらなくなった。

61 611 19

100

～

299

2017 4
11～

12

精肉作業場でパック詰めをしている時にトレーがなくなり、トレー

を取りに行こうとしたところ床に置いてあったドーリーに足が引っ

かかり転倒し、右膝を打った。

23 417 2

100

～

299

2017 4
9～

10

朝の品出し作業中、飲料（牛乳1L×12本）ケースを台車に載せて

いた時、2ケース目を載せた際に右肩に痛みがはしり、腕が回らな

くなった。

37 611 19

100

～

299

2017 4
23～

24

4番通路で補充終了後、カット台に設置してある踏み台から一段ず

つ下り、左足で着地した際に左膝を痛めた。 以前に膝を怪我した 42 371 3
50～

99



ことがあり、その左膝に体重がかかったことが原因である。

2017 4
15～

16

倉庫内にてトラックへ塩ビパイプを積み込む際、パイプを持ち上げ

た振動で仮置きしていた他のパイプが背後から倒れた。 パイプは

首後ろに当たり、痛みが出た部分をすぐにアイシングと湿布をし

た。 翌日は痛みを感じながらも通常業務を行ったが、痛みが酷く

なった。

20 522 5
10～

29

2017 4
11～

12

精肉挽肉作業場で、挽肉の入ったバットを日々持っているが、挽肉

（約15kg）のバットを持った時に左手に強い痛みを感じた。 少し

様子を見ていたが、徐々に痛みが増してきた。

46 921 19

100

～

299

2017 4
9～

10

搬入口でスロープを下りながらカゴ車を運んでいる際に、何かにぶ

つかったわけでもないのに、左足のふくらはぎが急に痛くなった。

カゴ車を支えるために左足で踏んばったためだと思われる。 数日

経つと左足の土踏まずの辺りが内出血してきた。

49 921 19

100

～

299

2017 4
10～

11

店舗内食品バックヤードに於いて、荷物を積載しているカゴ台車を

移動していた際に、地面に接地していたトラックのリフトにカゴ台

車が引っ掛かり転倒し、左足が巻き込まれた。

18 362 5
30～

49

2017 4 8～9

地上約3mの所にあるプライスカードを交換しようと、約1.5mの棚

に飛び乗りプライスカード交換作業後に棚から飛び下りようとした

時、バランスを崩して踵から落下し、左踵骨を骨折した。

47 419 1

300

～

499

2017 4
11～

12

会計のお客様の対応のため、急いでレジに向かった際、足がもつれ

て転倒し、床に左手をつき、左肘の骨折及び左手首の打撲を負っ

た。

56 416 2
10～

29

2017 4
9～

10

荷物を持ちカウンターから出ようとした時、両手にもっていたた

め、足元にあったキャリアに気づかず左足をのせてしまった。 そ

の際、キャリアが動きそのまま後ろに倒れ、後頭部を打ってしまっ

た。

25 362 2
50～

99

2017 4
9～ 店舗倉庫内にて、ダンボール（約10kg）を台車から在庫置き場に

42 611 19
50～



10 置くため持ち上げたところ、腰に激痛が起きてしゃがみこんだ。 99

2017 4
22～

23

店舗閉店後、靴箱を隣のビルにある在庫倉庫へ移す際に、店舗

シャッター前に置いてあった空調清掃業者のビニールに足を滑らせ

転倒した。 転倒した場所にプラスチックBOX（空調清掃業者の

物）が置いてあり、左脇腹を打ちつけた。

22 417 2
30～

49

2017 4
14～

15

レジ業務のため店舗本館から別館に向かう途中の横断歩道で、段差

につまずき転倒し、顔面を強打した。
48 417 2

100

～

299

2017 4
10～

11
精肉作業場で牛の整形作業をしている時に、包丁で指を切った。 22 364 8

100

～

299

2017 4
19～

20

店頭にて応対中、お客様の駐車券を取りに行く際に滑って転倒し、

左足甲が腫れた。
25 418 2 1～9

2017 4
19～

20

三輪付バイクで配達中、信号のない交差点に進入しようとしたとこ

ろ、相手方が一時停止を無視して交差点内に進入した。 当方は交

差点進入前に減速およびミラー確認を行うが相手方無灯火での走行

であったため、交差点進入後に気がついて急ブレーキをかけるも避

けきれず、当方左前、相手方左後方に接触し転倒した。 相手方は

転倒しなかったためそのまま走りぬけ、その場から去ってしまっ

た。

25 231 17
10～

29

2017 4
15～

16

店舗内で宅配用の商品をカゴに入れて売場奥の宅配作業場へ持って

行く時、作業場手前の床に置いてあったダンボール箱につまずいて

転倒し、青果の冷蔵ケースの配水管を覆っている金属製カバーに脛

を打ちつけ、左脛筋が切れた。

38 611 2
50～

99

2017 4
12～

13

当社店内の階段にて、休憩時間に昼食を購入しようと階段を下りて

いた際に足を踏み外し、踊り場から9段ほど1階の床へ転落した。
67 413 1

50～

99

10～
運営室（地下一階）から預けていたつり銭を受け取り、店舗（地下



2017 4
11

二階）に戻る為、エスカレーターを使用した際に足を踏み外して転

倒し、左足捻挫および左距骨骨軟骨損傷を負った。

29 229 1 1～9

2017 4
21～

22

閉店後にB2から4階へ入金するときに足がもつれ、荷物を持ってい

た為にかばいながら転倒してしまった。
60 417 2

50～

99

2017 4
18～

19

急いでレジの作業をしようと機械の前に立とうとしたところ、床に

あった配線につまずき右足の甲を負傷した。
48 351 9

10～

29

2017 4
9～

10

石材検品作業場において、輸入石材を木枠梱包してある箱から取り

出す際に、約450kgの重さの石を縦にしてある状態から横に倒さな

いとユニックで吊ることが出来ない為、そばにいた他の作業員と共

に、手で横に倒したところ、下の角材との間に指が挟まってしまっ

た。 瞬間指を抜いた所、右手人差し指の第一関節の先の肉片が剥

がれ、中の骨が見える状態になった。 通常そのような重さの石は

横にした状態で梱包されて来るのだが、縦になっていたため、人力

で倒し最後まで手をかけていた被災者が指を挟まれてしまった。

65 523 7 1～9

2017 4
13～

14

就労時から右膝皿の右側に少し痛みを感じたが、勤務を続けてい

た。 提供レーンの辺りを小走りで抜けようとした時に右膝に激し

い痛みがあり、歩行困難になり、右足腓腹筋損傷と診断された。

当日は過重労働もなく、転倒強打した起因性はなく不明である。

63 417 19
50～

99

2017 4
10～

11

精肉売場にて多段の商品棚の整理を中腰で行っていたところ、急に

腰に張りを感じる。
29 921 19

100

～

299

2017 4
9～

10

店舗内にてストローを補充するため、保管されている上部棚から取

り出す際に、右足をコールドテーブルに載せ、左足を洗浄機に乗せ

た。 左足を乗せた時に洗浄機の取っ手に足がかかってしまい、洗

浄機があいてバランスを崩し、後方に転倒した。

23 391 2
10～

29

2017 4
17～

18

店舗青果キャベツ売場で、会社指定のカッターを右手に持ちダン

ボールをカットする際、左手親指・左手手のひらを切り受傷した。
53 364 8

50～

99



2017 4
12～

13

組合員宅へ荷物を配達途上、トラックの荷台の中にて冷蔵品が入っ

ている箱を持ち上げようとした際、足元に他の荷物があり狭い場所

での作業だった為無理な姿勢で持ち上げ、腰全体に痛みが走り負傷

した。

21 921 19
50～

99

2017 4
20～

21

ブティック内にて接客中に、同僚が引いたイスに足の小指を踏まれ

て右足小指を骨折し、痛みでうずくまってしまった。
46 379 7

1000

～

9999

2017 4
16～

17

配達へ向かう途中、片側1車線見通しの良い道路で、前方にタク

シーが停車していたため右に避けようと後方を確認した所、右車線

に気をとられ前を向いた時には停車していたタクシーが想像よりも

接近しており、ブレーキが間に合わず追突してしまった。

33 231 17
10～

29

2017 4
23～

24

品出し作業中、500mlペットボトルのダンボールを棚の一番上に置

こうとした際に、乗っていた足台が滑り、足を踏み外して右膝を強

打し、右膝の腱を負傷した。 後日に痛みが悪化し、内側側副靭帯

と半月板損傷と判明した。

19 371 1
10～

29

2017 4
10～

11

精肉作業場において牛肉の脂の除去作業中。包丁で手を滑らせてし

まい左手中指を切ってしまった。
22 364 8

100

～

299

2017 4 6～7

店舗パン工房内にて、製造スタッフ4名にてパンの製造作業を行っ

ていたところ、パンのガス焼き窯で、窯の老朽化が原因とみられる

設備不良で不完全燃焼が起こり、パン焼き窯内で一酸化炭素が発生

し、吸引したため一酸化炭素中毒を引き起こした。

38 341 12 1～9

2017 4 6～7

店舗パン工房内にて、製造スタッフ4名にてパンの製造作業を行っ

ていたところ、パンのガス焼き窯で、窯の老朽化が原因とみられる

設備不良で不完全燃焼が起こり、パン焼き窯内で一酸化炭素が発生

し、吸引したため一酸化炭素中毒を引き起こした。

43 341 12 1～9

20～

スロープで冷蔵庫からカートと荷物を引き出そうとしているとき

に、冷蔵庫スロープ及び段差で荷物が下に落ちたため拾い上げよう 50～



2017 4
21 として目測を誤り、落下転倒した。 当初は様子を見たが腫れがひ

ず、後日に右足首捻挫と診断された。

22 417 2
99

2017 4
17～

18

厨房にて、出入り口のドアを開けてストッパー（ゴム製14cmの差

しこみ型）をして開放した状態でドアのヒンジ部に手をかけて厨房

外の社員と会話をしているとき、ドアストッパーがずれてしまい、

ドアが閉まって右手小指をヒンジ部に挟まれた。

62 418 7 1～9

2017 4
18～

19

店舗で入荷商品のストック作業をしている時、重いパッキンを一人

で持ち上げて腰に負担がかかり、腰を痛めた。
22 611 19 1～9

2017 4
14～

15

ミキサーを洗っている時に水の中に手を入れてしまい、刃があたっ

て切れた。
56 165 8 1～9

2017 4 8～9

自宅から客先へ業務命令により直行するため自動車で走行中、信号

のない見晴らしの良い交差点を直進していたところ、右方向から相

手車が直進してきて衝突した。 道路の状況は、こちら側が片道2車

線の優先道路であり、相手側は1車線で一時停止標識があった。

61 231 17
10～

29

2017 4
14～

15

厨房内のグリストラップ（厨房排水の油脂を貯める装置）清掃時に

濡れていた床に足を滑らせ、グリストラップ内に落ちた時に右脇腹

と右足を打った。

55 417 2
10～

29

2017 4
10～

11

入職以降、連日3時間程度、5～20kgの商品の積み込みを中腰状態

で繰り返し行っていた為、徐々に腰に負担がかかり、腰痛を発症し

た。 痛みをこらえ就業するが痛みが悪化し、腰部捻挫および背部

挫傷と診断された。

55 611 19
10～

29

2017 4
9～

10

お客様の展示更新に伴うレイアウト変更の為、機材などの移動作業

を行っていた。 作業を補助する者がいなかったため、台車で運ん

だ卓上名刺カッター（重量約26kg）を机の上に一人で持ち上げよ

うとしたところ、重量を持ちこたえられず尻もちをつくような形で

転倒した。

49 417 2

300

～

499

18～ お客様のポイントカード作成のためレジに駆けつけた際、足元に 30～



2017 4
19 あった段ボールにつまずき転倒した。

53 611 2
49

2017 4 8～9
1階バックヤードで、スイングドアを開ける為にドアとドアの間に

指を入れてドアを引こうとしたところ、指が挟まった。
49 418 7

100

～

299

2017 4
9～

10

作業場にて、マグロのサク取りを行っている時、マグロの脂で滑り

やすくなっていた真板の上で滑ってしまい、包丁で左手親指を切っ

た。

43 364 8
50～

99

2017 4
9～

10

工場施設棟の階段清掃で移動中階段を下りるとき、3段目で階段を

踏み外し、踊り場に転落して右手と右顔面を強打してしまった。
53 413 1

50～

99

2017 4 8～9
駐車場でゴミを回収中に誤って車止めに躓き転倒し、転倒時につい

た右手首を骨折し、両膝と顔面も打った。
68 419 2

100

～

299

2017 4
17～

18

休憩時間に自宅に戻る時に、店内バックルーム階段を踏み外し落下

し、階段の角で脛をぶつけ裂傷および全身打撲を負った。
38 413 1

50～

99

2017 4
10～

11

バックルームにて、スレッチフィルムのケースを持ち上げようとし

たところ、腰に激痛が生じた。
25 921 19

10～

29

2017 4
10～

11

惣菜作業場にて巻寿司を巻いている時、焦っていたため、誤って機

械の金具に右手薬指を挟んだ。
28 165 7

100

～

299

2017 4 8～9

惣菜売場にて開店前惣菜商品陳列作業中に店内清掃が行われてい

た。 床清掃のための薬剤が散布され、その拭き取りが不十分な状

況だった。 陳列作業中に手に商品を持ったまま滑り、尻もちをつ

いた形で床に強打した。 左大腿骨骨頭部骨折と診断され、ただち

に骨接合の手術を受けた。

61 417 2
50～

99

2017 4
12～

13

当社店舗前の花壇の整備を終え工場内に戻る際に、50cm程の段差

のあるところを下りた時に、足首を捻り骨折した。
50 417 19 1～9

売場で陳列商品の前出し作業をしていた際に、隣の通路へ移動しよ



2017 4
9～

10
うとしたところ、モップ掛けをしたばかりで床に水濡れが残ってお

り、滑って転倒し、右足首から甲にかけて捻挫した。

59 417 2
30～

49

2017 4
9～

10

給食室にて刃が回転する裁断機を使って大根をカットしていた際、

手が滑り、左手の指が刃にあたった。 左手で大根を入れ、右手で

ハンドルの上げ下げの操作を行っていたが、四つ割りにした大根が

濡れていたため手が滑り、奥まで手を入れすぎてしまった。

66 165 8 1～9

2017 4
17～

18

バックルーム通路を通った時に、通路に什器のネットが放置してあ

り、その什器のネットにつまずき両ひざから転倒し左ひざを骨折し

た。

62 417 2

100

～

299

2017 4
12～

13

店内でレジ作業の手隙時間に値下作業をしている時に、ボトルシャ

ンプーでいっぱいになったオリコンを持ち上げようとしたところ、

床置きだったのと、オリコンが重かったため腰を痛めてしまった。

52 921 19
10～

29

2017 4
18～

19

当該事業所において、包丁を殺菌液で浸漬殺菌し、殺菌後右手で引

き上げようとしたところ、誤って手を滑らせ包丁を落としてしま

い、左手中指に包丁が刺さった。

68 364 4
30～

49

2017 4
12～

13

たこやき・お好み焼き等の製造販売をする店舗内で作業中、接客の

方へ移動し、また鉄板の作業に戻ろうとした際グリストラップ付近

で足を滑らせ転倒し、地面に膝をぶつけ右足膝を骨折した。 当

時、グリストラップのフタが濡れており滑りやすかったのが原因と

見られる。

30 417 2
10～

29

2017 4
10～

11

2F検眼室から1F売場への階段を下りかけた時、建物が古く、急な

階段でつまずき、前のめりに転落して顔面から1.5mほどすべり落

ち、コンクリートにじゅうたんを敷いた踊り場に激突した。

61 413 1
10～

29

2017 4
18～

19

当社畜産作業場内において、シンク上でまな板を洗浄し、両手で運

ぼうとした際にまな板が滑り左足親指先端部分に落下し、骨折して

しまった。 （まな板は大きさ120×60、12.5kg。）

46 391 4
30～

49

肉を切る機械を掃除している時、回転している機械の刃に指が当



2017 4
10～

11
たって切れた。 掃除の為にスイッチを切ったが余韻で動いていた

歯に手を出してしまった。

36 165 8 1～9

2017 4
17～

18

ゴミを捨てる為、店舗内倉庫へ行った際、倉庫内に置いてあった小

キャリーの角を踏み転倒した。 その際、左手首をついた（体をか

ばうため）ため、左手首を負傷した。

49 362 2
30～

49

2017 4
16～

17

商品を陳列するため、脚立を使用した際に売場でバランスを崩して

落ちて転倒し、左のかかとを打撲した。
58 371 1 1～9

2017 4 4～5

売場で両手に抱えて荷物を運んだ際、持っていた荷物

（60cm×60cm×60cm）が死角になり、平台の角に左太腿をぶつ

けた。

57 391 3

100

～

299

2017 4
11～

12

資材館外レジ小屋において作業中、レジ小屋から出ようとしたとこ

ろ、10cmの段差で足を滑らせ捻って捻挫をしてしまい痛みと腫れ

が生じた。

57 418 19
30～

49

2017 4
17～

18

夕方の清掃作業中、包丁を洗いふき取る際に誤って左手示指が包丁

の刃に当たり切創し、血が止まらず、11針縫合した。
47 379 8

50～

99

2017 4
14～

15

本社2階の2号機の機械のある工場内にて機械作動中にフィルムが詰

まりその詰まりを解消しようと機械の中に指を入れたところ、右手

薬指の指先1cm位挟まれ、指先が切断された。

57 169 7

100

～

299

2017 4
9～

10

水産部作業場にて刃渡り24cmの包丁で鯛を3枚おろし後、包丁をま

な板に置き、他の包丁刃渡18cmに持ちかえようとした際、置いて

ある包丁が落下し右足親指の付根から足首に向かい、5.5cmのとこ

ろに当たり、幅5mm、深さ2mmを切ってしまった。

35 379 8

100

～

299

2017 4 4～5
商品をトラックに積み込み作業中に足元が滑り、荷台から転落して

肘、手首、お尻などを強打した。
55 221 1

10～

29

2017 4
18～

19

事務所内のホワイトボードで区分された別区画で作業中のスタッフ

に業務連絡を行い所定場所へ戻ろうとした際にホワイトボードの

キャスター台座部分に足をひっかけてしまい、前方にあるケースと
41 417 2

300

～



木板が顔に当たり、左頬に裂創を負った。
499

2017 4
13～

14

バックルームに於いて、脚立（高さ80cm）を使用し、高所の商品

整理をする際、脚立の置き場所が悪く、背伸びをした状態で行って

いたため、バランスを崩してしまい、足を踏み外し、脚立から落下

した際に床で右手首を強打した。

61 371 1
50～

99

2017 4
15～

16

被災者が、バックヤードで他の従業員と業務の打ち合わせをしてい

たところ、インターフォンが鳴ったので壁面のインターフォンを

取って応対し、納品業者だったので、シャッターを開ける為にイン

ターフォンの右横の壁に設置されているシャッター開閉ボタンを、

壁際に置かれた作業台（高さ1m×幅47cm×奥行50cm程度）ごし

に押そうと右に移動した所、足元に業者が持って来ていた食器洗剤

本体1ケース（縦21cm×横31.5cm×高さ19cm程度）が置いてあ

り、それに躓き右膝が内側に入った状態で足首をあらぬ方向にぐ

しゃっとひねって転倒し、右足首を痛め、歩行が出来なかった。

51 417 2
10～

29

2017 4
9～

10

作業場で1.5tトラックの荷台に野菜の積み込みをしていた際、荷台

の側アオリの上に乗った時にアオリの運転席側が固定されてなかっ

た為、倒れて落下し左胸部を荷台に積んであった鉄柵

（1,000mm×800mm×高さ1,000mm鉄製のコンテナ）に強打し、

胸部を骨折した。

45 364 8
50～

99

2017 4
17～

18

店舗入口付近に置いてあるコーヒーマシンで豆の補充・点検作業し

た後にレジへ戻る際、店舗内の正面入口に置いてあるマットの端を

踏んだ時に足が滑り転倒した。

43 417 2
10～

29

2017 4
11～

12

製造作業場所にて、カッターナイフでバナナを加工していたその際

に手が滑って、誤って左手の薬指に当たって切り、出血がひどかっ

た。

47 364 8
50～

99

2017 4
10～

11

古本買い取りカウンターで、お客様が買い取りで持ってきた本の詰

まったダンボール箱を作業台から降ろそうとした時、腰からおしり 34 611 19
50～

99



にかけて激痛が走った。

2017 4 7～8
盛り付け室内で清掃後の片付けをしている際に歩行中転倒し、床面

で右手首打撲、頭部打撲及び内出血にいたった。
66 416 2

100

～

299

2017 4
10～

11

水産作業場において包丁を洗いカウンタークロスで拭いたところ、

刃を掌に向けていたため左の掌を切った。
41 364 8

100

～

299

2017 4
12～

13

本社配送センター内の惣菜部の厨房内において床掃除作業中に、濡

れた路面を歩いていた際に転び、膝を強く地面にぶつけて膝の皿を

骨折した。

66 379 2

100

～

299

2017 4
12～

13

厨房において葱の調理作業中、葱を掴み取った際に誤って葱の下の

包丁を一緒に握ってしまった。
61 364 8

10～

29

2017 4
16～

17

バックルームで荷物を片付けようとした際、傍にあったミニキャ

リーに気づかずぶつかり転倒し、右肘を骨折した。
63 362 2

50～

99

2017 4
16～

17

客注商品（エンジン溶接機、重量80kg、サイズ全長687×幅494×

高630mm）の引き取りに、お客様が来店され、台車にのせ倉庫よ

り販売カウンターへ移動し、店内入口で通路22番側に曲がろうとし

た際、台車のキャスターが思うように動かず、台車持ち手を数回持

ち上げ方向転換を試み、腰に痛みが走る。

52 362 19 1～9

2017 4 0～1
店内シャンプー定番売場前の通路で、歩いているときにオイルのよ

うな液体が床に散っていたため、滑って転倒した。
32 719 2

10～

29

2017 4
17～

18

飲料のロングカートを店内からバックに戻す時に女性アルバイト職

員と二人で戻した時に、次の作業レジの応援に早く行こうとしてあ

わてていたので、女性アルバイト職員の足にからまってしまい転倒

した。

64 921 2
50～

99

2017 4
16～

休憩室にて、業務終了後、ロッカーから瓶入りのコーヒー（重さ約

400g）を取り出した際、高さ1メートルの所から手が滑り落として
62 911 4

30～



17 しまった。 落とした際に、右足小指付近に靴の上から打撲し、痛

みが継続した。

49

2017 4
12～

13

当社でトラックの荷台より積荷を下ろすため荷ほどきをしている際

に、高さ3.5m程の荷台から足を滑らせ落下し、左橈骨遠位端部を

骨折した。

26 221 1 1～9

2017 4
9～

10

レジ作業に入ろうとしたところ、レジのエリアに置かれていたラッ

ピング途中の化粧品が入った段ボールに片足（左足）を突っ込んで

しまい転倒した。

48 417 2
10～

29

2017 4
16～

17

店の裏で卵を出そうとしているとき、卵の上の紙袋を横にどけた際

に足元にあったダンボールに足が引っかかり転倒し、コンクリート

地面に膝を殴打した。 一旦帰宅したが、痛みが酷くなり、骨折と

判明した。

54 611 2
10～

29

2017 4
11～

12

惣菜部にて、商品入りトレーを両手で持ち移動中、作業場床面にあ

る下水用集水桝（およそ50センチメートル×80センチメートル、

深さ60センチメートル蓋付）清掃のため蓋を開けていたが注意喚起

を怠った為、蓋が無い事が分からず落下し、右足首靭帯断裂を負っ

た。

60 419 1
30～

49

2017 4
10～

11

惣菜売場にて、寿司を陳列しようと前かがみで中腰の状態になった

とき違和感を感じたが、そのまま寿司の陳列を始めたところ左腰に

激痛を感じた。 その後左腰が曲がらないくらいの痛みを感じた。

（当日はそれまで1時間程度陳列の作業を行っていた。）

40 611 19

100

～

299

2017 4
17～

18

当人はワゴン販売を担当していた。 到着直前、7号車A席（3列シー

トの窓側）のお客様より、ビールの注文を受けた。 B・C席も別の

お客様が座っており、B席のお客様はテーブルの上にノートPCを置

いていた。 当人はA席のお客様にビールを提供するため、C席付近

に右足を踏み出し、A席のテーブルにビールを置いたが、その際に

ガクッと右膝が抜ける様な感じになり、そのまま倒れて歩けなく

なった。

23 417 19

500

～

999



2017 4
14～

15

被災者が5段脚立に上り、倉庫の棚上に積んでいたオムツの箱を下

ろそうとしていたところ、バランスを崩して脚立ごと転倒し、着地

の際に左足の甲を負傷した。

43 371 2

100

～

299

2017 4
10～

11

事業所内事務所にて、スタッフ用の金庫と店舗の金庫とで両替をし

ていたところ、店舗金庫の扉で指を挟んだ。
19 521 7

10～

29

2017 4
13～

14

勤務場所の2階から1階に下りる階段で、昼休憩が終わり売場に戻る

時に誤って足を踏み外し、数段下まで転落して全身を強打した。
53 413 1

100

～

299

2017 4
9～

10

階段を下りていた時、軽い目まいで足を踏み外し、左足首を骨折し

た。
28 413 1

50～

99

2017 4
9～

10

1階作業場からダンボールを積んだカゴ車を階下のダンボール置場

へ移動中、カゴ車の底板がきっちりはまっていなかった為、積み重

ねていたダンボールが崩れ落ち、底板をはめようとしゃがみこんで

ダンボールを積んでいる底板を持ち上げた時に腰を痛めた。

66 611 19

100

～

299

2017 4
16～

17

営業車にて営業配達中、顧客先に食材セットボックスを持ち走って

移動したところ、足を躓かせて右肩から地面に転倒した。
56 911 2

10～

29

2017 4
15～

16

自社トラックタイヤの作業場でタイヤ交換作業中、アルミホイール

の保護リングがはずれて落ちかけたので、手を伸ばして押さえよう

とした時、チャッキング（タイヤ固定）のチャック爪に右手人差し

指を挟まれた。

42 169 7 1～9

2017 4
15～

16

コーヒーを入れて2階から1階に降ろす時に階段を3段ぐらいふみは

ずし負傷した。
28 413 1 1～9

2017 4
15～

16

サブ入口側のスロープ付近で、忘れ物を渡そうとお客様を追いかけ

ている時に足に違和感を感じる。
35 999 99

50～

99

2017 4
14～

15

パン売場にてパンの商品陳列中、床に置いた2枚重なった空のパン

箱に右足がひっかかり、前向きに転倒し、右足の甲の部分を骨折し

た。

51 379 2
50～

99



2017 4
13～

14

売り場にて接客中、体を動かした際に右足を捻ってブチッと音が

し、徐々に痛みが増してきた。
60 921 19 1～9

2017 4
10～

11

厨房にてスライサーで野菜を切っていた際、誤って右手親指の先を

切ってしまった。
55 364 8

10～

29

2017 4
10～

11

商品を収納するゴンドラの端に事務作業用の机があり、机との仕切

りがそのゴンドラで仕切るような配置となっている。 そのゴンド

ラと事務机との間の空間が狭いのでその空間を広げようとし、7連

結したゴンドラをトラックで動かそうとして、トラックとゴンドラ

をロープで括り引っ張ろうとした際、ゴンドラそばにあった飲料を

積載したカートが倒れた。 そのはずみで自身にあたり、後ろ向き

に尻もちをつき、背骨を負傷した。

61 362 6

100

～

299

2017 4
19～

20

店舗バックルームで飲料をカット台車に積み、売場に補充しようと

後ろ向きにスイングドアを開け出ようとした際、戻って来たスイン

グドアとカット台車の持ち手に右手小指を挟んだ。

61 418 7
10～

29

2017 4
21～

22

職場から業務命令により部品を取りにいき直帰する途中、前方走行

中のタクシーが急ブレーキをかけたため、回避しようとした際にバ

イクが転倒し、右足がバイクに挟まり、3カ所を複雑骨折した。

38 231 17

2017 4
9～

10

屠畜場の牛の係留所で、搬入された牛を綱で係留所の柵に繋ごうと

したところ牛が暴れ、両手の指を柵と綱に締め付けられ、右手薬指

10針、左手人差し指を5針縫う怪我を負った。 普段は牛が急に暴れ

たりしないよう注意しているが、なにか大きな音がして暴れた。

68 418 7
10～

29

2017 4
13～

14

エンジンオーバーヒートの点検中、キャリーのラジエーターキャッ

プを緩めてしまい、熱湯があふれだし右手のひらを火傷した。
42 221 11

30～

49

2017 4
9～

10

サービスカウンターに入りタバコの鍵を取ろうとして向きを変えて

踏み出した際、サービスが混みあわてていたため右足をひねり転倒

し、右足甲を剥離骨折した。

50 417 2

100

～

299

2017 4
9～ 店舗厨房でお皿を持っていて足元が見えない状況で厨房と売場の段

55 413 3
30～



10 差に気がつかずに足を踏み外し、左足甲の靭帯が伸びた。 49

2017 4
10～

11

勤務するスーパー内で、お客様の所に向かって走っていて右膝の半

月板を損傷した。
49 417 19

100

～

299

2017 4
13～

14

1階店舗においてバックヤードから店内に入ろうとしスイングドア

に手をかけた際、観音開きのドアの隙間に指が挟まったため右手中

指を挟んだ。

61 391 7

100

～

299

2017 4
22～

23

作業場でスポンジを使用してかぼちゃカッターを洗おうとした際、

刃を洗う時にスポンジから指がはみ出していた為、右手人差し指に

擦り傷を負った。

22 364 8

100

～

299

2017 4
14～

15

店内で片付けをしようと、陳列の棚と棚の間の通路を空のナイロン

袋を持って歩いている時に、通路右側に寄せて置いてあった段ボー

ル箱につまずいて転倒し右手をつき、右橈骨遠位端骨折を負った。

55 611 2 1～9

2017 4
11～

12

商品準備を行う為バックヤード備品置場より平台（ワゴン）を取り

出す作業を行っていた際、向きを変えようとした時に手を滑らせ、

右足部分に平台が落下し、右第1趾基節骨骨折した。

26 379 4
50～

99

2017 4
11～

12

小口外装箱（段ボール）を開封する作業中、被災者は開封するため

荷捌カッターで縦に1本切れ目を入れ、右手に荷捌カッターを持っ

たまま切れ目に手を入れ勢いよく箱を開けたところ、箱と押さえて

いた左腕に荷捌カッターが当たり切創を負った。

35 364 8
10～

29

2017 4 5～6

厨房内にて、沸かしてすぐのやかんを運搬しエレベーターに乗せる

際に、足を滑らせ後方に転倒してしりもちをついた。 やかんが右

手から離れた際にふたが取れ、中身が左腕にかかり負傷した。 な

お、床が濡れている等の滑りやすい状態ではなかった。

44 529 11
10～

29

2017 4
18～

19

レジ打ちのため、2?のお茶のペットボトルを両手で持ちバーコード

がスキャナー側となるようひねってスキャンしたところ、右手首に

痛みを感じた。

49 921 19
50～

99



2017 4
17～

18

ホッケーの練習中、ゴールキーパーとして左サイドから右に出され

たパスボールをカットしようとスライディングを掛けた時、右膝に

強い痛みが生じて膝が伸びなくなった。

23 921 19
10～

29

2017 4
11～

12

当事業場内にて、取扱商品である工業用ゴムベルトのサイズを測る

業務中、誤って高さ1m50cm程度のところより落下し、足を負傷し

た。

22 611 1
10～

29

2017 4
15～

16

店舗外レジ横の野菜苗売場にて苗の補充作業中、お客様の使用して

いた買い物カゴに躓き転倒し、右手をついたときに痛みが走る。
57 911 2

10～

29

2017 4
12～

13

試合中、ドリブルしながらスピードをつけて進んだ時、相手守備者

が来たため止まって切り返そうとした際に着いていた左足の踵が滑

り、体重が後ろにかかり、左膝に強い痛みが生じた。

22 921 19
10～

29

2017 4
15～

16

精肉作業場でミンチ機清掃後、機械を元の位置に戻すため抱えて移

動中に手が滑り、ミンチ機が左足に落ちた。
29 611 4

50～

99

2017 4
9～

10

店内畜産売り場前において、畜産のセンターパック商品をカート

ラックから荷下ろし作業中に、バランスを崩して右脚を捻った（転

倒はしていない）。 当日は痛みを感じなかったので通常通り業務

を行ったが、後日に腫れが生じ、右足甲骨折と判明した。

48 921 19
30～

49

2017 4
15～

16

夕食用のソフト食を冷凍庫上段で冷やし固めていたが、既に固まっ

ていると思い込み、確認せずにバットを両手で傾けて引き出してし

まった。 その際、バットの内容物（液体）が両腕にかかり火傷し

た。

69 519 11 1～9

2017 4
20～

21

総合病院事業所厨房内にて、食器の洗浄中、洗浄機から流れてきた

ボウルを台車に置こうとした時、台車のキャスターに足を引っかけ

転倒し、右大腿骨を骨折した。

63 362 2
30～

49

2017 4
13～

14

駐車場でキャリアカーに積み込みをし、後方ゲートを閉める時、折

り曲がる所で指を挟んだ。
37 226 7 1～9

2017 4 8～9
食堂搬入口にて商品整理と取り出し中、ケースが落下しそうにな

45 379 19
50～



り、食い止めようとして手首を捻った。 99

2017 4 4～5

店舗内オープンケース前にてパンを品出し中、空の番重と品出し前

の番重を交換しようと番重を持ちながら品出し前の番重に向かおう

と踵を反したところ、足が滑り、右足を捻ってしまった。

23 417 19
10～

29

2017 4
11～

12

店舗内水産部の作業場にて清掃作業をしているとき、まだ冷めてい

ないフライヤーの縁を拭いて手を滑らせてしまい熱い油の中に手が

入り、右手に火傷を負った。

34 391 11

100

～

299

2017 4
12～

13

厨房から昼食配膳に向かうとき、厨房の出入口ドアに設置していた

ストッパー（扉にはさむタイプ）が外れてしまい、ドアが閉まりド

アと配膳車の間に左手首を挟んでしまった。

57 418 7
10～

29

2017 4
19～

20

バイクを運転して、ピザの配達途中、バス停の片側1車線の道路に

おいて、バス停（バスカットあり）に停まっているバスの横を通過

しているとき、自車を右横から追い越そうとした相手車が自車のハ

ンドルに接触したため転倒した。

18 231 17
10～

29

2017 4
21～

22

店内の階段を上っている際に、階段を踏みはずして7段目位の高さ

から踊り場まであおむけの状態で転落し、頭部を強打した。
63 413 1

50～

99

2017 4
9～

10

ビールケース12箱を載せた台車を後ろ歩きで引いて移動中に、誤っ

て台車で左足先を轢いてしまった。
44 362 7

30～

49

2017 4
19～

20

当該事業所において、業務終了後駐車場に向かう途中、狭い道路を

暗闇の中走っていたところ段差に気付かず、左足を踏み外し骨折し

た。

39 413 1
10～

29

2017 4 8～9 疲労蓄積による傷病である。 55 611 19
50～

99

2017 4
9～

10

回転釜にてお湯を沸かし、沸騰したので別の大鍋にお湯を入れてガ

ス台に持っていこうとしたら手が滑り、右足首に熱湯がかかった。
52 519 11 1～9

2017 4
15～

16

レジ作業中に、床が濡れていたためカウンター内で滑り、右ひざを

床にぶつけてしまった。
41 417 2 1～9



2017 4
15～

16

駐車場にて3名でトラック後方よりタンスの積み込みを行っている

時、タンスを移動する際に車止めブロックに足がつまずき前方へ倒

れ、右膝を打撲し膝皿を骨折した。

66 418 2
30～

49

2017 4
10～

11

売場内でカートを使って商品の前出しをする際、カートにつまずき

右手をついて転倒し、右手関節を捻挫した。
62 362 2

10～

29

2017 4
9～

10

朝出勤時雨が降っていた為、店内に入ったところの犬走りでかかと

から滑って背中を強打した。 呼吸や発生もできず、起き上がれな

くなり、特に背中からみぞおちにかけて痛みが強かった。

35 417 2
10～

29

2017 4 8～9

仕事の段取り打ち合わせ中、コンテナの上に板を置いたベンチに

座って行っていたが、板がズレてきたため、元に戻そうと思い右手

を板とコンテナ（プラスチック製）の間に入れ力を入れた際、右手

人差し指が挟まれた。

31 611 7
10～

29

2017 4 8～9

バックルームにて天板商品を取る際に、長脚立の上から2段目に足

を掛けたところバランスを崩して左肩から落下し、左側鎖骨と肩甲

骨が亜脱臼した。

26 371 2 1～9

2017 4
11～

12

注文商品（サイディング）を納品するため、納品先で1tトラックの

荷台からそのサイディング（長さ3030mm、幅910mm、厚

14mm、重さ約46kg）を2人でかかえて降ろしていたところ手が

滑って左足に落下、左足親指を負傷した。

18 529 4
30～

49

2017 4 7～8

水産作業場にて、約20kgのマグロを解体していたところ、マグロ

の背ビレを鮭切包丁で切った時に、包丁が滑り、そのまま添えてい

た左手親指にあたり切ってしまった。

47 364 8
50～

99

2017 4 8～9

寿司部屋でビンケースに乗って棚の隅に荷物（ウレタン入りの大き

な袋）を置こうとしたが中々収まらず、押し上げてるときにビン

ケースが動き、とっさに左手（骨折治療中）で棚を掴み一瞬肩を

引っ張った状態になり、肩に激痛がはしり脱臼した。

66 411 19
10～

29

当事業場内でコロッケ製造中に、成型機で型取りしたコロッケを左



2017 4
12～

13

手で受ける作業中に、コロッケのタネの切れ端が成型機の棒状の部

分に落ちた。 その切れ端をとろうとした際に通常は機械を止めて

取り除く作業をするが、右手がとっさに出てしまい、回転している

成型機と棒状の部分との間に指が巻き込まれ、右手人差し指第一関

節部分（2センチ程度）を切断した。

56 165 8
10～

29

2017 4
11～

12

調理場でかぼちゃを切っていた時、まな板の下にタオルを敷き切っ

ていたが、かぼちゃが硬くすべり、左手甲を切ってしまった。
26 364 8 1～9

2017 4
17～

18

店舗商品管理前で自転車にて下り坂の途中、急ブレーキをかけ、前

輪がロックされて転倒した。
16 362 2

100

～

299

2017 5 8～9

店舗内作業場にて、刃渡り25㎝位の包丁を使い、まな板の上で約5

㎏の肉の整形作業中、筋を取り除こうとした時に刃を研いだばかり

だったので、予想より切れ過ぎたため、肉を押さえていた左手の拇

指に当たり切傷した。

31 364 8
30～

49

2017 5
12～

13

ポットにお茶を入れ所定の場所に運ぶ際、底が抜けて熱湯がかかっ

た。
62 379 11 1～9

2017 5
9～

10

観賞用展示場にいるアルパカの患部（皮膚病）洗浄・薬塗布のた

め、3人で頭と後足を分担し、被災労働者はアルパカを横に倒して

後足を押さえていたとき、アルパカに蹴られ左足を打ち、左足付け

根剥離骨折および膝上打撲を負った。 アルパカを横倒しにした時

には周囲の物音や不意な状態は発生せず、嫌がって暴れたものであ

る。

66 719 6
30～

49

2017 5
19～

20

営業車にて移動中、道路を走行していた際に前方不注意により車線

をはみ出し、前方のポールに衝突した。 衝突した営業車は360度回

転し、運転者本人は衝撃により右手首、右肩を負傷した。 尚、他

者（他車）との接触はなく、同乗者もいなかった。

52 231 17 1～9

2017 5
15～

16

畜産作業室内において、まな板を洗っていた際に手を滑らせてしま

い、右手中指を挟んだ。
60 379 4

50～

99



2017 5
14～

15

配達先にて商品を届け終り、手ぶらで階段を上がって戻ろうとして

いる時に左足に痛みを感じた。
56 921 19

10～

29

2017 5
20～

21

調理場のシンクで洗い物をしていた時、上部棚にあったまな板4枚

が倒れ、シンクのふちに左手の中指がまな板と挟まれた。
68 379 5

10～

29

2017 5 8～9

店舗倉庫内でパレット納品一括補充後、パレットを戻す作業中にパ

レット（110㎝×110㎝×15㎝、重さ15㎏）を重ねて積み上げよう

と持ち上げて置こうとしたところ、誤って手を滑らせ左足の親指に

落下させてしまった。

40 379 4
50～

99

2017 5
17～

18

店の厨房で、から揚げを作る準備をして、鶏肉を切っている作業の

途中、誤って肉を押さえている左手を滑らし、右手で持っている包

丁で左手人差し指の指先を切った。 当初は痛みもあまり感じず、

作業を継続していたところだんだん痛みが出てきた。

62 364 8 1～9

2017 5
10～

11

荷捌室の入荷口付近で、入荷品を冷凍・冷蔵庫に収納した後、台車

を荷捌室の定位置に置き、作業場に戻ろうと振り向いた時、脇に

あった別の台車に左足を引っ掛けバランスを崩し、顔から前方に転

倒した。

42 379 2
50～

99

2017 5
22～

23

事務所から過不足金がないか確認するためレジへ向かう途中、青果

売場で夜間工事があり、通路に置かれていた仕切板に気付かず踏ん

だ際に足が取られ転倒し、左肘を強打した。

53 417 2
50～

99

2017 5
15～

16

業務中、交差点を右折しようとしたところ、右折の途中で対向車と

ぶつかる。 車両の左側面に相手側の車が突っ込んだ状況で、事故

当時は対向車側に右折しようとしている車があり、右側の視界が悪

かった。

19 231 17 1～9

2017 5
9～

10

日配の作業場の少し傾斜のある通路で朝の品出し後、一人で片付を

している時に台車に乗せて運ぼうとしたところ、傾斜の段差に台車

が引っ掛かり、倒れそうになった物を押えようとして転び、左足を

骨折した。

37 417 2

100

～

299



2017 5
14～

15

昼休憩時間中、食堂フロア内をフロア用のスリッパを履いて食事を

とりにカウンターに行く途中、昼食提供時の食器洗浄時のシンクか

らの跳ね水が床に飛んでいるのに気が付かず、歩行した際に滑り転

倒し、背中と頭を打った。

43 416 2
10～

29

2017 5
9～

10

配達先（ビル3F、エレベーター無し）に荷物を運び、お客様に商品

を渡そうと前傾姿勢で商品を取り出し体勢を戻そうとした際、腰に

激痛が走った。 その後、徐々に歩行とトラックの乗り降りが困難

になった。

46 611 19

100

～

299

2017 5
18～

19

売場内にて接客後に椅子を戻そうとしたところ、バランスを崩して

椅子が右足に倒れてきた。
34 379 4

10～

29

2017 5 7～8
更衣室で制服に着替え、加食バックルームに向かう通路で、慌てて

靴にかかとを入れずに小走りし、転んで左手小指を脱臼骨折した。
53 417 2

50～

99

2017 5
19～

20

加工食品ドレッシング売場で、ごまドレッシングを割ってしまった

お客様がいたために、瓶の片付けをした。 その後、その瓶の中を

ゆすいで捨てようと、多目的ホールの流し台で洗っていた時に左人

差し指の内側を切ってしまった。

17 529 8
50～

99

2017 5
15～

16

駐車場内にて、荷物の搬出を行っていた際に足が滑って転倒し、社

用車に腰部を強打した。
44 417 2

10～

29

2017 5
18～

19

フランスパンをスライスしている時、パンが固かったため滑って手

を切った。
42 364 8

10～

29

2017 5
9～

10

調理場にて、まな板上で冷凍カレイを捌こうとしたが、完全に解凍

せずに硬い状態で包丁を入れた為、包丁が滑り、魚を押さえていた

左手の小指の腹部分と中指先を削いだ。

27 364 8 1～9

2017 5
9～

10

飲料売場において作業中、飲料の補充作業を実施していた際、しゃ

がんで作業をしてから立ち上がったところ、右目を飲料の入った段

ボールの角にぶつけて、右目に激痛が走った。

35 611 3
50～

99

顧客宅において被災者が庭木の手入れ作業中、樹木の様子を見るた



2017 5
10～

11

めに後退した際に擁壁（高さ1m）を踏み外し転落し、U字溝等コ

ンクリートに背中左側を中心に強打し、肋骨左側９、10番を骨折し

た。

44 416 1
10～

29

2017 5
14～

15

店舗に応援に行っていた時に発生した。 店舗バックヤードでカゴ

テナー（台車）で飲料を搬送中、後方に壁があるとは思わずに重

かったため勢いをつけて引っ張ってしまい、台車と壁に右手首を挟

んでしまった。

54 362 7

100

～

299

2017 5
16～

17

トラックの荷台でお茶のケース（12㎏）を運ぼうとした時、ケース

を身体の脇に抱えるように持ってしまい、左脇腹を痛めてしまっ

た。

48 611 19
50～

99

2017 5
14～

15

被災者は、店内レジ付近で入店して来たお客様に応対した際に突然

襲われ手・腕・脚・腹等を蹴られ右手首を骨折した。 尚、加害者

は警察に取り押さえられた。

59 911 90
10～

29

2017 5
15～

16

園芸用土の在庫置場にて、商品の品出しを行う為に在庫の上にのっ

ていた木製パレットを手で下そうと作業中、手を滑らせてパレット

を左足つま先へ落としてしまった。 手袋は着用していたが、安全

靴を履いておらず、左足親指を骨折してしまった。

26 379 4
30～

49

2017 5
14～

15

牛乳の品出し作業中、無理な体勢で補充していた訳ではないが、急

いで作業した為、腰を痛めてしまった。 （牛乳ケース、1ケース約

10㎏）

26 611 19
50～

99

2017 5
13～

14

鮮魚作業場にてブリの加工中、包丁がブリのヒレ部分に引っ掛か

り、強引に包丁を押し込んだところ勢いよく包丁が入り、魚を押さ

えていた左手薬指を切ってしまう。

59 364 8

100

～

299

2017 5
10～

11

週末の売上金を自転車の前カゴに入れ、銀行へ入金に行く途中、店

舗裏の駐車場入口付近で車道より歩道へ入ろうとしたところ、縁石

で自転車の車輪が滑り、バランスを崩して歩道側へ転倒し、左足関

節脱臼骨折をした。

45 362 17
10～

29



2017 5
19～

20

ベーカリー作業場のフリーザー内で積まれた荷物を下ろしている際

に、フリーザー内の床が滑り易くなっており、滑って右足をくじい

た。

33 416 2

300

～

499

2017 5
17～

18

バックルームにおいて玉子台の後片付け中、台車に載せる時に手が

滑ってしまい指の上に玉子台を載せてしまった。
52 165 4

100

～

299

2017 5
15～

16

事業場内のカーポートにて洗車のため脚立に乗って作業していたと

ころ、足を滑らせてしまい脚立から転落した。
56 371 1

10～

29

2017 5
11～

12

外レジ前にて植物の水やりを行っている途中、レジにて呼ばれたた

め移動しようとした際に、什器（植物を入れるカゴ）がはみ出して

置いてあり、それに足を取られて転倒し、左手をついて負傷した。

59 379 2
30～

49

2017 5
19～

20

事業所内調理場にて、フライヤーの上の換気扇を清掃中、台にして

いた椅子が倒れ、左腕がフライヤーに入ってしまい火傷を負った。
64 371 11

10～

29

2017 5
15～

16

店内の酒売場にて、商品補充作業中、高所の商品を補充の際、届か

ずサポートを頼もうとして、腹部を抱え上げられた時に肋骨骨折が

発生した。

61 921 19

100

～

299

2017 5
15～

16

会社内で、入社後研修中、仕事の流れを把握するため、店で検査米

（重量約20㎏）を無理な姿勢（中腰）で持ち上げたところ、腰に強

い痛みを感じた。

27 611 19
30～

49

2017 5
12～

13

惣菜作業場で弁当製造中、作業場に同僚が運んできた5段カートに

接触し、バランスを崩し身体の左側が下になって転倒してしまっ

た。 その後、息苦しさが残るようになった。

61 362 6

100

～

299

2017 5
14～

15

お客様宅で1階の屋根に脚立を立て2階のアンテナを点検しようとし

たところ、脚立が滑って転落し左腕を骨折した。
26 415 1 ―

2017 5
16～

17

トラックにて配達中、トラックの荷台に上がるため、右横にあるス

テップに右足を乗せ上ろうとした際、足を滑らせ落下し、右足首を

捻ってしまった。

46 221 1
50～

99



2017 5
15～

16

店内の紙おむつ売場にて、陳列什器の下から4段目にある紙おむつ

の在庫を下ろそうとした際に、他の従業員に紙おむつ在庫を渡そう

として振り向き、バランスを崩して高さ56㎝の踏み台から転落し、

左手を床についたことで、左手首を痛めた。

63 371 1 1～9

2017 5
13～

14

当方ピザの配達中、センターラインのない狭路を直進中、先方四輪

車が路外より発進をしてきて当方に接触し、当方二輪車に足を挟ま

れた。

46 231 17
10～

29

2017 5
11～

12

レジカウンター内にて、清掃作業からレジ接客へ移動中、清掃用具

（箒）に足を取られ転倒したものである。 箒を立て掛けていた

が、本人の方へ倒れ足を取られた。 倒れた時にカウンターのテー

ブルに手をついたがそのまま転倒し、右肩を強打した。

49 379 2
10～

29

2017 5
11～

12

病院内厨房での給食業務中、昼食の盛付準備を行っている時に、台

の下に備え付けられた、腰下の高さにある食器棚から食器を取り出

そうとかがみ、立ち上がろうとしたところ、バランスを崩して前方

へ転倒してしまった。 その後も勤務を続けていたところ、腫れ始

め、膝が曲がらなくなってしまった。

77 921 19
30～

49

2017 5
14～

15

就業中、洗浄室にて食器が入っているシンクで大皿を洗浄している

時、手を洗浄液の中に入れて大皿を掴んだ際、食器が割れている事

に気付かず、右手中指を薬指の間を深く切ってしまった。

60 529 8 1～9

2017 5
14～

15

4階屋上倉庫より168キログラム以上のものを3階まで降ろす作業を

4人で行っていたところ、左肘と左腰に激しい痛みを感じた。
61 611 19

10～

29

2017 5
11～

12

給食室で、検食を校長室へ運ぶ際、職員様分のスープの入った食缶

が台車の一番上にあり、また、台車が過密した狭い状況で廊下に出

なくてはならず、その食缶が白衣に引っ掛かってしまい、食缶が倒

れ、右足にかかり負傷した。

31 611 11 1～9

2017 5 8～9
弊社製造フロアにて、前にあった平台車に足が引っ掛かり転倒し、

肩から落ちた。
73 362 2

50～

99



2017 5 6～7

バックルームマテハン庫でミニキャリーで飲料ケースを運搬し荷卸

しした際、飲料ケース（縦22㎝×横26cm×高さ30㎝・12㎏）が崩

れ落ち、1ケースが右足に落下し、親指の爪が剥がれた。

22 611 4
10～

29

2017 5 5～6

勤務中、雑誌の品出し検品や、柄の短いホウキで掃き掃除など無理

な姿勢で40分位続けて作業をしていたら、急に腰に痛みが発生し

て、腰から腕に掛けて、激痛が走った。

40 379 19
50～

99

2017 5
19～

20

片側2車線の道路の第一車線を走行中、右レーンを走行していたタ

クシーが左に進路変更をしてきた為、急制動をして右側に転倒し

た。 タクシーとの接触はなく、相手詳細は不明である。

22 231 17
10～

29

2017 5
17～

18

店舗内商管下屋において、トイレットペーパーの補充作業中に、パ

レットで2段積みしてある上部の商品を取る為、隣接したパレット

（別商品の上）に乗り、降ろそうとしたところバランスを崩してし

まい転倒した。 その際に身体をかばう為に左手を地面につき負傷

した。 しばらく様子を見たが痛みが増した。

58 611 1

100

～

299

2017 5
11～

12

5階の接客ブースが汚れていた為、フロアの掃除を行っていた際、

右手にゴミ箱を持ちゴミ収集をしていたところ、突然バランスを崩

して右手から転倒し、左足を捻って左足に激痛が走った。

23 921 2

300

～

499

2017 5
19～

20

店内倉庫にて重さ約7kgの箱（移動用台車にのせた状態。台車は高

さ10㎝）を1人で高さ約140㎝の棚に移動していたところ、腰と背

中に痛みが走った。 痛みが引かないためコルセットを着用しなが

ら仕事を続けたところ、強い痛みに変わり、腰部捻挫および背部挫

傷と判明した。

48 921 19
50～

99

2017 5 8～9
バックヤードにて搬入作業中、カートを運搬途中、カーと後部が振

られて、壁際の荷物とカートの間に右腕と右上半身を挟まれた。
51 362 7

100

～

299

2017 5 2～3
店舗の外で、台車返却作業後、店舗へ移動する際に雨で濡れ滑り易

くなった床タイル面で足を滑らせ転倒した。
35 413 2

10～

29



2017 5
21～

22

店内7F売り場にて商品什器（平台）を移動中、重ねて運んでいた平

台が崩れ、上下の棚板に右手親指を挟んだ。
51 379 5

50～

99

2017 5
19～

20

閉店の片付けの際店内の飲料などの積んであるカゴ車をしまう際、

床の段差にカゴ車が突っかかり、転倒してカゴ車の下敷きになって

しまった。

45 611 6 1～9

2017 5
10～

11
4Fフロアにて、傘の雫で足を滑らせ、左足首を捻り捻挫した。 52 416 19 1～9

2017 5
14～

15

営業先へ向かう移動中、歩道の側溝に左足を引っ掛けて転倒し、右

足関節を骨折した。
56 418 2

50～

99

2017 5
12～

13

出勤時に納品口に水が溜まっていたため転倒し、床に右腕を強打し

骨折した。
58 416 2

100

～

299

2017 5
9～

10

店敷地内にある危険物保管庫前において作業中、カゴ車に載せて運

搬中、カゴ車が通路から外れバランスを崩し転倒してしまった。

その際、倒れたカゴ車が左肘と左膝にぶつかり負傷した。

65 362 5

100

～

299

2017 5
15～

16

終業後、厨房出入口を出て校門へ向かう際、サンダルで砂利道を

走った為、バランスを崩し右足首を外側に挫いた。
56 379 2 1～9

2017 5
9～

10

当社2階休憩室の清掃を終え、1階の売店に戻ろうと「くの字」形の

外階段を下りようとした際、足元を確認せず何気なく歩行を進めた

ところ、1段目で右足を踏み外し踊り場まで落下し、左手首を強打

し骨折した。

26 413 1 1～9

2017 5 8～9
冷凍庫内で脚立を使用して商品を整理していた際、脚立から降りよ

うとした時にバランスを崩して落下し、後頭部を打った。
44 371 1

30～

49

2017 5
16～

17

バックヤード搬入口で水産業務の片付けをしている時、カギ手を使

用しバケツを運ぶ作業中にカギ手が外れ、はずみでバランスを崩し

昇降用リフトの上段から下段へ自ら飛び降りた。 その際に踵を強

打し、安静にしていたが腫れがひどく歩行困難になった。

67 214 3
30～

49



2017 5
15～

16

顧客へ納品する際、右手に10L樽2本、左手にバラものの商品8～10

本を持ち、普段より重たいものだったが一度に3階まで持って上

がった。 その際、荷物が床につかないように浮かせた状態で階段

を駆け上がってしまったところ首の後ろと背中に痛みを感じた。

荷物を納品した後、更に激痛が走り、なんとか車に戻ったが痛みが

どんどん酷くなり、動けない程の激痛となった。

28 611 19
10～

29

2017 5
15～

16

当事業所食品館の精肉バックヤードにおいて、コバエ取りを天井に

取り付けようと牛乳用コンテナケースを重ねた上に乗って作業をし

ていたところ、コンテナが崩れて落下し転倒した。

45 391 1
50～

99

2017 5
20～

21

当店ウォークインの中ペットボトル仕分けをしていたとこ

ろ、500mlのボトル30～40本が入った折り込みコンテナを持ち上げ

ようとして誤ってコンテナごと落ちて、左足脛脇部分に当たった。

33 611 4
10～

29

2017 5
13～

14

売場ゴンドラの転倒防止金具の取付状況を確認する際、4階の組立

家具売場で高さ210㎝のゴンゴラの転倒防止金具を入替する為に3

段の踏み台にのぼって作業を実施した。 踏み台の2段目から1段目

に降りる際に足を踏み外して床へ落下し、左手を床につき、手首を

挫いた。

40 371 1
50～

99

2017 5
9～

10

水産作業室で昇降棚からトレーを取る時、高さ188㎝に取っ手のあ

る昇降棚を降ろそうと、つま先立ちし、かかとを戻した際に右足ア

キレス腱に一瞬痛みが走ったが、一瞬だったため作業を続けた。

帰宅後、右足首から右足甲部分まで痛みと腫れがひどくなった。

66 921 19

100

～

299

2017 5 2～3

休憩時間の為、自家用車で休憩をとろうと駐車場へ向かう時、通用

口から出て左側へ行ってしまい、落差約2mある敷地外道路へ転落

し、アスファルトに肘を強打し骨折した。

59 417 1

300

～

499

2017 5
14～

15

ダンボール片付け置場のある2階フロアで、空の段ボール箱の片付

けをしている時に、誤って空の牛肉のダンボール箱に躓き、右足の

膝から転倒してコンクリートの床に強打し、右膝を骨折してしまっ

た。

62 611 2
50～

99



2017 5
10～

11

資材館下屋下にて、ゴム製段差プレートの品出し中、無理な体勢で

作業を行い腰を痛めた。
62 921 19

30～

49

2017 5
11～

12

給食室内で、ザル等の洗いものを下処理室に運んでいた時、フライ

ヤー前のグレーチングの間に左足を落してねじった。
56 417 1 1～9

2017 5
11～

12

商品搬入口において、資源回収した食品トレイをまとめて載せるた

め、畳んであったカゴ台車を開こうとしたところ、バランスを崩し

た台車が自分の方に倒れてきたので押し返したが、台車の下部が左

足甲に当たり、出血を伴う負傷となった。

62 362 5
30～

49

2017 5
15～

16

調理センター野菜処理室において、重さ5.5㎏のまな板をシンクで

洗浄し、シンクの縁に置いて布巾で拭く作業中に、まな板がシンク

の縁から滑ってしまい、高さ90㎝から落下し、左足親指（ゴム長靴

履き）を直撃した。

56 379 4
50～

99

2017 5
11～

12

惣菜作業場にて床の清掃作業中に地面にあったホースの上を通行す

る際、左足で跨いだ後、他者が持ち上げて浮いたホースに右足が

引っ掛かり転倒した。

55 379 2
50～

99

2017 5
14～

15

社内にいて、受注伝票を取りに書類棚へ行き、席へ戻る途中、本来

は通路ではない場所を通った時に、ダンボール箱に躓いて転倒し

た。

45 611 2
50～

99

2017 5
16～

17

店舗厨房内にて、グリストラップ清掃時に、グリストラップの蓋が

開いていた為、冷凍庫から出て歩行中にグリストラップに落ちてし

まい、左胸部、尾骨、右下肢を受傷した。

59 419 1 1～9

2017 5
10～

11

靴売り場のストックにて、在庫商品をストックから取り出す時に、

バランスを崩し、2m程の高さの梯子から落下し、右肩骨折および

右肘打撲を負った。

57 371 1 1～9

2017 5
9～

10

信号の無い交差点を通過中、左方向道路より相手の車両が通過し、

左側面にぶつかった。
59 231 17

30～

49

15～
作業場で包丁を使用して鯛の頭を二等分に割る作業をした際に、添

50～



2017 5
16

え手の置く位置が悪く、左手親指に包丁の刃が当たって切ってし

まった。

61 364 8
99

2017 5
13～

14

外側に設置してある冷凍庫前に車を停め、エンジンを作動させた状

態で、車から冷凍庫へ荷物の搬入作業を行った。 終了後エンジン

を停止させたところ、サイドブレーキが何らかの理由で解除となっ

てしまい、車を停めていた場所が傾斜していたため車が動き出し、

車を止めようと車の前方に入り停車を試みたが、間に合わず壁と車

の間に挟まれ重傷を負った。

49 221 7 1～9

2017 5
13～

14

店の屋外売り場にて波板（高さ3,600㎜×幅750㎜×厚み1㎜）30枚

を（約50㎏）、カゴ車（1,800㎜×幅1,200㎜×奥行1,000㎜）に積

み移動しようとした瞬間、カゴ車がバランスを崩し、波板を積んだ

まま倒れ、下敷きになってしまった。

29 362 7

100

～

299

2017 5
12～

13

翌日の準備、片付け、下膳作業の際に慌てて外に出ようとして、他

のスタッフの一人と交差し、右手首をシンクの縁に引っ掛け転倒し

た。

57 417 2

500

～

999

2017 5
10～

11

本社1階商品冷蔵庫内において、在庫の管理作業を行っていたとこ

ろ、地面が水で濡れていたため、滑って転倒した。
54 417 2

30～

49

2017 5 1～2

事業所に出社し、白衣に着替えようとした際、事業所内に侵入して

いた強盗と鉢合わせた。 結束バンドで拘束されたが、隙を見て外

に逃げたところ、強盗に捕まってしまい殴打され、左足、顔を負傷

した。

73 921 99 1～9

2017 5
9～

10

店内でたばこを吸いだした男を注意し、店外へ出そうとしたところ

抵抗され、腕を掴まれて蹴られ、腹を殴られるなどの暴行を受け

た。

32 921 90
10～

29

2017 5
17～

18

デリカ部作業場にてコロッケを揚げている時に、離れた場所からフ

ライヤーに小走りで近付いた時、床にこぼれていた少量の油で足を

滑らせて、フライヤーの縁で右脇腹を打ってしまった。

67 416 3

100

～

299



2017 5
15～

16

店のバックヤード（段ボール庫付近）にて、折り畳んだ空のカゴ車

を運搬中に発生した。 折り畳んだ状態で運んでいたが、右に曲が

ろうとした時、折り畳んであった部分が自分の体の方に開いてしま

い、開いた面の下部の角が、右足首にぶつかり、11針縫う裂傷を

負った。

54 362 6

100

～

299

2017 5
13～

14

厨房で食器類の収納作業中、濡れていた床で足が滑って転倒し、

腰・左足・左腕（特に肘から指先）を中心に床で強打し、右手で

持っていた食器類で右足を打った。

42 417 2 1～9

2017 5
11～

12

店内一般部バックヤードで、右手にカッターナイフを持ち商品の

入った段ボールの底切りをしていた際に手が滑り、左手親指爪の下

の横辺りを切傷してしまった。 傷が深く出血がひどかった。

54 364 8
50～

99

2017 5
19～

20

店舗駐車場内で車を運転中、右折をしてきた車に後ろから当てら

れ、首・肩・背中・腰を負傷した。
50 231 6

100

～

299

2017 5
13～

14

就業中、両替に行くために店を出て銀行まで徒歩で向かう際に、歩

道脇の側溝の網の金属蓋が雨で濡れており滑って転倒した。 その

際に右後方に倒れ、右肘と左手の平を負傷した。

60 417 2
10～

29

2017 5
15～

16

食パンをスライスしていて、パンがスライサーの刃の奥側にずれた

ので電源を切り、パンを手前に戻そうとしたところ、刃に右手中指

甲側が触れてしまい切傷した。

68 165 8
10～

29

2017 5
14～

15

レジの作業中、お客様の清算済カゴをサッカー台に運ぶ途中、予備

のカゴ台（縦32㎝×横50㎝×奥行34㎝）に躓き右膝を強打した。
25 391 3

50～

99

2017 5
11～

12

冷凍庫から出したフライの原料を持って作業場シンク前に行こうと

した際、足がもつれて転倒し、床に手を着いて右手首を骨折した。
62 417 2

50～

99

2017 5
10～

11

仏壇移動先において、仏壇の運搬中に玄関石畳の段差に誤って右足

を引っ掛けて捻った。
51 416 19

10～

29

店2号館荷受場外にて商品に値札を付けるため、5段組の最上段の段
100



2017 5
10～

11

ボール（1箱の重さ18㎏、高さ34.5㎝、幅45㎝、奥行60㎝）を下ろ

そうとしたとき、ダンボールが滑り落ちそうになり、咄嗟に右腕と

頭で段ボールを支えた際に右肘、首の右側に痛みを感じた。

24 611 19 ～

299

2017 5
12～

13

惣菜加工場で家庭用スライサーで千切りキャベツをスライスしてい

た時、勢いよくスライスし、誤って左手指の爪を引っ掛けて切創し

た。

18 364 8 1～9

2017 5
15～

16

休憩終了後、1階農産付近のスウィングドアを出たところ、2～3歳

の子供が視界に入っておらず、気付くのが遅れぶつかりそうにな

り、子どもをかばって転倒し、左肩を強打して脱臼および骨折を

負った。

65 921 2

100

～

299

2017 5
11～

12

デリカコーナーの作業場において、加工作業の片付けをしている時

に（清掃時）、包丁が右手薬指に接触した。 その際、包丁が右手

薬指に深く入り、右手薬指を2針縫う怪我をする。

63 379 8

100

～

299

2017 5
17～

18

当日は夕立があり、本人は配達に出たが雨がひどかったので少し休

んでから店へ帰るところだった。（その時はまだ雨が降っていた）

バイク50cc（原動機付自転車）を運転して右折するとき、真南から

北に向かってくるバイクと当たり事故になった。 なお、本人には

事故後の記憶がない。

21 231 17 1～9

2017 5
13～

14

バックヤード内、ウォークイン冷凍庫を清掃後、外に出た時に床が

濡れていたため滑って転倒し、左手をつき骨折した。
52 417 2

50～

99

2017 5
12～

13

得意先より同じ市内にある次の得意先へ車にて移動中、左側より小

動物が突然飛び出してきて道路を横切ったため、小動物を避けよう

とハンドルを切ったところ道路中央分離帯に車が乗り上げ、車が横

転し腰を強打し骨折した。

25 231 17 ―

2017 5
10～

11

トラックの荷台の上で作業中に足を滑らせ2m程下に落下し、地面

に左手と左膝を打った。
48 221 1 1～9

2017 5
16～ 鉄板を拭いて元の位置に戻す際、複数枚の鉄板を重ねて直そうとし

32 521 7
30～



17 た際に右手中指を挟んだ。 49

2017 5
11～

12

倉庫にて一人で作業中、倉庫の荷物を脚立に乗って取ろうとした時

に荷物が落ちた。 積み上げた荷物が重すぎて肩と腕がもたなかっ

た。 脚立から落ちそうになり荷物を落す時に肩ごと後ろに捻っ

た。

34 611 4

100

～

299

2017 5
9～

10

雑貨倉庫にて一人で品出しの商品を出す時に、ロング脚立が後ろか

ら倒れてきた。
58 371 5

100

～

299

2017 5
9～

10

厨房で、包丁で食材の切り込み作業中、誤って左手親指を切創し

た。
22 379 8

30～

49

2017 5 7～8

朝出勤して更衣室に向かう途中、雨天の為、床と靴が濡れていた

為、店食堂の通路床で転倒し、傘立てに頭部、床に尻部分を打っ

た。 痛みはあったが着替えて作業し、その後、我慢できずに早退

した。

63 417 2
50～

99

2017 5
17～

18

会社で鋼材の寸法切の作業中、出来上りを移動し整えようとした時

にバランスを崩し、鋼材が滑り右手中指を挟んだ。
42 521 7 1～9

2017 5
14～

15

調理場にて、清掃をしようと作業台を移動したところ、グレーチン

グのかかっていない溝に左足を突っ込んで転倒し、左足の立方骨を

骨折した。

73 414 2 1～9

2017 5
12～

13

厨房内の下処理場の作業台にて、鶏むね肉を切る作業中に肉用包丁

で誤って左手の人差し指の先を切創した。
42 364 8 1～9

2017 5
13～

14

当社サービスカウンターで、カゴの整理をしようと思って、カゴを

両手で持ってサービスカウンターから出ようとしたところ、誤って

足下に箱があったのに気付かず、躓き転倒した。

48 611 2

100

～

299

2017 5
12～

13

配達先でトラック荷台に登る際、雨で濡れていた為に足を滑らせて

しまい右足ふくらはぎを強打した（右のふくらはぎ肉離れ）。
25 221 3

100

～

299



2017 5 8～9

被災者がバイクで出勤し、店舗敷地内の所定の駐輪場にバイクを停

めようとしたところ、傾斜になっていた為にバランスを崩して尻も

ちをつき、背骨を骨折した。

60 419 2
50～

99

2017 5 8～9

青果バックルームにて、店内清掃に向かう最中に、商品入荷量も多

く狭い状態のバックルームである上、当人の靴裏が濡れていた可能

性もあり、またバックルーム床も滑りやすい所もあった。 そのた

め滑って転倒し、右膝を強打して骨折した。

51 417 2
30～

49

2017 5
12～

13

床掃除をしていて、回転釜のお湯を両手鍋に入れ床に置こうとし

て、お湯が右足にかかり火傷した。
47 379 11

30～

49

2017 5
15～

16

木工作業場で、パネルソーで木材のカット作業をしている際に、パ

ネルソーのカット端材を取り除こうとして操作手順を誤って、パネ

ルソーの刃に触れて左手小指の付け根辺りから切断した。

36 131 8
10～

29

2017 5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランス

を確認しようと少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩し

転倒し、受け身をとった際に右手首を骨折した。

19 416 2

100

～

299

2017 5
14～

15

仕立工場にて魚網の仕立作業中に、仕立に使用するロープを踏み、

バランスを崩して転倒し、右手を強打した。
55 379 2

30～

49

2017 5
19～

20

酒冷蔵什器で、什器の上に置いていたゴミを回収しようとして、

ジャンプして什器上に手を伸ばしたところ、什器に右手薬指を挟ん

でしまい切り傷を負った。

19 419 7
30～

49

2017 5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランス

を確認しようと少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩し

て転倒し、受け身をとった際に右手首を骨折した。

19 416 2 1～9

2017 5 8～9

厨房で仕込み作業中にレタスを切っている時、レタスを押さえてい

た左手の人差し指を包丁で切ってしまった。 早く帰ろうとして気

が急いでしまったことが原因である。

36 364 8 1～9

本社工場にて、タルト生地をのばすパイローラーにて作業中、ロー



2017 5
12～

13

ラー部付近に付着した生地を除けようとパイローラー左側より、

ローラー部に手を差し伸べていたところ、誤ってローラー稼働用の

足踏みペダルを踏んでしまい、自身の左手（第1～3指）をローラー

に挟み込み負傷した。

20 165 7
10～

29

2017 5 8～9

センター内の倉庫にてバンの仕分け中、カゴ車に高く積上げた空の

バン箱を取ろうとした時に腰に痛みを感じ、しばらく動けなくな

り、腰椎捻挫となった。

53 921 19
30～

49

2017 5
21～

22

バックヤードの米をカット台に載せ、売場下段の米を補充していた

際にカット台の米が崩れてきて、崩れた米を手で押さえた際に手首

を痛めてしまった。

19 611 5

100

～

299

2017 5
13～

14

段ボールの回収作業中、塵芥車の投入口より少し上にある搬入口

（高さ約1m）より段ボールを投入していたが、投入口から逸れた

2、３枚の段ボールを足で蹴り込もうとして滑ってしまい、右足が

投入口から巻き込まれた。

61 221 7
10～

29

2017 5
18～

19

当該事業所において、夕食の配膳時に病棟へ温冷配膳車を引いて

持って行き、左折した際にちゃんと曲がれず、壁と温冷配膳車との

間に右腕を挟んでしまった。

48 362 7
10～

29

2017 5
11～

12

店の売場において、品出し作業中に店内が混雑してきたため、その

場に立ち、お客様の通り道を確保していたところ、年配のお客様が

使用されているショッピングカートが正面から左足関節部に衝突し

負傷した。 お客様は違う方向を見ていらっしゃったため、カート

が衝突した認識がなく、そのまま帰られた。

44 362 6
50～

99

2017 5
10～

11

工場内で鋼板の表面にシールを貼る作業中に、シールを貼る機械に

鋼板を流す作業を行っていて安全対策としてローラーに手が近づか

ないように柵をしているが、仕事がしづらいからと言って柵を外し

て作業をしていた。 その結果ローラーに手を近づけ過ぎて、左手

小指をローラーに挟み、第2関節辺りから付け根の部分まで縦に切

れて7針縫う怪我を負った。

67 169 7
50～

99



2017 5
9～

10

社内販売用ワゴン準備中に、台車に積んである飲料カセットを取ろ

うと腰を屈めた際に激痛が走り、腰を痛めた。
18 611 19

100

～

299

2017 5
9～

10

作業場でフライヤーの拭き掃除をしていた際、手が滑って油の中に

突っ込んでしまい、両手を火傷した。
50 391 11

100

～

299

2017 5 0～1

倉庫内で作業中、スタッフの忘れ物を見つけ、靴を脱ぎ事務所内に

入り忘れ物を渡したあと、倉庫に戻るため事務所から出る際、十分

に靴を履かないまま歩き始めバランスを崩し、コンクリート床で足

を滑らせ転倒した。 転倒の際、床に左手をつき、手首付近に強い

痛みがあった。

28 417 2
50～

99

2017 5
12～

13

1F屋根上で、屋外配線作業をしている時に、足場の悪い状況で、張

力のかかった線を握っており、無理をすれば転落する状態であっ

て、バランスを失い落下した。

25 415 1
30～

49

2017 5
9～

10

リサイクル工場にて、ショベルローダーを操作後、車両から降りよ

うとしたところ足を踏み外してしまい、滑り落ちて地面に左腕を強

打した。

19 225 1
10～

29

2017 5
11～

12

店舗厨房内で、作業台へ行く途中にグリストラップの鉄板の蓋の上

で滑って転んで、右肋骨を2本骨折した。
69 417 2 1～9

2017 5
15～

16

シャッター取付作業を脚立（2m）に乗り行っていたところ、体の

バランスを崩し落下して、床部の凹部に右足踵が当たり骨折した。
47 371 1 1～9

2017 5
12～

13

惣菜部に業務中食材が足りず翌日分も含め買い出しに行ったとこ

ろ、野菜売場の下にディスプレイで置いてあるネットに足が引っ掛

かり転倒した。 業務終了後に痛みが酷くなり、左足の膝（皿の

横）を骨折していることが分かった。

65 417 2
10～

29

2017 5 8～9

社内2階更衣室より1階の店頭へ室内階段を利用し移動していた際、

階段の中間部分でハイヒールの踵が階段の滑り止めに引っかかり5 24 413 1
10～

29



～6段程転落し、両足を負傷した。

2017 5
13～

14

小走りで階段を下っている時に足を踏み外し転倒した際に、空の黒

ドラと蓄冷剤やリサイクル品が入った発泡スチロールを4つ（重量5

㎏以上）を持っていた為、視界が悪かった。 当初は痛みがなかっ

たが、足首辺りに痛みと腫れが生じた。

32 413 1

100

～

299

2017 5
11～

12

店舗内で冷凍庫から商品を取り出す際、冷凍庫の取っ手を持ち扉を

開けようとして力を入れたときに手が滑り、後方に転倒してしまっ

た。 開店準備中だったため、後方に野菜コンテナ（プラスチック

製50㎝×40㎝、高さ40㎝）が置いてあり、そこに右脇腹を強打し

た。 その後、痛みはあったが仕事を続けた。

66 416 2
10～

29

2017 5 6～7

休憩室から靴を履いて出ようとした時、立ちながら靴を履いたため

バランスを崩して前屈み倒れ、コンクリート部分に手をついて骨折

した。

63 417 2 1～9

2017 5
21～

22

会社の階段を降りている際、下から10段目で左足が滑り、落ちて全

身を打撲した。 その際、手には書類と説明書を持っていた。
63 413 1 1～9

2017 5
11～

12

鮮魚作業場にて清掃中、床のぬめりで転倒して右手首を骨折し、右

腕を打撲した。
66 416 2

30～

49

2017 5
9～

10

朝の積み込み時に、プラットホームとトラックの荷台の間にある15

㎝程の隙間に足を滑らせ落下し、左手で体を支えた際に骨折した。
35 416 1

10～

29

2017 5 8～9

精肉作業場で豚肉の腕を整形している時、脂を削っている際に脂が

少し硬く削りづらかった為、力を入れて削った時に包丁が滑って、

肉を押えていた左親指を切ってしまった。

49 364 8
50～

99

2017 5
14～

15

店内にてスペアリブをなた包丁でカット中に、誤って左手人差し指

を切った。
69 364 8 1～9

2017 5 7～8

店舗内で、取っ手のない台車に商品の苺、葡萄、えのきを入れた箱

を積んで押しながら運んでいたところ、段差がある所で箱が崩れそ

うになり、箱を直そうとした時に前のめりになって転倒し、右胸骨
48 362 3

10～

29



を強打した。

2017 5
15～

16

屋根置台後のエアコンの室外機を取り外し中、エアコンの室外機が

屋根置台ごと滑って来て、体と一緒に押し出され飛び降りるような

状態で屋根より落下した。

33 415 1 1～9

2017 5
17～

18

郵便物を出しに郵便局に自転車で行き、帰ってきてタイヤの空気が

減っていたので、空気入れをしていたところ、自転車を止めるバー

に足が引っ掛かって挫いた。

50 239 2 1～9

2017 5
15～

16

パワーアップ研修の訓練で、お客様駐車場で体操訓練を行ってい

た。 コンクリート上の日陰で体操を行っている時、ジャンプで着

地をした瞬間に足がつった感覚があり、立て直そうとした時に膝か

ら下の力が入らなくなり、そのまま倒れてしまった。

24 921 19
10～

29

2017 5
18～

19

お客様の接客中に刺身にワサビが付いていない事を指摘され、ワサ

ビの小袋を惣菜の奥の部屋へ取りに行って戻る時、惣菜の調理場を

通り抜ける際、お客様を待たせまいと焦り、慌てて足がもつれて床

で膝を強打し、左膝蓋骨を折った。

56 417 2
10～

29

2017 5
16～

17

厨房で夕食の準備のため、はじかみを手に持って盛り込みの最中、

床面が濡れていたため滑って転倒し、右肘並びに右肩を強打し負傷

した。 尚、他の職員は全員安全シューズを履いていたが、被災者

のシューズは注文中であったため普通のシューズを履いていた。

66 417 2 1～9

2017 5
15～

16

お客様に無料でお渡しする氷をコンテナケースにストックしていた

際、その氷を砕くため被災者がゴムハンマー、プラスコップで作業

をしていたとき、ある程度砕いたところでコンテナケースを揺さ

ぶったところ、ケースを持った手の指がケースと床の間に挟まり、

右手薬指にひびが入った。

46 379 7
50～

99

2017 5
9～

10

店内において、被災者が会計機の操作をするためレジの作業場内へ

入る際に、レジ近くの買い物カゴを置く台車の脚に躓き転倒し、床

に手を着いて右手舟状骨骨折負傷した。

53 417 2
50～

99



2017 5
9～

10

畜産売場で、惣菜商品（縦44㎝×横63㎝×高さ26cm・5㎏）を惣

菜作業場に運ぼうとした際、手に持って移動していたところ、足が

縺れて転倒し、左上腕骨頚部骨折した。

60 417 2
50～

99

2017 5
18～

19

店内にて接客レジをしている時、テープカッター（重さ2㎏）が手

に引っ掛かり、足元に落ちた。
16 379 4

10～

29

2017 5
11～

12

店舗内の調理場で米の研ぎ汁を排水する作業の際、米の研ぎ汁を排

水するためマンホールを空けていて移動する時に足を突っ込んで倒

れ、手を強打して左手の甲を骨折した。

42 416 2
10～

29

2017 5
15～

16

店舗配送口外に設置してある産業廃棄BOXに家具の引き取り処分品

を入れ込む際に、廃棄BOX内に入って整理作業を行い、作業後に

BOXから外へ出るためにBOXの縁（高さ約150㎝）から外へ飛び下

りた時、着地した際に左足の踵部を骨折した。

62 379 1
30～

49

2017 5
13～

14

惣菜部にて片付け作業中、野菜の入ったザルを持っていたため、左

肘から誤って転倒し着地した。
54 611 2

50～

99

2017 5
15～

16

倉庫で重さ（30㎏）位の荷物（商品）を持ち運びしている時に、背

中に激痛が走った。
30 921 19

10～

29

2017 5
20～

21

店舗バックヤードにて、入荷したビールケースを搬入専用台車か

ら、店舗保管用台車へ載せ替え作業をしている際、台車と平行に中

腰で立ち、台車下側の500mlビール2ケースを引き抜く様に持ち上

げた時、背中の中心から左側にかけて激痛が走った。

21 921 19
30～

49

2017 5 0～1

6F倉庫で一人で長台車を片付けている最中、長台車を引いて歩いて

いたときに片足が台車に巻き込まれてしまい、バランスを崩し転倒

した。

34 362 7

100

～

299

2017 6
9～

10

開店時刻の前に、陳列棚に商品（菓子）を補充作業中、通路に置い

た箱（補充する商品の入ったダンボール）に左足が引っ掛かり、右

膝から転倒し、右膝を床に強く打ちつけて骨折してしまった。

70 611 2
50～

99

2017 6 8～9
店舗厨房内で、玉葱をカットしている時、玉葱がヌルヌルしていて

52 364 8 1～9



滑ってしまい、包丁で左手の中指を切るケガを負った。

2017 6
11～

12

昼食の麺上げ時、重いザルを持ち上げて異変を感じ、痛みと背中に

張りを感じた。
39 379 19

10～

29

2017 6
9～

10

バックヤードの冷蔵室からパレットに入った商品を台車に移す際、

冷蔵室の前に朝の搬入品が積まれており、扉が全開せず狭い空間で

作業する事となり、豆腐・コンニャク・白滝の入った、約10㎏程の

パレットを持ち上げた時、背中に激痛が走り、一時呼吸が出来なく

なった。

50 611 19

100

～

299

2017 6 6～7

バックルームで荷受け中、かご車を所定の位置に片付けようと移動

したところ、右足をカゴ車のキャスターに挟み、小指にひびが入っ

た。

61 362 7

100

～

299

2017 6
10～

11

資材館にてラクサーを引いて移動中、カゴ車にラクサーが引っ掛か

りカゴ車が転倒し、頭部と左膝を打ち負傷した。
33 362 5

30～

49

2017 6
9～

10

店の開店直前、地下3階の倉庫に製品を置くためダンボール2箱を持

ち、急いで地下3階への階段を下りていた。 残り2段あたりで、階

段がもう終わったと勘違いして踏み外し、右足足首を捻挫した。

45 413 19
10～

29

2017 6
13～

14

保育園への配送作業終了後、勝手口から配送箱を持ちながら後ずさ

りして立ち去ろうとして、後に下がり過ぎたために、50㎝弱の高さ

の階段からそのままの姿勢で落ち、左足甲を捻挫した。

25 413 2

100

～

299

2017 6
21～

22

店舗内の事務所において、事務所内上部棚に補充在庫を格納するた

め3段脚立を使用し作業した。 格納後、脚立の一番下の段より降り

る次の行動を意識し、体を反転させながら降りようとしたが、足が

思い通りについて来ず、左足の小指の辺りから着地し負傷した。

32 371 19
30～

49

2017 6
10～

11

水産作業室内にある冷凍庫へ、商品を出そうと入ったところ、床に

氷が張っている（当・前日、天井からの水漏れ故障があったのを周

知していなかった）のに気づかず、足を滑らせ、尻もちをつく形で

転倒した。（室内灯は点灯していた。） その際、お尻と右手で体

69 417 2
50～

99



を支えたので、右手を痛めた。

2017 6
16～

17

研修店舗の鮮魚作業場内で包丁を研ぐ作業中、砥石の上で包丁を手

前に引いた時に包丁を押さえていた左手に力が入り滑って、左手中

指に包丁の刃が当たり、2㎝程度切る怪我をしてしまった。

17 364 8
50～

99

2017 6
19～

20

作業場からバックルームに資材を取りに行こうとした際、作業場の

床が濡れていたため、滑って転倒した。 様子を見ていたために後

日受診し、右肘を挫傷、打撲と診断された。

49 417 2

100

～

299

2017 6 8～9

売場において、納豆が入ったバット（2段積み）をカゴ車からカッ

ト台車へ移そうとしてバットを持ち上げた時、腰に痛みがはしっ

た。 当日は大したことはないと思ったが、後日、痛みが酷くなっ

た。

57 611 19
50～

99

2017 6
12～

13

店舗内ストックルームにて、商品の品出し中に脚立を使用した。

脚立から少し離れていた商品を取ろうとしたところバランスを崩

し、脚立から滑ってしまい、飛びおりるような体勢で床につま先か

らついてしまった。

19 371 3
30～

49

2017 6
15～

16

倉庫内の商品を、日差しが強いため日やけ防止をしようとした際、

昇降機を使って棚上の商品を降ろし、日差しが強い所にダンボール

を入れて遮ろうと、上段の棚に足を掛けたが、体重の掛かり方で棚

が傾き、足を滑らせ落下したものである。

66 419 1
10～

29

2017 6
16～

17

店内で両手で靴箱を持ち、在庫を移動している時に、配線コードカ

バーの剥がれかけた部分に右足が引っ掛かってしまい、手を地につ

けることが出来ずに身体と腰を大きく捻る様に転倒した。 激痛で

動けなくなった。

29 417 2 1～9

2017 6
10～

11

当社にて、サンドイッチのパンを右手で下から掴んで、左手に持っ

たナイフで切る作業中、左手に力が入りすぎて滑り、ナイフの刃が

パンに添えていた右中指部位に接触し、切創して痛め、受傷したも

のである。

66 364 8
10～

29



2017 6
19～

20

二人一組でパネコートを専用什器で移動中、先導していた被災者が

車輪に右足を踏まれ、右足中指を負傷してしまった。
22 362 7

50～

99

2017 6
17～

18

農業作業室で梅の商品化作業をしていた際、作業の向きを変えるた

め足を動かしたところ、 床に落ちていたスイカの皮切端（5cm

位）に気づかず、その皮を右足で踏んで滑った。 股開き状態にな

り、左足の膝を打撲し、左足首を捻った。

61 719 2
50～

99

2017 6
14～

15

構内で側溝清掃作業の為、側溝の泥上げをしようとして側溝の上に

敷かれていた鉄板を持ち上げようとしたところ、手から滑り落ち

て、右足の親指に鉄板が落ちてしまった。

28 419 6
30～

49

2017 6
10～

11

野菜を加工する為、キャベツ8個入りの重なっている籠を取ろうと

して引っ張り、籠と籠の間に指を挟んでしまった。
61 379 7

50～

99

2017 6
21～

22

グロサリーバックヤードにおいて、カートラックを引き出した際

に、隣の台車にのっていた卵12パック入りのダンボールが落下して

しまい、咄嗟に左手を出した際に左手薬指に負荷がかかり骨折し

た。

60 611 19
50～

99

2017 6
14～

15

品出しを終えて倉庫へ戻る途中（手には何も持っていなかった）に

化粧品レジへお客様を案内し、化粧品スタッフへ引き継いだ後、来

た方向へ後ずさりをした時に化粧品下にあった段ボールに躓き転倒

し、手をついた際に負傷した。

62 611 2
30～

49

2017 6
15～

16

当社倉庫内において、横倒しになっているフレコン（トランスバッ

ク直径1.5ｍ×高さ1.5ｍ、重さ1t飼料米入）をフォークリフトで起

こし立て掛ける作業中、隣に積んであった三段積（高さ3.5m）の

フレコンを支えてあるパレットがずれて、最上段のフレコンが崩れ

落ち、横倒しになっているフレコンの近くで屈んで、こぼれ落ちて

いる玄米を拾い集めていた被災者の背後から当たり、前倒しになっ

て地面に顔面・首を打ち負傷した。

59 611 5 1～9

13～

店舗内バックルームにて備品の整理中、身長より低いガラス棚を持

ち上げようとしたところ、棚板が外れてしまい、20枚ほど重なって 10～



2017 6
14 いた棚板が足の上に落ちてきた。 すぐに病院に行き、左足親指・

人差し指・中指の粉砕骨折との診断を受けた。

35 611 5
29

2017 6 8～9

精肉作業場において、豚肉のスライサー作業中に、左手人差し指が

機械に巻き込まれて切傷した。 通常、指が入らないようにセッ

ティングされているが、この日はその装置が外れていたため、指が

巻き込まれてしまった。

42 165 7
50～

99

2017 6 8～9

トラックを解体し、その部品等を搬送するためコンテナ内に積み込

む作業をしていたところ、積み込もうとしていた重量物部品とコン

テナの壁に手を挟まれ、負傷した。

59 521 7 1～9

2017 6
14～

15

厨房内ガス台の側で、乾燥機から取り出したお盆をのせた台車を温

冷配膳車まで運んでいる際、台車の下の隙間に左足首が挟まって、

捻挫と打撲をした。

24 362 7
30～

49

2017 6
21～

22

配達からの帰り、乗っていたバイクのフロントブレーキが掛かり、

リアブレーキを掛けたが、バランスを崩し転倒した。
24 231 17 1～9

2017 6
11～

12

サービスカウンター内を歩いて移動していた時、何もない所で躓い

て転倒し、右肘を骨折した。
44 417 2

100

～

299

2017 6
9～

10

厨房でキャベツを切裁中に、誤って手元が滑り、左手薬指を切創し

てしまった。
44 364 8

10～

29

2017 6
19～

20

店内ペット用品売場の商品整理中に、レジ応援に向かう途中、急い

で戻るため走っている時に足をひねり転倒し、右膝を負傷した。
20 231 17

10～

29

2017 6
11～

12

業務により、当事業所内厨房において昼食の調理中、汚れたオーブ

ン用鉄板、バットを両手に持ち、洗い場へ向かった。 その際に

誤って、床にある排水溝の蓋（グレーチング）に躓いて転倒し、左

膝をグレーチング（鉄製）に強打・裂傷したものである。

63 418 2 1～9

2017 6
20～

21

5番レジから4番レジへお客様を誘導する時に、お客様のカゴを持っ

て運んだ時に腰を痛めた。
22 611 19

50～

99



2017 6
14～

15

厨房で調理中、スチームコンベクションオーブン（熱風・蒸気を利

用する調理機器）のドアを開けた際、オーブンの上に置いてあった

ミトンが落ちたので、右手で受け止めたところ、熱い蒸気がかか

り、右手の手首から肘にかけて火傷した。

49 715 11 1～9

2017 6 8～9

海産作業場で冷凍まぐろブロックの解体作業を行っていた。 くっ

付いていたブロックがあった為、力を込めて剥がそうとしたとこ

ろ、鋭利な部分があり、左手人差し指を５㎝程切ってしまった。

58 719 8

100

～

299

2017 6 7～8
寿司部バックヤード通路で、後ろから来た開店前運び出し中のドラ

イ部門の六輪台車に踵を踏まれ、アキレス腱が切れてしまった。
63 362 7

100

～

299

2017 6
9～

10

当社玄関に入ろうとした時、玄関脇にある石段に躓き転倒した。

左足皿の部分を強打し、左足膝高原骨折をしたものである。
51 418 2

50～

99

2017 6
14～

15

作業場にて、まな板の上に包丁を載せた状態で歩いていた際、掃除

後で水はけが悪く凸凹した床に躓き、横に転倒した。
42 417 2

30～

49

2017 6
13～

14

配達中、荷台で荷物をまとめ、持ち上げた時に腰に痛みがはしっ

た。 荷物を下ろした時にも痛みがあり、働けないくらい痛かっ

た。 腰椎椎間板症と診断された。 通院しながら勤務していたが、

とうとう歩けないくらい痛みがひどくなり、休業した。

33 921 19
50～

99

2017 6
18～

19

売価違いが発生したお客様が来店され、商品がドレッシングだった

ため、売場で売価確認後、サービスカウンターまで小走りで戻る途

中、左足首を捻ってしまった。 お客様に返金対応後、痛みが出始

めたが大丈夫と思い、しばらくそのまま仕事を続けた。 その後、

痛みが増し、腫れてきた。

38 417 19
50～

99

2017 6
15～

16

作業場にて、商品パック詰め作業中に滑り、グリストラップが清掃

中だった事もあり、グリストラップに転倒し、肩を骨折した。
63 417 2

50～

99

2017 6
11～

12

荷台から入荷分の商品を下ろす際、段ボールが想定よりも重く、右

手肩周りに痛みが発生した。
45 611 19

50～

99



2017 6
18～

19

作業場で掃除をした際、作業台にあったまな板（縦60㎝×横90㎝

×高さ1㎝、重さ5㎏）を立て掛けようとした際、手が滑って落とし

てしまい、左足の甲を打撲した。

16 379 4

100

～

299

2017 6
9～

10

店内菓子売り場で、カット台車に商品を載せ、品出しをする通路を

変更するため曲がった時、腰を捻り、グキッと感じた後、強く痛み

だした。

55 911 19

100

～

299

2017 6 7～8

木材置場において作業中、フォークリフトで木材のコンパネの品出

し時、上に半端のコンパネ（1枚約12kgを17枚）を載せたところ、

下段のコンパネとずれてしまったため、フォークリフトから降りて

修正するため、ずれたコンパネを押したところ、右足が「ピキッ」

となり、その場で動けなくなった。

63 911 19
50～

99

2017 6
15～

16

作業前の発泡スチロール置場の床が濡れており、通行した際に滑っ

て転倒した時、右手を床について体を支えた。 当日痛みはなかっ

たが、翌日に痛み、しびれが出た。

55 416 2

100

～

299

2017 6
14～

15

顧客先に営業でお伺いした際、顧客から要望を受け、補修等が必要

かどうか、屋根と雨樋の状況を見る為、屋根に登ったところ、瓦で

足を滑らせた。 瓦は湿って苔が生えており、滑りやすい状態だっ

た。 屋根から落ちた際、足から着地した為、両足を負傷した。

23 415 1
30～

49

2017 6
19～

20

本館床材コーナーにて、タイルカーペットの品出しを行っている際

に、右手を使って商品を押し込もうとした。 この時、特に親指に

強く力を入れて押したところ、右手首に強い痛みがはしった。 こ

の日はそのまま仕事を終え、帰宅した。 翌日になっても痛みは治

まらず、腱鞘炎の悪化によるものと判明した。 3ヶ月程前から痛み

はあったが、特に治療は行わず、業務を続けていた。

27 911 19
50～

99

2017 6
16～

17

厨房にて、トレイディスペンサーに載っていたトレイ（20枚くら

い）を別の作業台に載せ替えようとして持ち上げた時、ディスペン

サーの鉄板が跳ね上がってしまい、右手小指に勢いよくぶつかり、

指先が切れた。

67 911 6
50～

99



2017 6
15～

16

労働者の所属事業場にて、レジ業務に従事中、お客様のカートのカ

ゴをレジ台に載せてレジに戻る際、背中合わせでレジ業務を行って

いたスタッフの足に右足が引っ掛かり転倒した。

48 921 2
10～

29

2017 6
15～

16

配達先の指定されている荷下ろし場所にて、商品約10㎏の移動作業

中に、持ち上げて膝を伸ばした時に腰に激痛がはしり、動くのが困

難になった。

32 611 19 1～9

2017 6
14～

15

トラックの荷台の中で、パレットに積んである酒を引っ張っている

時、足を滑らせて、荷台に敷いてあった鉄板に左足親指を挟まれ

た。

53 521 7
50～

99

2017 6
14～

15

仕事を終えて帰ろうとし、従業員用の階段を下り始めた時、足元を

よく見ていなかったため、階段（16段）を踏み外して下から5段目

まで転倒落下し、顔面と左大腿部に打撲、左眉部に裂傷を負った。

65 413 1
50～

99

2017 6
12～

13

営業所内作業場にて、食材の積み込み作業中に、地面に落ちていた

空箱に足を引っ掛けて転倒し、自立歩行が困難な状態となった。
64 911 2

10～

29

2017 6 0～1

売場横工房内のスチールラックの下段から食パン型の蓋を取ろうと

して、勢いよく蓋が入ってる容器をラックから引き出したところ、

ラックの脚部分に容器が当たり、その衝撃でラックの上段に置いて

あった食パン型が落下し、頭部に当たり切傷した。

24 911 4
30～

49

2017 6
15～

16

商品の出庫作業中、倉庫内から出庫して積み込みが終わり、トラッ

クヤードから4段の階段を下りる時に、靴とステップの滑り止めが

引っ掛かり、バランスを崩して階段4段分を落下し、右膝からコン

クリート地面についた。

62 413 1
10～

29

2017 6
10～

11

清掃中、モップを洗いに店舗裏の出入り口から外へ出ようとした

時、搬入用に段差へ渡してある鉄板が雨で濡れていたため、足を滑

らせて転倒し、左膝をひどく痛めてしまった。 しばらく市販の湿

布を貼っていたが、痛みと腫れがひかないため、治療を受けに行っ

たところ、左膝内側側副靭帯損傷と診断された。

39 417 2
30～

49



2017 6
21～

22

店内売場にある、高さ50㎝位あるテーブルの上に展示している商品

を、膝を曲げずに腰だけ曲げた前屈みの体勢で畳んでいた。 上体

を起こそうとした時、腰に激痛がはしり、その後も痛みが続いた。

20 921 19

100

～

299

2017 6
15～

16

ベーカリー作業場にて厨房の清掃作業中、棚を前方に引っ張った際

に、棚と棚の間に立て掛けていたまな板（2m×1m）と棚が前方に

倒れ、左腕左手中指先端にぶつかり負傷する。

64 379 5

100

～

299

2017 6
11～

12

レジ付近で椅子に座り梱包作業をしている時、お客に呼ばれ急に立

ち上がり移動しようとした時、左足を捻り痛みがはしった。 痛み

はあるものの仕事は継続していたが、夕方になるにつれ痛みが増し

てきたので、タクシーで帰宅した。

45 921 19 1～9

2017 6
18～

19

食堂厨房内で、調理場へ氷を取りに行く途中、床が濡れていたので

足が滑り転倒し、右手首を挫傷した。
63 417 2

500

～

999

2017 6
16～

17

ラボ内にて、洋菓子の金属製の焼成型を洗おうとして手が滑った。

その際に思わず手を出してしまい、型の角で手を切った。
42 364 8

10～

29

2017 6
11～

12

ストックルームで商品を戻す作業をしていた時に、商品を掛ける

ポールバーが、ジョイント出来る柱から片側だけ外れ落ちていたの

で、ポールバーを掛け直そうと持ち上げた際、柱に引っ掛ける部分

が振り子の様に自分の方に回転してきて、右目に直撃した。

30 379 4
10～

29

2017 6
11～

12

公社住宅でガスメーターの検針作業中に、3階から2階へ下りる際、

階段で足を踏み外し転倒し、受傷した。（第5中足骨基部骨折）
38 413 1

100

～

299

2017 6
12～

13

仕込室にて、他スタッフが人参のイチョウ切りの切れ目を入れてい

たが、当該スタッフが形状の間違いに気付いた。 当該スタッフが

短冊切りの形状に直そうと、不格好な形状の人参を切ろうとした

時、不安定な状態で押さえていた左手から人参が滑ってしまい、勢

いで左手中指・薬指の先を1～2㎜切ってしまった。

62 364 8
10～

29



2017 6 8～9

調理室の配膳台の横を通り、配膳車を取りに行こうとしたところ、

床が濡れていて足をとられて転倒した。 その際、左手も床につき

左手首を骨折した。

60 417 2 1～9

2017 6
18～

19

タイヤ保管場所で、棚の上にあるタイヤを床に下ろす為に脚立を使

用し、脚立が開かない様にロックを掛けたつもりが実際には掛かっ

ておらず、そのまま登り上段から2段目辺りまで登った時に脚立が

開き、左膝から床に転落し骨折した。

44 371 1 1～9

2017 6
13～

14

施設内南館から本館へ繋がる通路（スロープ状の渡り廊下）を配膳

車で下膳中、通常は1人で下膳しているが、親切心から病院側の男

性スタッフ（名前、所属先不明）が後方から押してくれた。 その

時、前方に患者様がいて、患者様との距離が近づいてしまったた

め、配膳車を停止させたかったが急には止まらず、左足の踵周辺に

配膳車の車輪が乗り上げ、巻き込まれてしまった。

63 362 7
50～

99

2017 6
9～

10

給食室内で玉ねぎをみじんぎりにする為、裁断機を使った作業中

に、裁断機の手前に付いていた玉ねぎの一片を取ろうとした時、手

を滑らせてカッターに触れ、中指爪の1㎝×1㎝・深さ2㎜程度と、

薬指の爪がめくれ、挫創した。

50 165 8
10～

29

2017 6
13～

14

作業場において、冷凍マグロを柵に加工中、使用していた大出刃包

丁が魚の表面で滑り、左手親指と人差指の間の腱を2本切断し、縫

合手術を受けたものである。

23 364 8

100

～

299

2017 6
12～

13

客先へ配達のため、マンション3Fへ行き、階段にて1Fへ下りる途

中、足を踏み外して転倒した。
66 413 1

10～

29

2017 6
11～

12

事業所フロア内に設置された棚の低い場所へマットを格納している

際、膝を曲げずに無理な体勢で作業をしていたところ、股関節に痛

みが生じた。

24 611 19
50～

99

2017 6
21～

22

三輪付バイクに乗って配達中、道幅6mずつの一時停止の無い十字

路で、当方直進、相手方大型バイクは右側から直進であった。 右

側に家があり、双方とも相手の存在に気が付かずに衝突し、双方と
21 231 17

10～

29



もに転倒してしまった。

2017 6
18～

19

店舗ゴミ置き場入口でゴミを捨てようとしていたところ、備品置場

から通路側にはみ出したトレーに躓き、開いていたゴミ置き場のド

アに左肩をぶつけて転倒した。

64 379 2

100

～

299

2017 6
9～

10

調理室の切菜台の上でネギの小口切りをしていた時、一度に多量を

切ろうとしたため、手が滑り、左手親指を切傷した。
42 364 8

10～

29

2017 6
16～

17

事業所において、乾燥庫の中へお弁当箱を運び入れる作業を行って

いた。 バットに入った弁当箱（約20㎏）を台車からおろした瞬

間、腰にビリリッとした痛みがはしり、負傷してしまった。

55 379 19
30～

49

2017 6
11～

12

日配冷蔵庫内で台車を引いた際に、台車の上に載っていた小台車

（ミニキャリア）が、隣の台車の荷物に引っ掛かり、小台車（ミニ

キャリア）が頭に落下し、首を痛めた。

53 362 4

100

～

299

2017 6
9～

10

店舗内から折り畳みコンテナを専用台車に載せて、戸外の定位置に

戻す作業を繰り返していたところ、外は雨が降っており靴底が濡れ

てしまっていた。 その作業後に靴裏を拭かずに戸内に戻ったとこ

ろ、床の上で滑って前のめりに倒れ、左膝の皿の部分を打ちつけ

た。 最初は大したことはないと思い帰宅したが、段々膝の痛みが

強くなった。

20 417 2
30～

49

2017 6
16～

17
店舗出入口付近の駐車場にて、退勤時に躓いて倒れた。 40 417 2

10～

29

2017 6
13～

14

水産作業室で刺身製造中、話しかけられたので包丁をまな板の上に

置き、その包丁を取ろうとした時、目で確認しないまま包丁を握ろ

うとし、誤って刃の部分を握ってしまった為、右手小指の付け根を

裂傷した。

25 364 8

100

～

299

2017 6
11～

12

当該事業所において、被災労働者が、昼食の配膳が終わったため配

膳車を引いて病棟の廊下を移動していた際、人通りが多かったため

配膳車を止めて待機しており、人がいないことを確認して動き始め 61 416 2
10～

29



たところ、足がもつれてしまい転倒した。 前のめりに転んで両膝

を床に強打し、負傷したものである。

2017 6 1～2

加食住居バックルームでカートラックの運搬時、立て掛けてあった

スチール製平台に接触し、平台が倒れて左足甲に接触し、左足甲が

腫れ、骨にひびが入る。

57 379 5

100

～

299

2017 6
9～

10

店内（日配コーナー）で日配品出し中に、床に置いてあるダンボー

ルに躓いて、商品が置いてある所に左胸部、左腕を打った。
49 416 2

50～

99

2017 6
17～

18

店舗内のリペアコーナー（修理室）にて、ゴルフクラブ（パター）

のシャフトカットを切断機で行っていた際に、シャフト切断部分か

らの火花が原因で出火した。 出火した火が自身の手と腕に着火

し、火傷を負ってしまった。 出火原因は、シャフト切断部分にグ

リップ交換液が残ってしまっていたためである。 また、自身への

着火原因は、手と腕にグリップ交換液が残ってしまっていたためで

ある。

40 159 16 1～9

2017 6 8～9
作業場で包丁を使用してスイカをスライスしていた際に、添え手を

置く位置が悪く、左手小指先をスイカと一緒に切ってしまった。
65 364 8

50～

99

2017 6
12～

13

調理室にて、回転釜の間を通った際に転倒し、手がうまく出せな

かった為、右顔面を打ち、右腕を捻るような形で倒れ込んだ為、腕

が上がらなくなり、捻挫した。

19 417 2 1～9

2017 6
11～

12

営業活動のため社有車を運転中に発症したものである。 青信号で

左折した際に意識を失い（脳静脈の疑い）、赤信号で停止していた

対向車線の車両に追突した。 なお、本人が意識不明の状態であ

り、負傷・事故状況については推定で記載している。

38 921 90 1～9

2017 6 6～7

店舗1階の南館口より10m付近のバックヤード通路で、荷受作業で

畜産のパレティナ（100㎏以上）を運搬中、引き込みの仕方を正面

からではなく、左側面から押すように移動したところ、目測を誤り

右足第4指にパレティナのキャスターをのせてしまい受傷した。

39 362 7
10～

29



2017 6 3～4

仕入れのため市場に向かうためトラックを運転中、交差点で右折信

号待ちをしていた際、右折信号が出たのでトラックを発進させた

時、直進してきた乗用車と衝突し、トラックの車外へ放り出され

た。

40 231 17 1～9

2017 6
20～

21

ベーカリークーラー内において、オーブンラックをクーラーから移

動する際、外側からラックを掴んでいた左手甲をスチールに挟み、

負傷した。

54 362 7

300

～

499

2017 6
14～

15
当社農場の畑内で三ツ葉の種取り中、鎌で左手の人差指を切った。 21 364 8 1～9

2017 6
16～

17

店内の鮮魚作業場内で、まな板で作業中、ミートペーパーを取りに

行こうと包丁を右手に持ったまま歩いていた時に足を滑らせてし

まった。 バランスを崩し、体勢を整えようとした際に、自身が

持っていた右手の包丁（刃渡り約35㎝）を左手首に刺してしまっ

た。 手の平側から反対側まで貫通し、救急で病院に運ばれ手術

し、入院した。

56 364 8
10～

29

2017 6
16～

17

配送業務中、最終着車場所到着時、ドアを開け降車する際、足元を

見ないで降りたところ、道路のくぼみに足をとられ、右足首を捻っ

てしまった。

41 418 19
50～

99

2017 6
10～

11

アルミ板をトラックに積み込み作業中、荷台に立て掛けていたアル

ミ板が倒れ、左手甲に当たり損傷した。
63 529 5

10～

29

2017 6
21～

22

店内陳列棚間の通路において、脚立最上部にのぼり、商品の上げ下

ろしをしていたところバランスを崩し、最上部（床より80㎝程度）

から落下し、腰を強打した。 痛みで動けなかった為、救急車で搬

送された。 腰椎を圧迫骨折したものである。

54 371 1

100

～

299

2017 6
15～

16

店内の客用トイレにて床の清掃中に、洗浄後にモップ掛けをしてい

た際、足を滑らせ転倒し、右足太ももと尻を受傷した。
56 417 2

100

～

299



2017 6
13～

14

当社出先にて勤務中、昼食用の弁当容器を回収して、配送用の軽自

動車で戻る時、付近の路上にて、右折のため自車を停車中、後方か

ら走行してきた相手方トラックに追突され、右肩付近を負傷した。

過失割合は、10:0（相手方：当方）である。

66 221 17
30～

49

2017 6
11～

12

納品先で、トラック後部にあるステップに乗り、商品をトラック荷

台より荷下ろし中に足が滑り、後方へ転倒した。
51 221 2

50～

99

2017 6 8～9

従業員用に借りている、隣接するビルの5～6Fにある駐車場にて、

出勤時に車を降りてエレベーターまで歩く際、タイヤ止めに躓いて

転倒した。 その際、コンクリート面で強打したため、怪我を負っ

た。

67 417 2

500

～

999

2017 6 7～8
売場付近にて、加工肉をバックヤードに取りに行く際、置いてあっ

た商品を避けようとして、上手く避けきれずに転倒した。
49 611 2

30～

49

2017 6
21～

22

仕事を終え、店舗最終出入口を出て駐車場へ向かう途中に、翌朝の

荷降ろし用に置いてあった、台車（長さ120㎝、幅42㎝、高さ20

㎝）に気付かずに躓いて転んでしまい、右肩を地面に強打した。

60 362 2

100

～

299

2017 6
16～

17

飲料を棚に補充するため、飲料の入った段ボールを、足を伸ばした

まま持ち上げようとしたところ（作業スペースが狭かったため）、

その後の作業を再開出来ない程の急性腰痛症になった。

20 611 19
10～

29

2017 6
11～

12

倉庫にて、トラック上で木材を荷台から降ろす際、トラック後方に

積んである他の木材に体が引っ掛かり、バランスを崩して落下し

た。 落下した際の衝撃で、両足踵を負傷した。

65 221 1
10～

29

2017 6
9～

10

店内にて、旧畜産厨房に包材のエアパッキンを取りに行く時、床に

突き出た旧配管の後の5㎝程の出っ張りに躓き転倒し、右手首と左

足首を受傷した。

49 417 2
50～

99

2017 6
12～

13

店長室でレジ銭を両替し、立ち上がる際に金庫に手を置いて扉を閉

めてしまい、親指を挟んで骨折と傷を負った。
52 391 7

50～

99

朝バイトをしている時、ポットのお湯の取り替えをしようとして
10～



2017 6 7～8 ポットを逆さにした時、ポットの下を支えていた右手にお湯がか

かって、火傷をしてしまった。

20 379 11
29

2017 6
18～

19

商品搬入口で、米袋10㎏入りを30袋積んだカゴ台車を運搬してい

た際に、トラックヤードの段差（約20㎝）で台車が脱輪して倒れ、

支えようとしたが支えきれずに一緒に転倒した。 その際、左足が

米袋の下敷きになった。

43 362 7
50～

99

2017 6
17～

18

配達帰り、信号のない交差点へ直進にて進入し、右から直進してき

た乗用車の右後ドア付近に接触し転倒した。 尚、交差点進入時は

徐行しており、一旦停止しなかった。

18 231 17
10～

29

2017 6
19～

20

床の清掃中に、アルコールを使用して足を滑らせた際、足（踝）を

骨折した。
34 416 19 1～9

2017 6
16～

17

店舗内にて梱包用荷物を運搬中、通路進行方向に他作業をしている

人がいた為、避けようとして避けた際、梱包用資材にぶつかり転倒

し、膝を打った。

52 611 2
10～

29

2017 6
12～

13

厨房内洗い場において、シンクに強化磁器の食器を入れ、食器洗浄

作業をしていた。 シンクに食器を入れた時に食器が割れたことに

気付かず、手を入れてしまい、食器の破片で右手薬指を切創した。

67 379 8 1～9

2017 6
10～

11

レジ業務を行っていたが、午前中はレジ人員に余裕があったため、

日用品の品出し応援に入った。 洗剤などが入った重たいオリコン

（折り畳みコンテナ）を1人で持ち上げた際に、腰に痛みを感じ

た。 その時は、少し痛みがあったが大丈夫と思い、午後はレジ業

務にあたった。 その日の夜に腰に痛みが出てきた。

50 611 19
50～

99

2017 6
9～

10

開店前作業中、売場で足が滑り転倒し、手をついた時に手首を捻っ

てしまった。 床濡れ等ではなく、急いでいて、靴底がすり減って

いた為、曲がり角で転倒してしまった。

65 417 2
50～

99

2017 6
19～

20

ランドリー室で、油落とし用洗剤を小容器から移している際に、本

体容器より蛇口が外れ、洗剤液が服の上からかかった。
19 519 12

30～

49



2017 6
21～

22

入金室へ入金に向かった際、階段を踏み外して左足を痛めてしまっ

た。
45 413 1 1～9

2017 6
16～

17

6tトラックを洗車している際、乗り降りするのに高さがあるため、

踏み台としてプラスチック製のビールケースを使用していた。 助

手席側から降りる際、ビールケースに足をかけた時にビールケース

が横滑りし、そのまま転倒し骨折した。

67 529 1

100

～

299

2017 6
16～

17

被災者が脚立に登って作業後、床に下りる際、着地した足で方向転

換しようとした為、足を滑らせて転倒した。 その際、右手を床に

ついて右手首を骨折した。

55 371 2
50～

99

2017 6
11～

12

クッションフロア等床材を梱包する出荷場で、別の商品のチェック

をしている時に、台車に乗せてあった重さ30㎏程のクッションフロ

アが、安全バーが外れていたため、スタッフの右半身に倒れてき

た。

39 611 5
50～

99

2017 6
10～

11

店舗バックヤードで、床洗浄機の排水をザルで受け、ゴミを受け

取っていた。 ザルのゴミをゴミ箱に捨て、振り向いたところ、濡

れた床で右足を滑らせ、左手を床に着いたところ、左手を捻って左

手首を骨折した。

61 418 2

100

～

299

2017 6
11～

12

店内のレジでお客様のレジ接客中に、カップラーメンを購入された

お客様から、ポットのお湯が足りないので、水を電子レンジで温め

てほしいと要望されたので、計量カップに水を入れて温めたとこ

ろ、それを取り出す際に沸騰したお湯が爆発して、顔に浴びてしま

い、火傷を負った。

40 911 11
10～

29

2017 6
10～

11

店舗内1F食品コーナーで品出し中に、脚立に上って作業中に落下し

た。
55 371 1

100

～

299

9～

営業所内において、自社荷物の積み下ろし作業中、荷物（1980㎜

×900㎜×100㎜、360㎏）を載せたパレットをフォークリフトで運

ぶ途中、路上の段差を通過した際、荷物がバランスを崩したため、 10～



2017 6
10 急いでフォークリフトを降車して荷物を支えようとしたが、支えき

れずに荷物が転倒した。 その際、逃げきれずに残した左足を挟

み、負傷したものである。

26 611 5
29

2017 6
14～

15

業務委託を受けての作業中、倉庫2F台所通路の間の段差に躓き転倒

し、右足大腿骨を骨折した。
61 413 1 1～9

2017 6 6～7 玉葱の下処理中に、手が滑って手を負傷した。 29 379 8
50～

99

2017 6
19～

20

バックヤードにて、スライサーでパンのスライス作業中、誤って右

手人差し指・中指・親指を切断及び切創した。
22 169 8

100

～

299

2017 6
14～

15

屋内フットサル場にて、社内研修の一環として実施した社内運動会

にて、競技スタート後すぐに競技用の網に引かれて左手首を逆に反

らしたため、左手首を負傷した。 翌日に腫れが見られ、左舟状骨

骨折と判明した。

46 379 19
50～

99

2017 6 6～7
バックヤード階段の前にあったマットで躓き、階段で手を強打し、

左手薬指から手の甲にかけて骨折した。
68 417 2

100

～

299

2017 6
22～

23

売場において、ステップツールを使用して商品整理を行い、ステッ

プツールから下りる際、段のない方向に下りてしまい、そのまま左

肩から落下し負傷した。

38 371 1
50～

99

2017 6
21～

22

駐車場において、営業終了後に帰宅しようとした時に、敷地内にあ

る車進入止ロープに足を引っ掛けて転倒し、右足首を骨折した。
51 911 2 1～9

2017 6
19～

20

店内フロアを退勤のため従業員出入口に向かって歩いている時、床

が濡れており、足を滑らせ後方向へ転倒し、左手首を骨折し、右膝

を打撲した。

69 417 2
10～

29

11～

作業場内において、荷物で運ぶ為のカゴ車を動かない様に右足で踏

んで止め、荷物を載せようとしたところ、折り畳み式の天井ストッ 30～



2017 6
12 パーが効いておらず、天板が落ちてきた。 その際に右足の爪が割

れ、裂傷し、血が止まらないので病院で縫合を受けた。

68 362 4
49

2017 6
10～

11

学校給食センター調理場内に設置された、食器等を移動させるため

のベルトコンベアーのローラー部分を清掃中、誤って右手が巻き込

まれて負傷した。

49 224 7
10～

29

2017 6 8～9
商品4パックを両手で持ち、補充しようとデリカ売り場に出たとこ

ろ、床で滑って転倒し、右肩・右足・右臀部を打撲した。
64 417 2

30～

49

2017 6
9～

10

被災者が外売場でディスプレイに使用している玉砂利を清掃しよう

と、水と玉砂利が入ったバケツを持ち上げようとしたところ、腰に

違和感を感じたので慌てて手を離し、バランスを崩して臀部を地面

に打ちつけ負傷したものである。

60 417 3
50～

99

2017 6
14～

15

交差点過ぎの中央分離帯に衝突した。 商品の搬送業務が終了し、

東から西向きに走行中に運転を誤り、事故となった。
68 231 17

10～

29

2017 6 6～7

出勤後、ロッカーから店内に出ようと通路を歩いていた際、ゴミ箱

から漏れた牛乳のような液体が、床にこぼれていることに気付かず

滑って転倒し、仙骨を骨折した。

53 417 2
50～

99

2017 6
9～

10

店内において、更衣室に行く途中の通路で、床に落ちていたビニー

ル片に足を乗せ、滑って転倒し、左手首・肩を強打した。
57 417 2

100

～

299

2017 6
14～

15

事務所内トイレにて休憩中、トイレから出ようとした際に開けたド

アに足を強打し、右足薬指と小指を骨折した。
62 418 3

10～

29

2017 6 6～7
バックヤードで荷受作業中、カゴ台車の車輪が足に乗り上げ、右足

の小指を骨折した。
40 611 7

100

～

299

2017 6
20～

21

翌日のサンマの塩焼きの下準備をしたバットを左の小脇に抱えて冷

蔵庫まで移動中、消耗品を載せたカートに足を引っ掛けバランスを

崩し、隣の5段カートに右手で力強くつかまった為、右肩を痛め
61 921 19

50～

99



た。 右肩が上がり難くなった。

2017 6
16～

17

店舗荷受け場において、夕方の物流便搬入の際、後方に下がった時

に六輪台車で左足のくるぶしを打撲した。 痛みと痺れが続いた。
56 362 3

50～

99

2017 6
12～

13

本社内作業場において、商品の冷蔵庫を二人で持ち上げてトラック

に手積みしようとしていたところ、冷蔵庫の底部のレールのような

部分で上腕に裂傷を負ったものである。

31 612 8 1～9

2017 6
9～

10

出勤後、着替えを終えて作業場へと移動中、蓋が開いていたマン

ホールに落ち、左胸を強打した。
33 418 1

10～

29

2017 6
17～

18

お母さんコーナーで仔犬の授乳作業中、外の運動場で首輪が外れた

柴犬が、リードに繋がれている柴犬とケンカしており、止めようと

したところ、首輪が外れている柴犬に噛まれてしまった。

47 719 90
10～

29

2017 6
19～

20

構内で発泡スチロール通箱を両手で運搬中、足元にあった荷台ロー

リーに気付かず、足が引っ掛かり転倒した。 転倒した際に腰の部

分を強打したが、周囲に気付かれることなく即座に立ち上がって仕

事を続けた。 帰宅後、腰部位に痛みが起こり、夜中は眠れないほ

どの激痛に襲われた。 診察の結果、外傷や骨等に異常は見られ

ず、痛みが治まるまで薬投与で経過観察となった。

69 362 2

100

～

299

2017 6
14～

15

配達中、社用車を一時停止させて、保冷庫の中に乗り込んで、中を

整理していた。 後ろに溝があることに気付かず左足がはまって倒

れた。

28 418 2
10～

29

2017 6
14～

15

工場内で商品（アルミサッシ）を運んでいる際にバランスを崩し、

右足を捻って捻挫した。
40 611 19

10～

29

2017 6
13～

14

店舗西側バックヤード横のカゴ車置場で、ギフト送達用紙をトラッ

ク運転者に渡した後、カゴ車止めに足が躓きバランスが崩れ、体が

前に倒れ、右手が体の下敷きになって骨折した。

66 419 2
50～

99

2017 6
9～

10

営業所敷地内で商品の積み込み中、4tトラック荷台からカゴ車を降

ろそうとリフトを下げた時に、左足の人差し指を置いたままにして 39 221 7
10～

29



おり、下敷きになった。

2017 6
12～

13

配膳車をエレベーターにて昇降する際、扉に右手中指を挟んでし

まった。
46 214 7 1～9

2017 6
9～

10

バックヤードにおいて、テープで梱包されたダンボール箱のテープ

部分を、右手でハサミを持ち、ハサミを開いて刃の部分（刃面）を

持って切った為、右手薬指にハサミの刃が当たり切創した。

47 364 8

100

～

299

2017 6 5～6

当該事務所において、軟飯を調理している際に、スチームコンベク

ションオーブンの扉を左手で開けたところ、200℃以上もあるス

チームが右腕に当たり火傷を負った。

28 391 11 1～9

2017 6
12～

13

被災者が勤務中の店舗内においてレジ業務中に、お客様が購入され

た商品と同梱するための保冷剤を取りに、レジから約4m離れた冷

凍ストッカーに小走りで移動する際、足を滑らせ（履物は靴）、体

の左側に転倒し、左足を骨折した。

62 417 2
10～

29

2017 6
12～

13

デリカ部門作業場において、床用洗剤の源液の入れ替え作業を行っ

ていたところ、誤って洗剤の入った容器の蛇口を「開く」にしたま

ま容器を持ち上げたため、左腿に液がかかり、肌がただれたもので

ある。

22 911 90
50～

99

2017 6
12～

13

店舗1階の青果バックヤードにて、ステンレス製の排水溝の蓋が濡

れていることに気付かず、蓋の上を歩いたところ、足を滑らせ転倒

し、右手首を捻った。

64 416 2
50～

99

2017 6 7～8
店舗開店準備中、正面入口（商店街側）の階段で足を滑らせ転倒

し、右手首を打ちつけ右手首にひびが入った。
60 418 2 1～9

2017 6
18～

19

総菜バックヤードで作業台の上を拭いていた時、別の人が足元のグ

リストラップの蓋を開けて掃除していたのに気付かず落下した。

両足の脛を打ったが、すぐに冷やして消毒し仕事を続けた。 傷口

が開いて血がたくさん出た。

22 418 1

100

～

299

9～
店舗バックルームで、椅子に上がり納品された箱の整理をしていた



2017 6
10

ところ、椅子から降りる際に足元にあったトレイの入った箱を踏み

転倒した。

59 611 2 1～9

2017 6
13～

14

売場にて、資材を載せた台車でサッカー台と棚の間（幅55㎝）を通

ろうとした際、サッカー台の端に資材が当たりバランスを崩し、背

中を大きく捻った。

31 921 19

100

～

299

2017 6
16～

17

商品配送時、組合員宅に商品をお届け後、トラックに戻る際に坂を

下り右に曲がろうとした瞬間、地面のコンクリートの凹みに気付か

ず躓き転倒した。 その際、手には何も持っていなかった。

46 719 2
30～

49

2017 6
12～

13

当社店舗倉庫内にて、荷物の仕分け・積み上げ中に、約80㎝の脚立

に上り、大きい座布団の箱を2ｍ位の高さの上に積み上げようと

し、バランスを崩して一番上から落ち、頭・肩・肘を打った。

51 371 1
10～

29

2017 6 8～9

店内のレジ裏にあるフライヤー室から出来上がったフライヤー商品

をトレイに入れ、レジ横の陳列汁器に移すつもりでそれを持ち、ド

アを開けてレジ側に出ようとしたところ、ドアのレジ側右下に置い

ていた買物かごに右足が引っ掛かり、膝をついて前に倒れ、左膝蓋

骨骨折をした。

69 417 2
10～

29

2017 6
10～

11

バックルームで、冷凍室内当日の準備のため商品3袋を出そうとし

た際、在庫が多く作業床が凍っていたため滑って転倒し、仙骨を骨

折した。

58 418 2
50～

99

2017 6
15～

16

被災者がタッパーを持って工場内を移動していたところ、パンに明

太子を塗った天板を持って移動するために振り向いた人と、ぶつか

りそうになった。 それを避けるため、止まろうとして滑り尻もち

をついた。 その際に腕をぶつけてしまったらしく、右腕に少しの

変形と膨れが見え、病院に行ったところ、右腕の太い骨を骨折して

おり、全治1ヶ月と言われた。

52 417 2
30～

49

2017 6
18～

19

レジ品出し部門にて、パート従業員（被災者）がレジ業務中、レジ

からサッカー台へ移動する際に左手を伸ばした状態で転倒し、左上

腕骨大結節骨折した。 （床が濡れていた等の異常は無い。）

64 417 2
50～

99



2017 6
11～

12

店舗畜産冷蔵庫内において、商品を冷蔵庫内の10段カートに保管し

ようと、両手で商品を持っていた時に、畜産冷蔵庫内の床の薄い氷

で滑り、左足関節外側側副靭帯損傷の診断を受けた。

55 417 2
50～

99

2017 6
16～

17

店舗従業員駐車場において、駐車場に隣接している植栽の枝切作業

中、枝を集めて後方へ下がった時に、右足が車止めに引っ掛かり左

側に転倒した。 その際に左手をつき、左手首を骨折した。

60 379 2
50～

99

2017 6
11～

12

弁当配達先の階段で、両手に荷物（弁当おかず12入×2コンテナ、

ご飯10入×2スチロールを重ねた状態）を持って降りていた際に、

最後の1段を踏み外してしまい、両手がふさがっていたため、その

まま階段の角で腰を強打し受傷した。

41 413 2
50～

99

2017 6
20～

21

店舗にて勤務中、閉店業務として店内用のポットの残ったお湯を捨

てようと蓋を開け、流し台へ傾けてお湯を捨てていたところ、熱湯

が右手にかかり、右手熱傷との診断を受けた。 （約3週間から4週

間の加療を要する見込み）

49 391 11 1～9

2017 6
18～

19

脚立に上がって催事の幕を張り、作業を終えて着地した時にアキレ

ス腱を断裂した。
57 417 3

500

～

999

2017 6
12～

13

道路への出口の下りスロープ（長さ約6m、幅約5m、左側は車椅子

用、右側は普通のスロープ、中央部分は道路から約2mに約15㎝の

段差あり）で、顧客への見積書を1階の集合ポストに配達して帰る

途中、段差に気付かずに右足を踏み外し、手をつくことなく前方に

転倒し、左肩・右顔面・右膝を地面（コンクリート）に打ちつけて

負傷した。

54 417 2 1～9

2017 6
17～

18

店内テニスコーナーにて、ストリングマシンでストリングスの張替

作業中、ストリングスをしっかりと結ぶためペンチで挟んで引く際

に、顔面方向に引いて、ストリングスを挟んでいたペンチが滑って

外れ、ペンチの先端が右眼球に当たり、右眼球を打撲した。

38 364 3
30～

49



2017 6
15～

16

2F倉庫にて、1人でレジ袋のダンボール（15㎏～20㎏）を運搬中、

持ち上げる際に腰に痛みがはしった。
26 611 19

100

～

299

2017 6
14～

15

調理室内の洗浄室にて洗浄作業をするため、エプロンを着用しよう

と洗浄機横の通路を歩行中、排水溝のステンレスで足を滑らせて転

倒し、左中足骨基部を骨折した。

39 417 2
10～

29

2017 6
13～

14

店内厨房にて2便の片付け中、ダンボールを畳んでいる時、左手の

中指の爪と皮膚の間に、ダンボールの端が刺さり受傷し、痛みが酷

くなった。

48 529 8 1～9

2017 6
10～

11

厨房でボールを持って移動中、ミキサーをかけていた人の後ろを通

ろうとした。 ミキサーをかけていた人が振り向いて移動しようと

１歩踏み出したと同時に被災者も1歩踏み出したため、ミキサーを

かけていた人の足に引っ掛かり転倒し、頭と肩を打った。

68 999 2 1～9

2017 6
17～

18

総菜部厨房内で、退勤する前にグレーチングで足を滑らせて転倒

し、右肘を強打した。骨折だった。
41 417 2

10～

29

2017 6
18～

19

当日出張先から戻り、そのまま支店に向かう途中、隣のビルの前で

大雨で滑り易くなっていたレンガ状のタイルの上で滑り転倒した。

両手はPC入りの鞄と傘でふさがれていたので気を付けていたが、

左足を出した時に左足が滑り、右の膝から道路に落ちた。 右膝の

骨がポコッと出ており、膝の皿が割れたのが分かった。

45 417 2
10～

29

2017 6
12～

13

接客中、おにぎりを希望されるお客様が来られたので、キッチンに

作りに行き、作業台が空いていなかったので移動しようとした時、

左足がコンテナカートの角に引っ掛かり、踏ん張った右足が排水溝

で滑ってしまい、体の右側全体を下にして転倒し、右手をついた。

その際、右手の肘から下と、顎周辺を強打した。

51 417 2
10～

29

2017 6
14～

夕食で足りない漬物を取りに倉庫へ急いで行き、天井が一段下がっ

ていることを忘れていて、前頭部（おでこの少し上）をコンクリー

トにぶつけた。 その後、2日後にも軽くぶつけた際、コブが出来た 61 417 3 1～9



15
ので大丈夫だと思い、2日程度様子を見ていたが、首の回りが痛く

なった。（頚椎捻挫の診断）

2017 6 8～9
レジの準備のため、菓子売場通路を通行中、水拭き清掃後の床拭き

残しに足を滑らせて転倒し、腰を強打した。
68 416 2

500

～

999

2017 6
20～

21

寮の厨房内の仕事を終えて帰る時、厨房出入口前、敷地内の石階段

（全部で8段位）の下から3段目で左足を踏み外した際、左足を捻

り、尻もちをつき、左足骨折・捻挫をした。

66 413 1

100

～

299

2017 6
12～

13

青果作業場にてカボチャの加工中、包丁を滑らせてしまい、左手を

切ってしまった。 出血が止まらず、傷も深かった。
59 364 8

100

～

299

2017 6
17～

18

センター内の倉庫にトラクターを止めた後に、トラクターから降り

る際に足を踏み外し、トラクターに後頭部を強打した。 当日は、

雨で滑りやすくなっていた。 また、転落しての地面強打ではな

い。

36 229 3
50～

99

2017 6
10～

11

午前中の休憩終了後、2F休憩室から出て靴を履く際によろめき、尻

もちをつく形で転倒した。 その際、左手親指付け根部分を床で打

ち骨折した。

78 419 2

100

～

299

2017 6
14～

15

職務中に気分が悪くなり、横になっていた。 その後、気分が悪く

なりトイレに行ったが、トイレの中で気を失って倒れた。 しばら

くして意識がうっすらと戻ったので、誰かに助けを求めようとして

トイレから出たところ、再び意識を失って倒れた際に右足小指を骨

折した。

69 418 2
30～

49

2017 6
15～

16

店舗内においてフロア中央で作業中、レジにお客様が来たので、急

いでレジに走って移動したところ転倒しそうになり、右足の小指と

くるぶしの辺りを捻った。

26 921 19 1～9

施設内食堂ホールにおいて、使用した予備の椅子をホールの隅に片



2017 6
13～

14
付ける際、3脚重ねた椅子を引こうとしたところ、誤って手が滑

り、足元に倒してしまい、左足親指に当たり負傷した。

79 379 4 1～9

2017 6
9～

10

売場において、レイアウト変更時に、脚立に上ってストックスペー

スの商品を取り出した際、商品（メンズジーンズ6～7枚）が予想よ

り重く、支えようとしたところ、身体が反ってしまい、背中と腰に

痛みが発生した。 立ち上がれないほどの痛みだった。

24 921 19
50～

99

2017 6
10～

11

倉庫から延びるスロープにて、在庫整理後、空のダンボールを持っ

てスロープを降りる際に足を滑らせ、左脚に重心が掛かった状態で

転倒し負傷した。 当日は小雨が降っており、滑りやすい状態だっ

た。

53 417 2
50～

99

2017 6
10～

11

弁当配達に出る際、客待ちスペースのエアコンから落ちた水滴で出

来た水たまりに足を滑らせ、転倒した。 転倒時、両手に弁当の

入った袋を持っていて、左膝を強く打ち負傷した。

49 417 2
10～

29

2017 7 9~10
作業場でまな板を洗った際、まな板の上に包丁を置いたまま洗って

いたところ、ぶつかり左手人差指を切った。
59 379 8

500

～

999

2017 7 15~16

店内レジでトタン平板のバーコード部分をレジスキャナーで読み取

りやすい向きへ変えようと持った際に、トタン板の端部分で右手中

指を切った。 出血が止まらなかった。

17 521 8
30～

49

2017 7 15~16

救助袋の上部金具を引き込むときにバランスを崩し、後ろに倒れそ

うになったところ、片足で踏ん張った際に右足踵を強打し、負傷し

たもの。 負傷当日は大したことがないと思ったが、症状悪化。 補

足緊急脱出救助袋の点検時、踵を床に強打した。

55 911 3
10～

29

2017 7 16~17

走行中、交差点で青信号のため交差点に進入したところ、左側から

赤信号にもかかわらず進入してきた相手の車がこちらへ突っ込んで

きて衝突した。

48 231 17
50～

99

厨房内で食材を運んでいる時、何かにつまずいたがトレーを持って



2017 7 11~12
おり両手がふさがっていたため、転倒し右膝内側靭帯を損傷した。

56 416 2 1～9

2017 7 15~16
商品サンプルを配布中、砂利道を歩いていたところ、釘が靴を貫通

し土踏まずに刺さり、負傷した。
23 417 9

10～

29

2017 7 10~11

青果作業室にて、かぼちゃを切るためにかぼちゃカッターを取ろう

としたところ、誤って刃の部分に手を置いてしまい、右手親指の爪

部分に刃があたってしまい、爪の部分が切れてしまった。

41 364 8
50～

99

2017 7 14~15

デリカ冷凍庫で原材料（縦25cm×横35cm×高さ20cm、重さ

2kg）を取り出そうとした際、表面が凍っていたため、手から滑り

落ちそうになり、それを防ごうとして左手を捻ってしまい、左手関

節を捻挫した。

60 611 19
50～

99

2017 7 13~14

お客様宅へ配達を終わらせ、雨で濡れた団地の階段を下り残り2段

のところから前へ左足が滑り、その時膝をつき身体がよじれ壁に背

中を強打した。 当初は足が痛かったが、夕方になり身体全体が痛

くなってきた。

47 418 3

100

～

299

2017 7 19~20

店舗バックヤードを何も持っていない状態で歩行していた際に、左

足首を捻って痛めた。 床面に段差、濡れ、障害物等は一切無い状

態だった。 前月に膝を痛めていたため、歩行の際に無意識にか

ばっていたことが原因と思われる。

51 417 19
50～

99

2017 7 10~11

水洗のプレハブ脇で、ベルトエンドレス作業終了後、古いベルトを

下に降ろそうとしてコンクリート桝を歩いている途中、バランスを

崩し落下、約1.5m下の地面に着地した際に、左足を捻挫した。

36 417 1
10～

29

2017 7 16~17

当事業所構内において、7tトラックの荷台から鉄類等の荷卸し作業

中、足元の確認を怠り、荷台から後ろ向きに転落し、背中と頭を打

撲。 当日は安静にしていれば良くなると思ったが、だんだん痛み

が増した。

33 221 1
10～

29

当社の前庭で行われる抽選会用商品を、仮置きしていた本館正面階

段下倉庫から搬出中、階段下の突起物に左側頭部を強く打ち負傷し 50～



2017 7 14~15
た。 本人はヘルメットは着用していなかった。 体調が思わしくな

かった。

61 418 3
99

2017 7 15~16
社用車を運転中に停車していた車に衝突をして、骨折してしまっ

た。
72 231 3 1～9

2017 7 8~9

当日、冷蔵庫に製品を納入する作業をしている際、フロアが濡れて

いたことに気がつかず、足を滑らせ転倒し、左手首を負傷した次第

である。

57 416 2 1～9

2017 7 16~17

組合員宅の庭で、訪問が終わり車に戻ろうと歩いていたところ、欠

けている側溝の蓋に右足を引っかけてしまい転倒。 その際、右足

甲外側を骨折してしまった。

54 417 2
50～

99

2017 7 14~15

勤務を終了し、2階更衣室から1階警備室出口へ向かうため、階段を

下りていた際、スキャンカードを取り出そうとしたところ、最後の

一段を踏み外して右足を捻ってしまった（転倒なし）。 右足首を

剥離骨折した（ヒビが入った）。

39 921 19
10～

29

2017 7 13~14

朝の積み込み作業中、ステップに登り荷台に積まれた空箱を下ろ

し、ステップから地面に降りようと右足を下ろした。 その際、右

足が着地する前に左足の動作も開始してしまい、バランスを崩し転

倒。 左肘をコンクリートの地面に強打した。

33 611 19
30～

49

2017 7 9~10

当社店舗軒下で飲料積載の長台車（重さ約260kg高さ約150cm）を

移動させる作業をしていた。 台車を引きながら移動していた際に

歩幅が合わず、車の車輪で右足小指を轢いてしまい負傷した。

40 362 7
30～

49

2017 7 17~18

売り場コーナーの棚替えをするため、しゃがんだ姿勢で1時間半ほ

ど作業をしていた。 作業を終え立ち上がろうとしたところ、長時

間同じ姿勢のままでいたため、右ひざが曲がったまま痛みで動かせ

ずに立ち上がれなくなってしまった。 休憩室にて1時間ほどアイシ

ングしながら様子を見たが、症状が治まらなかった。

46 921 19
30～

49

店にて地下1階から地下2階へエレベーターで荷物の移動中、カゴ台



2017 7 8~9
車をエレベーターの中から外に出す際に、エレベーターの段差に台

車のタイヤが引っかかり、台車に載っていた荷物（飲料のケース）

が落下し左頭部を直撃した。

23 611 4
30～

49

2017 7 18~19

お勘定場からストック場に向かうカーテン裏で別の販売員が作業し

ており、それを避けようとした際にバランスを崩してしまい転倒。

左手に荷物を持っていたため右手から床に手をついた。

59 417 2
10～

29

2017 7 16~17

当該事業所において夕食の調理時に、スチームコンベクションを使

用。 100℃以上の高温設定をしていたが、右手で扉を開けて左手で

上においてあるミトンを取ろうとした瞬間に、左腕の肘から手首に

かけて蒸気をあびてしまい、火傷をしてしまった。

50 391 11 1～9

2017 7 17~18

当該事業所において、床にこぼれた油をお湯で流すためにひしゃく

を使ってカマから食缶にお湯を移していた時に、誤って長靴の中に

こぼしてしまい右足甲を火傷してしまった。

60 379 11
10～

29

2017 7 11~12

店舗内で歯ブラシの品出し作業中、しゃがんで品出しをしている時

に、レジ応援のチャイムが鳴ったので応援に向かおうと立ち上がっ

た時にズボンの裾がそばにあったオリコンのフタに引っかかり転倒

しそうになり咄嗟につかんだオリコンが台車に乗っていたオリコン

だったため更にバランスを崩し右足が台車の下敷きになり骨折し

た。

61 362 7
30～

49

2017 7 8~9

海産物バックヤードにて、センター便入荷後、カゴ台車下部に積ま

れた真あじのケース（約12kg）をミニキャリアに下ろそうとした

ところ、腰を十分に落とさずに作業したため、腰に負担がかかり、

激痛が走る。

23 611 19
50～

99

2017 7 16~17

インテリア売場において作業中、什器（棚板約7kg）と受金具（約

1kg）を手に持ち運搬中に後ろから来たお客様に呼び止められた。

その際、進行方向と逆の方向に右足を軸に振り向いた。 （真後

ろ）その時に右手に持っていた什器（約8kg）の荷重が右足に加

わったことにより予想以上に体が反転した。 その反転を止めよう

37 379 19
30～

49



としてさらに右足に力を入れたことが影響し激痛が発生した。 当

日は様子をみていたが、翌日になっても痛みがひかなかった。

2017 7 10~11

食堂の厨房内で、コールスローを切る機械で作業中機械の下にある

ザルの水を受けるため、お盆を取ろうと屈んだところ、腰に激痛が

走った。 その後、更衣室で休み様子見たが、痛みが取れないので

早退し、急性腰痛炎（ぎっくり腰）と診断された。

69 921 19 1～9

2017 7 18~19

季節商品売場で展示撤去作業に従事。 5段の踏み台に乗り、壁面に

展示されていたイブサを他の場所へ移動させる際、片足を在庫棚に

乗せてしまい、そのまま棚板が落下、本人も体勢を崩してしまい、

右腕を壁面に付いている金属製の角バー什器にぶつけてしまった。

25 391 3
30～

49

2017 7 17~18

惣菜作業場でとんかつを揚げていた時、側にあった番重が崩れそう

になったため咄嗟に左手で押さえようとしたところ、その反動で右

手がフライヤーに入ってしまった。 当日は発生時間も遅く、市販

の薬を自ら塗り、冷やした。

53 379 11

100

～

299

2017 7 11~12

品出しを終えて空の段ボール等を台車に積んでバックルームに運び

入れていた時に、入り口の段差を乗り越えた際に台車に積んであっ

た段ボールが崩れ落ちた。 落ちた段ボールを拾い集めているとき

にバックルームに置いてあった荷物に躓き左足をひねった。

49 416 2 ―

2017 7 12~13

バックルームにおいて作業中、棚卸し準備のため商品の栄養ドリン

ク1ケース約15kgを積み上げていたところ左肩に痛みがはしった。

右肩は、3年前に手術を受けたため左肩に過度な負荷をかけてし

まった。 様子をみていたが痛みが引かなかった。

61 611 19
50～

99

2017 7 8~9

鮮魚作業場にて、マグロを包丁で加工中、左手で包丁の先端を押さ

えていたが、包丁を握っていた右手を動かした際に包丁が滑り、左

手の平の中央部分を刺してしまった。

34 379 8

100

～

299

2017 7 6~7

自動車通勤で、出勤時、終業前に、ベルク（テナント）指定の駐車

場所（屋上）に車を駐車し、下る階段へ向かって歩いていた際に、

階段の手前に水たまりが、あった。 避けて通過しようとして、足
43 417 2

10～

29



を滑らせ、転倒し、負傷してしまった。

2017 7 14~15

冷凍庫の一番奥にある棚の商品を取ろうとしたが、棚の前に荷物が

入った段ボールが置いてあり、重たくて動かせなかったので、段

ボール越しに棚上の商品を取ろうとした。 その時に足元が滑って

しまい、右胸下の肋骨を段ボールに打ち付けてしまった。 数日痛

みを我慢して働いていた。 診察の結果、肋骨にヒビが入ってい

た。

56 611 3
10～

29

2017 7 15~16

店内ペット売場ペットフードを品出し、補充している時に、すぐそ

ばに脚立があり、ペットフードの缶詰1箱（重量8.1kg）を持ちあげ

て振り向いた時に、目の前にあった脚立にぶつかり手に持っていた

ペットフードの缶詰1箱（重量8.1kg）を右足首に落としてしまい負

傷した。

28 371 3
50～

99

2017 7 11~12
当社店舗セルフレジ横において、セルフレジアテンダント業務中

に、カウンター横のペットボトルケースに躓き転倒し負傷した。
52 416 2

30～

49

2017 7 10~11

派遣先事業場にて、入荷業務として商品の棚入れ業務を行っている

ときに空になった鉄製の台車（180cm×50cm×180cm）を入れ替

える際に強く引っ張り誤って台車の最下部分が右足くるぶし外側付

近に当たり、打撲した。

45 362 6

100

～

299

2017 7 11~12

店内で、チェックアウト業務中にレジ台からサッカー台へ移動しよ

うとした時、右足をレジのカゴの中に入れてしまい、後ろに転倒し

て背中から倒れてしまい負傷する。

53 417 2
50～

99

2017 7 10~11

保育園の1歳児保育室で、座って事務仕事をしているときに、女児

が急に走り寄って来て、それを受け止めたときに体勢を崩し、右足

の人差し指を骨折した。

34 611 19

300

～

499

2017 7 14~15

いつも通り出社前トラックの窓掃除をした際、鳥のフンがあり清掃

中バランスを崩してふみ台から落下し、膝をつく着地になってし

まった。 横着をして、踏み台の位置を降りて、置き変えなかった
21 362 6

100

～

299



事で、不安定な体勢になり転落した。

2017 7 11~12

工業団地配水管布設工事（その1）において水道工事中、給水ホー

スを持っていた時に、水圧が強くかかりホースを持ったまま1m近

く飛ばされてしまい、止めてあったダンプの角で強打した。

20 231 2
10～

29

2017 7 14~15

挨拶などのゲストと触れ合う業務前、レストルーム入り口のドアノ

ブに手をかけ開けようとした際、床が傘の水滴で濡れており、右足

を前に滑らせ転倒。 左手を小指から床面に打ち付け、両足を前に

伸ばし尻もちをつくような体勢となった。 発生後、左手小指・薬

指・中指に痛みがあり、指を曲げられない状態となった。 （出演

直前であったため、少し急いでいて焦っており、履物も私物の靴で

はなく、ゴム製の業務用共用サンダルだったため、滑りやすかっ

た。）

56 417 2

100

～

299

2017 7 11~12
朝刊配達中、配達三軒目でFタイヤがパンクしかけているようなの

で店に戻る時、左にハンドルをとられ縁石に乗りあげ転倒。
44 417 2

100

～

299

2017 7 18~19

構内で停車中、同僚にヘルメットを借用するため、車から降りる

際、自車のサイドブレーキを引いていない事で車輌が前進し、制止

するために前方停止車輌と自車の間に入り車輌を押さえたが自車に

挟まれた。

19 371 1
10～

29

2017 7 18~19

工事において、リチャージウェル撤去段取り作業中、定規鉄板を設

置したのち、1.5?の水タンクを吊るために吊具を装着したままク

レーンを6m移動した。 被災者は、玉掛のために水タンクの位置に

移動した。 クレーン移動完了後、子フックを下げた時に、吊具が

子フックから外れて落下し、被災者の右腕及び右手にぶつかった。

56 165 8
10～

29

2017 7 15~16

当日、新聞の営業で営業先に行く時、道路から玄関先までの間歩い

ている時、段差に足が躓き転倒し、左肋骨骨折・左手第5中手骨脱

臼骨折した。

61 391 2
50～

99

仕分け作業も終了し構内整理中にクールロールBOXパレットを引き 50～



2017 7 12~13
寄せた際に左足の小指、薬指がひかれ靭帯剥離となる。

60 362 2
99

2017 7 12~13
調理洗い場で洗浄中足が滑り転倒し、右頭部をシンク下の柱に右肘

をU字構にぶつけ創傷。
28 364 8

10～

29

2017 7 9~10

上記日時、当店内投薬台後ろの通路で、受付した処方箋を調剤室に

持っていき受付に戻る際、投薬台の椅子が出ていたため、避けよう

としてつまずき転倒し、右足甲をはく離骨折したもの。

48 417 2
10～

29

2017 7 1~2

スーパーマーケットで勤務中、逃走万引き犯人を走って追いかけて

いた時、駐車場入り口の車止めに足が引っかかってしまい、転倒し

てしまい右腕上腕を骨折した。

59 419 2
50～

99

2017 7 20~21

商品の搬入作業中、飲料約250kgを積んだカゴテナーを2人で運ん

でいたい際、店舗出入り口の上り坂のスロープを後ろ向きで引きな

がら上ろうとした時、スロープ縁の段差に車輪が引っかかって倒れ

てきたカゴテナーに左脚が下敷きになり、左膝に切創を負い、左腿

筋肉が断裂した。

25 362 5
30～

49

2017 7 20~21

当方道幅6mの一方通行路を走行中、自転車で犬を散歩させている

方とすれ違う際、道路の左側を走行している当方に犬が接近してき

たため、避けようとして電柱に衝突。 当方転倒している間に先方

はそのまま立ち去ってしまった。

20 911 17
10～

29

2017 7 11~12
店内で、売り場からレジカウンター内へ、レジ打ちのため移動中

に、濡れた床に滑り、膝を床に打ち膝を骨折した。
61 417 2

10～

29

2017 7 14~15

厨房内で冷凍してある鶏肉をばらすために肉と肉をぶつけあった結

果、誤って指を挟んでしまった。左中指を骨折していることが判明

した。

62 529 7 1～9

2017 7 12~13

1階食品レジにて、精算業務中、隣のレジで精算していたお客様の

子供がついたてを倒す。 左手で押さえようとして、体を捻ったと

き左側腰から背中を痛める。

36 379 5

100

～

299

バックルームで4段カート（車輪つき）の一番上に片手をつき、一 500



2017 7 11~12 番下のトレーからPOPを取ろうとした際、4段カートが動きバラン

スを崩して腰を痛めた。 腰部傷病は今回初めて。

48 362 19 ～

999

2017 7 11~12

資材館木材売場において作業中、2本のPPバンドでまとめられた状

態の荷を外す際、誤ってPPバンドに足を引っかけてしまい転倒し

た。 その際、パレットに接触し右こめかみ部分を裂傷し転倒時に

床に右手首を着いたため骨折したもの。

67 611 2

100

～

299

2017 7 10~11
業務中、店頭で開店準備をしている際、移動していた什器の不具合

で引き出し部分が右足親指に落下し、負傷した。
28 391 4

100

～

299

2017 7 10~11

店頭にカゴ車の車輪を窪みにはめる移動。 店内で飲料・食品の品

出し又はレジでお客様から預かったカゴの商品の受け渡し踏台を利

用した商品の上げ下ろし等で腰に負荷がかかる作業を続けた。 レ

ジ新設の事情もあり入社約1ヶ月間は品出し作業のみ週4日、4h続

けた。 腰から左足先にしびれ痛みを少しずつ感じどんどん痛みが

増した。 現在痛みが激しく座る姿勢も困難。 歩行も辛く安静にし

ている。

53 921 19
10～

29

2017 7 7~8
作業場前を歩いていたところ、床が濡れていたため滑り、転倒。

右足首靭帯損傷。
50 417 2

100

～

299

2017 7 9~10

店舗二階のお客様用トイレの出口において、トイレチェックが終わ

り出ようとしていた際に、緩やかなスロープになっているのを失念

して足を踏み出し、着地の感覚が違っていたため踏み出した左足を

捻り、膝と靭帯に損傷を負った。

63 417 2
50～

99

2017 7 9~10
弊社製造フロアにて野菜カット作業中野菜が滑って包丁で切ってし

まった。
52 364 8

50～

99

2017 7 8~9

あなごを取りに冷蔵庫へ行き、冷蔵庫から出ようとした際、足を滑

らせ尻もちをついて転倒。 尾てい骨を骨折、左足首の靭帯を損傷

した。

55 391 2
50～

99



2017 7 15~16

当社精肉作業所にある冷蔵庫の中で、8段台車を後ろ向きで移動し

ていたとき、ケースを置く台車に左足が引っ掛かり転倒しそうに

なったので、右足で踏ん張った際右足首を負傷したもの。 なお、

負傷当日は、それほど痛みは感じなかったが、その後痛みが増し、

我慢できなかった。

50 362 19

100

～

299

2017 7 9~10

店舗カウンター内で、事務所からカウンター内に移動するときに、

折りたたみコンテナが倒れてきたのを避けきれず、躓いて転倒し

た。

47 379 4
10～

29

2017 7 9~10

事務所内給食室において、フードカッターで野菜をカットしている

際に、不注意でカッターの刃に指が当たり、誤って右手人差し指と

中指を切創してしまった。

23 165 8
10～

29

2017 7 16~17

スーパーマーケットの衣料品売場作業中（マネキン着衣着せ替え）

にマネキンの台座が抜け落ち、避けたが左足親指に台座（約4キ

ロ）を落とし負傷した。

50 391 4

100

～

299

2017 7 14~15

バス車内清掃を行う際、運転席の横窓を開け、メインスイッチを

ONにし、前方ドア開閉スイッチを「開」にしたが、ドアは自動に

開かなかったため、前方ドア前に移動し手で開けようとしたとこ

ろ、ドアが急に自動で開き、左手の甲をドアに強打した。

46 231 6

300

～

499

2017 7 10~11

店舗通路にてサービスカウンターに移動時足を滑らせ転倒した際、

床に右足を打ち負傷したもの。 接客の途中だったため店舗後方か

ら急いで戻ろうとして小走りで移動してしまった。

54 417 2

100

～

299

2017 7 8~9

店内牛乳冷ケース前で荷出しをしていたところ、立ちあがろうとし

たら、牛乳コンテナに足をひっかけて、左膝をついて転んでしまっ

た。

57 611 2
50～

99

2017 7 10~11

厨房でニンジンの拍子切りをしていたとき誤ってニンジンを抑えて

いた左手中指を包丁で切ってしまった。 第一関節まで長さ1cmく

らいであったが出血が止まらなかった。

48 364 8
50～

99



2017 7 5~6

事務所厨房内ガス台周辺で床が濡れていたため滑ってしまった。

その時身体をささえようとし、右手をガス台についてしまった。

ガスを使用していたため熱くなっていて火傷をしてしまった。

60 417 11
50～

99

2017 7 9~10
百貨店地下売場において、店より冷蔵庫へ行くため売場の外に出た

際、通路の床に引っかかる様な状態で転倒し右上腕部を骨折する。
70 417 2

10～

29

2017 7 8~9

惣菜作業場にて食材をコンベクションオーブンで蒸していたとこ

ろ、いきおいよくホテルパン（鉄の皿）をひきだしたため、中の水

分がはね、腕にかかった。 そこの部分が火傷した。

33 391 11

100

～

299

2017 7 15~16

サンダーを使用して研磨業務をしており作業を終えた半導体を作業

者の後ろにある台車へ移動の際、作業台の下から伸びているサン

ダーのコードに足をひっかけ転倒した。 半導体を両手で持ってお

り、転倒時に地面と半導体に左手中指が挟まれる形となり左手中指

の付け根から第二関節あたりまで4針を縫う怪我。

25 391 2
10～

29

2017 7 13~14

当日午後、配達で歩道の無い道路を走行していた時、暑さのためふ

らついてしまい、緩やかなカーブに沿った縁石にタイヤが接触、バ

ランスを崩して左側塀にぶつかった後、右側に転倒してしまい、負

傷した。

28 231 17
10～

29

2017 7 10~11

2階店舗内青果部作業場において商品（カボチャスライス）作成時

にカボチャカッターを使用中かぼちゃを押さえている手が滑り左手

人差指を創傷した。

31 364 8

100

～

299

2017 7 12~13

当社店内の惣菜作業場で、スチームコンベクションを100℃に温め

てシューマイを蒸そうとしていた時、スチームコンベクション（業

務用加熱調理機器）のドアを開けた際に顔を近づけすぎたため、蒸

気を浴びて顔を負傷したもの。

36 391 11

100

～

299

2017 7 17~18

バックルームにおいて作業中、約180cmの脚立に上がりストック棚

の商品を取ろうとしたところ、脚立の最上段付近でバランスを崩し

転落してしまい負傷したもの。

29 371 1
30～

49



2017 7 8~9

職場の調理場で野菜の加工作業時に包丁が滑り左手親指を負傷し

た。 （1/4カットのかぼちゃの断面を切り落とそうとしたところ、

包丁が横に滑ってしまい、かぼちゃを押さえていた左手親指を切っ

てしまった。）

19 364 8
50～

99

2017 7 17~18

弊社工場のプラットホームにてカーゴテナーを移動させようとした

際、ホームとの段差に気付かず足を踏みはずし地面に転落してし

まった。

52 414 1

100

～

299

2017 7 10~11

昼食弁当の配達先である配達場所に弁当を運ぼうと、配達車両から

バット（おかず6個、ライス5個等）を持って降りたところ、配達車

両の横にあったパイプの止め具に右足がひっかかった。 弁当は落

としてはいけないと思い、前のめりに左足つまさきから着地した

時、体の全体重が左足親指に掛かり骨折したもの。 当日は会社か

ら湿布を2枚もらったが、痛みが続いた。

51 521 2

100

～

299

2017 7 16~17

アジフライを揚げ終え、ザルからバットに移し替える際、床に敷い

てあったダンボールにつまずき、フライヤーに左腕を突っ込んで左

肘付近から左手首にかけて温熱熱傷した。

40 416 2
50～

99

2017 7 16~17
倉庫前にてねじ切り機でガス管のねじ切り作業中、配管に手が巻き

ついて右手が負傷した。
18 169 7 1～9

2017 7 11~12

商品を5階の組合員さんにお届けするため、階段をのぼっている

際、ポケットに入れていた鍵が出てきており、足に絡まった。 そ

れにつまずき、膝からこけ階段にぶつけてしまった。

18 413 2
10～

29

2017 7 14~15

売場において脚立にのって、商品を棚の上から降ろそうとしたとき

にバランスを崩して腰を捻り腰と肋骨を痛めた。 痛みはあったが

通常どおり仕事をして帰宅、痛みがひどくなった。

54 921 19
50～

99

2017 7 8~9

会社の建物の外の通路で、会社の建物から出た時（歩いて）、通路

を出たところにある、雨で濡れていて滑りやすくなっていた枕木で

滑って転倒して左くるぶしを骨折した。

55 419 2
10～

29



2017 7 11~12

営業所敷地内において、クレーンを使い鉄パイプ（直径63mm×長

さ6.7m×重さ約50kg）3本を束ね床に降ろそうとした際、床に置

いてあった鉄パイプ9本が平らに置かれていない状態にあり、尚且

つその上に木材を置いたが、バランスが悪く、鉄パイプを置いた途

端にその内の1本が手前に転がってしまい支えていた左手親指を挟

んでしまいケガをしてしまった。

35 521 4 1～9

2017 7 19~20

敷地内の喫煙所において、パート職員が話をしていた。 話の流れ

から、センター長が「がんばれよ」と肩を軽くたたく場面があっ

た。 その場で特に痛がる様子はなかったが後日労災申請がなされ

た。

34 921 99

100

～

299

2017 7 10~11
惣菜作業場にて、包丁を使用してカツを切っていた時、不注意によ

り誤って左手人差し指を切ってしまった。
22 364 8

100

～

299

2017 7 8~9
小走りで移動中、カフェと通路の境目の床面が濡れていたため、

滑って転倒した（朝礼開始時）。
45 417 2

10～

29

2017 7 5~6

どらやきの生地を焼くため、機械へ生地をながしていたところ、ネ

ジの締めが不十分だったため、部品（バー）がはずれてしまった。

それを直そうとしたところ、まだ機械が静止する直前だったため、

指が巻き込まれてしまいバーの圧力が指にかかり、左人差し指が裂

傷、骨にヒビが入り、左中指先内出血となった。

26 165 7
30～

49

2017 7 20~21

客先ボイラ室にて、3号ボイラのメンテナンス中、モーター交換後

の試運転時に何らかの原因でガス漏れが発生し、火災が発生したと

考えられる。 （現在調査対応中）

56 311 14
10～

29

2017 7 14~15

店内で作業中に呼ばれたため、急いで向かおうと小走り中に、持っ

ていたペンを落としてしまい拾おうと急停止した際に左足の小指を

痛めてしまった。 しばらく様子をみたが腫れがひかなかった。 下

馬太骨折との診断を受けた。

40 921 19
10～

29

店内倉庫で展示用マッサージチェアを組み立て中に、右手を機械部



2017 7 18~19 品に挟まれて損傷した。 血が止まらず、水で洗い流して、3針縫合

された。

31 612 7
10～

29

2017 7 8~9

商品の荷受けの際、トラックの荷台同士を着け荷移しを行っていた

際に車輌同士の隙間に足を踏み外し背中から車輌隙間に落ち背中を

強打。 肋骨を骨折した。

45 221 1
50～

99

2017 7 7~8 仕事中に厨房で滑って横転し、手をついた時に、骨が折れた。 42 417 2
10～

29

2017 7 11~12
職場（花屋）の店の出入口の階段にて、配達の花を持ち車に積み込

際足元みえなかったため階段を踏みはずす。
35 413 3 1～9

2017 7 23~24

作業場の清掃中に足のバランスを失い、手にライスケース（ポリプ

ロピレン製44cm×60cm×25cm、1つ約3キロ）を3つ持った状態

でよろけ、メタルラックに右手を強打し、右手中指第3関節に打

撲・挫傷を負った。

46 611 3
50～

99

2017 7 21~22

トラック荷台にイントレとアンチをのせる作業を先輩と2人一組に

なって行っていた。 アンチ部分をのせる際に、4枚中3枚を先輩が

のせており、本人はトラック横にてサポートをしていたが、本人の

申し出により、さいごの一枚を本人が同じように荷台にのせた。

その際、アンチがイントレにあたってしまい、トラック横（下）に

いた本人にイントレが倒れてきた。 頭部にあたり負傷した。

25 521 6
10～

29

2017 7 13~14

配送業務中、マンション駐車場で荷下ろし作業をしている時、バタ

板からステップを利用し降車する際、左足を地面に接地したとこ

ろ、痛みが走りふくらはぎが腫れてしまい、歩行困難になった。

54 921 19
30～

49

2017 7 10~11

出勤後、翌日出荷分の野菜加工の際、作業台上のまな板の上に白菜

1玉横向きに置き左手で白菜を押さえ白菜の芯の部分を包丁で切り

落とし芯を拾いゴミ箱に入れようとした際、右手に持っていた包丁

が左手薬指に当たり負傷。 当日・翌日は自宅にて絆創膏を貼り様

子をみたが、切り口がふさがらなかった。

53 364 8

100

～

299



2017 7 14~15

水産部作業場にて荷物を取りに行こうと歩いている時に、濡れた床

で足が滑り、尻餅をついた。 その際咄嗟に出した右手を加工台に

ぶつけてしまい、右手薬指に激しい痛みを感じた。 しばらく様子

を見たが痛みが引かなかった。

52 417 2
50～

99

2017 7 11~12

店内の飲料コーナー棚卸し作業をしている時に、5段まで積んで

あった2Lペットボトルの箱（縦19cm、横33cm、高さ31cm）を下

ろそうとした時にバランスを崩し、ペットボトルの箱を持ったまま

右側に倒れた。 その時、右手首を床にぶつけてしまった。

59 611 2

100

～

299

2017 7 10~11

畜産バックルームで、ミンチ用肉の加工作業中に包丁で切った。

左手人差し指先、5針縫った。 （作業中によそ事を考えていて、注

意が散漫だった。）

61 364 8
50～

99

2017 7 20~21

通路にて閉店作業のゴミ捨てから戻って来た際に一緒に作業をして

隣を歩いていた同僚がつまずき前のめりになってふいに左腕を掴ま

れたためそのまま二人共転倒し負傷したもの。

66 417 2
10～

29

2017 7 16~17

住宅建設現場にて、床材（約15～20kg）を2Fから3Fへ持ち上げる

際、足を踏みはずし（建物からの墜落）、2Fから約2.6m下へ落下

し、胸椎を骨折した。 暑かったため、ヘルメットは着用しておら

ず、安全帯の着用状況は不明とのこと。 命には別状なし。

31 414 1 1～9

2017 7 14~15
事業場の厨房内で、ゴミの片付け作業を行っているときに、足元に

置いてあったハカリに足を引っ掛けてしまい、負傷した。
35 417 2

10～

29

2017 7 12~13
荷物を引き取りに行くためトラックを運転中、信号のある交差点を

直進していた時対向車線の右折車に衝突され受傷した。
45 231 17 1～9

2017 7 8~9

新店の面接を行うため車を停めた。 事前に上司から伝えられてい

た場所と違う場所に駐車した事に気付き精算を済ませ車に向かって

走り出した。 その際空いている駐車スペースのロック板に躓いて

転倒した。 左膝を骨折した。

39 419 2
10～

29

店舗第5倉庫にて参考書在庫出し準備中、積み上げられたダンボー



2017 7 16~17

ルから商品を取り出し、元の場所に戻すためダンボールを抱え立ち

上がろうとした時他の商品をのせたまま放置された台車に足を取ら

れ、中腰の状態で尻もちをつく。 腰痛があるまま働き、売り場で

本を棚に戻す際、腰・右臀部から右脚側面につったような痛みが走

る。 病院がお盆休みに入り、受診することができず、痛みに耐え

られなくなり、レントゲンで椎間板ヘルニアと診断される。 その

時点では圧迫骨折の疑いもあった。

41 921 19

100

～

299

2017 7 9~10
3階更衣室から1階事務所へ向かうため、従業員階段を下りていた

際、踊り場で、着地するときに左足首を捻って、捻挫した。
49 413 3

300

～

499

2017 7 13~14

お客様へ訪問するために道路脇に車を止めていたが、お客様が不在

であったため、車に戻り出発の準備をしていたところ、突然強い衝

撃を受け、車のハンドルに右目付近を強く打ちつけた。 外に出て

確認したところ、車の左後方に相手の車がぶつかっていた。

23 231 17
30～

49

2017 7 17~18

粉ミルク売場から倉庫へと作業カートを引いている際に、進行方向

に現れたお客様との接触を避けるため、急停止。 カートを右足踵

付近に強打させ、傷めたもの。

26 362 3 1～9

2017 7 15~16

休憩取得のため社員室に向かう中、ペットボトル2本を両手に持

ち、バックルーム通路を小走りしていたところ、何もないところで

つまずき転倒。 床で右膝を打った。

60 417 2
50～

99

2017 7 14~15

業務中、店内（生理用品売場）で脚立に乗って、発注業務を行って

いた。 脚立から下りている時、最後の一段に右足がかからずに、

そのまま床へ勢いよく着地。 変に右足に力を入れてふんばったた

め、そのままバランスを崩して転び、右足首を骨折した。

54 371 1
10～

29

2017 7 19~20

本館にて、スイング式ドアの左側を押し開けて倉庫に入った際、ド

アが倉庫内の棚に立てかけていた脚立（高さ約210cm）に当たっ

た。 その際、脚立がドアに寄りかかり、ドアが閉まる際に倒れて

きた。 しかし、振り向いてメモを取っていたため気が付かず、右

53 419 6

100

～

299



側頭部に当たり打撲した。

2017 7 14~15
弁当の配達、空容器の回収時に得意先の玄関の階段（4段）で転

倒、転落し、負傷した。
74 413 1 1～9

2017 7 13~14

クライミングウォールでお客さんの課題を作成中に、のぼり降りを

していて足を滑らせて下まで落ちた。 落ちた時にマットの隙間に

指先が入りこみ足首をひねり転倒。 その時衝撃で踵の骨が折れ

た。

41 418 2
10～

29

2017 7 19~20
事務所兼倉庫から駐車場へつながる階段へ移動する際、足を捻り、

骨折した。
50 413 1 1～9

2017 7 17~18

店舗内より、店外バッカンへ解体したショーケースのガラス板を搬

出作業中、別館前において上部にあげた時、ガラスが割れ、右腕に

破片が刺さった。

36 529 8
10～

29

2017 7 10~11

ブリュレ（表面をキャラメル状に焼くプリン）をバーナーで焼き、

所定の場所にバーナーを戻したところ、近くにあったプラスチック

製の洗濯干しが僅かのこったバーナーの火で溶けたため、あわてて

右手で持ち上げたところ、溶けたプラスチックが右手首に落ち火傷

をしてしまった。

34 379 11
10～

29

2017 7 10~11

事業所内にて、調理場で調理したコロッケを売場に運ぶため、両手

にコロッケを持ち売場に向かい通路を歩行中、通路の床面が水で濡

れており、足を滑らせ転倒して尻餅をつき、尾てい骨を強打した。

60 417 2

100

～

299

2017 7 2~3

深夜時間帯酒に酔ったお客様にいやがらせをされ、別の従業員がな

だめ、わびても1時間余り大声を出し暴れネクタイをつかみ、体当

たりをされて胸にけがをした。

42 999 99
10～

29

2017 7 13~14

一番大きいサイズのまな板を保管庫から取り出す際に手を滑らせ落

下する前にキャッチした時、まな板の重みで左肩を脱臼。 まな板

保管庫から、右手で重さ約2.5kg左手で約4.8kgのまな板を片手で取

り出し、保管庫横の調理台にまず右手で持っていたまな板をのせ
43 379 19

10～

29



た。 その後、左手に持っていたまな板を調理台にのせるために腕

をふり上げた際にまな板の重みで左肩を脱臼。

2017 7 15~16

バックヤードの共用冷凍庫内に冷凍食品を取りに行った際、足を滑

らせ転倒。 その際、床に手をついてしまい病院で治療を受けた。

右手首の骨にヒビが入る怪我を負った。

64 921 2
50～

99

2017 7 13~14

燃料配達先のスクラップ集積場において作業用重機に給油のため、

残量を確認すべく重機車体に備え付けの収納式ステップを引き出そ

うと右手をかけたところ、ステップが勢いよく出てきたため、ス

テップと車両の間に右手指を挟み、右親指裂傷、粉砕骨折の負傷を

負った。

58 149 7
10～

29

2017 7 10~11

食品売場で、高さ30cmの場所にある商品の見切り作業と商品整理

を行った際、膝は曲げず腰だけ曲げて行っていたところ腰を捻っ

た。 腰部傷病は今回初めて。

67 921 19

100

～

299

2017 7 12~13

売場で3時間ほどレジ業務で立っていたところ気分が悪くなり、食

堂で休憩したが頭が痛くなって体温も上がり水分も受け付けなく

なった。

52 999 99
50～

99

2017 7 20~21

厨房で、洗い終わったザルやボウル等を所定の位置に収納しようと

移動中、足が滑って転倒してしまい、左手を床についたときに左手

首を捻った。 どうにか大丈夫かと思ったが、症状が悪化した。 左

手首骨折との診断を受けた。

55 417 2
10～

29

2017 7 18~19

病院事業所の2階廊下を通ってエレベーターを半分くらい入った所

でエレベーターに配膳車を乗せている時に延長ボタンを押さなかっ

たのでしばらくしたらエレベーターのドアが閉まってきて配膳車と

エレベーターのドアの間に右腕が挟まり負傷した。

63 214 7
10～

29

2017 7 18~19

ゴミを捨てに行き、ゴミ庫の前にて床面が濡れていたのに気付かず

滑り転倒。 お尻から転倒し、支えようとして床についた左手に激

痛。 骨にヒビが入っているとの診断を受けた。

22 417 2
50～

99



2017 7 7~8
廊下で滑り止めにつまずいて転倒。 その際、左肩、左腕、左足を

打撲。
64 419 2

10～

29

2017 7 16~17

お客様の家の基礎付近で水道配管の修理作業を行うため、水道バル

ブを閉めようとした。 バルブ周辺は、枯葉やゴミがありバルブに

手を掛けた時突然毒蛇に右手薬指を咬れた。

43 719 12
10～

29

2017 7 6~7

当店本店から本社へ乗用車にて同僚と従業員送迎用の車を取りに行

き当店へ戻るため、送迎用の車に同僚が乗り乗用車に本人が乗って

戻る途中道路を走行中、対向車線の車と衝突し負傷した。

21 231 17
30～

49

2017 7 15~16

当該事業所において、漬物をペーストするためにミキサーを使用し

ていた。 セットする際に、スイッチがオンで入っていることに気

付かず、刃の部分のみを先に台へセットした。 刃をセットした瞬

間ミキサーが回り始め、刃が右手指に当たり切創。

67 165 8
10～

29

2017 7 16~17 ピーク時になり商品を移動する際に足を滑らせ、左足を骨折した。 66 417 2 1～9

2017 7 12~13
作業中作業場所を移動するため動いたところ他の作業員の足がひっ

かかり転倒。右肘を床で強打したもの。
52 911 2

50～

99

2017 7 14~15
商品管理口で一人で納品を片付けているときに、パレットを倒そう

として足の上に落ちた。
32 379 4

50～

99

2017 7 12~13

トンネル内で、バイクで寿司配達中に、前の車輌が停車したことに

気付くのが遅れ追突した。 その際、前の車輌に顔からぶつかり、

あご骨折し、歯を損傷した。 （上前歯2本、下前歯4本）

16 231 17
10～

29

2017 7 13~14

サント室にて包丁を研ぎ、試し切りをするため左手にのせたパンで

実施したところ誤って左手小指と薬指の付け根を切創した。 その

後傷は治ったが指が曲がらなくなったため指の腱を手術した。

56 364 8
10～

29

2017 7 13~14
レンタルDVDの管理作業中に作業のために置いていたダンボールに

足をひっかけつまずいてこけた。
57 611 2

50～

99

2017 7 18~19

出張先で、社用車にて自社店舗の巡回を行っている時に、店のバッ

クヤードで体調が悪くなり、めまい、吐き気などの症状で立ち上が
45 715 11 1～9



ることが出来なくなり、熱中症を発症した。 翌月心筋梗塞・狭心

症を発症した。

2017 7 16~17

硝子店加工場の外部屋根付近で、脚立を2本たて足場板を通して1人

で補修作業をしていた。 手には工具を持った状態で足場板を歩行

中に、脚立と足場板はバンド等で結束はしていなかったが、足場自

体が不安定で脚立が倒れた訳ではなく踏み込んだ位置が悪く足を踏

み外して、落下し、左脇下辺りの肋骨を骨折した。

65 411 1 1～9

2017 7 19~20

惣菜部厨房内で作業中に座った状態で冷凍庫に冷凍から揚げのコン

テナを入れ持ち上げた際に腰を痛め、再度入りが悪かったので同じ

状態で押し入れた。 その日は勤務終了後に痛みだしたので迎えを

呼び家に帰り安静にしていたが日にちが立つうちに立てなくなり、

圧迫骨折のため入院となった。

70 921 19
10～

29

2017 7 15~16

被災者が10キロのセメント60個を積んだ台車を引いて移動してい

たところ、台車のキャスターが左足小指に乗り上げて小指を骨折し

たもの。

52 362 7
30～

49

2017 7 9~10
店北側駐車場において、店北側の木の剪定中にバランスを崩して脚

立から転落、左肩甲骨の骨折、右足の踵のヒビの診断を受けた。
41 371 1

50～

99

2017 7 16~17

店の看板の壁掛け設置をしていて、イスに乗って作業していたため

イスの上でバランスを崩し、看板をかばって床に転落、その際手を

ついたため、腕を骨折したもの。 【対策】安易にせず、脚立等を

使い、足場を固定するよう改善する。

58 379 1 1～9

2017 7 11~12

精肉作業場で両手に荷物を持ったまま歩いていた時に足元に置かれ

ていたダンボールに気づかずにつまずいた。 その際に目の前の冷

凍スライサーの角に左ワキ下をぶつけ、肋骨を3本骨折している事

がわかった。

47 417 2

100

～

299

2017 7 22~23
配達帰り路面電車のレールに乗り上げスリップし、電柱に衝突し

た。
20 231 17

10～

29



2017 7 15~16

食堂に勤務しているが、交替で食材の発注をしている。 この日は

当番で売店にある電話でFAXをするため食堂から売店へ行く途中、

扇風機（家庭用）のコードがあったことに気がつかず、コードに足

が引っ掛かり転倒して両膝・両手の平を強打し、椅子に頭をぶつけ

た。 膝の皮膚が裂け、出血した。 （床はビニールクロス貼り）

49 417 2
10～

29

2017 7 9~10

厨房内にて、包丁を研いでいた。 右手に包丁を持ち、左手を包丁

の刃に添えて、包丁を砥石の上で前後に動かしていたが、包丁の刃

が砥石に引っかかり、左手中指に包丁の刃があたり、左手中指（第

2関節：はら側）を約2cm切った。 傷が神経と腱まで達していたた

め、入院して手術した。

23 364 8 1～9

2017 7 18~19
配達業務をしている時、不注意により反対車線に越えて相手の車に

ぶつかった。 相手の過失はない。
38 231 3

10～

29

2017 7 14~15
厨房内で溝の清掃中、ふたを開けたままにしており、それに気づか

ず、溝に落ちてしまった。
54 414 1

10～

29

2017 7 13~14

当社工場内において、被災者がパン用ミキサーの清掃作業を行って

いた。 ミキサー内部の生地を取り除く際にスクリューを手動で回

していたところ、誤ってヘラをミキサー内部に落としたので、右手

で取ろうとした。 この時、回転途中のスクリューに手を挟まれ、

右手小指擦過傷、右第4、5中手骨基部骨折の怪我を負った。

42 165 7
10～

29

2017 7 12~13

青果加工場において被災者が売店の商品在庫の有無を確認するため

売場へ移動する際、加工台の横に荷物を積んだコンテナにつまずき

転倒した。 誤って左肘を床につき、骨折した。

58 379 2
50～

99

2017 7 11~12

調理場にてスチームコンベクションの扉を開けた後、上に置いて

あった中心温度計を取ろうとした際、出ていた蒸気で右腕を火傷し

た。

44 312 11
10～

29

レジ応援に呼ばれて走って向かっている途中、親レジ後ろ袋詰め側

の床にある、デジPOPのコードとレジ後ろのコンセントに差してい

る70cm程度のコードに足を引っ掛けて転倒した。 コードは引っか 10～



2017 7 11~12
からないようにガムテープで対策をとっていたが、多少剥げていた

部分のコードに引っ掛けてしまった。 転倒した際に左手首と左膝

を強打した。

51 351 2
29

2017 7 9~10
屋外資材セメント鉄筋売場にて、お客様の希望商品を奥の方から取

り出そうとしてバランスを崩して転倒し、右ヒジを怪我した。
48 611 2

30～

49

2017 7 8~9

当社駐車場内にて被災。 被災者が駐車場に自家用車を停め、車を

降りて歩いて事務所へ向かっていたところ、駐車場内の窪みに足を

取られて転倒し、その際に左腕を地面に打ち付け負傷した。

53 417 2
30～

49

2017 7 15~16

資材館入口付近で接客中、お客様問い合せの不明な点を社員に確認

しようと、フォークリフトを運転中の社員の所へ行こうとしてい

た。 その際フォークリフトの前方の「爪」の存在を忘れて、その

まま前へ回り込み「爪」につまずき転倒し被災した。

61 222 2
10～

29

2017 7 11~12
就業中、惣菜作業場において鉄板焼きを調理している時、左手首に

激痛が起こり、物を持つ事ができなくなった。
34 921 19

30～

49

2017 7 8~9

店内草刈機の売場で棚上に電動草刈機の補充作業をしている時に、

高さ1m程の脚立を使用した。 高さが足りなかったため、1番上に

足をかける状態で補充をしようとしたところ、バランスを崩し、と

び降りた時に左の靴が脱げ、その足で床に着地したため左足の踵を

骨折した。 ※脚立は取手付4段タイプである。

57 417 3
10～

29

2017 7 18~19

荷受場で、入荷商品を台車（縦200cm×横50cm×高さ160cm、重

さ100kg）で店内に引き入れようとした際、台車の車輪で右足を轢

き、右足甲を打撲した。

30 362 7
50～

99

2017 7 15~16
当社にて、移動用ダンボール箱を探している際に、段差につまずい

て転倒した。 この時に受傷した。
55 417 2 1～9

2017 7 12~13

店駐車場において、勤務を終了し、店を出て駐車場を歩いて帰宅す

る際、駐車場の車止めに気づかず、躓き左肩から横転し、左腕を打

撲負傷した。

63 418 2
30～

49



2017 7 6~7
控え室から厨房へむかう廊下の床が結露で濡れていたため、滑って

転倒した。 その際に背中を打った。
47 417 2 1～9

2017 7 8~9

会社に入る際、玄関前の泥落としの敷物に滑って右足首を捻挫し

た。 その日はシップを貼って仕事をした後、靭帯損傷と診断され

た。

40 417 2
10～

29

2017 7 8~9

売場で平台から商品を移動していた際、商品（縦40cm×横60cm×

高さ40cm・20kg）を勢いよく持ち上げたところ腰を痛めた。 腰部

傷病は今回初めて。

67 611 19

100

～

299

2017 7 13~14

精肉作業場から売り場に出ようとした時に、作業場出入口の5mm

位の溝（段）につまずいて転倒した。 その際、右手、右肩、右腰

を強打し、骨盤、肩の骨にひび、手首を骨折した。

56 417 2 1～9

2017 7 10~11
店内のフライヤーの掃除で、油の入れ換えのときに、ご飯の釜を

持ったりしていたため、腰に痛みが出てきた。
63 611 19 1～9

2017 7 16~17

勤務中に荷物を移動する際、転倒して店内出入口に背中を強打し

た。 店内のレイアウト変更のため別のスタッフと大きなカウン

ターを運んでいたところ、別のスタッフと呼吸が合わず、バランス

を崩して後方によろめいた際、背部にあった柱の角に背中をぶつけ

負傷した。

35 911 3 1～9

2017 7 8~9

店内の冷凍食品・アイス売り場通路を歩いていた時、冷凍食品の

入っているカーゴ車が水滴で濡れていた。 その水滴が通路に落ち

ていたところを通り、足を滑らせて転倒し左肩・腕を床に強打し負

傷した。

48 417 2
10～

29

2017 7 16~17

厨房内を歩いて移動中、グレーチングの上で滑り尻餅をつきそうに

なったため、とっさに右足で身体を庇い、右手首を痛めた。 グ

レーチングは滑りやすいため、気をつけていたが、滑った。 清掃

状況、作業工程、作業靴の劣化等については問題なかった。

67 417 2
10～

29

2017 7 13~14
惣菜室で棚卸しをしている時、脚立でトレーを数えて降りる時に

60 371 1
50～



滑って落ちた。 左手をつき、左手首がはれて骨折と診断された。 99

2017 7 8~9

厨房内で炊き上がった4升炊きの釜を抱えて入れ物に移したり、そ

の釜を洗う作業を日に4～5回くらい繰り返し行っていた。 また、2

升釜で混ぜご飯を炊き、弁当を作る場所まで運んだ。 そのような

作業を日々行うにつれて左腕が痛くなり、朝起きると腕が上がらな

くなり、左棘上筋断裂と診断された。

65 921 19 1～9

2017 7 11~12

店舗内の2L飲料売場で、カートラックに積んである商品を荷出しの

ため売場に降ろしていた。 2L飲料6本入り段ボール（約12kg）を

持ち上げた時、掴んだ指に負担がかかり、左手中指の靭帯が切れ

た。

40 611 19
10～

29

2017 7 11~12

事務所2階から備品を元の場所に戻すため、手に持って階段を下り

ていたところ、最後の1段を踏み外し、右足首をひねって倒れた。

痛みがなかったのでそのまま仕事をしていたが、次第に痛みだし

た。

43 413 2 1～9

2017 7 4~5

食品売場で、ロングカートからカットカートへの荷物の移動作業を

30分行い、商品の仕分けのため15cmから60cmの高さへ腰をひねり

ながら商品移動をしたところ、ぎっくり腰を発症し、腰を捻挫し

た。 その際の荷物は縦60cm×横40cm×高さ15cm、重さ5kg。 腰

部傷病は今回初めて。

21 611 19
50～

99

2017 7 15~16
事業所内において、農機具を修理するためグラインダーで削ってい

たところ、跳ね返って、機械が左ひざに当たり負傷した。
28 153 8 1～9

2017 7 10~11
厨房から売場へ移動しようとして洗い場前で足を滑らせ、うつ伏せ

の状態で倒れ左鎖骨を骨折、左手首は捻挫した。
23 417 2 1～9

2017 7 20~21

ベビーカー売り場にて、天板のおむつを取ろうとした際、踏み台で

バランスを崩し、高さ約55cmから落下した。 左手首と腰を強打

し、骨折した。

47 371 1 1～9

レジ担当者がお客様の買い物カゴをカートからスキャン台に移そう



2017 7 15~16

とした時に、つま先立ちの姿勢で買い物カゴを持ち、よりかかって

いたスキャン台が体重で動く。 その衝撃に耐えようと踏ん張った

右足指に体重がかかり、捻挫した。 また、前回の休職（約2ヵ月）

で体力が落ちており、捻挫しやすい状態であった。

59 921 19
50～

99

2017 7
17～

18

調剤中、調剤室と待合室の出入口を通過する時、フロアマットの下

になっている電話線がずれていたため、その縁に足が引っかかり、

転倒した際、両手を床につき負傷した。 右上腕部骨折と診断され

た。

64 417 2 1～9

2017 7
13～

14

定番下段のペーパーを補充していた際、什器の下に潜り込んで補充

を行っていた。 体を起した時に頭をぶつけてしまいそれから視界

に死角ができ、左目の半分が暗い状態が続いていた。 病院の診断

では頭を強打した衝撃で目に影響があったと診断された。

38 391 3

100

～

299

2017 7
9～

10

作業場にて、ディスクグラインダーを使用して長方形のプラスチッ

クの容器を小さく切断する作業をしていて、作業が終了したので右

手でグラインダーを持ち左手でスイッチを切った際に誤まって左手

に着用していた軍手が惰性で回っていた刃に接触して、そのまま左

手が巻き込まれて親指と人差し指を切って負傷した。

56 131 8 1～9

2017 7
21～

22

ペット館バックヤードにおいて入荷した商品の入ったオリコンをパ

レットから台車へ積み替える作業をしていた所、商品の底砂（重さ

10㎏）が複数混入しているオリコンを積み替える際に腰に痛みが

走った。 1週間程はサポーターを着用して我慢していた。 原因は

はっきりしなかったが、ヘルニアと診断された。

21 611 19

100

～

299

2017 7
16～

17

店内から事務所に向かうために鮮魚作業場前の通路を通った。 そ

の周辺を清掃中で水と洗剤が撒かれていた。 その上を普段通り歩

いたら足を滑らせてしまい、尻もちをついた。 その際、思わずか

ばうために右手をついて、変にひねってしまった。 すぐに激痛が

走り事務所で手首を冷やした状態で安静にして救急車で病院へ行っ

た。

52 417 2
50～

99



2017 7
13～

14

店内検収室前ロング台車置き場にて配達用のロング台車を準備中、

ロング台車を降ろす際、重くてバランスを崩して左足を挫いた。

痛みがあったのでそのまま業務を終了し帰宅した。

46 362 19
50～

99

2017 7 3～4

店内の厨房にて調理する為のフライヤー清掃および油交換の為、油

のかすを受け皿に移していた時レジに客が来たので厨房を離れよう

とした際、油温度が十分に低下していなかった為、手足に油が直に

接触してしまい、火傷を負った。 フライヤーの下の部分について

いる突起物に体をぶつけて体制を崩したことが原因である。

20 165 11
10～

29

2017 7
17～

18

2階廊下において、食堂へ行こうと歩いていたところ、履いていた

履物が脱げそうになってつまづき、体勢を崩して転倒し左膝を強打

した。

61 417 2 1～9

2017 7
16～

17

店舗内にて生ビール樽（15?）を180㎝の高さの棚から取出し作業

中の怪我。 樽を一旦持ち上げ肩に乗せた際、樽の尖っている部分

が首に食い込んで衝撃が走った様な痛みに襲われた。

40 611 3
50～

99

2017 7
11～

12

店舗厨房にて厨房備品を洗浄しようと洗浄機の扉を閉める際、本来

機械の真正面に立ち扉を開け閉めするところ横に立ち扉を閉めよう

とした為、勢いよく扉が閉まり左手親指を挟んで負傷した。

37 169 7
10～

29

2017 7
18～

19

保冷庫内で整理整頓作業をしている時、同部門の別の作業員が保冷

庫の明かりを消灯する。 保冷庫内が暗くなり周りが見えない状態

になり、慌てて動いたことで転倒する。

53 419 2
50～

99

2017 7
19～

20

翌日葬儀で使用する会場を準備中、6人掛け折りたたみ円卓を開く

作業をしていたが、声掛けと円卓を開けるタイミングが合わず円卓

が倒れ被災者の左足を強打し、激痛があった。

67 379 6 1～9

2017 7 8～9
デイリー水物売場にて豆腐の品出し時豆腐ケースを持ち上げる時腰

に痛みが走った。
53 611 19

50～

99

2017 7
10～

11

バックルーム作業場前でドーリーでスイカを売場へ出そうとした

際、ドーリーに躓き転倒。 床に左足膝をついて皿を痛めた。
61 417 2

50～

99



2017 7
13～

14

弁当を回収し、外階段を降りた所で、地面を歩いたところ、バット

（弁当を入れる箱）を両手で持っていたため、足元が見えにくく地

面に段差があるのに気付かず、その段差のところを歩いたため、足

をひねってしまい被災する。

37 417 19
10～

29

2017 7
12～

13

荷受場で商品の入ったオリコンを移動したときに、壁面に立てて置

いたバックルーム用ラックの棚板が倒れてきて、左腕と左胸にぶつ

かった。 その時に倒れてきた棚板を支えようとした際、腰と左腕

を痛めた。

48 522 5
30～

49

2017 7 8～9

当社のデリカコーナーにおいて、床の清掃作業中に床が濡れていた

のと洗剤が撒かれていた状態で、被災者がそれに気づかずに作業を

していたために滑って転倒し、左手を床面に強打した。 尚、被災

者は応援で就労していた。

58 417 2
10～

29

2017 7
14～

15

店内のバックヤードの冷蔵庫内で被災者は、ペットボトル補充のた

め作業中、積み上げられた状態のボトル入りのダンボール箱

（500m?・24本入・重さ13㎏位・縦27㎝・横40㎝・高21㎝）を直

立の姿勢で持ち上げた処、腰部に痛みを感じた。

25 921 19
10～

29

2017 7
15～

16

青果作業場内カット室においてスイカを急いでカットしていた為、

スライスをする過程で包丁の刃先か降りる位置に指を置いてしまい

指を切ってしまった。

54 364 8
50～

99

2017 7
9～

10

店内牛乳売場で品出し作業中に発生した。 カゴ車に4～5段積んだ

牛乳ケースから商品ケースに、牛乳パックを左上から斜め右にかけ

て降ろす体勢で作業をしているときに、牛乳パックを持って振り向

いたときに腰に激痛がはしり、そのまま立ち上がれなくなってし

まった。

40 611 19
50～

99

2017 7
12～

13

揚げ物に使用した油が入った寸胴（約18㎏）を運搬カートにのせる

作業中、足が滑り転倒し、寸胴からこぼれた油が腕や顔にかかり、

負傷したものである。 フライヤー付近であることと、グリスト

ラップの蓋が金属製のため、床が滑りやすくなっていた。

60 715 11
50～

99



2017 7
17～

18

ツールカウンター床において作業中、床に置いてあった展示品のハ

ンマードリル（電動工具、重量5～6㎏）を買い物カゴに移し替えた

際、膝を曲げて前傾姿勢だったため腰に痛みがはしった。

36 611 19
50～

99

2017 7
19～

20

病院内厨房にて洗浄中に横に移動しようとした際に、下に敷いてい

たマットで足が滑り、両足が開いてしまい、支えきれず膝をついて

から後ろに倒れ、その際に膝を捻る状態になり負傷した。

61 417 2
10～

29

2017 7
17～

18

業務が終了し、帰宅するため駐車場に向かい歩いていたところ、側

溝の段差に躓いて転倒した。 その際、両手に手荷物を持っていた

ため、顔から転倒し負傷したものである。

47 418 2
50～

99

2017 7
11～

12

納入先のゴルフ場で、玉ねぎ（20㎏）を納入中、食堂までの階段で

荷物を持ったまま腰をひねった。
69 611 19

10～

29

2017 7
10～

11

使用済みの棚板をカゴ台車に2段積みで立てかけて積んでいたとこ

ろ、下段の棚板が斜めになっていたので積み直そうとして、上段の

棚板を取り除いているときに棚板が倒れてきて、左手に当たった。

26 611 5

100

～

299

2017 7
9～

10

店舗総菜コーナーにおいて、品出し作業中、ドーリーのクレートか

ら片手でそばのパックを1つずつ棚に並べていたところ、左側の腰

に痛みが生じ、動けなくなった。

57 921 19
50～

99

2017 7 8～9

店舗内資材館木材売場において、品出し作業を実施中、カラー合板

（910㎜×1820㎜、約2.1㎏/枚）をラップで一纏めにした12枚束

（約25.2㎏）を、立て掛けた状態で足元から持ち上げようとした際

に、滑り落ちてきたため、地面とカラー合板の間に左手を挟み負傷

した。

46 522 7

100

～

299

2017 7
11～

12

店舗農産作業場から店内売場に入るスイングドア付近において、売

場点検の際、店内に入ろうとしたところ、床に敷いてあるマットの

端が浮いていたため、右足つま先がマットに引っ掛かり、右腕から

前方に転倒し、右胸を床に打ち負傷した。

58 379 2

100

～

299

9～
店舗にて、保冷剤運搬用の空のカゴ車を牽引中、車輪のバランスが

30～



2017 7
10

崩れ、手前（体の方）にカゴ車が倒れてきた。 その際、右足の指

の上にカゴ車の一部が乗り、右足親指を骨折した。

40 362 5
49

2017 7 6～7

朝、出勤打刻前、ロッカー（4階）で着替え終わって、店舗バック

ヤード階段を降りてくる途中、1階～2階の踊り場から1階階段下に

向けて階段を踏み外し転倒し、肩や足腰の打撲と内科的要因による

気持ちの悪さなどの不快感が生じた。

45 413 2
50～

99

2017 7 7～8

出勤し、納品口のシャッター（少し下りていた）をくぐろうとして

頭をぶつけ、少しふらついたため右手を床についたところ、手首を

骨折した。

69 419 3
50～

99

2017 7
15～

16

総菜作業場内で、カツ丼製造のため、業務用米飯成型機から米飯を

計り出す作業をしていたところ、誤って米飯成型機の下の部分に指

を入れてしまい、右手中指をローラーに挟み負傷した。

22 165 7

100

～

299

2017 7
9～

10

店舗内売り場の青果特設コーナーにおいて、カッターナイフで玉ね

ぎの箱を開けようとした際に、注意不足でカッターナイフの刃が左

手に当り、親指に1㎝、人差指に0.7㎝の切創を負った。

27 364 8

100

～

299

2017 7
11～

12

店舗売り場内にて、商品に価格が付いていなかったため、売価の確

認に行く途中、製氷機前の床に敷いてあるマットが溶けた氷で濡れ

ていて、気づかずに通ったときにマットごと滑って転倒した。

65 417 2
50～

99

2017 7
11～

12

手芸の講習中、椅子の脚に左足が引っ掛かりよろけた後、1m程先

にあるミシン什器の鉄板の角に顔をぶつけた。 手には何も持って

おらず、転倒時、先に手をついた際に指1本で体全体を支えたた

め、骨折につながったと思われる。

44 419 2 1～9

2017 7
16～

17

事務所から勤務先店舗への移動中、事務所前の階段を降りていた

際、段差を1段踏み外してしまい、着地の際に左足首を捻った。
38 413 2

10～

29

2017 7
12～

13

業務中、空のダンボールを捨てるためダンボール置き場に行った

が、ダンボールが置いてあるコンビ（荷物用台車）がなかった。

空のコンビを運ぼうとしたところ、少し下り坂になっていたため倒 63 417 2
50～

99



れてしまった。 その際、左足の指が下敷きになり、薬指と小指を

骨折した。

2017 7 8～9
総菜厨房で値付作業中に、カートの3段目に商品を入れようとして

無理な姿勢で腰を屈めた際に腰を痛めた。
52 921 19

100

～

299

2017 7 6～7

店舗駐車場に設置してあるゴミ庫前にあった空カゴ車を店舗軒下に

移動しようとしたときに、空カゴ車が地面に引っ掛かり（フラット

な地面で引っ掛かる要素なし）、カゴ車が前に倒れた勢いで前のめ

りになり、受け身をとったが肩から落ちる形になり、鎖骨を骨折し

た。

41 362 2
50～

99

2017 7
12～

13

米の集荷作業で引き取りに行き、会社の倉庫に降ろすとき、トラッ

クの荷台に掛けておいた雨対策用のシートを外して荷台から降りよ

うとした。 トラックの荷台の後ろにある昇降用の足置きに右足を

掛けて荷台を跨いだところ、足を踏み外し、昇降用の足置きの右側

にあるC型のフレームに右足の太ももを引っ掛けて負傷した。

33 221 3 ―

2017 7
14～

15

柔道大会の試合中に、巴投げで投げられたあと、相手が跨るように

覆いかぶさってきた。 左膝が内側を向いた状態のところに相手が

乗ってきて、バキッと音がした。

25 911 90

100

～

299

2017 7
12～

13

青果作業でカボチャカット作成時に、カボチャカッターをセットし

てカット作業を実施する予定が、セットし忘れによりカッターが落

ちてしまい、右手人差し指を切ってしまった。

58 364 8

100

～

299

2017 7
11～

12

お弁当の配送中、納品を終え建物から出る際、1階出入り口の自動

ドアが開いているものと勘違いして、ドアのガラスに衝突し、割れ

たガラスで切傷を負った。

44 419 3
30～

49

2017 7
16～

17

女子更衣室の中で立ち上がろうとしたとき、マットがずれて、その

マットに躓き転倒し、肩と首を打った。
50 379 2

50～

99

14～
三輪付バイクで配達中の往路にて、当方停車中に前方車両がバック

10～



2017 7
15

をしてきたため、クラクションを鳴らすも間に合わず、当方のフロ

ントカウルと相手方のリヤバンパーが衝突した。

29 231 17
29

2017 7 8～9
鮮業作業場で冷凍マグロを切る際、原料が凍っていたために包丁が

滑り、原料を押さえていた左手第4指の先を削ってしまった。
56 364 8

100

～

299

2017 7 8～9

老人ホームへの移動販売の為、通常出勤時間より準備のため早出出

勤して移動販売先に向かい、再度商品を運ぶ為に店舗に戻ったとこ

ろ、急に気分が悪くなり、意識が朦朧とし、救急車で搬送された。

移動販売は月に2回程度あり、数か月前から移動販売担当となっ

た。 発症前日も準備のため、40分程の残業をしている。

71 921 90
10～

29

2017 7
22～

23

臨店先の店舗にて作業終了後、搬入口付近にある車止めチェーンに

足を引っかけ転倒し、右肘上部を骨折した。
44 419 2

50～

99

2017 7
15～

16

農産加工室にてカボチャ用カッターの片付け作業中に、アルコール

スプレーを吹きかけながら刃の部分を拭いていたところ、右手中指

が触れてしまい切創した。

49 165 8

100

～

299

2017 7 8～9

洗浄室で洗浄中に、食器を入れたバット（約20㎏）をシンクへ移動

する際に滑って体勢を崩し、腰に痛みが出た。 その後、病院で腰

部捻挫との診断を受けたが、後日に調理場で両手鍋（約22㎏）を移

動する際、さらに腰の痛みが悪化した。

34 611 19

100

～

299

2017 7 2～3
作業場にて玉ネギのカットをしていたところ、フードカッターで右

手小指と薬指を切ってしまった。
62 165 8

50～

99

2017 7
16～

17

調理場内にてフライヤーの掃除中、油を抜くときに下からのぞきな

がら、パイプに詰まっていた揚げカスを菜箸で突いていたところ、

揚げカスが抜け勢い余って、油の中に右手を突っ込んで受傷した。

63 391 11
50～

99

2017 7
18～

19

病棟にて温冷配膳車で下膳作業中、施設道路を温冷配膳車を引いて

通行していたときに、右踵が配膳車に巻き込まれてしまい転倒し

た。 転倒時に身体を右に捻ってしまったため、左足の付け根付近 62 362 7
50～

99



を骨折した。 配膳車を引く際には巻き込まれないよう腕を伸ばす

が、その伸ばし方が足りていなかった可能性が高い。

2017 7
15～

16

食品売り場で、客の駐車券を発券機に通して返すときに左足が躓

き、駐車券を持ったまま前に転んだ際に、左足の膝・鼻・前頭部を

床に強打した。

55 417 2 1～9

2017 7
9～

10

廃プラスチック減容機で圧縮した廃プラスチックを結束するため、

扉を開いた状態で減容機の左側へ移動した際、開いた扉に引っ掛か

り、後ずさりする形でバランスを崩し、尻もちをつく格好で転倒し

て負傷した。

50 419 2 1～9

2017 7
10～

11

店内レジにてチェッカー業務中、客が購入するたばこを隣のレジに

取りに行く際に、会計後に袋詰め作業中の別の客が、サッカー台か

ら後ろに足を出して移動したとき、引っ掛かって転倒し、左半身を

強打して左胸肋骨を骨折した。 その際、胸ポケットにペンを差し

ており、そこに体重がかかり骨折を招いた可能性がある。

64 911 2
50～

99

2017 7
9～

10

開店前の準備中、レジサッカー台横にあるドライアイス自動販売機

において、バックヤードにある冷凍庫からドライアイスの入った発

泡スチロールを販売機まで運び、ドライアイスを自動販売機に補充

する際、ドライアイスの重みにより手が滑り、発泡スチロールを

持ったまま右手の甲を自販機にぶつけ、右手甲を骨折した。

58 611 3

100

～

299

2017 7
10～

11

店舗畜産厨房にて、包丁を棒やすりで研いでいたとき、棒やすりを

持っていた左手に刃が触れ、手首を切り負傷した。 やすりに当て

る刃の角度が直角に近くなってしまい起こってしまった。

36 364 8

100

～

299

2017 7
16～

17

施設内（厨房外）のグリストラップを掃除中、立て掛けていた鉄製

の蓋が倒れ、指が挟まり骨折した。
32 379 5 1～9

2017 7
9～

10

派遣先薬局で、配送されたコピー用紙（A4、500枚×10冊入、約

20kg）の段ボールを運んでいた。 薬局の廊下に下ろそうとして

しゃがんだとき、腰に痛みがはしり受傷した。 受傷後、痛みは

あったが終業時間まで勤務した。

38 921 19 1～9



2017 7
10～

11

当店ペットボトル飲料売場にて、お客様の依頼でペットボトル陳列

棚の天板から段ボールケース（500mlのペットボトル飲料24本入

り）を下ろそうとしたときにバランスを崩し、乗っていた脚立（高

さ約80cm）から飲料段ボールケースを持ったまま右足側から落下

した（コンクリート床）。 その際、脚立か段ボールケースかが当

たり、右ふくらはぎを打撲した。

66 371 1

100

～

299

2017 7
11～

12

事業所の厨房内にて、回転釜でお湯を沸かして野菜を茹でていた。

次に野菜を追加で茹でようと、回転釜を傾けて後方の野菜を取ろう

としたとき、回転釜の中のお湯の重みで予想以上に傾き、中のお湯

が両足の足首から下にかかり火傷した。

33 391 11
30～

49

2017 7
10～

11

配達の運転中、大雨でスリップしたため看板基礎支柱に衝突した

（目撃者の証言による）。
0 231 17 1～9

2017 7 8～9

スイングドア付近にて、バックヤードから店内へ商品陳列に行く際

に、什器から水漏れが発生し、拭き取りをしていたとき、水で漏れ

ていた床で滑り、前のめりに転倒し、左膝を床に強打し、左膝蓋骨

骨折を負った。

54 416 2
30～

49

2017 7
9～

10

バックヤードにて、豆乳を積んだカゴ車を片付けている時、通路と

柱の間隔が狭く曲がりきれず、カゴ車が柱にぶつかった際に右手を

挟み負傷した。 当初は大したことないと思い通常勤務をしたが、

痛みが増してきたために翌日受診した。

47 362 7
50～

99

2017 7
10～

11

弊社運営のカフェで販売するパンを運搬するため、時速50㎞程度で

走行中、反対車線側から出ようとする車があった。 見送られると

思い、通り過ぎようとしたとき、その車が急に出て来て、それを避

けて横転した（ぶつかりはしなかった）。 相手方は、当方が来て

いないと思い込み、飛び出したことを認めている。

34 231 17

300

～

499

当社薪センターより200m南にある貯木場にて、薪にする丸太を玉

切りしていた。 その作業中、後方に野積みしていた丸太（長さ約



2017 7
16～

17

4m、直径約50㎝）1本が、約1mの高さから転がり落ち、被災者の

右膝に当たり負傷した。 発生当時、野積みしている丸太を1本ずつ

重機で下ろし、地面で玉切りをする作業を2名で行っていて、転が

り落ちるまで丸太はその位置で留まっていたが、何らかの振動で転

がったと思われる。

35 522 4 1～9

2017 7
15～

16

事業所において、清掃終了後、バケツに入っていた水を階段の上部

（高さ1m程度）から捨てようとバケツを振ったところ、誤って下

の空き地（草地）に転落し、左足を被災した。

72 413 1 1～9

2017 7
16～

17

ペアガラス（80×210×1.8㎝、30㎏）を枠にはめ込む作業をして

いたところ、枠とは逆方向にガラスが倒れてきたため、慌てて両側

面を持って支えたが、支えきれず、ガラスは間に置いてあった脚立

に当たり大破した。 ガラス側面が切りっぱなしになっていたが、

誤って強い力で側面を握り、両手を負傷した。

64 529 8
10～

29

2017 7
12～

13

営業車両（軽自動車）にて納品先へ向かう途中、交差点を直進しよ

うか曲がろうか迷っているうちに、信号を見落として交差点に進入

してしまい、左側から来た車の右側面に衝突してしまった。

58 231 17
50～

99

2017 7
15～

16

休憩から職場に戻る際、隣地との境界を通行中、誤って隣地（2m

下）へ落下し、臀部を強打し骨盤骨折（全治2ヶ月）をした。
55 417 1

10～

29

2017 7 6～7

ドライバックヤード日配冷蔵庫付近にて、温度異常対応のため、配

電盤を開けて作業しようとした。 配電盤が高い位置にあったた

め、牛乳箱3箱を積み、踏み台にして作業をしている途中、バラン

スを崩し転倒した。

56 371 1
50～

99

2017 7
17～

18

店内で上部の棚替えをしているときに、使用していた脚立から降り

る際、足を踏み外して落下し、左肘と左手首を骨折した。
35 371 1 1～9

2017 7
9～

10

9番ホールにある自動スロープ周辺の草を刈り、刈り草の清掃作業

を終えてスロープをくだり、車に戻ろうとしたとき、躓きやすく滑

りやすい状況であったため、スロープ入り口のマットにブロアを

持ったまま転倒し、手首を骨折した。

59 612 19 1～9



2017 7
11～

12

店舗内において、お客様対応のため、バックヤードからレジカウン

ターへ移動していたとき、足元不注意により、床に置いてあった納

品物（コンテナケース）に躓き、前方へ転倒した。 その際、床面

で左肘を強打し、負傷したものである。

20 417 2
10～

29

2017 7
20～

21

閉店のため、ショーケースの掃除作業中、濡れていた床で滑り転倒

し、右手を負傷した。
59 417 2 1～9

2017 7
16～

17

鮮魚売場にて、バックヤードから店内に出たとき、床に敷いてあっ

たマットに躓き転倒した。 その際、両手に商品を持っていたた

め、左足と顔面左側を打ちつけた。

64 379 2
50～

99

2017 7
11～

12

店内青果コーナー通路にて、荷出し業務を終えて事務所に向かおう

としていたとき、足がもつれて転倒した（床には特に原因は無

し）。 その際、左側から床に落ち、左肩を骨折、左肩周囲と額に

打撲を負ってしまった。

65 417 2

100

～

299

2017 7
10～

11

厨房にて、にんじんの下処理中、落下した包丁を拾う際に、誤って

刃をつかみ負傷した。
54 364 8 1～9

2017 7
15～

16

百貨店1Fのゴミ廃棄箱にゴミを投入する際、薄暗かったため足元の

状況が確認できず、足を滑らせて転倒した。 その際、通常は置い

てない箱に立て掛けてあった大きな角材に接触し、角材が倒れて足

に当たり骨折した。

68 416 2
10～

29

2017 7
10～

11

加工場にて荷物の積込作業中、荷物に躓き転倒し、右脇腹・右背

中・左膝・左足首を打撲し、肋骨を骨折した。
58 416 2

10～

29

2017 7
10～

11

デリカ作業場にて、揚げたチキン南蛮をカット中、包丁が滑り、左

人差し指第二関節の辺りを切ってしまった。
51 364 8 1～9

2017 7
9～

10

当社出先の事業所内、厨房洗浄室の下膳車プールにて、朝礼に行こ

うと移動していたとき、コップの蓋が落ちていたので、拾おうとし

て右に体重がかかり、体のバランスが崩れ、右横方向に転倒し、右

腰から足を打ちつけて大腿骨を骨折した。

67 416 2
30～

49



2017 7
17～

18

従業員駐車場からバックルームに入る外の通路で、カゴ車留めの

チェーンを跨ごうとして、チェーンに足が引っかかって転び、右膝

を打った。

65 379 2

100

～

299

2017 7
17～

18

事業所厨房内にて、カウンターに置かれていた炊飯ジャーに向かっ

て歩いているとき、足が滑り転倒し、手をついて左腕を骨折した。
67 417 2

10～

29

2017 7
16～

17

自社管理している駐車場において、草刈・片付け作業中、トラック

荷台から落下し、右足踵および足首を骨折した。
54 221 1 1～9

2017 7
15～

16

食堂内の板張りの床の段差で足を捻じり転倒した。 その際に、右

足骨折・右肘捻挫・右前腕挫傷を負った。
20 418 2

50～

99

2017 7
11～

12

1つのレジにお客様が多数並ばれていたため、別のレジを開けよう

とレジカウンター内の作業台からレジへ向かう途中、目眩がして転

倒した。 倒れた際に、レジ下に設置しているシュレッダーに左顔

面を強打し、左眉上にコブ、目の下にアザ、左肩と左膝を打撲し

た。 なお、被災者は、もともと貧血症であった。

46 391 2
10～

29

2017 7
13～

14

通常、淡水魚水槽の清掃の際には扉を上へ上げているが、掃除の最

中に落ちて来て、右肘で受けた状態となった。 発生時は湿布で治

ると思い様子をみていたが、指先まで痺れてきた。

42 391 4
50～

99

2017 7
15～

16

機械の工場内にて、1人で防霜ファン（約30㎏）の作動確認中、

しゃがんだ姿勢で、羽根を取った防霜ファンの回転及び首振り状態

を見ていた際、防霜ファンが左側に倒れそうになったので、思わず

左手（手袋装着）で止めようとしたところ、回転中のシャフトを

触ってしまい左手を捻った。 そのときは痛みも少なく、そのまま

仕事を続けたが、帰宅後に痛みがひどくなったため受診したとこ

ろ、左手示指の筋が切れていた。

63 359 7 1～9

2017 7 5～6

売店厨房内にて、勤務開始のため厨房内に入ったとき、他の人が清

掃のために排水弁の蓋を開けていることに気づかず、排水弁に右足

から落下した。

65 419 1

100

～

299



2017 7
16～

17

後方に什器を取りに行こうと走っていたところ、白線より外に出て

いたゴンドラの脚部分に躓き、膝を強打した。 痛みがひかないた

め、そのまま病院へ行った。

55 611 3
50～

99

2017 7
10～

11

配達先にて、荷下ろしを終えてトラックの荷台から降りようとス

テップに足を掛けたところ、踏み外して転落した。 その際、右側

から地面に落ち、右手首を負傷した（右手首骨折、ギプス装着1ヶ

月）。

45 221 1
50～

99

2017 7 7～8

パン生地をローラー機械に流しているとき、手に粉を付けるため、

機械奥にある粉入れ容器に手を入れようとしたが、手前にある機械

(ローラー）に手を入れ負傷した。 当時、粉入れ容器の置き場所が

変更されていた。

40 165 7 1～9

2017 7
12～

13

施設の冷蔵庫内通路で、畜産PCパックを店別に仕分けしたパレ

ティーナを2台運んでいるとき、同じ通路で青果パレを運んでいる

業者とすれ違う際に、避けようとして自分の運んでいたパレティー

ナの底網と右足かかとの上部が接触して受傷した。 怪我をした当

初は病院へ行くほどではなく、自分で手当てをしていたが、腫れと

痛みが酷くなってきたため受診した。

30 362 6
50～

99

2017 7
23～

24

店内から店頭へカゴ車に飲料ケースを乗せ、補充を行っていた際

（カゴ車を引いて移動させていた）、カゴ車（飲料ケースが10箱以

上）が重かったため、足で踏ん張って引っ張ったとき、右足にカゴ

車の車輪が乗ってしまい、右足小指を骨折した。

19 362 7
10～

29

2017 7 6～7

店舗内販売区画作業台付近にて、接客応対時、レジ背面にある作業

台大理石部分に、振り向きざまに右手小指を強打した。 その際、

両手には何も持っておらず、無理な動作ではなかった。 人員不足

の環境で慌ただしい中、周囲への安全確認不足と思われる。

37 418 3
10～

29

2017 7
14～

15

店舗から従業員通用口を抜けてトイレに向かう階段において、足を

滑らせて踏み外し、階段の2段目から転倒した。
34 413 1

10～

29

会社の作業場で、トラックから荷物を降ろす際に、トラックのあお 50～



2017 7 7～8
り付近で足を滑らせ転倒した際、手をついて手首を捻挫した。

42 221 1
99

2017 7
11～

12

冷凍庫にて、カット台に冷凍食品を載せ、カット台を動かして移動

しようとした際、左足にカット台のコマが乗ってしまった（左足中

指骨折）。

40 362 7
50～

99

2017 7
13～

14

休憩を終え、休憩室から店舗へ戻る途中の階段で滑り、足を踏み外

した。 階段を3～4段ほど落ちた際に右足が先に着き、右足首を骨

折した。

20 413 1
10～

29

2017 7
19～

20

部材整理のため、1階倉庫部分から中2階部材置場へ7尺の脚立で移

る際、足を滑らせて身体右側から落下した。 その際、落下した場

所に棚板があり、棚板角に右脇腹を強打した。

58 371 1
10～

29

2017 7
17～

18

工場にて、カート返却口から洗浄室に移動させようとした際、カー

トを真っ直ぐに引っぱらなかったためカートが転倒し、カート上部

と地面の間に足を挟んでしまい、右足親指先端部を剥離骨折した。

64 362 7

100

～

299

2017 7 8～9
鮮魚加工場裏のバックヤードで、空カゴ車の片付けをしていたと

き、床面が濡れていたため、滑って転倒し、腰を強打し骨折した。
69 417 2

50～

99

2017 7 6～7
店内で作業中、小型カート（背が低い）を足で操作しようとしたた

め、足をとられて転倒し、右足太ももの裏を痛めた。
53 362 2

50～

99

2017 7
11～

12

就業場所厨房にて調理作業中、仕込みをする場所から盛りつけを行

う場所へ移動する際に、ゴム製の靴を履いていたこともあり、つん

のめって前から転倒した。 その際に右手を床についたため、全体

重が右手にかかった。

61 417 2
10～

29

2017 7
9～

10

調理食品作業場において、天ぷらを揚げようとしていたときに、不

安定に積んであったお酢が背中に倒れかかり、前にあったフライ

ヤーの油の中に手をつかないよう踏ん張ったため腰を挫傷した。

40 999 19
50～

99

2017 7 8～9
店舗駐車場で清掃中、車止めに気付かず躓いて転倒し、右膝と左手

を負傷した（右膝打撲・血腫、左第5指中手骨骨折）。
63 419 2

10～

29

店舗の屋外売場で、培養土パレットをハンドフォークを用いて引っ



2017 7
18～

19
張っていた際、誤って左足親指付近をハンドフォークのローラー部

分で轢き、負傷した。

19 362 7
50～

99

2017 7
13～

14

売店の閉店準備中、ポットの残り湯を店内の手洗い場に捨てよう

と、ポットを持ち上げ蓋を開けた。 その際、蓋はポット本体に付

けたままであったが、半分程度湯を捨てたところで湯気で手が滑

り、バランスを崩したと同時に蓋が本体から外れたため、一気に湯

がこぼれ、両足にかかってしまった。

63 379 11
10～

29

2017 7
20～

21

社内にて従業員用の階段で、2階から1階に下りるとき、誤って滑っ

て転んでしまい、首と臀部を打って負傷した。
26 413 1

10～

29

2017 7 5～6

被災従業員が、ポテトサラダ用の人参を茹でるため、加熱鍋を使用

し、150L程のお湯を沸かしていた際に鍋が少し手前に傾き、左足

の長靴の中にお湯が入り、足首から爪先まで火傷を負った。

33 519 11

300

～

499

2017 7
12～

13

屋外売場レジ付近で、レジ小屋から外へ出る際に、レジ小屋内を冷

却していたスポットクーラーが通路を狭めていたため、体をひねり

無理な体勢で通行しようとしたところ、よろめいて転倒し、右大腿

骨頚部骨折を負った。

57 417 2
30～

49

2017 7
9～

10

当該事業所において、朝食提供後の洗浄中に足元が濡れており、エ

プロンと長靴も濡れてくっつき、そこに足が引っ掛かり転倒し、右

膝を強打した。

53 417 2 1～9

2017 7
18～

19

ホッケー部の練習で攻防中、相手のボールを奪いに行こうとして切

り返した際、足が滑り、右膝が内側に入った瞬間、激しい痛みと同

時に立てない状態になった。

21 921 19
10～

29

2017 7
16～

17

惣菜の調理途中、使用する野菜がないことに気づき冷蔵庫に取りに

行った際、滑って左膝を打撲した。 転倒時に膝の内側と足の付根

を捻じり、夜になって痛みが強くなり、腫れて動けなくなった。

53 418 2
50～

99

事業所において、残菜を捨てに行こうとした社員と、洗浄器用ラッ

クに急須を入れて洗浄器に向かっていた被災者が、食器乾燥機の扉



2017 7 8～9
が開いていたためにお互いの姿が見えず、ぶつかりそうになり、避

けようとしたはずみで滑って転倒した。 発生場所が洗浄室という

ことで、床が濡れており、持っていた物を落とさないように意識し

た結果、転倒した際に左足首を捻った。

59 417 2 1～9

2017 7
10～

11

作業場でハマチをさばいていた際、骨が右手の甲に刺さり、右腕が

腫れだして発熱した。
64 911 90

50～

99

2017 7
11～

12
商品の整理・確認中に足首を捻った。 32 611 19

10～

29

2017 7
15～

16

店内にて、客が買った商品の入ったカゴを持ち上げて清算台に置い

たときに、右膝に痛みを感じた。 その後も痛みを堪えて仕事を続

けたが、翌日に痛みが激しくなったので病院へ行ったところ、膝の

筋肉に炎症を起こしていた。

18 911 19
30～

49

2017 7
13～

14

店内トリミングルームで、お客様の犬を洗っていたときに犬が嫌が

り、左手の薬指と小指の間を噛まれ、出血して腫れた。
36 719 8

10～

29

2017 7 8～9

店舗水産冷凍庫において、商品の品出し後、冷凍庫から次の商品を

取り戻る際に、冷凍庫の床が凍っていたため転倒し、頭部と腰を打

撲した。

55 417 2
50～

99

2017 7 5～6
厨房内の回転釜前で、水が入った炊飯器の水を捨てようとシンクに

向かって歩いていたとき、躓いて転倒し、左膝に骨折を負った。
55 417 2

10～

29

2017 7
11～

12

市場構内で原木丸太の椪積作業中、1本が不揃いになったので安全

を確認した上で、1m弱の所に登って直していた。 そのとき、バラ

ンスを崩しそうになったので飛び降りたところ、左足かかとを負傷

した。

48 522 1
10～

29

2017 7
15～

16

店内の飲料の整理・補充作業中、ジュースの段ボールを足元に置い

ていた。 その上に乗り作業をしていたために、滑って転倒した。
44 611 1

10～

29

2017 7
14～

15

当社店舗にて、ピザの配達のためバイクで出発したとき、店舗の前

の道路で右へ曲がろうとしたところ、ハンドル操作を誤り、その場 20 231 2 1～9



でバイクごと倒れ、右足を負傷した。

2017 7 3～4

店舗にてデイリー（惣菜）のパルティナを店内へ運ぶ際、他のス

タッフとぶつかるのを避けるため、停止したが、反動で後方に転倒

し、左足小指の付け根にパルティナのキャスターが乗っかった。

また、転倒の際に尻もちをつき、右手を着いたときに右腕を痛め、

左足小指、右臀部、右腕に受傷した。

56 417 2 1～9

2017 7
20～

21

担当エリアの店舗にて、店舗のマネージメントや業務フォローの仕

事をしているとき、店舗駐車場で、備品什器のガラス板

（60×30）の搬入作業をしていた。 3枚のガラス板を同時に持ち上

げたことでバランスを崩し、3枚中2枚が床に滑り落ち、左足の甲を

負傷した。 そのときにガラスが刺さり、左足薬指に繋がる腱を断

裂した。

36 529 4
30～

49

2017 7
19～

20

お客様から注文を受け、食材を集め調理をしようとしたとき、足を

滑らせ尻をつき、立ち上がることが出来なくなった。
65 417 2

10～

29

2017 7
10～

11

台車（温冷カート）を動かしているとき、背中に痛みを感じた。

その後、大きなカレー鍋を胸で支えるように抱える作業等を行った

ところ、痛みにより徐々に立っていられない状態となった。 数回

通院して検査した結果、背骨7番を圧迫骨折していた。

60 611 19 1～9

2017 7
9～

10

洗浄室で食器洗浄作業中、食器を運ぶ等で移動していた。 食器を

入れるためのカゴを4～5段積み上げている横で、足がもつれてバラ

ンスを崩し、勢いよくカゴに倒れ込み、左脇腹を強打して転倒し

た。

59 379 3
10～

29

2017 7 8～9

店内水産作業場において、マグロの解凍をしているときに、作業台

に水除けのために巻いているビニールカバーに引っ掛かり、足を滑

らせ転倒し、床で膝を打ってしまった。

47 391 2
50～

99

2017 7
15～

16

配送先の組合員宅玄関前で、空の保冷箱（45W×30D×22H）を回

収するため、立ったまま膝を曲げず、腰だけを曲げて持ち上げた際

に、腰に痛みを感じた。

22 379 19
50～

99



2017 7
9～

10

中学校の調理室にて、スライサー洗浄時に刃に詰まった野菜屑を取

り除くとき、誤ってスライサーの刃に左手親指が触れてしまい、親

指の爪を裂傷した。

60 364 8

500

～

999

2017 7
9～

10

出勤時、会社敷地内駐車場に車を停め、車から降りるときに左足を

捻り、骨折した。
52 921 19

50～

99

2017 7 8～9

店内からバックヤード（倉庫）へ行く通路で、商品をのせたカゴ台

車を店内からバックヤードへ移動しているとき、1m弱の緩い傾斜

で、カゴ台車にスピードがついて止めきれず、壁とカゴ台車の間に

体が挟まれて、左手首に台車がぶつかった。

47 362 6
10～

29

2017 7
12～

13

LED照明切替え工事のため、梯子を天井の梁に引っ掛けて工事をし

ていたとき、梯子の脚がビニールシートの上にかかっていたため、

梯子に登ったときに滑って落ちて、骨折した。

47 371 1
10～

29

2017 7
12～

13

キーパーの中の花と水が入ったバケツ（ポット）を搬出中、キー

パーの外のフロアへ左足を下ろしたとき、滑りそうになったので

キーパーの中の右足全体で力を入れて止めたときに、右足・腰・右

膝を損傷した。

67 419 19 1～9

2017 7
14～

15

鮮魚部の冷蔵庫で、箱に入った商品（塩干物）を出し入れする作業

をしていたとき、冷蔵庫に入って右側の商品を載せて置いてあった

台車に右足を引っ掛けてしまい、前のめりに転倒した。 転倒の

際、両肘・両膝をコンクリートの床に強く打ちつけ、右肘・両膝を

打撲し、左肘を骨折した。

65 416 2
50～

99

2017 7
14～

15

得意先にて自動販売機の空缶を回収し、車両の天井に上り整理を

行ったあと、後方の車両梯子を使って降りるときに、滑り止めシー

トが剥がれ、右足が滑り転落した。 転落時に梯子を咄嗟に掴み、

右胸を梯子で強打し負傷したものである。

40 221 1
30～

49

2017 7
11～

造船所内にて、弁当の配達中、Nヤードにおいて、弁当の入った

ケース2箱を両手で持ち、1階から3階まで上っていたとき、足がガ
36 413 19

100

～



12 クンと抜けるような感覚があった。 当日はそのまま勤務を続けた

が、翌朝になって痛みが出た。
299

2017 7
14～

15

惣菜部の厨房において、米を持ってフライヤー前を歩いたとき、床

に付着した油で滑り、恥骨を床に打った。 その後も勤務を続けた

が、痛みがとれず、後日に病院を受診したところ、骨折と診断さ

れ、翌日から入院した。

69 417 2 1～9

2017 7
10～

11

精肉作業場にて、豚肉の成形を行っていたとき、取り除く予定の部

位から包丁が滑り、左側に添えていた左手親指を負傷した。
65 391 8

50～

99

2017 7
10～

11

業務終了後の帰社途中、直線道路を走行中に、脇道から左折にて進

入してきた車がセンターラインを越えて来たため、避けきれずに正

面衝突した。

53 231 17
10～

29

2017 7
11～

12

雨の日に、倉庫内で商品を納品場所に納品する際、商品の入ったダ

ンボールを両手で抱えて持ち上げたとき、ダンボールの底からワイ

ンボトルが抜け落ち、右足親指を骨折した。

39 611 4 1～9

2017 7
9～

10

法事用祭壇のベースを設置し、それに水を入れるため、ホール内の

キッチン（ホール床より約30㎝の段差で低くなっている）で如雨露

に水を入れ、ホールに帰ろうとしたとき、段差のある上り段の手前

の床で左足が横に滑り、前方に倒れたため、段差の角（硬質の廻り

縁あり）に左足膝を強打した。

40 417 2 1～9

2017 7 7～8

店の搬入口から、入荷した商品が載った青果カゴ車を青果売場まで

引いて運搬する際、カゴ車をうまく操作できずに通路側に接触し

た。 このとき、カゴ車の両縁を持っていたため、左手を壁とカゴ

車の間に挟んでしまい、左手甲を負傷（左手背挫創）した。

63 362 3

100

～

299

2017 7
14～

15

事業所にて食器洗浄作業の途中、厨房にある台車を取りに行く際、

何かに躓き転倒し、肩を強打した。
63 417 2 1～9

2017 7
12～

13

荷捌室で什器を取りに小走りしようとしたとき、清掃用具前で左足

が滑り、その拍子に左膝皿がずれて戻り、バランスを崩して転倒し 36 417 2 1～9



た。

2017 7
20～

21

お客様にピザを配達後、店舗に帰る途中、交差点近くの二車線目を

バイクで走行中、相手車両が中央分離帯を越えて右折してきたの

で、回避できず、被災者は相手車両の前方フロント部分に接触し、

車両の下敷きになり、そのまま引きずられた。 その際、右股関節

脱臼骨折、右大腿骨骨折の怪我を負った。

32 231 17
10～

29

2017 7
17～

18

入口交差点の歩道にて、徒歩シーンのCM撮影中、スタート合図の

前に動いてしまい、ストップがかかったために元の位置に戻ろう

と、両手を挙げる動作とともに、右足を軸に時計回りに体を反転さ

せた。 このときバランスを崩し、前方に転倒し、体を支えようと

地面についた右手の手首を骨折した。 更に顔面を強打して、左ま

ぶたの裂傷および差し歯3本を破損した。

75 417 2
10～

29

2017 7 8～9

農場（養豚の出荷場）の通路にて、作業に向かうため、柵を乗り越

える際に作業用の尖ったフックを誤って踏みつけてしまい負傷し

た。

39 521 9
10～

29

2017 9
17～

18

お客様宅に500?冷蔵庫を設置の為、車の荷台から冷蔵庫をおろす

際に、下にあった板台車の上に降りてしまい転倒。 冷蔵庫が倒れ

てきたので冷蔵庫の下に入り両手で受けとめたため、手が冷蔵庫の

下敷きになり骨折。

46 362 2
10～

29

2017 9
14～

15

場内でお客様を案内する為市場内を歩いていた際、濡れた通路に足

をすべらせて転倒した。 その際左手を通路につき左手首を骨折し

た。

66 417 2 1～9

2017 9
9～

10

弊社工場前にてトラックで商品であるトラクターの納品作業中にト

ラクターを降りる際に、雨が降っていた為足が滑ってトラックの荷

台から落下した。 落下時に膝を打ち転倒し、左膝を骨折した。

39 221 1
10～

29

2017 9
13～

14

支店3Fの展示会設営会場で高所にディスプレイ中、什器の一番上に

電飾を引っ掛ける為、パイプ椅子の上に乗り作業をしていたら、後

方にバランスを崩し転落、両腕と頭を床にぶつけ、左腕はぐらぐら
44 391 1

50～

99



していた。

2017 9
12～

13

作業場で、トングをスポンジで洗おうとした際、急いで作業をして

手が滑り右手親指第一関節を切った。
35 364 8

50～

99

2017 9 8～9

青果作業室内において、商品加工の準備で右手にまな板、左手に包

丁を持ち作業台に同時に置いた際に右手の人差し指に当たったた

め、切創したもの。

58 364 8
50～

99

2017 9
19～

20

厨房において、洗浄作業中、洗う前の食器が載った金属の長机の下

（床）から洗う食器が入った網目状のかごを取り出そうとしたとこ

ろ、作業台の向きが普段と違って裏側にあった支柱が手前になって

いたのを避けながら取り出した為、腰を痛めた。

25 921 19
30～

49

2017 9
16～

17

自社工場において、フォークリフトの錆取エアーブロー作業をして

いたが、エアーホースが絡み、絡みを直してホースを床に置いたと

ころ、追加ホースが外れ左まぶたに飛んできて負傷した。

57 169 6
10～

29

2017 9 8～9

当社にて、店内で商品品出しに使ったカゴ車を片付けるため、カゴ

車3台（1台約20kg）を畳み、店舗入口から外へまとめて運び出し

た際、カゴ車同士がぶつかった衝撃でカゴ車の車輪1つにロックが

かかってしまい、カゴ車3台がバランスを崩し右足に倒れてきて負

傷。

26 611 6
10～

29

2017 9
9～

10

業務時間内の休憩から戻った際、敷地内駐車場の入り口で雨で濡れ

ていた為、段差で滑って躓き転倒し、右手首を骨折、両手掌に擦過

傷、両膝を打撲・擦過傷、右足指（5本）・甲を打撲し捻挫した。

52 417 2
50～

99

2017 9
9～

10

住宅地にて、ガス配管工事作業中、工具を取りに移動しようとした

際、足元に敷いてあった板の上で、誤って足を滑らせ転倒し、右足

首を骨折受傷した。 なお、作業時、足元に障害物は何もなかっ

た。

53 417 2 1～9

2017 9
15～

16

お客様の商品を、魚業の駐車場にある車に積み終えた後、足元を確

認せず車輪止めに右足をひっかけて右肩から転倒した。 右肩脱 33 418 2 1～9



臼、右足親指骨折した。

2017 9
10～

11

Y字路交差点で赤信号のため停車中、後続車両に追突された。 後続

車両のドライバーがアクセルとブレーキを踏み間違えたことによる

被害。

47 231 17
10～

29

2017 9
20～

21

屋外用土売場で品出し作業を終えて片づけ中に、照明が消えて暗く

なり、空の木製パレット（110×140×13cm）に気づかずにつまず

き、ころばないように右足で踏ん張ったさいに右足をねじって、右

足甲の立方骨が欠けた。

16 611 19
50～

99

2017 9
17～

18

店の作業場で発生、お客様の車のオイルエレメント確認中、ファン

ベルトに手を巻き込まれた。 エンジン始動中のファンベルトに手

を入れた為である。

42 231 7
10～

29

2017 9 8～9

朝の配膳の後に、配膳車を移動させていたところ、歩くスピードよ

り配膳車のスピードが速くなってしまい、止めようとしたが間に合

わず車輪に足がぶつかってしまい、負傷した。

63 362 7
10～

29

2017 9
14～

15

商品の棚出しのため、入荷した商品のダンボールを運んで下す作業

をしている際、腰に痛みを感じた。
41 611 19 1～9

2017 9 2～3

屋外売場において、什器にのっていた鉄筋（1本4.75kg×30本、長

さ5m）を2人ペアになりプラッターに移しかえていたところ、プ

ラッターにのっていた鉄筋がくずれ、その1束が落下、その際、先

端部分が足の指先に当たりケガをした。

56 521 4
50～

99

2017 9
15～

16

敷地内において業務が終了し帰宅するため駐車場に向かう途中、敷

地内公園の低木（ツゲの木約40cm）に左足が引っ掛かり転倒して

しまった。 帰宅後、ひざが腫れてきたため受診したものである。

52 417 2
10～

29

2017 9
14～

15

店舗にて品出しの為、重量物を載せたカゴ車を運搬中、カゴ車を止

めようとしたが止まらず、ラックの柱とカゴ車に右手首を挟み負傷

した。

30 379 7 1～9

在庫倉庫にて、脚立（高さ約110cm程）を使用して作業を行ってい



2017 9
15～

16

た。 作業を終えたので、脚立を降りようとした（足元を見ないで

階段を下りるように）が、思ったより足が上がらず履いていた右足

の靴底が脚立の踏み台に引っ掛かってしまい、バランスを崩してし

まう。 そのまま脚立から落下し、右足首を捻って負傷したもので

ある。

23 371 1 1～9

2017 9
18～

19

カゴ回収をしている際、誤って回収カートに足を乗せてしまい、そ

のまま転倒して足首付近を挫いてしまった。 その時、カートが

走ってしまった為、踏ん張りがきかず事故になった。

52 362 2

100

～

299

2017 9
13～

14

客先の格納庫にて、コンバインのカッター刃の交換作業中、カッ

ター部にあたり負傷した。
44 229 8 1～9

2017 9
19～

20

特別養護老人ホームに於いて、厨房から外のゴミ捨て場にゴミ捨て

に行き、厨房に戻ろうとした時に雨が降っており、地面が濡れてい

た為足がもつれて転倒し、右半身部分を打撲し受傷したものであ

る。

70 417 2 1～9

2017 9
15～

16

店内惣菜作業場で、商品のチキンポン酢竜田弁当の準備の為使用し

たまな板と包丁を片付けようと洗い場に移動中、洗い場の食洗機に

左腕をぶつけ、その拍子に包丁が滑り落ち包丁の刃が左示指に触れ

負傷したものである。

62 364 4

100

～

299

2017 9
11～

12

店内中央売場において、商品撤去作業中、商品を入れた折りたたみ

コンテナ（重量約20kg、縦36×横53×高さ32cm）を積もうとした

ところ、重量があったため左手薬指第一関節を捻った。 その後、

湿布をして業務をしていたが、時間の経過とともに痛みが増してき

た為受診した。

38 611 19 1～9

2017 9
9～

10

店内農産作業場で、かぼちゃカッターで商品のかぼちゃを切ってい

る時、カッター台の溝に詰まったかぼちゃを取り除こうとした所、

右中指、環指がカッターの刃に触れ負傷したものである。

61 364 8

100

～

299

幅約150センチの通路の右側に、幅約40cmの長台車を置いて品出

し作業をしていた。 長台車に積まれた段ボールを別の通路に移動



2017 9 8～9

させるため、自身が長台車の左側に移動する際、右足が長台車に

引っかかり転倒した。 両手がふさがっていたため膝から転倒し両

膝を床に強打した、特に右膝が痛かったが作業を続けた。 しか

し、しばらくして、歩行が困難なくらい痛みが強くなったため、早

退して受診した。

47 362 2

100

～

299

2017 9
10～

11

切花売場バックヤードにて、ゴミを捨てようとゴミ袋を用意しよう

とした所、床に折りたたんで置いてあった段ボールに足を滑らせ、

転倒しないよう踏ん張った際に左ひざを捻り負傷したものである。

56 416 2

100

～

299

2017 9
10～

11

鮮魚作業場内にて刺身調理作業中、切っていたカツオタタキが硬

かった為包丁が滑り、持っていた右手中指を切創した。 その時傷

口を見ると、削いだ様な傷口と出血があったことのショックで仰向

けに倒れてしまい、頭部を床に打ち後頭部より出血し、頸椎を捻挫

した。

29 364 8
50～

99

2017 9
21～

22

2階の就業場所から1階へ降り、バックヤードを歩行していたとこ

ろ、床が滑りやすくなっていることに気付かず滑った。 手をつく

余裕もなく、左膝から地面についた。

41 417 2
10～

29

2017 9
23～

24

閉店前に牛乳（1ケース約12kg）を補充しているときに腰の違和感

を感じ、大きなくしゃみした際、再度痛みを感じる。 翌朝、立ち

上がったら腰に強烈な痛みが走り、動けなくなった為安静にする。

後日、救急車を呼び、肩に痛み止めを打ってもらうが、夜には左足

の尻から踵まで痺れが走り、初診を受けた。

47 611 19
50～

99

2017 9
20～

21

厨房の床清掃中、デッキブラシで後ろに下がりながら床を磨いてい

た時、側溝に右足が落ちた。 後日、骨折と診断された。
62 417 2

10～

29

2017 9
13～

14

2台積み重なっていたギフター木平台を下に下ろし、手を滑らせ自

分の右足に落としてしまった。 １人で作業をしていて、持ち上げ

た際に不安定であった。

41 379 4

100

～

299

9～
セールスエリア内において、コーヒーマシンの入れ物を左手で取っ

10～



2017 9
10

た所、横にあったデカンタが落ちそうなので右手で押し込んだ際、

左手も前に行ってしまい、その左手に熱湯がかかり、火傷をした。

18 379 11
29

2017 9
10～

11

事業所の4階会議室から3階の自席へ戻る際、階段を下っていて下か

ら2段目で足を踏み外し、約40cm下に転落し、左足首を関節脱臼骨

折した。

61 413 1

500

～

999

2017 9
12～

13

上記日時、当社店舗倉庫に於いて、入荷した商品の入った箱（1

メートル四方、5キロ位）を商品棚に乗せる時、脚立に乗り荷物を

持ち上げた際、誤ってバランスを崩し、脚立の4段目（90cm位）よ

り落下し腰を強打した。

52 371 1 1～9

2017 9
13～

14

デリ洗い場にて、まな板を洗う為洗い場に入り、洗浄台にまな板を

置こうとしたところ、床が油っぽく滑りやすい状態だった為、滑っ

て転倒。 腰を床に打ちつけてしまった。

27 417 2

300

～

499

2017 9
11～

12

当該事業所において、加熱した煮物を乗せたワゴン車を調理台近く

に運んでとめた際に、煮物の入ったホテルパンが上段から落下し、

右足首にかかってしまい火傷をしたものである。

42 362 11
30～

49

2017 9
9～

10

店舗資材館において、商品の軽天材（約25kg）を品出し作業中に

持ち上げた際に力が入った為、腰に激痛が走り負傷した。 （入社

したばかりで普段あまり重いものを持っていないところ、急に重い

ものを持った為起きたと考えられる。）

25 921 19

100

～

299

2017 9
10～

11

店舗内倉庫において、品出し作業中、パレット4段積みの位置（高

さ140cm）から、日用品商品入りのオリコン（12kg）を移動させ

る際に腰に痛みが走り負傷した。

26 611 19
50～

99

2017 9
16～

17

路線貨物ターミナルで、キャスター付の貨物のストッパーをはず

し、ホームの端に移動し、フォークリフトで貨物をトラックの荷台

へ移しフォークリフトをどかし、荷台の積み付け場所に移動させよ

うと近づいたところ、荷台が貨物の重みで傾斜がつき、貨物が動き

出し止めようとしたが、間に合わず落下し、右足を挟んでしまっ

た。

27 362 7

100

～

299



2017 9
10～

11

住宅資材を現場に搬入する際に足を滑らせ転倒し、右足のくるぶし

を骨折した。
20 416 2 1～9

2017 9
10～

11

資材館において品出し作業中、商品の入った段ボールがPPバンド

で止めてあり、それをカッターで切断しようとしたところ、後ろか

らお客様に声をかけられ、振り向いたところ誤って押さえていた左

手中指にカッターの刃が接触し切傷を負ったものである。

55 911 8
30～

49

2017 9
13～

14

当事業場において、同社惣菜部門より届いた台車（高さ2メートル

程度）から商品の入ったケースを出していた際、台車とケースの間

に右手を挟んでしまい負傷したものである。

54 611 7
50～

99

2017 9
15～

16

商品の補充、荷物の運搬、カッター使用の作業で、右手首に過度な

負荷がかかってしまい、右手首に痛みが発生した。
24 364 19

50～

99

2017 9
10～

11

納品された台車を店外の台車置場から店内に搬入しようと、台車の

後方に2名、前方に1名にて運搬をした、坂になったところで、台車

を走らせて、凹凸の路面にさしかかったところで台車が突っかか

り、バランスを崩して転倒し前方の1名が台車の下敷きとなり、

肩・腰などを強打し負傷する。

68 362 7
10～

29

2017 9
9～

10

店内バックヤード中1階女子更衣室への階段にて、オープン準備

中、階段を駆け下り足がもつれ転落、約10段程落下する。
20 413 1 1～9

2017 9 0～1

事務所の入口壁面とシャッターの間に保管してある飲料の棚卸しを

した際、在庫確認を終えクロスを掛けようとしたが、手が届かなく

台車に乗ったため、台車が動き出し、バランスを崩して転倒して、

負傷したものである。

65 362 2 1～9

2017 9
14～

15

作業場内において、焼きたてのパンがのっている天板（約1.5kg）

を右後方のラックから前方のテーブル（高さ80cm）へ移す際、天

板を長く（5秒～7秒くらい）持ってしまったため軍手の上から熱が

伝わり、熱いと思い手を放し勢いよく手を引いた所に右後方の高さ

170cm×縦55cm×横47cmのアルミ製のラックの13段あるうちの9

22 379 3
50～

99



段目あたり（床下130cm）に自身の右肘を強打するに至った。

2017 9
12～

13

店内入り口付近に陳列していた、炭酸飲料水50本入りケース（約

14kg）を買い物カートに積もうとしていたお客様を手伝っていた

ときに、腰に痛みが走り、そのまま店内倉庫に戻り、片づけをしよ

うとしたところ、痛みが急激に増して、倉庫入口付近でうずくまり

動けなくなった。

55 611 19
30～

49

2017 9
9～

10

店内7Fバックヤードにて納品（ダンボール入りのカレンダー）を仕

分け作業中、腰に痛みを発生した。
34 611 19

50～

99

2017 9 7～8

車販準備室で、コーヒーポットにホットコーヒーを抽出後、ポット

を床に置こうとして、ポットの取っ手を右手で持ち、左手はポット

の底に添えた。 そして、ポットを持ち上げた際、ポットの底につ

いている茶色のカバーが外れそうになったため、カバーを押さえよ

うとして右手を取っ手から外してしまいポットが落下、右足の親指

に落下した、コーヒーポットが当たり負傷した。

31 379 4

300

～

499

2017 9
15～

16

撤去した架台（約1700×2300×H800）を2t車に積み込む為に架台

800の面を下にしようとして2人で架台を押し上げたが、重すぎて

支えきれずに倒れてきた架台に左足首を挟んでしまった。

68 911 7 1～9

2017 9
13～

14

配送中に商品を載せた台車を押している際、荒れた路面でカーブを

曲がる時に台車が不安定になり、踏ん張ってコントロールしようと

した際、左膝を負傷した。

41 362 19
50～

99

2017 9
10～

11

ボイラー室の点検に行き、作業終了し、ドアを開けようとしたら開

かず、開いたと思ったら勢いよく廊下に転び左足を強く打った。
49 419 3 1～9

2017 9 2～3

客が店舗に忘れ物をしたため、それを届けた帰りに山手通りの店舗

直前を歩行中、工事のため歩道が狭くなっていたために脇の植栽部

分に足を踏み入れたところ、バランスを崩して転倒した、足を捻り

甲の付近を捻挫したものである。

53 719 2
10～

29

2017 9
15～ 調理室内にて、座った状態から立ち上がった時転倒し、左足の甲の

48 921 2
50～



16 骨を骨折した。 99

2017 9
18～

19

水産作業場にて、まな板（80×90、20kg）を4枚洗ってシンクから

別の場所に動かそうとした時に、腰を捻ってしまい負傷した。
58 611 19

100

～

299

2017 9
18～

19

厨房内を移動中に足が滑り、しりもちをついた際に左手をついてし

まった。 左手首に強い痛みがあったため、業務終了後病院を受診

し、レントゲン施行、左手首骨折の診断を受けた。

50 417 2 1～9

2017 9
10～

11

店内バックヤード階段で、2階事務所でPOPを作成し売場に戻る

際、つまずいて転倒する、防衛の為、とっさに両手で頭部を庇い、

体勢を戻せず両手首を骨折した。

45 413 1
50～

99

2017 9 6～7

店舗近隣の荷物搬入場所で、商品の運搬作業の為にトラックから店

舗までの間をドーリーを使用して運んでいた際、道路の凹みで牛乳

箱（縦26cm×横33cm×高さ27cm、重さ12kg）が落下して足に当

たり、左足甲を打撲した。

39 419 4
30～

49

2017 9
13～

14

事業所内厨房事業所内厨房にて、熱い油の入った鍋を移動させる際

に手を離してしまい、油がこぼれ右足の甲を負傷した。
46 391 11 1～9

2017 9
9～

10

青果冷ケース前で、荷下ろし作業中、カートラ下段から大根の箱

（箱に付いている平テープ）を引っ張りずらそうとした時、腰の下

あたり（左側）がピキッとなり攣ったようになった。

41 611 19
10～

29

2017 9 7～8

店内オートスロープ（坂状のエスカレーター）で、地下1階から1階

へ商品のペットフードの在庫が入ったオリコン5段積み（専用の

キャスター付台車に積載、ストッパー無し、重量約20kg）を後ろ

から押さえて運搬していた際に、体勢を崩したため右足で踏んばっ

たところ、右足ふくらはぎを痛めた。

54 611 19

100

～

299

2017 9
17～

調理した夕食を載せた配膳車を後ろ手で引っ張りながら移動中、廊

下のカーブで勢いのついた配膳車が左足のアキレス腱付近に強くぶ

つかった。 とっさに踏ん張ったら、左足指の方向に向けて強い痛
65 362 3

10～



18 みが走った、どうにか大丈夫かと思ったが、症状悪化のため、翌

日、病院を受診したところ、左足のくるぶしと指の間あたりの骨が

骨折していると言われた。

29

2017 9
16～

17

当社出先のホーム内厨房にて勤務中、ホットウォーマーの棚（高さ

約130cm）から、重さ約4.5kgの料理（豚肉の甘辛炒め）が入った

トレイを引き出した時、腰に痛みが走った、さらにそのまま右側に

振り向いた時、腰に2度目の痛みがあった。 主治医の診断書は「腰

椎捻挫、腰椎椎間板症、左坐骨神経痛」だったが、当該従業員の強

い希望で労災申請した。 労災申請中は労働基準監督署労災課か

ら、「当初、腰の捻挫や神経痛と診断されたが、労災請求の審査中

に『腰椎圧迫骨折』が確認されたため、労災認定される運びとなっ

た」という連絡が入り、労働者私傷病報告書の提出を求められたた

め、本書類を提出する。

64 611 19
10～

29

2017 9
11～

12

納品されたとんかつのダンボールを冷蔵庫に運んでいた際、冷蔵庫

前に置いてあった段ボールにつまずき前方に転倒、冷蔵庫内の棚に

頭をぶつけ右眉毛の上あたりを6針縫ったものである。

62 416 2
10～

29

2017 9
15～

16

惣菜の作業場にて、洗い物を食器洗浄器から取り出そうとした時

に、食洗器の扉に、ラックを引き出さずに作業した為、台が扉にぶ

つかり、上下の扉が連動して閉まった為、左腕を挟み骨折した。

48 391 7

100

～

299

2017 9
10～

11

駐車場にて、2tトラックの荷台に乗り込み、荷おろし作業の手伝い

をしていた。 崩れかけた箱をとっさに支えようとした際にバラン

スを崩し、足場の台から落下し、右肘を強く打った。

43 379 1
10～

29

2017 9
15～

16

ストッキング売り場前にて脚立に乗ってコルトン内の電球の交換作

業中、はずした電球を下におくため脚立から降りようとした。 下

から3段目（高さ78cm）から2段目（高さ49cm）に右足を移す際

に、この後の作業手順を考えていて高さを忘れて踏み外し、一気に

床についてしまい、右足に全体重が乗った状態で膝をひねってし

まった。

46 371 1
10～

29



2017 9
9～

10

品出しの作業中、バックヤードにあるカゴ車（高さ180cm×横

85cm×奥行65cm）を移動しようとカゴ車を引いた時、ロックがか

かっていた為、カゴ車が倒れてきて右前腕を強打した。

30 362 6
10～

29

2017 9 8～9

日配品の品出しの作業中、カゴ車（高さ160cm）に積まれた牛乳の

入ったプラスチックのケース（1?×12本入り、高さ30cm×5段）

を降ろし、降ろしたケースを台車へ乗せようと持ち上げた時に腰を

痛めた。

36 611 19
30～

49

2017 9
14～

15

精肉加工場において、成形を終えて豚肉原体をまな板から持ち上げ

て、バットの上でラップ巻きにする為、向かい側のハンドラップ機

設置の作業台へ移動中、キャスターの角に右足のかかとでつまずい

てしまい転倒し、腰から尻を床に強打してしまい、尾てい骨を骨折

した。

57 417 2

100

～

299

2017 9
12～

13

事務所内のパソコンにてパイプ椅子に座って発注作業を行っていた

ところ、バランスを崩し倒れそうなった。 倒れないよう右足に力

を入れて踏ん張ったところ、右足に負荷がかかってしまい、激痛が

走り動けなくなった。

22 921 19
50～

99

2017 9 7～8

売店事務所前で支配人と打ち合わせしていたところ、夜勤食用の弁

当箱を回収し食堂へ運び入れるため駐車していた無人の車が坂道を

下ってきて、その車に撥ねられた。

53 231 6
10～

29

2017 9
13～

14

昼食弁当配達先の事務所内に於いて、弁当回収をしていた。 弁当

箱を回収して台車を押していた際、慌てていた為、事務所室内で開

いている扉の端にぶつかり、右足小指を負傷したもの。 靴を脱い

でいた為、靴下の状態でぶつかった。

34 418 3

100

～

299

2017 9
19～

20

販促物を片づけようと厨房内の平台がたてかけて片づけてあるとこ

ろを通りかかったところ、くずれ倒れてきた平台につまずき転倒し

た。 その際、右手をつき、右手首を負傷した。

69 417 2
10～

29

宝くじ売場にて、営業中に売場後方左側に自動車が衝突。 加害者

は売場真後ろの駐車スペースに駐車する際に、ブレーキとアクセル



2017 9
14～

15
を踏み間違えて事故になったもの。 被災者は、イスに座り、斜め

後ろを向いていた時の衝突であった為、衝撃を受けた際に首、肩、

腰等の痛みや痺れ等の負傷をしたものである。

41 231 6
50～

99

2017 9 8～9

バックヤード惣菜との間の通路にて、開店準備のため、売場に出よ

うとしたところ床が濡れていたため滑って転倒し、左手で手をつい

た際に骨折した。 後日、左手首骨折と診断される。

65 417 2
50～

99

2017 9 7～8

駐車場から店舗へ向かって歩いている途中に車道と駐車場を区切っ

ているチェーンにつまずいて転倒した。 当日は、雨がふっており

傘をさしていたため手がふさがっており右肘をぶつけた、後日、骨

折と診断される。

58 419 2
50～

99

2017 9
16～

17

お客様用駐車場のこわれた縁石を片付ける為に、それを台車に積ん

で当社の従業員駐車場側へ運び、二人で持ち上げておろそうとした

ところ、石の重さにたえきれず手がすべり、石と地面の間に左手の

中指をはさんで負傷した。

53 419 7
10～

29

2017 9 8～9

自社工場入口において、天囲クレーンを使用しホイストクレーン

レール用H型鋼材の搬出作業中、高さが通常自社で使用する普通ト

ラックの荷台より高い大型トラックの荷台上で仮積み後、上部を確

認しないまま左手で吊具上部を持って右手で巻き上げ操作を行った

ところ、天囲クレーン巻上機本体と吊具上部の間に左手親指、人差

し指、中指を挟まれ、左手親指を骨折、人差し指、中指の裂傷を

負ったものである。

58 211 7 1～9

2017 9
15～

16

デリカ惣菜室において、流し台で洗い物の作業中、床がぬれている

上を小走りした際、滑って転んだ。 その時、右手をひねった状態

で床についてしまった。

36 417 2

100

～

299

2017 9
10～

11

店のビット内の地下式の作業場で、オイル交換後の最終確認をする

ため足場（台）に上がろうとした時、落下防止用のスライド式金網

を開けるのを忘れていたため、頭頂部を金網に強打し首に強い衝撃 36 391 3
10～

29



を受けた。 その場は作業を続け、3日後位から両肩、左臀部、左足

の付け根から脹脛が痛みだしたが通常通り勤務していた。

2017 9
14～

15

店内にて、搬入された物を急いで取りに行く途中、水や油が靴に付

着し滑りやすくなっていたため出入り口のマットの上で右足を滑ら

せてしまい、右手をついたところ右手に体重がかかり、右手の甲か

ら手首にかけ靭帯を断裂した。

62 417 2
50～

99

2017 9 6～7

当社倉庫に於いて、ゴミを車から回収ボックス

（3.5m×2m×1.5m）に投げ込む為、車（1.5t）のバタ板（地上か

らの高さ0.7m）に乗り作業していた所、足を踏み外し駐車場に転

落し、左上半身を地面に打ち付け、首の周りを負傷した。

66 221 1 1～9

2017 9
20～

21

店舗内、お客様買い物精算時レジ周囲にて、レジ精算したお客様買

い物カゴを荷入台まで運ぶ際、収納してある精算後グレー色カゴ回

収台車（縦36cm、横50cm、高さ25cm）内のカゴの中に、誤って

右足を入れ、そのままの状態で前進し、荷物を両手で持ったまま開

脚状態であった。

68 379 19

100

～

299

2017 9
11～

12

調理場洗浄棟内で排水溝にたまったゴミを取るため、グレーチング

を両手で持ち上げて横に置こうとした、床から高さ5cm位の位置で

両手を離した際、左手中指が抜け切らず、床とグレーチングの間に

挟んでしまった。 その時は痛みを感じただけだったが、業務終了

後、しばらくしてから青黒く腫れてきたことと痛みが強くなってき

た。

38 379 7
30～

49

2017 9
19～

20

ショーウィンドウに食器を積み上げて展示をする際、転倒しないよ

う食器と食器を接着剤で固定していたが、展示が終わり、食器同士

を素手で剥していた。 その際、食器が割れてしまい右手親切第1関

節と人差し指のつけ根を切ったものである。

19 529 8
10～

29

2017 9
15～

16

食品売場で平台を移動させようとした際、重みで平台（縦75cm×

横160cm×高さ66cm、重さ396kg）が壊れ、ペットボトルごと倒

れてきて当たり、左足首を骨折した。

22 362 6

500

～

999



2017 9
11～

12

店内キッチンで、肉のブロックをカットしている時、誤って左手小

指をナイフで切ったものである。
41 364 8

10～

29

2017 9
13～

14

2階食堂から外階段を使用して、弁当回収容器（3バット・24色）

を両手で持って、階段を下りていたところ、残り3段の所でバラン

スを崩し、転倒した際、右足を地面にぶつけ、捻り負傷した。 被

災者は、給与計算・人の任免等の人事経理・労務・総務は全て本社

で一括処理している。

29 413 2
10～

29

2017 9
13～

14

店内で、B倉庫からC倉庫に歩いて移動中に、通路に板が敷かれて

いるが、その板のつなぎ目で出張っている部分があり、荷物を手に

持っていた為足元が見えにくく、つなぎ目部分につまずいて転倒

し、その際に左足ひざを骨折した。

41 417 2
10～

29

2017 9 7～8

ポケット店内に於いて、自分の持ち場に向かう途中、前日の台風の

雨漏りの水溜まりが、出来ていたのにきずかずに、歩いていたとき

水溜まりに足がかかったとき、滑って転び左足を負傷をした。

58 417 2
30～

49

2017 9
16～

17

デリカバックルームにて清掃作業中、歩行していたところ滑って転

倒し、左膝挫傷を負った。
58 417 2

50～

99

2017 9
16～

17

住宅建設中の現場へ赤松やホワイトウッド、LVL、ケイカル板等の

建設資材を運び入れている際、段差のある掃き出しの窓から登り降

りして運んでいたため、何度も往復するうちに、腰が痛みだし、帰

宅後安静にしていたにもかかわらず、痛みがひどくなり、通院する

にいたる。

36 911 19
10～

29

2017 9
19～

20

雨天時、バイクで中央線の無い道路を直進中に前方信号が赤に変わ

る為、ブレーキをかけ減速した際、タイヤスリップし足で支えよう

としたところ、右足が路面で滑り転倒した。

20 713 17
10～

29

2017 9
18～

19

当社通路入口付近において、台車を左手で（右手には少しのダン

ボールを持っていた）押していたときつまずき、そのはずみで台車

が動いたため、転倒して負傷した。

69 362 2
30～

49



2017 9
12～

13

バックヤードから売場へ出た時に、つまずき転倒して、左わき腹、

左ひざを打撲した。
67 417 2

100

～

299

2017 9
9～

10

店舗厨房で、刃が指側を向いたまま洗浄した為、右手親指を深く切

傷した。
20 364 8

10～

29

2017 9
21～

22

デリカ作業場にて、作業台上のラックからペーパータオルが落ちて

きた為、両手を伸ばして手で取ろうと体を左へ傾けたら、右足のつ

ま先が作業台下にあるダストカートに引っ掛かり、床に転倒した。

55 379 2

100

～

299

2017 9
9～

10

畜産作業場でのミンチの加工の時に、ミートチョッパーの本体の詰

まりを通常専用の棒を使う所急いでいた為、手で押し込み指の先が

引き込まれた。

26 165 7

100

～

299

2017 9
15～

16
店でおでんを作成している時にナイフで左手の指を切った。 17 364 8

10～

29

2017 9
10～

11

レジカウンター内で使用済み買い物かごを避けようとしたがバラン

スを崩し転倒、転倒時に右膝から転倒し半月板が割れた。
55 379 2 1～9

2017 9
15～

16

店内、ハム加工品売場に於いて品出し陳列をしていた多段カートに

積んでいた商品の入った段ボール箱（約2kg）を持って歩き出そう

とした際、左足を捻ってしまう。 バキッという音がして激痛に見

舞われた、激痛は治まらず増すばかりであったため医療機関を受

診、左足小指を骨折。

48 611 19

100

～

299

2017 9 8～9
雨天時、就業時間前に派遣先事業所内の廊下で足を滑らせ転倒。

転倒時、腰部・臀部・左手首等を強打し受傷した。
42 416 2

100

～

299

2017 9
21～

22

店に於いて、業務が終わりトイレに行こうとして、トイレ内のすの

この上で、トイレ用スリッパに履き替えて右足を一歩踏み出し床面

に着地しようとした場所にゴキブリが出てきて、慌てて右足の着地

場所を変更して着地しようとした場所にも2匹目のゴキブリが出て 20 999 2

100

～



きて、自身の体勢が不安定になり、右足側面から床面に着地した、

その際に右足に強い痛みを感じた。 後日、右足首捻挫、右足靭帯

切断と診断された。

299

2017 9 3～4

サンドイッチ用の卵をゆでていて、鍋を流しに持って行く途中にけ

つまずいて、鍋の湯がかかりやけどをした、（足がもつれて）左手

にかかった。

65 341 11 1～9

2017 9
10～

11

店舗倉庫にて、品出し作業で積んであったミニカート

（70*40*14cm重4kg）を使用しようと上の段のミニカートを取ろ

うとした際、積んであったミニカートが不安定だった為、上から右

足に落下した。

56 362 5
10～

29

2017 9 7～8
鮮魚部に揚げ物を届けた後、鮮魚部から出る時に、床が濡れていた

為滑ってしまい、右太ももを強打し骨折。
56 417 2

30～

49

2017 9
14～

15

病院前の横断歩道でサイクルベース店から、車で移動している時に

横断歩道のみの信号で、赤信号停車時にこちらは全く安全かつ有害

な状態になく前方の信号を見落とした車に後ろから追突された。

40 231 17
10～

29

2017 9
9～

10

納品先の非常階段において、お米を配達後、階段を下っていたた

め、足を踏み外し転倒し、右第5中足骨を骨折した。
53 413 2 1～9

2017 9
19～

20

お酒売場特売場に於いて、自身の左側にある売場にチューハイを積

み上げる為、カット台車からチューハイ2ケース（約17kg）をいっ

ぺんに抱えて、腰を左側に曲げる様な体勢で積み上げた為、腰に激

痛を感じた。

36 611 19

100

～

299

2017 9
12～

13

店内のディスプレイから自転車（18kg）を降ろそうと持ち上げた

時、右肩に痛みが走り腕を上げる事も出来なくなった。
63 362 19 1～9

2017 9
17～

18

営業所倉庫内にて、商品検品作業中、検品台が濡れており、商品が

滑って検品台から落下、左足に当たってしまい負傷した。
34 611 4

10～

29

2017 9
11～

12

被災者が店舗内で、什器の棚受けを取ろうとしたところ、横に置か

れていた別の棚受けも一緒に動いて落下し、左足甲に当たって負傷 56 391 4
50～

99



したもの。

2017 9 6～7
水産売場で、台車を使用して品出しの準備中、床が濡れていたため

滑って転倒、右手（右橈骨遠位端骨）を骨折した。
29 417 2

50～

99

2017 9
11～

12

厨房内の回転釜前、五目煮のアク取りをしている際、回転釜の溝に

はまり、転倒しそうになり、体を支えようと、熱くなった釜の内側

に右手をついた為、右手首内側を火傷する。

21 341 11
10～

29

2017 9 7～8

第一現場に到着し作業に着手、次の訪問先宅前の道路（幅員約2m

の荒れた舗装道路の路肩から30cm程のところ）に二輪を停車し作

業を実施。 作業完了後、出発すべく二輪に跨った際にバランスを

崩し、右方向に約30cm下の畑へ二輪ごと転落した、落下時に右膝

を打ち付け、二輪の下敷きになった際に左腕を挟み、しびれて動か

なかった。

54 231 1
50～

99

2017 9
18～

19

ホール厨房内にて、配膳車に差し込みをする為、トレー約30枚を配

膳車の横の台に置こうとした時、トレーが滑り左足の上へ落下し

た。

42 521 4
10～

29

2017 9
15～

16

営業所内事業所2ヶ所に食材を配送して戻る途中、下り坂のゆるや

かなカーブでブレーキをかけたら車のコントロール不能となり車が

左右に振られながら会社横の駐車場の車にあたり、90度反転し運転

席側から会社に激突した。

55 231 17
10～

29

2017 9
15～

16

店舗にて、植物の品出し作業後の銀台車（1286*1046*2100mm、

重量50kg以上）を格納しようと少し上り坂になっている通路を銀

台車を引っ張って移動中、左膝がカクッとなり同時に痛みが走る、

当日は痛みも我慢出来る程度だった為、勤務を続ける。 翌日も勤

務を終業し、自宅で就寝しようとしたところ左膝に激痛が走った。

52 362 19
30～

49

2017 9
12～

13

業務を終えタイムカードを押した後着替えて、カバンを取りに移動

中、店内1Fで滑って転びひざと肩を負傷した。
61 417 2

10～

29

10～
お客様宅にて乾燥機の納品作業のため、3t車荷台の上から本体を降



2017 9
11

ろす途中で足を滑らし転倒し、アルミナリッジの角に睾丸が当たっ

て負傷した。

45 221 2 1～9

2017 9
11～

12

保存食を入り口から保存庫へ運び、保存食を下ろす際に腰からグキ

グキと音がして痛めた。
55 611 19 1～9

2017 9
18～

19

1階売場にて、稼動中のレジの未精算用のレジカゴが170cm位まで

たまった状態だったので、レジカゴ置き場まで移動させようとカゴ

台車を押していた時、突然台車のコマが動かなくなり、その反動で

バランスを崩してカゴが倒れそうになった、とっさに両手でカゴを

支えたところ、腰に痛みが走り、結局支えきれず上からカゴが崩れ

落ち、それを避けようとして転倒し足を強打した。

50 362 5
50～

99

2017 9
11～

12

調理場にて他従業員がパッカーのラップを交換する際、ラップの外

包装袋のみを持って運んでいたため、ラップが重みで袋を突き破

り、落下した。 その際、落下地点に被災者の右足があり、骨折し

た。

47 611 4
10～

29

2017 9
9～

10

駐車場からセンターへ向かって、歩いている最中に正門近くで、後

ろから来たトラックを確認する為振り返った際に足がもつれる形と

なり転倒。 当日は少し痛みがあったが、業務に支障は無いと本人

が判断、その後、骨折が判明。 トラックとは離れており、反射的

に振り返ろうとした時に、手荷物を落としかけ、姿勢を崩し、足が

もつれた事が原因となる。

60 417 2

300

～

499

2017 9 7～8
売場で花の入った段ボールを運ぼうとした際、特設のサンテナが飛

び出していた為足を引っ掛けて転倒し、右ひざを強打した。
62 391 2

50～

99

2017 9
22～

23

店内で、商品の伝票をとるために事務室へ入ろうとしたとき、事務

室入口の手前に置いてあった商品（飲料）の箱につまずいて、前向

きに転倒し負傷した。

51 611 2
10～

29

2017 9
9～

10

得意先へ向かう途中の高速道路を走行中、カーブで路面が雨でス

リップしたため、当社営業車が横転し事故になった、周囲に他の車

輌は無く自損事故でしたが、車輌は廃車となり、本人は首、肩、腰
30 231 17 1～9



を強打し、各所むちうち症になった。

2017 9
16～

17

駐車場から厨房へ行く途中の溝を乗り越える所で、濡れた枯葉に足

をすべらせてしまい、前方に手をついて転倒したが、膝をついて、

右足首を捻挫してしまった、後日、骨折と判明した。

65 416 2
10～

29

2017 9
10～

11

自転車で出勤し、店舗敷地内の従業員用駐輪場に自転車をとめよう

とした際、屋根がない駐輪スペースには空きがあったが、雨が心配

だったので屋根付きのところにとめようと、5分位かけて数台の自

転車を寄せてスペースを確保した。 その後、自分の自転車をとめ

ようと持ち上げた時、腰に痛みが走り、その場で数分動けなくなっ

た、痛みが和らいだので当日勤務し、その後も痛みはあったが我慢

し仕事を続けたが、だんだん痛みが激しくなり、その後、胸椎圧迫

骨折と診断された。

60 921 19

100

～

299

2017 9
9～

10

配送先敷地内にて、10cmぐらいの段差を踏み外し転倒して、左足

首骨折と頭部打撲をした。
66 417 2

10～

29

2017 9
14～

15

当社が経営する1号店において、弁当の下準備をしているとき、冷

蔵庫に材料をとりに行く際、敷居の段につまずき、転倒し負傷し

た。

66 417 2
10～

29

2017 9 8～9
地下鮮魚作業場で包丁を研いでいる時に、包丁がすべり左手ひとさ

し指と中指を切った。
66 364 8

30～

49

2017 9
9～

10

同僚（上司）の運転する営業車に同乗、横断歩道手前で前方車両

が、歩行者横断のために停車したのに従い、自車も停車したとこ

ろ、前方不注意の後続車に追突され負傷した。

19 231 17 1～9

2017 9
18～

19

帰社中、歩道を自転車にて走行の脇道から飛び出してきたロードバ

イクを避けた際、歩道上に植えてある街路樹に衝突した。
45 362 3

10～

29

2017 9
18～

19

商品を店外へ搬出していた際に、足がもつれて転倒し臀部を強打し

た、翌日に痛みが酷くなった為、病院へ診察に行くと、左大腿骨頸

部骨折の診断を受け手術した。

52 417 2 1～9



2017 9
15～

16

バックヤードで冷凍のタラ（80g）が2つにくっついていたので、

包丁で切り離そうとして包丁に力を入れて切ってしまい、タラを

持っていた左手の中指、環指の付け根部分を切り負傷した。

69 364 8
10～

29

2017 9
13～

14

出勤時、仕事場である駐車場にて、高さが30cm程度の縁石をまた

ごうとして足が引っかかり転倒、左足を強打し、左膝靭帯損傷と

なった。

47 417 2
10～

29

2017 9
10～

11

厨房内で冷蔵庫に向かう途中、ピットのふたがずれている事に気付

かずふたの上に乗ったところ、ふたがずれてバランスを崩して、ひ

ざをついた。

29 417 2 1～9

2017 9
15～

16

勤務終了後、帰宅しようと施設のドアをあけたところでドアの段差

でつまずき、左足を挫いた、（ドアの段差4～5cm）捻挫かと思っ

ていたが骨折の診断となった。

64 419 19
10～

29

2017 9 7～8

荷物の受け渡し場所から店内に入る為、保冷用の台車を引っぱって

いたら、段差のところでひっかかり台車が上から倒れてきて、下敷

きになった。

37 362 6
50～

99

2017 9
14～

15

お客様を招待しての食事会会場でのケガ、食事会が終わり、車に載

せていた納品物をお客様の車へ載せかえようとした時に、段差につ

まずいて転倒した。 すぐに病院に行き、擦傷・打撲・打ち身と診

断されて、翌日から胸に痛みも感じたとのことである。

76 417 2
10～

29

2017 9
13～

14

検収口でスズメ蜂とアシナガ蜂の駆除作業を従業員と二人でしてい

たところ、陳列台の上から蜂に目掛けて殺虫剤を噴霧していたとこ

ろ、そのうちの一匹（スズメ蜂）が襲って来た為、1台目の台から2

台目の台へ後ろ向きに移動した為にバランスが崩れ、背面のまま約

2.5m先へ体を左側へ捻りながら着地した為に、全体重が左足踵に

掛かり負傷したものである。

58 418 1
10～

29

10～

店舗出入口付近にて買い物カゴを4～5個持って出口側にあるカゴ置

場に置こうと移動していたところ、床にあるマットでつまずくよう

な感じで転びそうになったのを踏ん張ったところ、右足首から「ブ 50～



2017 9
11 チッ」という音がして腫れてきた。 捻挫だと思い湿布を貼って数

日様子をみたが足首が2倍に腫れてきたので、受診したところ、右

足首を骨折していると診断された。

65 379 19
99

2017 9
17～

18

店内揚げ物調理場にて発生、フライヤー庫内の調理用油の量が調理

するための適正量よりも多かったため、適量にしようとして、調理

直後の庫内の油を耐熱用ガラスカップに一旦注いだのち、排出缶に

注ぎ入れようとし、その際に、カップから油がこぼれ、持っていた

左手にかかってしまったため火傷をした。

17 529 11
10～

29

2017 9
12～

13

入所者の方が食事をとるフロアに配膳車をとりに向かった、その際

フロアの床に足がひっかかり前に転倒した。
64 417 2 1～9

2017 9 4～5
食品売場で、両手で荷物を持って移動しようとした際、床に置いて

あった商品に躓いて転倒、右橈骨尺骨遠位端を骨折した。
49 417 2

50～

99

2017 9
9～

10

店内惣菜部の厨房において、スチームコンベクションで焼きあがっ

たハンバークを作業台下に置く際、ミトンをしていない方の手で握

り、右手の指をやけどした。

67 529 11
10～

29

2017 9
10～

11

精肉加工場において、被災者が鶏肉加工作業中、トレーを取る為に

移動する際、床がぬれておりさらに肉片が落ちている場所を踏んで

しまい誤ってすべって転倒、右足をひねり負傷した。

56 416 2
30～

49

2017 9
15～

16

店内園芸用品売場にて園芸ビニールシートをカッターナイフでカッ

ト中、手を滑らせてしまい、左手を負傷した。
51 364 8

10～

29

2017 9
9～

10

売場で、ダンボールの結束ひもをカッターで切ろうとした際、切れ

にくく力を入れたところカッターの刃で左手親指・人差しの指先を

切って4針縫合した。

48 364 8

300

～

499

2017 9 4～5

出勤の際、店舗内の飲料水販売コーナーの前を通って事務所による

ときに、飲料水販売コーナー前で足がもつれて転倒した、その際、

左手をつき、左手首を骨折した。

61 417 2 1～9

脚立の上で棚の上の商品を一人で降ろしているときに、フラッとし 50～



2017 9 0～1
て脚立から落ちて、腰を強く打ってしまった。

40 371 1
99

2017 9
13～

14

ホームセンター館1階中央通路にて、両手に商品を持って移動中、

転倒、その際に床で左ヒザを打ち、骨にヒビがはいった。（転倒し

た原因は不明。）

59 417 2
50～

99

2017 9
18～

19

店舗にて、脚立にのぼり、ゴンドラ棚上の商品の整理中に、バラン

スを崩し、腰・お尻より落下し負傷した。
61 371 1

50～

99

2017 9
12～

13

厨房で、洗浄中、炊飯釜洗浄の合間に食器乾燥のスイッチを切りに

移動しているとき、濡れた床で滑って転倒した、転倒時に左手親

指・左手付け根を打撲するケガを負った。

53 417 2
10～

29

2017 9
14～

15

被災者は当社工場内で、紅イモタルトペースト成形機に、ペースト

を補充する為、台車でペースト入りボール（ステンレス製約

20kg）を移動中、台車のバランスを失い、ボールを無理な体勢で

支えた為、支えた左右の足を圧迫し、骨折負傷した。

38 921 19
50～

99

2017 10
14～

15

大学敷地内で傾斜のある場所にて、足が滑りバランスを崩し、右足

首を捻挫してしまった。
57 921 19

30～

49

2017 10
12～

13

店のパンスライサーの置いている作業場で、フランスパンのスライ

サーでスライスしていた際、右手でフランスパンを押さえて前方向

にスライドさせた時、回転している刃に右手親指先端が接触し、切

創した。

34 165 8
10～

29

2017 10
19～

20

就業場所の店舗より、帰宅するためバス停に向かっている途中、

誤って看板の鉄柱に顔をぶつけてバランスをくずし転倒した。 そ

の際、左足を捻ったため足首を骨折した。

50 419 3
10～

29

2017 10
18～

19

厨房内配膳室にて食器を片付けている際、腰の高さ程の柵から食器

の入っている籠を引き出し持ち上げたところ、籠が重く、腰に激痛

が走った。

53 391 19

100

～

299

10～

食材をミキサーへかける際、電源を入れたままミキサーの刃の部分

を回転器具へ連結したため、刃の部分をロックする際、手で触れた 10～



2017 10
11 時にミキサーの刃が回転し両親指を負傷してしまった。 電源を入

れていたのを忘れていた事が主な原因である。

59 165 8
29

2017 10
20～

21

作業場で油が入った寸胴（縦27cm×横27cm×高さ27cm・15kg）

を油こし機へ移そうとした際、しゃがんで持ち上げて降ろした時に

腰を痛めた。 （1回60分、1ヶ月に4～5回作業）4年前、腰を痛め

たことがある。

27 391 19

500

～

999

2017 10
11～

12

惣菜調理作業中、オーブンより焼きあがった魚を取り出しオーブン

の上にあげた際、トレイが手前側に斜めになり、お湯と油の混ざっ

たものが、右腕にかかり火傷した。 尚、手には火傷防止用ミトン

を履いていたが、手首から肘にかけて服の上から火傷を負った。

72 391 11
30～

49

2017 10
15～

16

厨房でミキサー使用中、回転が止まったと思い込んで食材を取り出

そうとしたところ、まだ動いていたため、右手人差し指と右手中指

を切創した。

40 162 8
10～

29

2017 10
13～

14

テーパー箱を両手で持ち、バックルームへ片付けようと歩いていた

時、売出準備でPOPを入れた買い物カゴにつまずき、身体の右側か

ら転倒、顔面、右肘を床に強打した。

50 611 2
10～

29

2017 10 8～9

メガネのレンズを加工中、工具が車の中にあるため取りに行こうと

し、小走りに店の玄関を出たとき、高さ5cm程の段を踏み外し、転

倒、下がコンクリートのため、左足大腿骨、骨折。

58 416 2 1～9

2017 10
15～

16

園芸用の牛ふん40L（1袋17kg）の補充作業中、1回目の補充で8袋

ほど台車に積んで在庫置場から30m程離れた園芸売場まで運んで補

充し、2回目の補充で4袋ほど台車に積んだところで右足ふくらはぎ

に激しい痛みを感じた。

53 611 19
30～

49

2017 10
14～

15

凍っているかずのこわさび漬けの仕越し（発泡スチロールの箱

3kg、12箱分を小分けにパックする作業70パック程作成）を1時間

ほどしていた。 その時に右手の指2本（中指・薬指）が凍傷になり

水ぶくれができた。 作業の時は、薄手のビニール手袋をしてい

65 529 11
50～

99



た。

2017 10
16～

17

配達先で表札を確認しようと荷物を持ったまま身体をねじったとこ

ろ、階段から踊り場に転落し、左足脛を負傷した。
52 413 1

50～

99

2017 10
13～

14

双方一時停止の無い交差点で、左側から直進してきた2tトラックと

衝突。 衝突の弾みで自車は回転し民家の壁へ接触し停止。 本人聞

き取りでは怪我、体調に異変はないとの事だが、後日手の痺れが出

て来た。

42 221 17

100

～

299

2017 10
17～

18

翌日の仕込みした材料を容器に入れ、スチコンカート、高さ150㎝

位幅50㎝位、奥行80㎝位のスチコンカートに並べ、1人で精肉の冷

蔵庫まで運ぶ。作業場の床の段差にカートの車が引っかかり横倒し

になってきた為、右手で支えたが、51㎏位の重量があった為、腕に

痛みが生じた。

37 362 6
50～

99

2017 10
11～

12

店舗内ピットにおいて、バランサーを使用して作業していたとこ

ろ、死角から別の人が作業していたタイヤがイレギュラーバウンド

したことにより転がり飛び、それが右膝に直撃したもの。 この事

故により歩けなくなる程の痛みがあった。

31 611 6 1～9

2017 10 7～8

グロサリーバックヤードで飲料のカートラックを外に運び出してい

る作業中、お客様に声をかけられ在庫の確認をしようとして行った

時、コンクリートが欠けている所にカートラックのタイヤがはまり

動かなくなった。 動かなくなったカートラックを引いた時、勢い

余って左足の小指を轢いてしまい、その後在庫を確認するために急

いでいたらぶつけてしまった。 痛みがあり腫れ熱をもっていたが

歩けなかったわけではないので当日受診しなかったが、その後も腫

れ等がなかなかひかず動けなくなった。

26 362 7
50～

99

倉庫内において、台の上に置いたトタン成型機の上に平行に仮置き

していたバラ積みのコンパネ（180㎝×90㎝×12㎜）を焼く100枚

移動するため、成型機のコンパネの前の部分に上り、コンパネにワ

イヤーを焼く準備を始めた。 コンパネの状況を確認するため、コ 10～



2017 10 8～9
ンパネに向かって左側下の出ていたコンパネのあて紙部分の下に成

形機が支えてあるのと思い、左足をかけたところ支えのないところ

で、あて紙が被災者を支えることができなく高さ150㎝からトタン

製品の上に落ちた。

52 611 1
29

2017 10
14～

15

店に配達で行った際に、荷下ろしを終え、トラックから下りた時

に、足を滑らせ転倒、地面に左手を着き痛めたもの。
66 417 2

30～

49

2017 10
11～

12

トラックの荷台でお届け商品を準備する為、二段に重ねていたコン

テナの下段から荷物を取り出そうと上段のコンテナを引き上げた際

に、腰を痛めた。

24 921 19
10～

29

2017 10
10～

11

自宅から直行で市内の客先を訪問途中にトイレに立ち寄った際、花

壇ブロックを飛び越そうして右足首をひねった。 その際ポキっと

いう音がし腫れあがってきた。 右足骨折した。

58 417 2
10～

29

2017 10
10～

11

店内通路歩行中、床に水滴があった事に気が付かなかった為、滑っ

てバランスを崩して前方へ膝から倒れて、左膝蓋骨骨折した。
62 417 2

100

～

299

2017 10
20～

21

売場で品出し作業中、ビール箱（縦40cm×横27cm×高さ13cm、

高さ5kg）を持とうとしたところ、手が滑って箱を落としそうにな

り、右手で支えようとして右手小指を打撲し亀裂骨折した。

54 611 4
50～

99

2017 10
13～

14

4tトラックの荷台でワラ積み作業中に、パレットから車の荷台に転

倒した。
65 611 1 1～9

2017 10 7～8

水産プロセスセンターの氷温庫内で出庫作業のため、商品を入れて

いるプラスチックコンテナを持ち歩いていたところ、床に積まれて

いたプラスチックコンテナに気付かず、つまずいてコンクリートの

床に転倒し、頭部を打った。

57 362 2
50～

99

2017 10
13～

14

当社トラック専用のピット内において、トラック用のスチールホ

イールを、トラックから荷降ろしするとき、手を滑らせて荷物を右

足に落としてしまい、右足親指を骨折したものである。

44 611 4 1～9



2017 10
16～

17

チラシをポスティング中、暗くて急いだ為、階段に気付かず転倒し

負傷した。
27 413 2

50～

99

2017 10
14～

15

お客様の田んぼでコンバインのカッター部分のわらの詰まりを取り

除いて修理している時、軍手が引っぱられ、右指がカッターの刃に

さわり怪我をしてしまった。

64 169 8 1～9

2017 10
14～

15

お客様に来年のカレンダーを配り終えた後、帰るために車に乗り込

み道幅の狭い所で方向転換をしようとハンドルを切りながら前進と

後進を繰り返していたところ、アクセルとブレーキを踏み間違え、

勢いがついたまま段差約1m下の地面に落下し、前方にあった木に

衝突、車内に挟まれ腰を強打した。

62 231 17 1～9

2017 10
15～

16

店にてお客様お見送りの際、自動ドア入口付近の段差で足首を捻っ

た。 当日はそれほどひどくなかったが、次の日に痛みがひどく

なった。

25 418 19 1～9

2017 10 7～8

店舗内鮮魚作業場に入る際、掃除道具の水切りとモップが倒れてい

るのに気付かず、柄の部分につまずき右ひじより転倒し、床に強く

打ちつけた。

65 379 2
30～

49

2017 10
17～

18

店敷地内従業員駐車場において、帰ろうとした際に足元が暗く車止

めに気がつかず、車止めに足を引っ掛けて転び、足首を骨折した。
58 417 2

50～

99

2017 10
11～

12

水産作業場内製氷機前で、商品の刺身用のトレーを製氷機の棚から

取ろうと前屈みになった際、眩暈がして倒れその際に右膝を打ち負

傷したもの。

57 921 2
50～

99

2017 10
9～

10

当社店舗の倉庫でオリコン（折りたたみコンテナ）の仕分け業務を

していた。 右手の指先でドーリー（小型の物を運ぶ台車、カー

ト）を胸くらいの高さ（約1m）で持った状態で振り向いた時、他

のオリコンにドーリーが当たってしまい右足の甲に落としてしまい

負傷した。

38 362 4
30～

49

鮮魚作業場内で発生した。 刺身を加工時、包丁の付着物を拭き取
100



2017 10
9～

10

ろうとした際、誤って包丁を滑らせてしまい、（落とさない様に）

慌てて包丁をつかもうとしたところ、右手の親指に刃が触れてしま

い負傷してしまった。

50 364 8 ～

299

2017 10
14～

15

団地店内において、入り口付近で作業中、入り口マットが雨の為、

濡れており、足を滑らせ転倒。 その際、右足側を地面に強打し負

傷したもの。

44 416 2
10～

29

2017 10
12～

13

業務を終え退社しようと従業員通用口から外に出る際、足元の段差

を踏み外し転倒。 右膝と左第五趾を負傷したもの。
64 371 2

50～

99

2017 10
9～

10

店舗外回りの出入口の自動ドアや窓ガラスの拭き掃除をしていたと

ころ、誤って、自動ドア前のアプローチタイル（地面との段差約

5cm）を踏み外してしまい、右足小指から足首を捻るように着地し

た際に、負傷したもの。

51 418 19
10～

29

2017 10 8～9

食品売場で、加工商品の品出しの業務を行っている際、ダンボール

へ躓いた関係で左下腿が置いてあった折り畳式コンテナの角に突き

刺さってしまい、その結果、15針縫合する負傷をしてしまった。

45 611 3

100

～

299

2017 10
18～

19

会社駐車場にて、帰宅のため自家用車に乗ろうとした際、車止め

（縁石）につまずき転倒し、左手をついた為、左手首を骨折した。
64 418 2

100

～

299

2017 10
10～

11

外にある物置にダンボールを置きに行った時に、不安定なブロック

に足を乗せてしまい、バランスを崩し右手で体を支えた時に、右手

首を痛めたと思われる。 ※物置が下水層の近くにあり下水層から

上がってくるニオイを防ぐためにブルーシートの上に置し木をして

その上にブロックが乗っていた。

41 418 2 1～9

2017 10 8～9

当該事業所においてミキサーの刃をスポンジで洗浄していたとこ

ろ、ミキサーの刃に触れてしまい、誤って左手第四指を切創してし

まった。

23 162 8 1～9

出勤のときに入館証を忘れため、勤務先のある商業施設の管理事務
10～



2017 10 7～8 所に行こうとして、商業施設内の階段を下りていたときに、足をく

じいてしまい、左足足首を捻挫してしまった。

50 413 3
29

2017 10 7～8

店内和日配コーナーで商品品出しの為、台車から商品を降ろして仕

分け中、台車に巻いてあるラップに足が引っ掛かって重い荷物を

持ったまま、ラップに左足を取られ、つまずきながら左足を捻って

しまい左足の小指を骨折してしまった。

61 362 19
50～

99

2017 10
10～

11

店舗の外でカゴ車を移動していたところ、突然左後ろからカッター

ナイフのようなもので切りつけられたもの。
37 921 90

10～

29

2017 10
15～

16

レジとサッカー台の間の通路で、レジを打ち終え、買い物かごをお

客様のカートへ移しレジに戻る時、走って来たお客様と衝突。
54 719 3

100

～

299

2017 10
11～

12

当社店舗の倉庫において、冷凍食品を2階から1階へ移送するため、

リフトに積み込んだ後、階段で1階へ下りたが、まだリフトが1階に

到着していなかった。 リフトが腰の高さまで下がった所で、完全

に止まらないうちに商品を降ろそうとして前に出過ぎたため、降り

てきたリフトに右足のつま先を挟まれて親指と中指を負傷した。

58 214 7
10～

29

2017 10
10～

11

当該事業所において昼食の味噌汁を配膳車に盛り込みしていたとこ

ろ、頭上にあった配膳車の電源ケース（4kg）が落下し、おでこ・

頭部を打撲、首をむち打ちしてしまった。

59 359 4
10～

29

2017 10
17～

18

寿司作業場にて作業場内を歩いて移動中、排水溝が濡れていた為足

を滑らせて転倒し、ゴミ箱にぶつけて左胸部を打撲した。
57 521 2

500

～

999

2017 10
13～

14

デリカ作業場で商品を持ち値付機に行く途中、足下に発泡スチロー

ルがあり、商品を持っていて見えなかった為、発泡スチロールにつ

まずいて左肘から転倒した。

58 417 2

100

～

299

2017 10
12～

サービスカウンター内に於いて、商品のレジ打ちを終えて移動する

際、足元に垂れ下がっていたレジのスキャナーコードに足が引っ掛
56 417 2

100

～



13 かり、体のバランスを崩して転倒し、床に左肩を打ちつけ受傷した

もの。
299

2017 10
9～

10

駐車場にて従業員（被災した者ではない）がフォークリフトで合板

を２山重ねて運んでいた。 地面が平らでなく不安定なため、1山に

しようと一旦停止したが、フォークリフトの爪を前に出さず、その

ままの状態で下げてしまったために、車輪のアームに当たり、合板

が隣に駐車していた車の屋根に崩れ落ちた。 被災労働者を含め、

複数名で合板が山を片付けていたが、板を取り除いた際に合板の山

が崩れてしまい、後ろ向きで片付け作業を行っていた被災労働者を

落下した。 振り返ったが、避けきれず、合板に右足が挟まれ怪我

をしてしまった。

29 522 5

100

～

299

2017 10
9～

10

店内1階青果売場多段ケース前にて、自動洗浄機で掃除したセラ

ミック床に小さな水油が残っていた為、滑って転倒した際、長ネギ

を腕で抱えており、手をつくことができず、左肘を強く打ち受傷し

た。

61 416 2
50～

99

2017 10
12～

13

付近の新築アパートに営業のためチラシを配ろうと向かった際、歩

こうとしたマンホールが傾いているのに気が付かず、バランスを崩

し側溝に右足が落ち、足も首を強く捻ってしまった。

55 418 1
50～

99

2017 10
11～

12

病院内でカーテンを取り付けた後、3段の踏み台から降りる際に、

足を踏み外して転倒し、左腕・腰を床に打った。
34 371 1

30～

49

2017 10
15～

16

お客様宅を訪問し、見積もり終了後に玄関を出た後、雨天で滑りや

すくなっていた御影石の外階段5段目位から滑り落ちてしまい、尾

てい骨および腰を強打してしまったもの。

54 413 1
30～

49

2017 10
9～

10

事業場において開店前店内清掃作業中に、清掃用具につまずき転倒

し、頭部に軽い打撲と額に裂傷を負った。
70 416 2 1～9

2017 10 8～9

商品の品出し中にカゴ台車の上の商品を取ろうとした際、商品がカ

ゴ台車に引っ掛かりロックしていなかった為、カゴ台車が動きだし

体で受けとめて強打した。

59 362 6

100

～

299



2017 10
16～

17

102レジにて接客業務中にお客様が買い物カゴを前におろしたタイ

ミングで、自分も手をおろしたため、右手の小指第三関節付近をカ

ゴの下に挟み負傷。

28 911 7

100

～

299

2017 10 8～9

自家用車で出勤し、ショッピングセンター敷地内の従業員駐車場に

車を置き、授業員入口に向かう途中、通路に工事用のマットが敷か

れており、でこぼこしていたため右足首を捻った。

58 416 19 1～9

2017 10
21～

22

レジ台を撤去する作業をしていたところ、段差を越えるため、不自

然な体勢で無理に持ち上げた。その際、右かかとに負荷がかかりア

キレス腱を痛め炎症を起こす。当日は、どこかにぶつけたと思った

ことと、また、深夜勤務だったため、最後まで勤務した。

22 612 19
50～

99

2017 10
11～

12

作業場で包丁を使用し鶏肉を切っていた際、肉を押さえていた左手

が滑って左手薬指を切った。
43 379 8

300

～

499

2017 10
11～

12

商品がかかっているシングルラック（横1m、高さ150㎝、重さ10

㎏程度）を移動していたところ、下り坂になっていたためラックが

傾いてしまい、それを支えようとしたところ、ラックと一緒に自分

も転倒し、その際にラックの金属部分が左膝にあたって、負傷。

31 362 5
10～

29

2017 10 8～9
吉場にて台車の運盤中、足に力を入れすぎてしまい、右ひざを捻挫

した。右ひざ関節捻挫。
58 921 19

50～

99

2017 10
21～

22

店舗の営業終了後、エキロジがゴミの回収の為店舗に来たのでゴミ

出しの為店舗のドアを開けゴミを出した。 店舗内に戻りゴミが

残っていないか確認していた際右手をドアに置いていた為、閉まっ

てきたドアに右手中指を挟み負傷した。 右手中指骨折と判明し

た。

67 419 7
10～

29

2017 10
16～

17

店内雑貨売場にて、棚の上段にレシピを置こうとして脚立に登った

ところ、脚立の脚の止め具がきちんと止まっていなかったため、上

から2段めまで登った際に脚立が崩れ、地面に足から落下した。

29 371 5 1～9



2017 10
15～

16

店舗内売場サービスカウンター前でストックへ移動中に雨水で濡れ

た床で滑り、転倒した。 その際背中を強く打ってしまった。
70 417 2

100

～

299

2017 10
14～

15

会社倉庫内で、お客様へ発送する荷物（レコードプレーヤー）の梱

包、積換作業中に、梱包を終えて荷物を持ち上げた際に、目測より

も重量があった為（実重量30㎏）、腰に、急性腰痛症を発症した。

30 611 19
10～

29

2017 10
9～

10

出勤時更衣室からブティックに向かう途中のエレベーター5階で降

り、エレベーターホール店頭の境の鉄扉を開けたところ、ドアの向

こう側から入ってきた台車に足を踏まれた。

54 362 7 ―

2017 10
13～

14

小学校の給食下膳時に、食器・食缶をコンテナへ入れる作業中、腰

（ギックリ腰）を痛めたもの。 食器は磁器食器を使用しているた

め、非常に重たく中腰になって作業するため腰への負担がかかり痛

めてしまった。

38 921 19
30～

49

2017 10
16～

17

地下1階の飲料売場へ向かう途中、階段の最後2段目で踏み外し、左

足首をひねりながら転倒した。 当日はほぼ右足で身体を支えなが

ら、レジ作業を行った。 靭帯損傷し安静と松葉杖を使用すること

となった。

25 413 2
10～

29

2017 10
9～

10

鮮魚作業場で刺身加工中、冷凍商品だった為力を入れすぎて左手小

指を2㎝切ってしまった。
50 364 8

100

～

299

2017 10 8～9

店内にて、鮮魚納品の保冷用氷水の入った発泡ケースが台車から落

ち、精肉対面ケース前に散乱し、直後に冷蔵庫から両手にハムの段

ボール箱を4つ持ったまま、対面ケース前の通路に出たところで、

足を滑らせて左肩から転倒し、左肩を強打した。

57 417 2 ―

2017 10
20～

21

5階北の5－6号機エレベーター前のホールで、モービルシンク（下

膳車）を回転させた際、壁との間に左手薬指を挟み負傷した。

（病院内給食盛付、配膳等の勤務。）

60 362 7

100

～

299



2017 10
17～

18

サービスカウンター前で、床の水濡れをモップで拭いた際足を滑ら

せ転倒。 左手首骨折。
58 417 2

100

～

299

2017 10
14～

15

1階食品バックルームにて、センター便の豆腐をセンター台車から2

段台車に移し替え、売場に移動していた。 その際、台車に右ひざ

を強打する。 以前にも同じ負傷部位の労災があり、周囲の同僚は

悪化したと思っていたようである。

62 362 3

100

～

299

2017 10
20～

21

正面玄関ウィンドウに於いて、マネキンの着せつけ作業中に、屋外

から確認するため、ウィンドウの内部から屋外へ移動しようとした

ところ、足を滑らせ転倒。 その際、ウィンドウと通路の境目にあ

る50㎝の段差に後頭部を強打し負傷。 ウィンドウ内部の床は滑り

やすい素材であり、靴下で作業をしていたため、転倒してしまっ

た。

19 416 2 1～9

2017 10
16～

17

店の休憩室に於いて、休憩中にロッカーに私物を取りに行き、もと

もと座っていた椅子に戻る際、足がもつれてバランスを崩し、右足

首を捻り負傷。 当日は動くことができたため、業務を優先し、右

足首の捻挫となった。

25 921 19

300

～

499

2017 10
15～

16

当社1階の作業場において、アルミ製の角材を切断加工するため、

固定式の電動丸ノコギリを使用していたが、押さえていた左手を

誤って、電動丸ノコギリに触れてしまい、左手の人差し指と中指の

爪の部分を深く切り、大量に出血した。

75 131 8
10～

29

2017 10
12～

13

配達時、顧客宅の敷地内にある車止めにつまずき転倒し玄関の前に

ある段に額を強打した。
37 419 2

30～

49

2017 10
10～

11

店舗にて納品作業中、カップラーメンのダンボールを右手でつかん

だ際に、捻って痛めた。
29 611 19

10～

29

2017 10
14～

15

商品を配達中、急いで走っていたときに誤って足を捻り、足の甲の

骨を負傷したものである。
52 417 19

10～

29



2017 10
10～

11

農産売場で、腰を曲げて前かがみでバナナの入ったコンテナ（縦60

㎝×横45㎝×高さ30㎝、重さ25㎏）を持上げようとした際、腰を

痛めた。 腰部傷病は今回初めてである。

52 611 19
30～

49

2017 10
15～

16

1階雑貨売場にて、商品展開時の演出のため、ダンボールを切って

いた時に、カッターを仕切板に当てて直線に切ろうとしたが、仕切

板を押さえていた左手側にカッターが滑り、左手親指を切創した。

26 379 8

100

～

299

2017 10
10～

11

店舗後方地下1階トイレから青果加工室に移動時、階段の踊り場に

出る1段の段差の前で、階段を下りてきた人の気配を気にしていて

足を踏み外して転倒。 商品の入ったカゴを持っていた右側に転倒

し、右手首、右脇腹、右腰、右膝を打ち負傷したもの。 10分程の

のち吐き気をもよおし受診。

62 417 2

100

～

299

2017 10
12～

13

当方ピザの配達中、先方に一時停止のある4交差での直進車同士の

出会い頭事故。 当方30㎞／h程度で進入、先方は40㎞／h程で一時

停止せず進入し、当方の車体後部に衝突。 当方は右側に転倒。

21 231 17
10～

29

2017 10
12～

13

派遣として業務に携わっていた。 その日は、10㎏ほどの箱を運ぶ

作業があり、数人で玄関から室内に移動する作業中、腰に少し痛み

を感じたがそのまま続けていたところに、後方にあった商品のダン

ボールに気づかず、そのダンボールに腰をぶつけ、強い痛みを感じ

た。 その後も痛みを我慢して仕事を続けていたが、治ると思って

いた痛みはひどくなり、接骨院に症状をみてもらったところ腰部の

捻挫と診断された。

44 611 3 ―

2017 10
10～

11

加工場で冷凍のトロガツオを切っていた時、包丁が滑って左手親指

の第一関節に当たった為、切れてしまった。
39 364 8

10～

29

2017 10
21～

22

フライヤー什器清掃の際、最後に熱湯で煮沸し、その煮沸したお湯

をフライヤーから流しタンクへ捨てる際に、誤って内股、腿、足先

まで熱湯がかかってしまった。

15 391 11
10～

29

10～

店舗後方キッチンにて天板移動時、焼台の下から成型台に何枚かま

とめて持ち上げた時、捻り負傷したもの。 5日経ってもよくならず
100



2017 10
11 受診。 1枚あたり1.6kgで4~5枚をまとめていた。以前より痛みが出

ており負荷を減らす配置で作業を行っていた。

51 612 19 ～

299

2017 10
17～

18

バックヤードにて商品のストックしているダンボール箱を取り出そ

うと、棚から下ろす作業中に腰を痛める。
38 611 19 1～9

2017 10 7～8

学校給食センター厨房内で、スライサーでしいたけをスライスして

いて、終了後ホースで水をかけて汚れを落としていた。 汚れが落

ちにくかったので手で表面をこすっていたところ、スライサーの刃

で左手の中指薬指の爪を削いでしまった。

48 165 8
10～

29

2017 10
15～

16

会社作業場1階の冷蔵庫前で、冷蔵庫に入ろうとして移動中、右足

を滑らせて右足大腿部前面に激痛が走り転倒する。 突然熱をもっ

たような激しい痛みが発症し動けなくなる。

32 417 2
10～

29

2017 10
10～

11

就業中、厨房にてキャベツを短冊切りにし終えた時、誤って左手薬

指先を切ってしまい、血が止まらず病院で5針縫った。
38 364 8 1～9

2017 10
13～

14

店舗内で高い所にある品物を取ろうとしたところ、ふらつきキャス

ター付のイスごと転倒し、右手首を骨折した。
61 371 2 1～9

2017 10
14～

15

店舗内食堂にて勤務終了後、タイムカードを打刻し、着替えも済ま

せて店舗内食堂の冷蔵庫に入れていた物を取り、振り返った際につ

まずき、床が濡れていたため踏ん張れず床に転倒し、腰と右腕、右

肩を強打した。

67 417 2
50～

99

2017 10 8～9
青果バックヤードにて、かぼちゃの切り直し作業をしていたとこ

ろ、包丁が滑って左手の親指の付け根付近を切ってしまった。
17 364 8

50～

99

2017 10
10～

11

給食室で、刃が回転する裁断機を使って玉ねぎをカットしていた

際、手を奥まで入れすぎ、刃が指に当たった。
37 165 8 1～9

15～

夕食宅配のお届け先（組合員宅通路）で、お届けするお弁当を歩い

て所定の場所に置きに行く際、通路にあったビニールのPPバンド

に足がひっかかり転倒した。 お届け場所の所定場所に行くまでの

通路上部にはクモの巣が広範囲にあり、足元には破材品が散乱し
100



2017 10
16 て、通路が狭い状態だった。 転倒時、左手でお弁当を持った状態

で地面に左手をついたので、身体を支えきれず、顔面を地面に強打

し、上前歯を折歯、額部を挫創。 また地面についた左手薬指の爪

がはがれ、小指突き指、左膝挫創・内障の怪我となった。

47 417 2 ～

299

2017 10
10～

11

配送車両の荷台から降りる際に後ろ向きで降りようとしたところ、

荷台の下部分にあるステップを見ておらず足を踏み外し、背中から

地面へ転落し、尾骨と後頭部を打った。 その後1時間以上センター

内で休み、本人が配送に行けるとのことから配送へ行かせた。 帰

宅し、夜になり、頭部、首、お尻の痛みが引かなかった。

34 221 1
30～

49

2017 10
9～

10

トラック（20t車）（トラックの高さ2.06?）の荷台の後ろのふちに

乗って、シートをかける時に、シートをひっぱりきれず風にあおら

れてバランスを崩して、地面に落下した。

51 221 1
10～

29

2017 10
16～

17

土場内にて、おが粉の片付けをしている時に土場内にて同じくト

ラックから降ろしたおが粉の片付けをしていた大型重機（タイヤ

ローダー）が一時的に停止した後、再び前進しようとしたところ、

重機の前（重機の運転者からは完全な死角位置）にいた事から接触

し、倒れた瞬間にコンクリート地面に後頭部を打ち付けたもの。

但し、以上の記述については確たる目撃者がいないこと、また、本

人以外に詳細な状況説明ができない事からあくまで推定状況として

記述するものである。

67 141 6
10～

29

2017 10
13～

14

作業場内を通行中、床面が濡れており、足を滑らせて転倒した。

転倒する際に木製の台で上半身（胸・脇）を打ち骨折した。
67 416 2 1～9

2017 10
14～

15

洗浄室で、洗浄中、食器を洗浄ベルトから流しているとき、ベルト

から食器が落下するのを待たず手を伸ばした際に、ベルト部分の隙

間に指が入ってしまい、右手親指を骨折するケガを負った。

21 169 7
30～

49

2017 10
22～

閉店後、その日の売上を事務所に入金しに行くため廊下を走ってい

た。 このとき駅に向かう乗り合いタクシーの時間が迫っており、
42 416 2 1～9



23 急いでいた為、廊下の角を曲がるときに滑って転んだ。 荷物が多

かったため、手をつくことが出来ず、顔と体から転んだ。

2017 10
22～

23

厨房内床清掃直後ファーストフード製造業務の為、厨房内に進入す

る際、厨房内の濡れた床に足を滑らせ転倒し、床に右手をついた際

右手関節を捻挫した。

35 417 2
10～

29

2017 10
11～

12

店舗通用口の最後の階段を踏み外し、足を痛めた。 痛みはあった

が我慢して仕事を続け、退社後、左足側部の靱帯損傷と骨折と診断

をされたもの。

48 413 2

100

～

299

2017 10
17～

18

店舗日用品売り場にて、歯ブラシの陳列棚下段にあるハミガキ粉の

前出しとピッキング（伝票や指示書にしたがって商品を取り出す）

作業を実施。 下段の作業の為、無理な体勢で行っていたが、作業

が完了したので、立ち上がったところ左内腿に鈍い痛みが走る。

当日は痛みもそれ程ではなかった為、そのまま勤務を続ける。 帰

宅途中に鋭い痛みに変わった。

64 921 19

100

～

299

2017 10
14～

15
店のトイレの前でつまずき、うつぶせに倒れて、左ひざを強打。 23 417 2

100

～

299

2017 10
11～

12

青果バックヤード作業場にて、野菜が入ってる箱を台車から運び出

すため持ち上げたところ、左手の親指付け根の部分を強く捻ったた

め、赤く腫れ骨にも強い痛みを感じた。

36 611 19

100

～

299

2017 10
15～

16

オムツ売場で商品出しをしている時に、ベビーオムツが肩へ落下。

右肩が上らなくなった。 本人の隣で、脚立に乗って棚上のオムツ

を品出ししていた他の店員が、オムツを棚に押しこんだ際、その反

動で押しこんだオムツの2つ程隣に入れてあった別のオムツが押し

出され、被災者の肩に落下したもの。

65 611 4
10～

29

2017 10
20～

21

惣菜製造作業場にて、移動中、足を滑らせて転倒。 左足を挫傷し

た。
62 417 2

100

～

299



2017 10
11～

12

自社倉庫内で台車に積んであった荷物を配送車に積み込むため、ス

ロープを歩行中に右ふくらはぎを痛めた。
63 921 19

100

～

299

2017 10
10～

11

水産バックヤードのウォークイン冷凍庫にて、冷凍商品の商品を店

舗に陳列するため歩いて取りに入ったところ足場が凍っており足元

を滑らせ転倒し頭部を床面に強打する。 意識が少し無くなり同僚

が手を貸し冷凍庫外まで出る。 30分ほどしても気分が悪くなった

ため、救急車で搬送される。 頭部内部出血があるため入院とな

る。

58 417 2

100

～

299

2017 10 8～9

店舗資材館6番通路（通路幅115cm）にて、脚立（150cm）を使用

し、陳列棚の天板在庫グリススプレーの入った箱（42＊35.5＊

21.5cm重8kg）を脚立中段（110cm）に登り荷下ろし作業中、身体

のバランスを崩し左肩から落下し倒れこんだ。

61 371 1

100

～

299

2017 10
11～

12

店舗厨房内、スイーツ用ソースをなめらかにするための機械「ブレ

ンダー」を使用しているときに機械の刃部分に異変を感じたため確

認しようとしたが、刃の回転が完全に停止しておらず、歯に触れて

しまい、切傷を負った。

21 165 8
10～

29

2017 10 7～8

冷凍売場で荷物（30cm×40cm×20cm、20kg）をカートから降ろ

して持ち運び、指定の場所に降ろす作業（165cmの高さから床ま

で）を繰り返したところ、肘に激痛が走った。 右腕腱鞘炎、右腕

剥離骨折と判明した。

67 921 19

100

～

299

2017 10
14～

15

3番レジから1番レジの確認をしようとしたところ、通路に落ちてい

たレシートに気付かず踏んで足を滑らせ転倒。 その際、右手で支

えた時、右手首に痛みを感じた。

51 417 2
30～

49

2017 10
13～

14

店において、タイムカードに打刻後、作業場内を歩行中に滑って尻

餅をついた。 その時、咄嗟に右手を床についたため右手首を骨折

した。

70 417 2 1～9



2017 10
14～

15
調理場で包丁で玉ねぎを切っている時に左手小指を切った。 47 364 8

100

～

299

2017 10 5～6

自宅3階から階段で下りる時に、空き缶があることに気付かず左脚

で踏んでしまい、反対の右膝で踏ん張った時、全体重がかかり、前

に転倒して膝を打つ。

50 413 19

100

～

299

2017 10
22～

23

店舗1階倉庫にて箱に入った空気洗浄器を持ち上げて運ぼうとした

際、箱が大きく足元が見えなかったため、足元にあった小さな脚立

（2段）に気付かず、脚立の踏ざんに右足の脛をぶつけて負傷。

32 371 3
30～

49

2017 10
19～

20

バックヤードで包丁を洗っていた時、誤って右手人差し指を切創し

た。
20 364 8

100

～

299

2017 10
16～

17

改装陳列においてダンボールから商品を取り出し作業しようとし、

体勢を崩してふらつき、足をくじいた。
49 921 19

300

～

499

2017 10
11～

12

道路左側の歩道を歩いていた時に、後方から走ってきた自動車に追

突された。 加害者は前から来た車と歩いていた被害者を避けよう

としたが、ブレーキをかけ損ね、ノーブレーキで追突された。 後

方から突然の追突で一切身構えが不可能で飛ばされ地面に叩きつけ

られ負傷した。

44 362 17
10～

29

2017 10
9～

10

1階従業員出入り口で、タイムカードをスキャンした直後、床に置

いていた足拭きマットに躓き転倒して手をついた際に、右手第5中

手骨を骨折した。

60 417 2

100

～

299

2017 10
9～

10

バックヤードに於いて、冷凍商品の入荷の際、冷蔵室のドアを開け

て、自身がまず冷蔵庫に入った。 次いで、入荷した冷凍商品が積

載された六輪カートを冷蔵庫の前から、冷蔵庫内に引き寄せようと

した。 この時、冷蔵庫のドアが閉まりそうになったためドアを右

手で開けようとしたところ、手元をよく確認していなかったため

62 362 7

100

～

299



に、ドアと荷物が積載された六輪カートの間に挟まり、右手甲を打

撲した。

2017 10
14～

15

勤務開始前に店内からバックヤードへ入ろうとして、（天候不良の

ため）厨房前、寿司売り場前で床面が濡れているところを歩いてい

たら、滑って転倒し、膝を床面に打ちつけた。

64 417 2 1～9

2017 10
13～

14

また板（45cm×100cm、8.7kg）を洗浄し片付ける際に、手が滑り

右足小指にまな板が落下した。
18 364 4

50～

99

2017 10 8～9

店舗厨房の外共有部分で、大番重を一人で移動させようとした際、

持ち方が不安定かつ、いつもより番重を多く重ねて持ち上げた際、

左手甲を捻ってしまい負傷した。

44 921 19
10～

29

2017 10
14～

15

店舗（ストックルーム）の通路が台車によってふさがっていたので

台車を避けて通りぬけようと大きく跨ぐ形で左足に体重をかけた

際、左膝あたりで音がして強い痛みを感じ歩行が困難になった。

47 362 19
10～

29

2017 10
14～

15

工場内で壁の波板をはしごに登って取りつけする際、作業中に足を

滑らせてはしごから落ちた。
64 371 1 1～9

2017 10
14～

15

トラックからかご車を降ろす（店舗の三便を入れる）際に、荷台が

下まで降りていなかったため、かご車が倒れてきて、その時にかご

車に足が挟まってケガをした。

57 221 4
50～

99

2017 10
13～

14

営業車を止め、右側後部のスライドドアを開けて商品の積み降し作

業をしていた。 その際にスライドドアが閉まってきて、左ひじを

痛打した。

46 231 6 1～9

2017 10
13～

14

店内サービスカウンター内で作業をするためカウンターへ入ろうと

したところ、カウンター横のレジ前に設置していた精算済みカゴを

置くための台に足をひっかけ転倒した。 右手首に痛み腫れが生

じ、右手首3ヶ所複雑骨折と診断される。

63 379 2
30～

49

2017 10 6～7

自社工場1階作業場で、水槽に異物が浮いていないか点検作業をし

ようとしているとき、床においてある掃除用のホースにうっかりつ 58 379 2 1～9



まずいてころび、左足のくるぶし上部を打って骨折した。

2017 10
18～

19

デイリー冷蔵庫内で豆腐の補充のため、パレットを移動させてい

た。 パレットは豆腐24丁で約1.5kg。 左のロング台車から右の台車

に移す作業で上の段からはじめて、4段め（床から50cm）を持ち上

げて、右の台車（80cm）に置こうとした時、腰に激痛がきて動け

なくなった。

55 611 19
50～

99

2017 10
11～

12

正面玄関にて、カゴをいつもの倍を片付けていたところ、突然、腰

に痛みがきて、早退した。
44 379 19

50～

99

2017 10
10～

11

コンバインの洗車作業中にお客様より電話があった。 機械の事に

ついてだったので、工場で電話を取り次いで対応した。 電話対応

後、営業担当に電話するため、事務所に入って来た後、洗車場の方

から異常な音がしたため、走って出てみた。 エンジンをかけっ放

しだったため、コンバインがじわりじわりと前に進み、洗車場裏の

水路に落ちそうになっていた。 慌ててブレーキをかけようとした

が間に合わず、コンバインと一緒に落ち負傷した。

33 169 1 1～9

2017 10 8～9

店の鮮魚部門のバックヤードで、包丁でブリのカマの固いところを

切っている時、包丁を握っていた右手が滑り、包丁の刃で右手人さ

し指と中指を切った。

27 364 8
50～

99

2017 10
9～

10

当該事業所において、昼食の魚を並べるために、クッキングシート

を敷いたホテルパンを10枚互い違いに重ねてシンクとシンクの間に

置いていた。 それが落ちてきて咄嗟に足が出てしまい、足のすね

に落ちた。 1枚でも割と重たいので落ちてきたはずみで左足を捻挫

した。

24 529 4
10～

29

2017 10
13～

14

当該事業所において、駐車場で消防訓練中に消火器を使い、火を消

しに行く際に躓き転倒した。 転倒した衝撃で、手・顔・膝下をす

りむき、歯も欠けた。 アスファルトが凸凹している中コック

シューズで走ったため、躓きやすかった。

62 417 2 1～9

調理室で裁断機を使用して人参を切っている時、スイッチを止めて



2017 10
10～

11
裁断機の中に入っていた切れ端を取り除こうと左手を入れた。 刃

が完全に止まっていなくて中指を切った。

58 165 8 1～9

2017 10
16～

17

店舗内鮮魚作業場において最終清掃作業中、左足を滑らせてしまい

右足で踏ん張った時に、右足では立てない、動くこともできない程

の痛みを感じ、受診の結果右股関節のねんざと診断された。

61 921 19
30～

49

2017 10
11～

12

外食宅配の出発前、冷凍庫にて基冷剤を取り出していたところ腰に

違和感を感じた。 その後、お届けのため配送に出てお届けをして

いるうちに痛みがはげしくなった。

35 611 19
30～

49

2017 10
15～

16

店舗のベビー売場で補充作業を行うため、オムツを脚立で棚上（高

さ180cm）にあげ、脚立から降りようとした時にバランスを崩し、

脚立の2段目（高さ40cm）から足を踏み外し転倒しそうになった。

咄嗟に棚上のプラスチックの什器を左手で掴んで支えたところ、掴

んだ什器で中指と薬指の付根から第一関節の間を負傷した。

20 391 8
10～

29

2017 10
17～

18

夕食を配膳車へ盛り付け作業中において配膳車のほうへコロ付き台

車を移動中、停車していた別の台車と自分が動かしていた台車との

間に左手を挟んでしまった。 配膳作業にあせってしまい慌てて台

車を動かしたため周囲をよく確認していなかった。

64 362 7
10～

29

2017 10 7～8
精肉売り場にて、入荷商品仕分け時において、床面に水滴があり、

長靴の底がすり減っていたため、尻餅をついた時に発生。
59 417 2

30～

49

2017 10
19～

20

10tトラック（深ボディー）のあおりを閉めた時に誤って左手薬指

を挟んで被災した。
44 221 7 1～9

2017 10 6～7

作業場からバックルームに出た際、人がいたため避けようとしたと

ころ（ぶつかってはいない）、床のマットに足が引っかかり転倒。

左膝を打撲しひびが入った。

62 417 2

100

～

299

2017 10
15～

16

うどん場にて、電源を切って製麺機のベルトを交換していた。 交

換中にローラとベルトの間に右手の指先を挟んだ。
31 165 7

10～

29

店舗内のおかし売り場にて3段の脚立を使用し商品補充中に荷物を



2017 10
15～

16
棚の上に置いたあと、脚立から降りる際に足がもつれ、2段目から

転落し右膝を床に強打した。

38 371 1
10～

29

2017 10
21～

22

荷受場で、通路を歩き帰宅する際、暗かったため段差につまずき転

倒した。 左ひじに擦過傷を負い、左ひざを擦過傷・打撲、左胸部

を打撲した。

53 417 2
50～

99

2017 10
15～

16

車両の点検・状態確認のため、車両下に潜り込もうとしゃがみこん

だ瞬間、踏ん張った左足に激痛がはしり、左膝を負傷したもの。
31 921 19

10～

29

2017 10
10～

11

当社、工場内において水没した車両のタイヤ解体作業（機械で圧力

をかけてホイールを潰し、タイヤとホイールを分ける）を行ってい

た。 機械で圧力をかけた際に噛んでいた石が泥と一緒に飛んでき

て右目に当たった。

63 169 4
50～

99

2017 10
11～

12

店舗出入口にて商品を手に足を踏み出したところ、雨で入口付近が

濡れていたため、滑り転倒した際に右手で床につき負傷した。
51 417 2 1～9

2017 10
15～

16

被災者は、バイクにて弁当配達業務のため、時速20キロで交差点付

近の下り坂を走行中、前方の自動車のブレーキランプが点灯したた

め、被災者もブレーキをかけたところ、前輪がロックしたような状

態となりスリップし、右側にバイクごと転倒し負傷した。 前輪ブ

レーキを強くかけたことが原因と思われる。 被災当時、雨で路面

が濡れていた。 配達用バイクは、ミニカー登録のためヘルメット

の着用義務はなく未装帽であった。

46 231 2
10～

29

2017 10
14～

15

店内のレジカウンター内で商品を取りにカウンター内を移動中に床

においてあった物につまずきこけて動けなくなった。
43 417 2

10～

29

2017 10
13～

14

被災者は、2F食事処に於いて、お客様が帰り食事の後片付けをして

いる際、ひいた食器等をお盆にのせ運ぼうとした時、一段の段差を

踏み外し滑って後ろに尻餅を着き、その時段差の角で尾?骨を打っ

た。 尾?骨あたりに痛みがあったため、応急処置（湿布）をしてし

ばらく様子を見ていたが、痛みが引かなかった。

28 417 2 1～9



2017 10
15～

16

当該事業所において、お湯であたためたかぼちゃを切っていたとこ

ろ、かぼちゃを滑らせて、左手を包丁で切った。
42 379 8 1～9

2017 10
13～

14

店舗休憩室にて昼休憩の際に、パイプ椅子に座ろうとしたところ、

誤ってお尻から床に落ちて尾てい骨を負傷。
31 391 2

30～

49

2017 10
13～

14

からあげの鶏肉をフライヤーに入れたところ、鶏肉がはじけて油が

飛び散り腕にかかって火傷を負った。
40 391 11 1～9

2017 10
11～

12

小学校の調理室で調理準備中に歩いていてつまずき、左足の側面に

ひびが入ったもの。
35 416 2 1～9

2017 10
9～

10

作業中に加工場内のふみ台につまずき転倒。 その際、右うでを強

打した。
70 391 2

30～

49

2017 10
22～

23

店内業務中に万引き者を発見。 店長と一緒に被疑者を確保中に被

疑者が逃走をはかったため、阻止中に左手親指を骨折。
18 921 19

10～

29

2017 10
18～

19

買い物客の忘れ物を届けるため、店内から店外へ走って渡しに出た

際、道路にとび出していたブロックに足を引っ掛け転倒し、その際

右手をつき負傷した。

58 419 2
10～

29

2017 10
9～

10

事務所内で外出準備中自分の机に向かっている時、事務所内にある

床面の段差につまずき、転倒した際に左手を床面につき手首の骨折

と左ひざを打撲。

50 417 2
50～

99

2017 10
11～

12

作業場に行くため、2階から1階に向かって階段を下りていた（階段

は一段の高さが17cm）。 同僚と横に並んで話をしながら降りてき

たときに下から8段目あたりで足を踏み外し、下から一段目まで足

から滑り落ちた。 滑り落ちた際に右膝を捻り負傷した。

65 413 1
30～

49

2017 10
16～

17

店内の作業場で、清掃の準備中に通路を移動中の食肉を積んだ台車

を押していた人と、お互い気が付かず、台車が体の右側にぶつかり

転倒し、負傷した。

64 362 6
10～

29

20～

原付自転車にてお客様宅へ配達途中、堺にある見通しの良い点滅信

号のある交差点において、（当方は黄点滅、相手方赤点滅）当方は
10～



2017 10
21

左方向から進入してきた相手方（乗用車）に気付いたためスピード

を緩め道路中央よりに走行していたが、相手方が当方に気付かず衝

突し受傷した。

24 231 17
29

2017 10
10～

11

野菜選果施設2階、茄子8kg袋詰め付近の段差を下りる際、足を踏

み外し転び、右手をついた時に負傷。
76 419 2

100

～

299

2017 10
11～

12

店舗サポート中、脚立（200cm）を使用し、2段目（床から

180cm）にのり店内盤面に販促物（POPのラミネートしたもの

900*2400mm）をガンカッターで取り付けようと数人で作業をし

ていたところ、脚立が床を滑り身体のバランスを崩し脚立より落下

し床に強打する。

41 371 1
10～

29

2017 10
10～

11

店の鮮魚部で、魚の調理でぶりの頭を取る作業中に、不注意によ

り、エラのすぐ下のカマの部分が頭よりも先に取れてしまい、その

衝撃で左手親指を切る怪我をした。 （包丁で切った）

26 364 8

100

～

299

2017 10
10～

11

テレビの調子が悪いとのクレーム対応のため、店長とお客様宅を訪

問した際、テレビの映り具合を確認後、お客様にテレビの状態につ

いて説明をしていたら突然お客様が店長に暴行してきたので止めよ

うとしたところ、右腕の二の腕部分を殴られそのあと右太ももを蹴

られ負傷した。 すぐに警察に被害届を出した。

52 921 90
50～

99

2017 10
16～

17

勤務終了後、2階から1階へ階段を下りていた際、1階の下から3段

目辺りで階段を踏み外し転落。 左腰に5～6cmえぐれる傷を負っ

た。

66 413 2

100

～

299

2017 10
17～

18

被災者と他の従業員が営業車に乗り、ドアが閉まったのを確認し、

運転者が営業車を動かしてすぐに、被災者が半ドアに気づき、ドア

を開けた。その際、被災者が車から落ちたため、後部座席の被災者

の隣に座っていた同僚が叫んだので、車が止まり、被災者にかけ寄

ると意識はあったが、頭を打っていたために救急車を呼び、病院へ

運んでもらい検査の結果、脳挫傷との診断を受ける。

61 231 1 1～9



2017 10
19～

20

荷捌室で4段ステップを使って荷積作業を行っていた。 ステップを

下りる時、床に足をつける際、誤ってシングルハンガーの脚部に左

足を乗せてしまい捻って転倒した。

35 417 2
10～

29

2017 10 4～5

場外売場駐車場において、駐車場から青果市場内へ向かっていた

際、前方から来た車のヘッドライトが眩しくて前がよく見えず、外

に設置してある二階への階段の裏側部分の角で頭をぶつけ、頭部を

負傷したものである。

56 418 3
30～

49

2017 10
19～

20

店舗内にて、仕事が終わり、2階への階段を上り、更衣室へ向かう

途中、バックヤードの通路にあった台車のキャスター部分に足先が

ひっかかり転倒した。 台車があると目で確認していたが右側に倒

れその際咄嗟に右手をついたため、右手から右腕右肩にかけて強い

痛みを感じた。 夜様子を見、レントゲンを撮り、右手首の骨折、

右肩の関節損傷の診断を受けた。

53 362 2
50～

99

2017 10
14～

15

同社店舗において、台風22号のために、店舗入口の軒先の天井に穴

が開き（たて30cm横1m）、その穴をベニア板でふさぐ作業をして

いたが、脚立（高さ1m）に登り、右手でドリルを持ち、左手でベ

ニア板を支えていたが、脚立の足が1本折れたため、上体のバラン

スを崩し、地面に正面から落下した時に、右手首及び左手首を骨折

し、顔面も負傷した。

49 371 1 1～9

2017 10
14～

15

業務を終え、退社する際出口の階段を下りている時に、台風の強い

風にとばされてしまい頭や手などを強打してしまった。
56 719 2

50～

99

2017 11
17～

18

配膳室において、下膳作業中に厨房エレベーターに温冷配膳車を入

れようとした際、配膳車とエレベーターの間に右手が挟まった。

腫れ・痛みと共に貧血状態となり病院を受診した。

70 169 7
10～

29

2017 11
15～

16

お届け先に到着し、降車して後方ハッチを開けようとしたところ

滑って転倒し、受け身で右手を付いてしまい打撲、骨折した。 路

面が凍結している事は把握していたので、足元には注意をしていた

が、それでも滑ってしまい転倒した。

56 719 2
10～

29



2017 11
10～

11

生ゴミを捨てようと持ち上げた際、思っていたよりも重く、腰に負

担がかかった。 当日病院を受診したが、数日経っても症状が改善

しない為、別の病院へ転院した。

65 611 19

500

～

999

2017 11 7～8
出勤時、店舗敷地内の業者搬入口前において、凍結した地面で転倒

し左手首を強打し骨折した。
62 719 2

100

～

299

2017 11
17～

18

店舗工場内で車両整備中、部品交換の為、長い棒状の工具でテコの

原理で外している際、引っ掛けていた部分が工具から外れ、体勢が

崩れた際踏ん張ったところ、右足に痛みが発生して立てなくなり、

救急搬送となった。 部品が身体にぶつかったり、のしかかって来

てはおらず、上下に圧迫されて右足骨折となった。

42 921 19
10～

29

2017 11
20～

21

B1F青果作業場において、カボチャを切る「スパッター」の洗浄作

業中、刃の部分をダスターで拭いていた時に誤って右手小指を切っ

てしまった。 傷が深かったため救急搬送。 傷口を数針縫い、全治7

日～10日。

64 364 8

100

～

299

2017 11
14～

15

バックヤード階段の踊場側面のシューズ置き場に3段の脚立を立て

て在庫収納（1個で20㎝×40㎝×30㎝の箱入り）を行っていた際、

商品を置き終わり、下りる際、1段下り、下りる方向を変えようと

向きを変えた時にバランスを崩して落下し、踊場に左腕から落下し

た。 その落下時に左腕に体重が乗り左手首を骨折した。 ※右足を

左足側に回転させ下りようとしたためバランスを崩した。

22 371 1
10～

29

2017 11
10～

11

厨房で、揚げてから網で油をきっておいたフライ魚をホテルパン

（料理を盛って提供する四角い容器）に盛り付けようと思い、IH

ヒーター上に積んであったホテルパンから1枚を抜き出した。 とこ

ろが、電源が切れていなかったのか、ホテルパンが加熱されてい

て、触った左手の人差し指・中指・薬指・小指を火傷した。

50 379 11
10～

29

厨房にて、出来上がった炒飯を回転釜から専用のボウルに移し替



2017 11
11～

12

え、本人ともう1人の調理補助スタッフの2名でそのボウルを5m程

離れた作業台へ移動させようとして持ち上げた時に、腰に激痛があ

り動けなくなってしまった。 ※ボウルの重さは炒飯を入れて15㎏

程あった。

40 921 19 1～9

2017 11
9～

10

南瓜を包丁でカット加工作業中、誤って左手人差し指を切ってし

まった。
63 379 8

50～

99

2017 11
9～

10

弊社の敷地内の除雪作業をしていた。 作業を終わらせ、ショベル

から降り、建物へ入ろうと走って向かったところ、除雪後でツルツ

ルになっていた地面で滑って転倒し、骨折をした。

25 719 2
10～

29

2017 11
14～

15

駐車場で、出勤の為、車から降り、職員玄関に向かって3～4歩、歩

いた時、早朝から降り積もった雪の下の氷で滑って足を取られ、体

勢を崩し体を捻ってしまい、ボキボキと言う背骨の音と共に激痛

で、その場から動く事が出来なくなり、休憩で出て来た同僚に助け

を求め救急車を呼んでもらい、その日は日曜日ということでもあ

り、救急隊の指示により、当番医に搬送されそのまま入院となっ

た。

55 719 19
50～

99

2017 11
9～

10

出向中、長ネギをカットする業務用機械（ミドルネギ-OHC-50）で

作業中、無意識の内に右手で安全装置を外し、左手中指を回転する

刃の中に入れてしまい、左手中指を負傷してしまった。

49 165 8 1～9

2017 11
16～

17

店舗内トラックヤードでごみ捨ての作業中、足を滑らせ転倒した

際、頭、首、肩、左手の小指、左足首をぶつけ痛めた。
58 417 2

50～

99

2017 11
10～

11

セール準備の最中、農産作業室でかぼちゃのスライスカットをして

いる時、商品が滑って左親指の腹から爪をかぼちゃカッターで切っ

た。 すぐ病院に行ったが4針縫う怪我であった。 専用の手袋を使用

しておらず、商品が滑って誤って切ってしまったとの事で、マニュ

アルの作業を行っていないことから発生した。

30 165 8

100

～

299

9～

洗い場で食器洗浄作業中、食器洗浄機への食器投入前に、洗浄機の

前の場所に番重を置き、温度設定（47度）の湯を流しながら番重に 30～



2017 11
10 入れる作業をいつも通りにしていた。 右手にひりひりとした痛み

を感じた為、受診した。

55 379 11
49

2017 11 7～8

管理課日配バックヤードで、棚の上にある販促物の入っている衣装

ケースを取ろうとして、高さ111㎝の脚立を使用する時、脚立のス

トッパーをセットしないまま使用した為落下した。 脚立が潰れる

ような状態で倒れ、頭を強打した。 外傷性くも膜下出血、頭蓋骨

に骨折が見られる。 脳出血している。

55 371 1
50～

99

2017 11
9～

10

ヘルプ先店舗の厨房で、調理補助中、紙スプーンをトレーへ置く作

業をしている時、床が濡れていて滑り易くなっていたことに気付か

ず、側溝の上にのってしまい滑って仰向けに転倒した。 転倒時に

濡れた床に右手をつき、右手首を骨折する怪我を負った。

42 416 2 1～9

2017 11
9～

10

売場で品出しの際、冷蔵ケースへ入れようとカートラックに積んで

あった飲料12本入り容器（縦25㎝×横40㎝×高さ35㎝・12㎏）を

持ち上げ降ろしたところ、腰部に違和感を感じ痛み出した。 腰部

傷病は今回初めて。 （荷物の上げ下ろしを15分程行った後の事

故）

35 611 19

100

～

299

2017 11
17～

18

業務中に本館5階の売場から隣接する事務館へ移動するため従業員

が使用する階段（6号階段）を下っていた際、本館4階手前の最終段

で足を踏み外し、左足首を捻ってしまった。 当初は湿布を貼るな

どして様子を見ていたが、腫れと痛みが引かなかった。

27 413 19

500

～

999

2017 11
17～

18

勤務終了後、店舗の出口に向かって歩行中、後ろからお客様が押し

ていた買い物カートが勢いよく足にぶつかり、左アキレス腱を痛め

た。

51 362 6

100

～

299

2017 11
16～

17

清掃中（床）滑り転倒した際に左手をつき、その際に骨折した。

モップ掛けをしていた。
49 417 2

10～

29

2017 11
15～

16

信号機のない十字路交差点で、社用車にて仕入れた商品を店舗へ運

搬するため、被害者が優先直進道路を走行している時に、一時不停 45 231 17
50～

99



止の軽自動車に衝突され車が横転したため、全身打撲となった。

2017 11 8～9

店内のトイレに行こうとして走って行った為、足がもつれて躓き転

倒した。 コンクリートの床に勢いよく転倒して右手側全体を強打

した。 痛みがひどく病院で診察したところ右肩の骨を骨折してい

た。

52 417 2 1～9

2017 11
21～

22

商品の配達で訪れた雑居ビルにおいて、配達を終えて車に戻る途

中、2階から1階へ下りる階段上で足を踏み外しその場で転倒した。

その日は定刻まで勤務継続の上帰宅したが、その後徐々に痛みが増

してきた為、翌日に接骨院を受診した。

18 413 2
50～

99

2017 11
11～

12

店内の通路にて訪問客から商品の注文を受けて、商品を取りに移動

した。 店内の床が外の雪で濡れており、机の脇を曲がったところ

で側方に転倒し、右肘を床にぶつけて骨折した。

59 417 2 1～9

2017 11 6～7

業務終了後、工場から事務所に業務終了の報告をする為に、サービ

ス工場の前を通った際に、床の上の油で足を滑らせ、転倒し、右腕

を強打したものである。

33 416 2
10～

29

2017 11
16～

17

お客様接客中に商品を取ろうとして中腰になり、スニーカーを持っ

た瞬間に腰の痛みがあった。
46 921 19

100

～

299

2017 11 8～9
当社店舗に出勤する際、社員出入口のドアを閉めようとした際に、

右手人差し指を挟んでしまい負傷した。
61 418 7

30～

49

2017 11
19～

20

退勤しようと休憩室の扉を開けて出た際、足が絡まり転倒した。

顔、肩を床に打ちつけてしまった。
56 417 2

10～

29

2017 11
19～

20

店舗ピット作業場及びタイヤ保管庫にて各タイヤ履き替え繁忙期と

なり、1本5㎏～10㎏超のタイヤを日々3台～5台程（×4本分）交換

したり、タイヤ保管庫に5台分以上のタイヤを移動する作業で、人

力でリフトアップした車両より脱着する作業が連続することでの疲

労と、タイヤ保管庫内の棚の高さが1.0m又は2.0m近くの上に、脚

58 921 19
10～

29



立利用にてタイヤ4本分を積み重ねる作業により肩痛が発生した。

2017 11
10～

11

キャディ業務中、アウトコース7番ホール、左ドッグレッグでお客

様の打った球が、右のOBゾーンに飛びボールを確認しに行った

際、右足の脹脛を痛めてしまった。

60 417 2
10～

29

2017 11
9～

10

産業廃棄物置場で廃ダンボールの片付け作業をしている時に、満杯

になったコンテナから空のコンテナへ移ろうとして足を滑らせコン

テナの縁部分に右脇腹をぶつけ通院したところ、肋骨6か所骨折と

右肺気胸と診断された。

61 611 4

100

～

299

2017 11 8～9

店の売場通路において、開店前の品出し作業をしていた際、高さ

1m70㎝弱程の移動式の棚から、背伸びをして商品を降ろそうとし

たところ、商品が入った重さ約1㎏の段ボールが落下し、頭部に当

たり負傷したものである。

63 611 2
50～

99

2017 11
18～

19

納品専用台車を回収積み込み後、車両後部シャッターの紐を引いて

閉めようとした時、引っ掛かった感じがしたので、強く引いた時に

紐が切れゲートから転落し右足踵を負傷した。

45 418 1
30～

49

2017 11
19～

20

Aラインの降ろし場にて、被災者はパレットから次の荷物を流し込

む作業を行っていた。 被災者の後ろにあった空のパレットを回収

に来たフォークリフトがパレットを倒してしまい、被災者の足に当

たり打撲したものである。

28 371 1
30～

49

2017 11
14～

15

被災者は、配達のためバイクで走行中、前方の車を避けようとして

バランスを崩して転倒し、胸と右足を負傷した。
65 417 2

30～

49

2017 11
18～

19

館内1階ロビーにおいて、歩行中に転倒し、左肩を負傷した。 周囲

に段差はなし。 負傷時の目撃者もなし。
50 413 2

500

～

999

2017 11
16～

17

2階警備室横から1階へ下りようとした際、バックルーム階段2階の

上から4段目で足が滑って前のめりに転倒し、4段転落した。 右踝

と右恥骨部位を骨折した。

43 521 19
10～

29



2017 11
13～

14

構内にて断裁作業を行っていたところ、誤って断裁機に左手の親指

の先を挟んでしまった。
35 362 5

50～

99

2017 11
10～

11

事務所で荷おろしの際に、手に持った荷物を誤って右足に落とし受

傷した。 基本動作の励行を更に徹底していく。
36 529 4 1～9

2017 11
18～

19

店舗キッチン内で油の処理作業中、一斗缶の油缶を内側に折り曲げ

た際手が滑り、缶の切り口が当たって右手中指を切傷した。（7針

程縫合）

37 362 19
50～

99

2017 11
15～

16

当社工場内にてクレーン車を修理点検作業中に、脚立より後ろ向き

に降りる際に足を踏み外し90㎝位の高さから後ろ向きに腰から落

ち、腰を地面に強打し腰椎を骨折した。

27 371 1
50～

99

2017 11
12～

13
利用者宅へ移動中、自転車走行中に転倒し受傷した。 32 611 19

30～

49

2017 11
16～

17

事務室内を左手で書類を持って歩行中、足がもつれてしまいバラン

スを崩して転倒した。 転倒した際、床に顔と腕と膝を打ち負傷し

た。

58 221 1
10～

29

2017 11
18～

19

バックにて段ボールをゴミ庫へ運ぶ際に、途中のグレーチングの蓋

が開いていることに気付かず、左足から落下し、左足脛に挫創を負

う。

70 417 2 1～9

2017 11
16～

17

乗客降車後、バス前扉に不具合があり、確認の為、ドアスイッチを

扱い、開閉状態を点検しようとしていた。 ドアスイッチを「閉」

位置に操作したが、ドアが閉まらなかった為、車内側よりドアを

触ったら勢い良く閉まり、そのまま左手を持って行かれ、挟まれて

しまった。 右手で非常コックを扱い手を抜くことが出来たが、左

手に痺れと腫れがあり、念の為病院にて診察を受けた。 診断の結

果、左手背部打撲と診断された。

58 719 90 1～9

11～

自転車で新聞代の集金業務中、駐車場で、転倒していた自転車を起

こそうとした時、突然突風にあおられ、バランスを崩し、自転車を 100



2017 11
12

抱えるようにして横向きに倒れ右腰、下肢を強打し負傷したもので

ある。 高層マンションが建ち並んでおり、普段からビル風が強

く、この日は特に突風が強く吹いていた。

66 416 2 ～

299

2017 11
21～

22

厩舎本馬場において、競走馬の調教中同馬が第一コーナー付近で物

見をし、暴走したのでブレーキを掛けたら急に止まり、そのまま前

のめりに落馬し、腰、胸等を負傷したものである。

50 364 8
30～

49

2017 11
15～

16

自社工場にて製作後のダクトを移動している際に、段差に躓き左膝

を床に強打し同部を負傷した。
46 221 1

10～

29

2017 11
10～

11

店舗内青果作業場において、ラップをかける作業をするために収納

場所からラップを取り出そうとした際に、手元から滑り落ちたラッ

プが左足の上に落下し、左第五趾末節骨骨折を負った。

52 379 4
50～

99

2017 11 7～8

米配達納品時にトラックから落ち、その上に台車も落ち腰を打撲、

怪我をし、救急車で運ばれた。 意識はあったが大事をとって運ば

れた。

21 221 1 1～9

2017 11
17～

18

厨房にて冷凍マグロの柵取りをしていた、右手に包丁を持ち、左手

で魚を押さえ包丁を動かした時、包丁が滑り、左手掌側面を約7～8

㎝切ってしまった。 かなり深く切ってしまった為、救急車にて搬

送され、傷が神経まで達していた。

45 364 8 1～9

2017 11
15～

16

店内で、棚卸しを行っていた際、しゃがんで左足に負担がかかるよ

うな体勢で棚卸しを行った為、左足の中指の下（甲の部分）に受傷

した。 怪我をした当初は病院へ行く程ではなく、自分で手当てを

していたが、良くならなかった為、後日病院へ行った。

32 921 19
10～

29

2017 11
11～

12

水産作業場にて、イナダを三枚に下ろしていたところ力が入り過

ぎ、右手中指に背びれが刺さり負傷した。
42 364 8

100

～

299

14～

塩ビパイプ売場で、塩ビパイプ2M（VU管）が重量に耐えられず、

棚から落下した。 落下したパイプを売場に陳列するため、社員、
30～



2017 11
15

技能社員、積み込みアルバイトの3名で作業している際、VP100が

本人の足元に落下し負傷した。 その日に病院へ行き、骨挫傷と診

断された。

54 529 4
49

2017 11
18～

19

店舗内において商品の販売を行っていたところ、テーブル（揚げ物

を置く台）の角部に右足を引っ掛け転倒し、その時左手を床に強打

し負傷した。

66 416 2 1～9

2017 11
12～

13

厨房から洗浄場に移動する際プラスチック製の食材ボックスを扉に

ぶつけてしまい、衝撃で自分の胸を強打してしまい負傷した。 物

を運ぶ際前方が見えなかったのが原因で事故になったと思われる。

61 611 3
10～

29

2017 11
10～

11

開店在庫確認の際、1階から2階の階段で、足を踏み外して後ろに転

落し、右足首を捻挫、右肋骨を骨折した。
46 413 1

50～

99

2017 11 8～9

往診同行の為、薬局経由し、訪問先へ自転車で向かっていたとこ

ろ、交差点付近で前方横走行自転車を避けようとした際、車止めに

ペダルが引っ掛かり転倒し、顎部、歯、膝等を負傷したものであ

る。

55 362 2
10～

29

2017 11 8～9

社命により、店舗倉庫にて、日配冷蔵庫に当日入庫分を移す作業

中、冷蔵庫を開けたところ、扉が外れてしまい、その勢いにより顔

面を強打し、鼻を骨折したものである。

21 419 6
10～

29

2017 11
18～

19

オープン前のコンビニエンスストアの店内で、天井裏の防犯カメラ

のケーブルの配線が終了し、天井板（石膏ボード）を持って脚立を

降り際にバランスを崩し、4段目（約1.2ｍ）より転落した。

48 371 1
10～

29

2017 11
18～

19

店舗内の売り場の通路において、品出し作業を行っていた際、狭い

通路での作業で、移動時に床に置かれた物を避けて歩いた時の着地

で、足を捻った状態になってしまい転倒してしまった。 転倒しな

いよう咄嗟に踏ん張った際に右膝と腰を痛めた。

21 911 2
10～

29

2017 11
14～

弊社加湿器の納入先において、天井に設置されている加湿器の点検

中に点検口のパネルを手に持って六尺の脚立を登っている際に、身
61 371 1

100

～



15 体のバランスを崩した。 脚立の天板から2段目（天板の次の次の

段、床面から約1,100㎜）より床に臀部から落下し負傷した。
299

2017 11
11～

12

調理室で、パン箱移動中、トースト成型している時、大型パン箱を

移動の際に、パン箱を積み重ね過ぎてしまい前方がよく見えなく

なって、調理台車とパン箱に左手薬指を挟んだ。 左手薬指を挟ん

だ際に、関節捻挫の怪我を負った。 当日は平気だったが、翌日以

降に悪化したため、後日に通院した。

33 379 7
10～

29

2017 11
13～

14

当方、ピザの宅配中、片側一車線の道路を原付で直進していた。

当方前方不注意のため、道路左側の縁石に後輪が当たり、バランス

を崩し、縁石の上の歩道から民家の門に激突した。 当方歩道から

車道に戻った後、縁石で転倒した。

25 231 17
10～

29

2017 11
17～

18

現場で通夜時お料理の検品が終わったので保冷車に戻す為、お寿司

の飯台を手で抱えて移動している時に、外のアスファルトにはめ込

んである水道メーターの部分がへこんでいるのに気付かず暗くて分

からず、左足を乗せてしまったら捻ってしまい、その時に骨を折っ

てしまった。

48 419 19

300

～

499

2017 11
15～

16

店内にて、1階後方で、盗難防止用のセーファーケースに化粧品を

セットしようとしてケースを保管してあるバットを持ち上げようと

したところ、腰を痛めた。

48 611 19

100

～

299

2017 11
16～

17

帰宅しようと従業員出入り口を出たところ、段差で足を踏み外し

捻ってしまい、左足を捻挫した。
54 417 19

100

～

299

2017 11
16～

17

コンビニエンスストア店舗内にて納品された商品（パン）を売場の

商品棚に陳列作業中、一緒に作業していた他の従業員が移動するの

を避けようとしてバランスを崩して躓いてしまい、そのまま膝を床

についた為、受傷した。

65 417 3
30～

49

弊社配送センター倉庫にて、カゴ台車に積んである荷物（クリア

ファイル、コピー用紙等文房具）を倉庫内の指定場所にカゴ台車ご



2017 11
20～

21

と運ぶ作業中、前後2名で正面玄関先からの搬入を実施していたと

ころ、玄関の段差（2段あり、1段H17㎝）にカゴ台車を上げたとこ

ろカゴ台車のバランスが崩れ、後ろから押していた当人側に台車が

倒れ当人の下半身が荷物とカゴ台車の下敷きになった。

21 362 7

100

～

299

2017 11
10～

11

作業現場にて、消防設備の配線工事中に、天井3m程の所を脚立に

乗って作業していたところ、バランスを崩してしまい、脚立からコ

ンクリートに落ちてしまい、肘脱臼と手首を骨折してしまった。

58 371 1 1～9

2017 11 0～1

当事業所食品館の鮮魚バックヤードの入り口において、お客様から

発泡スチロールの空き箱を頼まれたため、鮮魚バックヤードまで取

りに行き受け取り、外に出たところ床が水で濡れていたため滑って

転倒した。 左膝をついた状態で転んだため左膝膝蓋骨にヒビが入

る怪我を負ってしまった。

56 417 2
50～

99

2017 11
22～

23

当方原付でピザを配達中、黄色センターラインの貫通した片側一車

線の道路を右折した。 先方原付二輪がセンターラインをオーバー

して後方から追い越しした際、当方と接触し当方が転倒した。

19 231 17
10～

29

2017 11
12～

13

被災者が倉庫にて、段ボールに入った商品を棚上に保管しようと脚

立に上って作業していたところ、商品を隙間に詰め込もうと背中を

反り気味にした際にバランスを崩し、後方へ倒れる様に落下して肘

と腰を床に強打したものである。

56 371 1

100

～

299

2017 11
16～

17

店内で、前陳作業をしている時、お客様の対応をしようとレジへ向

かう途中、玉子什器に足を引っ掛け、手をつかずに転倒し受傷し

た。 怪我をした当初は病院へ行くほどではなく、自分で手当てを

していたが、良くならなかった為、後日病院へ行った。

38 391 2
10～

29

2017 11
16～

17

店舗内青果売り場において、顧客からの依頼で牛蒡をカットしよう

とした際に、右拇指にカッターの刃が当たり負傷したものである。

（左利きのためカッターは左手で持っていた。）

23 364 8

100

～

299

11～
店舗厨房から売場へ移動中、試食用ナイフ・まな板・皿を持って扉

10～



2017 11
12

を開けた際、近くに立て掛けてあったメンコン台車が転がり躓き転

倒した。 左足首を捻り挫傷した。

36 417 2
29

2017 11 8～9
サービスカウンターから事務所に移動中、水産売場前の床マットに

靴が引っ掛かり左肩より転倒した。
46 417 2

100

～

299

2017 11 5～6

卵を炒めるために鍋にサラダ油を入れ熱している時に、鍋に火が入

り火がついてしまい、その時手と顔を火傷し、火を消して鍋をガス

台から下ろす時、鍋の油を誤ってこぼしてしまい足の甲に油をこぼ

し火傷してしまった。

61 391 11
10～

29

2017 11
14～

15

2階飲料売り場にて、2段台車を使い飲料を補充していた。 その

後、台車にダンボールを置きに行く途中、バランスを崩し転倒し、

左手小指をつき骨折した。

56 417 2

100

～

299

2017 11
14～

15

売り場内、入荷商品の確認のためにレジ内のパソコンまで行く途

中、転送作業中のダンボールの角に足がぶつかり、躓いた。 体勢

を崩し、踏ん張り、負荷がかかり骨折した。

58 417 2 1～9

2017 11
11～

12

日配・塩干部冷蔵庫内にて塩干冷蔵庫の清掃中、庫内の床が濡れて

いたため、足を滑らせバランスを崩し横の8段カートに背中を強打

した後、転倒した。

65 417 2
50～

99

2017 11
17～

18

作業場内において脚立を使用して、プレジャーボートのオイル交換

作業中に、約2ｍの高さから誤って転落して頭部を強打した。
53 239 1 1～9

2017 11
16～

17

12番ピットで、工具を取りに行くために、走ってリフトの上を横断

しようとアーム部（リフトより少し高くなっているところ）の段差

に右足を乗せて体重をかけた時に、段差に乗り損ない、足首を捻っ

てしまった。

39 417 19
30～

49

2017 11 6～7

当社にて、パンを製造していた。 パン生地を発酵させる部屋の外

で、蒸気が出ているかを部屋上部の小窓から覗いて確認する作業が

ある。 いつもは脚立に登って確認するところ、近くにあった踏み 49 371 1
50～

99



台を縦にして乗ったところ、バランスを崩して倒れ左足の甲から落

ちて負傷してしまった。

2017 11
10～

11

店の売場において、レイアウト変更作業中に、3段の脚立を使用

し、POPを設置後、脚立から下りる際、後ろ向きだったため、足を

踏み外し、背中から床に落下した。 その際、背中を打撲し、落下

した衝撃で、翌日に首、左肩、左腕にも痛みが発生した。

30 371 1
30～

49

2017 11
14～

15

トラックの荷台にてタイヤ運搬中に発生したものである。 ホイー

ルタイヤ（重量40㎏程度）を起こす作業の際にバランスを崩し左膝

を捻る。 激痛がはしり、その後走る事が出来ない状態であった

が、その日は業務をこなす。 翌日になっても痛みが治まらず欠勤

となる。 その後2日間は休日のため様子を見たが状況が変わらず、

次の日に通院し、左膝関節捻挫との診断を受ける。 また膝に水が

溜まっているとのことである。 就業不可となった。 その後に首・

腰・肩にも痛みが生じた。

49 921 19 1～9

2017 11
11～

12

冷凍庫前にて、冷凍食品を積んだロング台車を引っ張る最中に、左

足を台車に挟んだ。 病院にかかり、左足親指付け根の打撲と診断

された。

18 362 7
50～

99

2017 11
15～

16

片側一車線の道路にて、営業先である病院へ向かっている途中、反

対車線にはみ出し対向車線を走行中の10tトレーラーに正面衝突し

た。 右腕橈骨骨折・背骨骨折・腰部打撲を負った。

31 231 17 1～9

2017 11
14～

15

当社店舗内で米（約5㎏～10㎏）の品出し作業をしていた。 約10袋

から15袋の米を積み降ろす際に、足を捻挫してしまった。
48 921 19

30～

49

2017 11
16～

17

店内のサービスカウンターにおいて、買い物カゴ用キャリーにPOP

を取り付けた後、定位置へ戻そうと動き出したところ、床に直置き

してあったダンボール箱に躓いて転倒した。 勤務を続けたものの

痛みが治まらず、退勤して病院へ行ったが、診療時間外だったため

に翌日受診するよう病院から指示され、受診した。

49 416 2
30～

49

店内収納コーナーにて、2段踏み台を使用し高い場所へ商品を陳列



2017 11
16～

17

していた際、お客様に声を掛けられた為お客様側（左側）に体を向

けようとしたところ、誤って踏み台から左足を踏み外してしまい、

そのまま床に左足から着地し後ろ側へ転がるように転倒した。 痛

みはあったが我慢が出来た為そのまま勤務し、様子を見たが痛みが

治まらなかった為後日に病院を受診した。 その後立ち上がれなく

なった為、別病院を受診し、MRI検査の結果、左足の付け根にヒビ

が入っていることが分かった。

57 371 1
10～

29

2017 11 8～9
構内でキャスター付ガラスラックを4人で動かしている時に、キャ

スターで左足を轢いてしまった。
35 611 7

50～

99

2017 11
17～

18

厨房内にて閉店作業中、そば打ち機器のコンプレッサー（空圧）に

よる上下動する圧縮板を停止させ作業をしていたが、不注意でON

のスイッチに触れ機器が作動してしまい、右手中指が機器の間に挟

まれ指先を6針縫う負傷をした。 負傷後は救急車で病院へ搬送され

た。

46 165 7
10～

29

2017 11
21～

22

店の売場において、約2ｍの位置にPOPを設置する際、POP設置部

分の上に設置されたポスターを少し手前に動かし、棚板にPOPを取

り付けた後、ステップツールを下りていたところ、突然ポスター

（75㎝×120㎝）が落下した。 ポスターフレームが頭部に衝突後、

右手にも接触した。 その際、頭部、右拇指の付け根を負傷した。

24 379 4
10～

29

2017 11
16～

17

店内作業場において、食洗機で食品を洗浄作業中、濡れて滑り易く

なっていた床で転倒した。 その際、立ち上がる時に床に左手をつ

いた時に手首を痛めた。

61 416 2
50～

99

2017 11 8～9

牛乳箱を裏返し土台にして商品陳列をしていた。 牛乳箱から降り

る時に床に商品があり避けようとしたら、バランスを崩し後方に転

倒してしまった。 転倒の際に右手首を痛めてしまい痛みがあった

ため病院に行き、治療してもらった。

67 611 2
50～

99

2017 11
20～

スーパー入店口（バックヤードと呼ばれる従業員専用入口）を出て

すぐの坂になっている所で歩行時に足を捻ってしまった。 暗くて 54 417 3 1～9



21
見通しが悪かったため、少し躓いたのが原因である。

2017 11
14～

15

冷凍スライサー清掃中に冷凍スライサーの商品を置く台に右手を置

いたまま、誤って本人がスイッチを押してしまい、装置が作動し

た。 台と本体の隙間に右手親指が巻き込まれ、右手の親指の付け

根辺りを強く挟まれた。 出血も激しかったため、すぐに病院へ

行った。

56 169 7
50～

99

2017 11
12～

13

食堂内麺器の前で、麺の後片付け中、麺器前のガス配管に躓き、お

湯が沸いている麺器に左手が入り広範囲で熱傷を負った。
56 391 11

300

～

499

2017 11
11～

12

事務所出入口で靴を履く際、普段は無い台車と荷物が置いてありス

ペースが狭くなっていたため、バランスを崩し、左側に置いてあっ

た荷物に左足小指をぶつけ骨折した。

61 611 3
50～

99

2017 11 5～6

敷地内で出勤に際し駐車場からタイムカード打刻のため事務所に向

かっていた。 早朝で霧が深く、足元が見えにくかったため歩道に

あった縁石に気が付かず躓き転倒した。 転倒の際、アスファルト

路面で左足の膝を強打し、左足膝蓋骨を骨折、負傷した。

49 418 2

100

～

299

2017 11
15～

16

店内にて、一升瓶の酒を品出しをしている最中に手が滑り、右足に

落としてしまった。 仕事後に病院に行き右足親指の骨折との診断

を受けた。

47 529 4
10～

29

2017 11
12～

13

店内にて、レジにてフードのヒーティング作業中、オーブンシート

を交換中、シートに付着していたチーズが左手の掌につき受傷し

た。 当日は勤務終了後、病院へ行った。

22 379 11
30～

49

2017 11
10～

11

自店のバックルームにて、棚の上にストックしていた商品を取り下

ろす際に、商品の箱が重く、バランスを崩してしまい商品の箱と一

緒に脚立から落下した。

31 371 1 1～9

2017 11
14～

15

一時停止をし、横断歩道で左右確認して前に出たら、右後に相手の

方が当たって来られた。
66 231 17

10～

29



2017 11
20～

21

商品の搬入時に店舗外スイングドア前の段差スロープにてカーゴ車

の前輪が引っ掛かり後輪が浮き上がり、その際に首から肩にかけて

カーゴ車側面がのしかかった。

19 362 6
30～

49

2017 11
12～

13

銀行に店舗の売上金を入金に歩いて行こうと、店舗の駐車場から歩

道に出る際に、進む方向から人が来たので、あまり広くない歩道で

もあったため、先に通ってもらおうと一歩後ろに下がった。 する

と、店舗駐車場の車止めに両足が引っ掛かり、そのまま後ろ向きに

尻もちをつくような姿勢で転倒した。 その際に右手をついた。

64 418 2 1～9

2017 11
9～

10

店内、厨房でお弁当を製造し、売場に運ぶ為歩いていた。 途中で

滑ってしまい両手がふさがっていたこともあり、腰、お尻から転ん

だ。

20 416 2 1～9

2017 11
10～

11

工場パス冷蔵庫からステンレス製の番重（ゼラチン）を運搬中、ブ

ラスト冷蔵庫扉付近が濡れた状態で足元が滑り体をひねった、その

際付近のクレート（つゆ等保管）に右手をぶつけた。 手の痛みが

とれない為、病院へ行き右脇腹2箇所の骨折が判明した。

55 611 3

100

～

299

2017 11
18～

19

バックルームと店内出入口の店内側にて、床が水で濡れており、

滑って転倒した。 呼び声が聞こえたので、従業員が行くとうずく

まっていた。 意識はあり、言葉もしっかりしていたが、立てない

ということもあり救急車を要請した。

50 418 2
10～

29

2017 11
13～

14

店内で、脚立を使って、棚の上の在庫商品を降ろす際に、6段脚立

の3段目まで上がり、右方向に両手を伸ばし、商品を取ろうとした

時、バランスを崩して、脚立ごと右側に倒れ、驚きと痛みで立ち上

がれなくて、救急車にて病院へ搬送してもらった。

45 371 2
10～

29

2017 11
21～

22

閉店後のゴミやダンボールをまとめて本人と他の従業員と台車2台

で3階へ持って行く時に、倉庫前で照明を点けようと止まった際に

後ろから来ていた台車が足首に当たり負傷した。 その時は軽い打

撲と思っていたが、痛みが取れず後日に整形外科を受診し、左踵挫

傷と診断される。

48 362 6
30～

49



2017 11
16～

17

店内で従業員用トイレを使用する為にトイレ用スリッパに履き替え

ようとしたが、右足を乗せた時にバランスを崩し右足をひねって右

足甲を骨折した。

51 379 19

100

～

299

2017 11
12～

13

店舗内で接客販売中、清算のため顧客をレジスターへ案内すべく、

カウンターから右方向へ身を翻す形で一歩方向転換して離れた途

端、ブチッと音が響いた様な感覚が下半身に伝わり、突然左膝から

下が脱力し歩行不能になった。 時間の経過に伴い、左脚ふくらは

ぎ内側が腫れ出し、じんじんと痛みが激化した。

55 911 19

500

～

999

2017 11
15～

16

バックヤードで巻寿司を切っていた時、誤って包丁で左手人差し指

を切創した。
21 364 8

100

～

299

2017 11
12～

13

惣菜加工室で寿司のトレーの片付けをしようとしてコンテナの上に

乗った時に、コンテナが崩れて落下した。
33 611 1

50～

99

2017 11
9～

10

精肉作業場で盛り付けられたパックを乗せている10段カートを補助

するため動かした時に倒れ、カートで右手を打撲した時に骨折し

た。

59 362 6

100

～

299

2017 11
15～

16

畜産冷蔵庫内で冷蔵庫整理及び荷物を移動させているところ、荷物

を持ったまま、振り返ったところ、腰に痛みが発生した。
64 611 19

100

～

299

2017 11
15～

16

お店で、ストック用の食パンを切るため、1本切り終えてスイッチ

を切り、残っているパンの耳を取ろうとしたところ、まだ完全に止

まっていない刃に指が当たり切ってしまった。 人差し指は3針、中

指は1針縫った。

51 165 8
10～

29

2017 11
10～

11

売場にある空の農産のコンテナを片付ける為、空のコンテナを持っ

て店外プラットホーム荷受場へ行き、5段の階段を下りようとした

ところ、両手でコンテナを運んでいた為、足元が見えず3段目付近

で足を踏み外し、膝から転倒し右足首を挫いた。 痛みはあった
61 413 2

100

～

299



が、当日は定時まで勤務を続けた。 夜帰宅後、腫れと痛みが続い

た為、救急で病院にて受診した。（右足首捻挫）

2017 11
12～

13

店舗搬入口で、空箱をカゴ車に積もうとして片付けてあるカゴ車を

引き出そうとしたら、足の上にカゴ車が倒れて来た。
65 362 6

50～

99

2017 11
19～

20

ピザの宅配を終え店舗への帰店途中に、（先方は北から南へ直進、

当方は西から東へ走行）交差点内で出合い頭の接触事故、接触の反

動によりバイクより投げ飛ばされ、頭部と体を地面に打ちつけた。

17 231 17
10～

29

2017 11
9～

10

事業場内にて、朝、出勤して掃除等を行いその後更衣室で着替えて

バックヤードへ向かう途中に足を挫いた。 その後一度休憩室に戻

り、湿布薬を貼り業務に従事したが、歩くことが困難になってきた

ため、病院にて受診した。

37 417 2

100

～

299

2017 11
16～

17

地域訪問中、組合員さんが玄関から出てこられ、一歩下がってお話

ししようと後ずさりして階段を踏み外してしまった。
42 413 3

50～

99

2017 11
15～

16

食品庫内で翌日の米（朝・昼分22㎏）を計量し、2回に分けて厨房

内に運ぼうとして米を持ち上げた際、腰を痛めた。 翌日になって

も痛みが引かないため受診した。

33 611 19
10～

29

2017 11
14～

15

工場前にてフォークリフトの左側を、仕事の話をしながら平行して

歩いている時に、フォークリフトが右側に急展開し、左後輪で右足

甲と右足指を踏まれる。

44 222 7
10～

29

2017 11
13～

14

工場でミキサーのビーターを装着して、クッキーを練っている際手

を入れて巻き込まれた。 そして中指と薬指の間を深さ1㎝位、長さ

5㎝位切れてしまった。

48 165 8
10～

29

2017 11
12～

13

その日の仕事が終わり、女子更衣室にて仕事着から私服に着替えよ

うと更衣室に入ったところ、更衣室の床に置いてある高さ3.5㎝の

すのこに左足を引っ掛け転んでしまった。 その時片手にロッカー

の鍵、片手に水筒を持っており手で体を支えることが出来ず、うつ

伏せに転んでしまった。 その時、左足膝をまずすのこで打ち、次

55 417 2

100

～

299



に3.5㎝下の床でも打ってしまい、膝の皿にひびが入った。

2017 11
18～

19

中古パーツ（エンジン・トランスミッション）を保管している倉庫

内で、中古パーツ（トランスミッション）の整理中、フォークリフ

トを棚に横付けした状態で棚に入れようとしている時に、操作を誤

り、棚とフォークリフトで左足を挟んでしまった。

32 222 7
10～

29

2017 11
18～

19

当該事業所において、45㎝×65㎝の配膳用のお盆を洗浄し、乾燥

させるため右手に持ち作業台上のスタンドに立て掛けようとしたと

ころ、作業台と体の前に台車があり、バランスを崩した。 その際

に持っていたお盆を手から離してしまい、作業台に置いていた左手

指の上に落ち打撲した。

63 379 4
50～

99

2017 11
10～

11

顧客常駐先である管理棟の階段踊り場でバランスを崩し転倒した。

その際、咄嗟に左手をついて体を支えたところ左手に全体重がかか

り負傷した。

49 413 2
50～

99

2017 11
10～

11

顧客常駐先である管理棟の階段踊り場でバランスを崩し転倒した。

その際、咄嗟に左手をついて体を支えたところ左手に全体重がかか

り負傷した。

49 413 2
50～

99

2017 11
16～

17

薬局の休憩室で就業時間中にミーティングを行い、その間正座して

いたため足がしびれ、ミーティング終了後に立ち上がって歩こうと

したところ、ぐらついて足を捻りその際に骨折した。

37 921 19 1～9

2017 11
10～

11
段に登り、物を取ろうとした時に、バランスを崩して、転倒した。 56 371 2

10～

29

2017 11
15～

16
厨房器具を洗浄中、包丁を洗っていて刃先が右手に当たった。 55 364 8

50～

99

2017 11
15～

16

車で運転中、不慣れな道であったため、誤ってガードレールに衝突

した。 その時は特に自覚症状は無かったが、翌日腰が痛くなり、

病院に行った。

63 231 17
10～

29

11～
レジカウンター内において、自身の接客を終え別レジのヘルプに向

10～



2017 11
12

かい、別レジ後方で作業をしていた従業員が振り向こうとした際

に、当該従業員の足に躓き転倒した。

55 418 2
29

2017 11
18～

19

台が水で濡れていた為まな板が滑り、右足の上に落ちた。 （当

日、痛みを我慢していたが酷くなった為、翌日受診）
22 379 4

300

～

499

2017 11
13～

14

接客時にカウンターの上の配線ダクトに付いている9㎝の筒状のス

ポットが落ちた為、接客後、高さ85㎝のカウンターに上り、そのス

ポットを取り付けようとした時、足を滑らせ、その際、右足から落

ち倒れ右足が動かない中、何とか起き上がり店長に電話連絡（休憩

の為店外にいた）し店に帰ってもらい、状況を説明した。 その

後、ご主人に迎えに来てもらい家から一番近い病院に行き治療を受

け、右足踵の骨折と診断された。 医師から市民病院に行くよう指

示され、後日行き、手術し入院となった。

69 379 1

100

～

299

2017 11 8～9
パンコーナーで補充時、パンケースを持って移動中、足元のパン

ケースに躓き転倒した。
55 611 2

50～

99

2017 11
14～

15

小学校で給食物資を納入する為、トラックの荷台から乗り降りして

いた際、当時、工事用の鉄板が敷かれており、その鉄板の段差の上

に右足が乗り体勢を崩し、倒れた。

57 417 2
30～

49

2017 11
13～

14

店舗駐車場にて、貸し出しトラックの返却時確認中、運転席の施錠

を行いトラック後部を回り、助手席施錠の確認をしようとしたとこ

ろ、足元の車止めに躓き転倒する。 その際左足膝と左手を地面に

強く当てる。 当日は勤務を途中で終了し、様子を見ることとした

が、翌日になっても痛みが引かない為、病院の診察を受ける。

46 417 2
10～

29

2017 11
10～

11

バックルームの冷凍室で、在庫確認のため冷凍庫に入ろうとした

際、凍結部分で滑って転倒し、左足太もも付け根を打撲した。
41 417 2

100

～

299

お客様宅で荷卸しをする際、配達時間が少し遅れて焦りがあった為

に、いつもより右寄りにトラックを停車した。 その為、壁とドア



2017 11
9～

10
の間が狭くなり、完全にドアが開かない状態で降りようとして着地

の際にバランスを崩し、左足を捻った。 病院へ行った結果、左第5

中足骨骨折、左足関節捻挫と診断された。

48 221 3
50～

99

2017 11
11～

12

店内卵売場付近において、お客様に商品の場所を聞かれた為、案内

していた時に卵売場のケースが少しはみ出ていた為、躓いて転倒

し、両膝、右肘、右手首、右頬を打撲した。（1～2分立ち上がれな

かった。） 様子を見ていたが、痛みが引かないため、後日に診察

を受けた。

61 417 2
50～

99

2017 11
10～

11
揚げ物をカット中、誤って左手小指の指先を包丁で切った。 56 364 8

10～

29

2017 11
13～

14

製造部と販売部の間にあるスチール棚にパン焼き後の鉄板

（530×390×30）を掃除するために、棚の上部に約30枚積み重ね

ていた。 そのうちの約10枚を右下の受け台に移そうと体を移動し

ながら作業をすれば良かったのだが、約10枚なら大丈夫と体を使わ

ず手だけで移動したため、予想以上の鉄板の重さに肩をひねり右肩

に痛みが生じた。

56 921 19
10～

29

2017 11
14～

15

勤務休憩に入り、トイレに行く途中、躓いて転倒し、左足首を捻っ

た。
37 417 2

30～

49

2017 11
18～

19

夕食提供後、2名体制で配膳車を回収している時、緩やかなスロー

プを通過する時に配膳車を後ろから押し上げなくてはならず、足を

踏ん張った時にいつも以上に力が入り右足に負荷がかかってしまっ

た。

49 921 19
10～

29

2017 11
20～

21

業務終了後、店舗駐車場に駐車していた自家用車の場所に向かって

いたところ、駐車場と道路の境にある側溝のグレーチングをかぶせ

ていない部分に右足を突っ込み転倒し、右足内側のくるぶしを骨折

した。

52 417 3
10～

29

作業場にてリバースという生地を薄く伸ばす機械の掃除の為フット



2017 11
11～

12

ペダルを踏み、ローラー部分を回転させながらタオルで拭いていた

時、タオルが手から離れたので取ろうと手を伸ばし、回転している

ローラーに左腕の肘の手前までを挟んだ為、病院を受診したもので

ある。

21 163 7
10～

29

2017 11
9～

10

下処理室で球根皮むき機の円盤部分をいつも通りに片手で持ち上げ

るように力を入れたが、斜めにきつく入り込んでいた為上がらず腰

がぎくっとなり痛み出した。 痛みがあるまま、それから数日勤務

したが痛みが強くなり、歩行が困難になり病院を受診した。

43 921 19 1～9

2017 11
14～

15

調理室から共有スペースへ業務用の台車を使用しおやつを運搬中に

被災した。 被災者は台車を引っ張り他の従業員は押していた。 調

理室と共有スペース間のドアのドアノブと台車に被災者の左手が挟

まれた。 挟まれた際に左手の親指と人差し指の間に傷を負った。

69 362 7 1～9

2017 11
18～

19

割引シール貼り作業後、バックヤードにシールを片付けに行き、振

り返ったところに台車があり、それに躓いて、左足の甲を打ち、打

撲した。

38 362 3
10～

29

2017 11
9～

10

ゴミを捨てようと地下3階ゴミ捨て場に行ったところ、害虫駆除業

者が薬剤を散布していることに気付かず滑って転倒し、右手首を骨

折した。

37 417 2 1～9

2017 11
19～

20

店内にストックから商品を持ち込み移動中、下に置いていた台車に

気が付かず躓いて商品共に転んでしまった。
26 362 2 1～9

2017 11
19～

20

スライサーを清掃中に、誤って刃を動かしたまま洗ってしまい、手

を切った。
47 165 8

30～

49

2017 11
13～

14

店頭にてタイムセール準備中、レジ付近にいるSVに呼ばれたの

で、そちらへ向かう途中に躓いて転倒した。
34 417 2 1～9

2017 11
10～

11

厨房内で10㎏のシャリ箱を定位置に移動し寿司を製造していたら背

中の辺りが痛くなり、その後激痛が走った。 痛みが治まらず、2日

後に病院へ行った。

65 611 19 1～9



2017 11 4～5
冷凍ショーケースに冷凍食品を補充していた際、後方のコロ付き台

車に気付かずコロ付き台車を踏んだ為両膝から転倒した。
61 362 2

50～

99

2017 11
12～

13
シャッターに頭を打ち、後ろに倒れ腰を強打した。 64 418 3

10～

29

2017 11
11～

12

下処理室のフードスライサーで、二枚刃を使い山芋を3×3㎜に切っ

ている時にフードスライサーを停止しようと、停止ボタンを押し、

まだ完全に二枚刃の回転が停止していない状態で安全カバーを開け

山芋を押し出そうと手を入れ回っていた二枚刃に、右手の第2、3指

が当たり負傷してしまった。

38 165 8
50～

99

2017 11
14～

15

店内奥にて食パンをスライサーで切り袋に詰める作業中、普段なら

ば切り終えたパンが回転中の刃より遠い下の位置で受け取るところ

を、急いでいた為、慌てて刃の近い位置で取り出し、左手人差し

指、中指が接触してしまい先端一部を切創してしまった。

20 165 7
50～

99

2017 11 8～9

生産加工部の部内で穴子のきざみを作成中きざみに使う機械に穴子

を投入し、上から押し込んだ際押し込み過ぎて、右手人指し指の爪

の裏あたりを骨折した。

45 165 7

100

～

299

2017 11
15～

16

厨房内にて食事調理中、来客が多く材料が足りなくなり人参を切っ

ている際、急いで慌ててしまって左中指を包丁で切った。 出血が

ひどかったが、応急的に絆創膏と軟膏を塗って対応した。 自宅に

帰り痛みが出てきた為、翌日病院に行ったら縫合5針となった。

59 364 8 1～9

2017 11
13～

14

店内において、被災者が買い物カゴの片付け作業中、レジとレジの

間に車輪の付いたカゴ入れがあり、片付けた後レジへ戻る際、誤っ

てお客様が戻したカゴに右足が入り、カゴが動き転倒し、右足舟状

骨を骨折負傷した。

56 362 2
50～

99

2017 11 5～6

厨房にて朝食の盛り付け中に調味料を使用したため一旦持ち場を離

れ、また持ち場（作業台）に戻ろうとした際に調理中の他スタッフ

の横を通ったが、ぶつからないようにとスタッフのいる方に意識が

向いてしまい、足元をよく見ておらず通路に置いてあったゴミ箱に

62 999 3
10～

29



躓いてバランスを崩して、調理台で左肩を強打してしまった。

2017 11 8～9

レジ業務をする為に、No.2レジカウンターに行こうとして、No.1

レジカウンターの後側を通る時に、接客していた同僚の足にかかり

転倒して、右肩を強打する。

62 921 2
10～

29

2017 11
15～

16
杉苗の棚卸し中にハウス内の地面が濡れていて滑って転んだ。 65 417 2

10～

29

2017 11 8～9

店舗にはみ出してきた木の板を伐採中、ゴミ庫屋上から1段（約

1m）低いプロパン庫に飛び降りた際、着地時の勢いによりバラン

スを崩し高さ2m20㎝のプロパン庫からそのまま前のめりに転落し

た。 地面に落ちた際頭部を切傷し、肩を打撲、左足脛を擦り傷、

けい骨の一部を骨折したものである。

46 419 3
30～

49

2017 11
13～

14

当社作業場にて、高さを測ろうとして被災者がフォークリフトのバ

ケット部に乗り、バケットを上まで上げた後、床まで下げようとし

ていた。 約2m弱の高さまで下げたところで一旦止めた後、バック

しながらバケットを下げようとしたが、バケットが下がらなくな

り、再度下げようと操作したところ、バケットが急に下がり転倒

し、頭と肩を強打した。

38 222 1 1～9

2017 11
10～

11

バックヤードで、畳んだ状態のオリコン2つを押して移動しようと

したところ、オリコンのかみ合わせが悪かったためオリコンもろと

も前方へ転倒してしまった。 この時、手を突いた際に左手首を負

傷してしまった。

54 362 2
10～

29

2017 11
15～

16

自社店舗内のバック台で値付けが終わり、次の作業へ移ろうと足を

踏み出した時、ラップ包装機の電源コードに右足が引っ掛かり転倒

した。 その際、左膝と左足親指を捻ってしまい受傷したものであ

る。

60 416 2
10～

29

2017 11
19～

同社店舗内において、業務終了後に1Fのレジの金庫を2Fの事務所

に片付けた後に2m先のタイムカードを押そうとした時に、床の配
65 417 2

10～



20 線プロテクターモール（高さ2㎝）に足が引っ掛かり、前方に転倒

した時に右足の膝下を強打し、骨折した。

29

2017 12 11~12

フライヤーで揚げた若鶏の唐揚を大きいバットに入れて（約8～10

㎏）、それを持って、鉄板側作業台へ運んでいるとき、値付機のあ

たりで、胸に痛みを感じた。

61 379 19

100

～

299

2017 12 5~6
会社敷地内の職員入り口前の路面が凍結していた為に足を滑らせ、

転倒し左腕部分を路面に強打し骨折したものである。
56 719 2

50～

99

2017 12 15~16
売場床清掃の際、モップで通路を拭いていたところ、足が滑って転

倒し、左手首を骨折した。
52 416 2

10～

29

2017 12 11~12

コピー機の付近で業務作業中、お客様対応のためレジへ戻ろうとし

た際に、マットのへりにつまずき両膝から転倒した。 歩行も困難

なほど痛みが激しかったため病院を受診したところ、右膝打撲、右

肩打撲と診断された。

28 417 2 ―

2017 12 8~9

出勤時に当社店舗駐車場を歩いていたところ、路面凍結箇所で足を

滑らせ転倒し右膝を強打した。 病院で診察を受け、全治3週間との

診断であった。

43 719 2

100

～

299

2017 12 17~18
配達途中に、雪道に足をとられ転倒し、その際に花壇の杭がちょう

ど右の脇腹に当たり強打して骨折してしまった。
48 719 2

50～

99

2017 12 10~11
水産作業場で、商品を持ったまま、台車を跨ごうとしたときに、足

を台車に引っ掛けてしまい転倒し、左大腿骨を骨折した。
63 417 2

100

～

299

2017 12 8~9
お客様宅前の路上において、商品を配達するため運転先から外へ降

りた際、雪で足が滑ってしまい転倒し受傷した。
46 719 2

10～

29

2017 12 9~10
店内調理作業所内にて、作業用テーブルでウインナーを切っていた

時に、手が滑って左手親指を切り受傷した。
56 364 8

10～

29

2017 12 18~19

納品日にカゴ車を店内に入れる際、スイングドアと店内の段差に車

輪が引っ掛かり転倒して下敷きになり、右足首が痛く、病院へ搬送
20 362 2

100

～



された。 カゴ車には砂糖20㎏が5体は載っていたため100㎏以上は

あった。
299

2017 12 8~9
工場外の出荷ターミナルにて、お弁当の積み込み作業中、凍った路

面に足を滑らせ転倒した際、頭部を地面に強打した。
63 719 2

100

～

299

2017 12 18~19

1F階段下から玄関に荷物を取りにいく途中、走っていた為にパタコ

ンに気付かず引っ掛けて、右手のひらを付いたがささえきれずに転

倒した。

52 417 2
50～

99

2017 12 7~8
お客様駐車場で、車から降りて店舗に向かう際、雪道で滑って転倒

した。 転倒時、手をつき左手首を骨折した。
63 719 2

100

～

299

2017 12 7~8

出勤時、店舗駐車場にて、車から降りドアを閉めようとした際に、

凍結した路面で足元が滑り転倒し、臀部から腰にかけて強く打ちつ

けた。 痛みはあったもののそのまま出勤し作業に入ったが痛みが

増したため早退した。 その日は様子をみていたが痛みが治まらな

かったため翌日病院を受診し、尾骨骨折との診断を受けた。

48 719 2
10～

29

2017 12 11~12

外売場でパレットを動かそうとしたが、雪でパレットの車輪がつま

り、反動でパレットに積まれていたトイレットペーパーのダンボー

ルが荷崩れを起こし、首と肩に落下した。 すぐ病院へ行き、治療

してもらった。 MRI等の検査をしたが、異状なしとのことであっ

た。

33 362 5
50～

99

2017 12 8~9

青果作業場内、カット野菜作業台にて、かぼちゃのカット作業を

行っていた。 包丁を入れた際、かぼちゃが不安定であったため、

かぼちゃがずれ、包丁の刃先が身体側に向いた際に、左手親指の先

端を裂傷した。

61 364 8
50～

99

2017 12 7~8

出勤しようと停留所でバスを降り、当店の駐車場内を従業員入口へ

向かって歩いていたところ、路面が凍結していたため滑って転倒

し、右膝を打った。

59 719 2
50～

99



2017 12 12~13

事業場と皮膚科クリニックとの間の路上において、皮膚科に薬を届

けるため移動していた時に、凍結した路面に右足を滑らせて腰から

転倒し、腰と右手首を負傷した。

63 417 2 1～9

2017 12 6~7

雪の降った朝の出勤途中、敷地内において足を滑らせ転倒した。

その際、咄嗟に右手を地面に着いたため手首を負傷した。 当日は

痛みを我慢し、終業時刻まで勤務し、その後医療機関を受診した。

67 417 2
10～

29

2017 12 1~2

おせち料理の配送品作りのため、トラックに積んでいたおせち料理

が4ヶ程度入った段ボールを受け取り、運搬用の台車に載せる作業

中、右から左を向いたときに腰をひねり、強い痛みがはしった。

翌日以降も痛みや痺れが改善せず、起き上がりや立ち上りの動作も

つらいため医療機関を受診した。

38 611 19

500

～

999

2017 12 18~19

精肉作業室において、鶏肉のスライス作業をしているときに、繁忙

期で長時間連続作業を行っていたため、左手親指CM関節に痛みが

出た。

62 921 19
50～

99

2017 12 11~12

搬入口で、二人で屋根のつららを落とす作業をしているとき、もう

一人の者がステンレスの棒を投げつけてつららを落とそうとし、そ

の投げたステンレスの棒が、下を向いているときに上から前頭部に

ぶつかってしまった。

58 521 4
50～

99

2017 12 9~10

店舗で清掃作業中、店内に入ってきた子供が、吹き込んだ雪等で濡

れていた床で滑って転んだ。 派遣労働者が転んだ子供をしゃがん

で抱き起こした後、立ち上がる際、自身も足を滑らせ、尻もちをつ

く形で転倒した。 その際、受け身をとろうと両手を床についたと

ころ、激しい痛みを感じたことから、手袋を外してみたところ、左

手の出血がひどかったため、すぐに病院を受診し、左手首骨折、左

手裂傷と診断された。

72 417 2

100

～

299

2017 12 11~12
惣菜作業場で、作業台にのり棚上のトレーを取ろうとした際、バラ

ンスを崩し落下し背骨を圧迫骨折した。
64 419 1

50～

99



2017 12 20~21

高速道路に入る為、JC方面へ左折し、交差点を抜けた後（信

号）、200m程度進んだ辺りで、前の車が停車していたにもかかわ

らず、脇見をしていた為に、そのまま追突をした。

48 231 17 1～9

2017 12 18~19
厨房でガス台掃除の際、ガス台脇下からはみ出ていたコードに足を

取られつまずき、右手、左膝を床につき負傷した。
68 416 2 1～9

2017 12 16~17

売場にて、銘店コーナーから通路に出ようとした際に、出口横に置

かれていた、清算済の空の買物カゴを積むセルフカゴキャリアに足

を引っ掛けてしまい転倒し、売り場床に後頭部を打ちつけた。

46 379 2
50～

99

2017 12 9~10
店頭の駐車場の融雪用のホースを直す際に、凍っていた路面に上

がってしまい滑って転倒し左手を骨折した。
62 715 2

10～

29

2017 12 10~11

すじこのご飯付き試食を実施中、ご飯をタッパーに小分けし実施場

所に戻る際、近くにあった空箱に足をひっかけつまずき、右手首と

左脇を強打し、骨折した。

67 611 2
10～

29

2017 12 11~12
休憩中に営業用の蒸し器の扉に手袋が挟まっていることに気づき、

手袋を取りながら蒸し器の扉を開けてしまい左腕に受傷した。
19 165 11

50～

99

2017 12 15~16

レジカウンターから店内に出ようとしたところ、レジカウンター付

近に置いてあった高さ11㎝程度の木製の陳列棚に右足甲を強打し

た。 当該者はつまずいた格好になったが転倒はなく、陳列棚が

ひっくり返り、商品が散乱した。

63 419 3

100

～

299

2017 12 9~10

バックの冷蔵庫から、売場に台車に載った番重（惣菜入り）を運ん

だ。 2個の連結台車のうち1個がレジ前近くで外れてしまったよう

だが、それに気付かなかった。 手を離したところ番重のバランス

が崩れ、とっさに支えようとして番重が足に当たり、左膝の靭帯を

損傷した。

60 611 5
10～

29

2017 12 11~12
2階から1階の事務所へ移動中、急いでいた為足を踏み外し、頭から

落下した。
55 413 1

500

～

999



2017 12 11~12

当社敷地内の倉庫（バックヤード）と社屋内調理場を結ぶ通路で、

酢4本と砂糖4㎏を倉庫から調理場へ運んでいるときに、荷物を両手

に抱えていた上に通路が水で濡れていた為、足を滑らせて転倒し、

右膝を床に強打してしまった。

73 417 2
10～

29

2017 12 21~22

レジ上げしたお金をバックに入れて、清算をしに店内からバック

ルームに小走りしたところ、足がもつれて、手がふさがっていた為

左膝を床に打って転倒した。

24 417 2
50～

99

2017 12 10~11 のし餅の袋を切る際にカッターで左手親指を切ってしまった。 16 364 8
50～

99

2017 12 21~22

店内案内所にて、のし餅切りの作業が終わり、包丁と他の商品の片

付けをしていたところ、包丁の刃先が右手人指し指に当たってしま

い負傷した。

22 364 8

100

～

299

2017 12 9~10

営業所工場内、308Dハーベスタ油漏れ修理で、メカニックから

ハーベスタの開閉を頼まれ、車両に乗り込む時、セーフティレバー

が解除されていないことに気づかず、右足が作業レバーに当たって

しまい、作業機が車両側に動いてしまい、油圧ゲージ確認のためブ

レード上にいたメカニックの足がブレードとハーベスタの間に挟ま

れ受傷した。

30 171 7 1～9

2017 12 18~19
仕事中、グラスを持っていて手がふさがっており、マットにつまず

いて転んでしまった。
64 417 2

10～

29

2017 12 12~13

店舗内において、店内大掃除のため、床に塗布した汚れ落としの剥

離剤をブラシで取り除いた後、汚れの状態を確認するため、店内を

歩いていたところ、床がまだ完全に乾ききっていなかったため、右

足を滑らせ転倒した。 その時、身体を支えようとし臀部と左手を

同時に床につけ、左手首を骨折した。

62 417 2
10～

29

2017 12 11~12
店舗のレジ前にて、炊飯器が2つ入っている段ボールを足元に落と

した（約50㎝×70㎝）。
38 611 4

50～

99



2017 12 19~20
倉庫の中で作業中に、ビールの19?樽を移動させている途中に突然

右足から腰にかけて激痛が走り、動けなくなってしまった。
43 611 19 1～9

2017 12 12~13

店舗作業中、取っ手のない台車にたたんだダンボールを積み重ね、

指定場所に向かう途中、手前のドア付近で足を滑らせ左尻部より転

倒し負傷した。

72 417 2
10～

29

2017 12 10~11

1階にある雑巾（レジで使用）を洗濯するため、外階段を降りよう

とした時に足を踏みはずして（5～6段）、途中にあるおどり場に落

ちた。

60 413 1
50～

99

2017 12 8~9

センター内洗浄室にて、食缶洗浄機清掃中に、機械の天板に乗り、

コントロールパネル正面を拭き上げている際に、バランスを崩して

転落し、右側を負傷した（右手首橈骨骨折、右肩打撲）。

42 419 1
50～

99

2017 12 11~12

所属事業場厨房内において、ホットコーヒーを作る機械が正しく

セットされていなかったため、熱湯の入った部品が熱湯の重さで外

れてしまった。 その際、当該労働者に熱湯がかかり、火傷を負っ

たものである。

21 715 11
50～

99

2017 12 10~11

販売するチキン調理の為、バックカウンター内にある電子レンジに

シリコンスチーマーに入れた4本のチキンを入れ、それを3分50秒

加熱して取り出した際に、スチーマー本体が歪んで蓋が開き、蒸気

が持っていた手にかかり、「熱い」と思った瞬間に持っていた右手

を離してしまい、中に入っていた水分と油がこぼれて右太ももとひ

ざに掛かり被災した。

21 379 11
10～

29

2017 12 11~12
手打ち風製麺機にて、そば麺帯を自動包丁にて切断中、誤って右親

指を切断した。
69 165 8 1～9

2017 12 8~9
当事業場の青果作業場にて、小松菜の袋詰中に、折りたたみボック

スの角に右手の薬指を強くぶつけてしまい負傷したものである。
73 391 3

100

～

299

青果作業場にてカボチャをカットするためスライサーを用意した。



2017 12 13~14

刃が汚れていたため左手で刃を押さえ、右手に布巾を持って拭こう

としたところ、誤って右手中指第一関節と第二関節の部分を切って

しまった。 当日は傷口を押さえそのまま帰宅し、翌日以降はあま

り痛みもないため勤務していたが、後日に痛みがひどくなり病院を

受診し、4針縫合した。

49 364 8

100

～

299

2017 12 11~12

店内売り場にて、高いところの商品を移動させる為、脚立を使用し

商品のクッションを両手に持ったまま脚立を降りようとしたとこ

ろ、足元が見えず脚立から足を踏み外し落ちてしまい、左腕を強打

した。 湿布等の応急処置をし勤務したが、痛みがあったため退勤

後に病院を受診し、詳しい検査が必要との診断により、翌日別の病

院を受診したところ、左ひじの橈骨骨折との診断を受けた。

50 371 1
10～

29

2017 12 17~18
業務中、サービス工場内にて洗車作業中、脚立より降りる時にホー

スに足を取られ転倒してしまい、右手を強打してしまった。
45 371 2

10～

29

2017 12 15~16

店内調味料通路で商品の品出しをしている際、商品（めんつゆ

1100ml、6本入り1ケース×2、バンドル巻）の1ケースが落ちかけ

たのを持ち直した時、右手首の筋を痛めてしまった。

40 611 19

100

～

299

2017 12 10~11

朝食の下膳作業時、台車をエレベーター内に置いたまま、3階ス

タッフ通路で配膳室へ向かう際、下膳作業を急ぐ為、通路を走って

しまい転倒した。 その時に庇おうと手をついてしまい、手の甲を

骨折した。

58 417 2
30～

49

2017 12 8~9

空の牛乳ケースを載せたカゴ車を片付けようと空台車置場に移動さ

せていた。 横に押した際、車輪が動かず載せていた牛乳ケースが

倒れ、玉子台車にあたった。 そのとき、自分に向かって倒れてき

たが、避けきれず左足甲にあたり打撲した。

65 611 5

100

～

299

2017 12 21~22
クーラー内で、ドロップのリクエストの用紙を記入していた際に、

床に落ちていたラップに足がひっかかり、転倒してしまった。
54 416 2

300

～

499

売場でサッカー台（高さ70㎝）に上がりレジの時計を修正した際、



2017 12 13~14 サッカー台から着地したところ、左膝を脱臼して転倒した。 転倒

した際に頭をぶつけ、脳震盪を起こした。

43 379 2
50～

99

2017 12 10~11

デイリー冷蔵庫の中でエアカーテンを取り付ける際、置き台にして

いた牛乳トートが滑って落下し、その際に床に手をついた為、右手

首を負傷した。

41 371 2
50～

99

2017 12 17~18

水産作業場で、原材料（縦50㎝×横30㎝×高さ30㎝、重さ20㎏）

を移動しようと持ち上げた際、重い荷物の反動で急に腰に痛みが

走った。

35 611 19

300

～

499

2017 12 14~15

店内売場のドリンクストッカーのドリンクを補充するために脚立に

乗ってストッカーの上にある在庫品を取り、降りようとした時に足

を滑らせて転倒してしまった。 その時、左手首を打ち骨折した。

54 371 1 1～9

2017 12 13~14

三輪付バイクで配達中の復路にて、信号のある交差点を左折しよう

としたところ、雨天だったこともありブレーキをかけた際にタイヤ

が滑ってしまい、左側に転倒してしまった。

17 231 2
10～

29

2017 12 12~13

店舗1階後方倉庫にて、蓄冷剤を積んだパレティナを引いていたと

ころ、段差に躓き、パレティナごと倒れてしまい、その際に尻餅を

つき、倒れてきたパレティナが体にのり、腰を床に打ち、また鼻も

少し切り受傷した。

46 417 2

100

～

299

2017 12 10~11

所属店舗とは別の店舗で応援勤務中、調理用具を洗うために流しに

向かい厨房内を移動していたところ、冷蔵庫下段の引き出しが開い

ていたためにそこに足を引っ掛け転倒し、右肩を打ち骨折したもの

である。

66 391 2
10～

29

2017 12 9~10

レジのチェッカー側で商品をスキャンしている時に混んでいて急い

でいた為、少し前に腱鞘炎になった左手首をかばって、右手を酷使

していたところ、右手が腫れて使えなくなった。

22 921 19

100

～

299

2017 12 6~7

朝の開錠後、シャッターを開けバックヤードにある在庫の6輪台車

を外に出す作業中、誤って自身の左足指にパレットをのせてしまっ 37 611 7

100

～



た。 299

2017 12 20~21

当月に入ってからセール商材の値札付の為、シャンプーや大容量の

化粧水が入った段ボールを運び、商品の値札付、棚にしまうという

作業を繰り返していた。 しばらく経った日の勤務終了後、左手首

に痛みを感じた。 その後は少しの痛みがあったが通常通りに勤務

をしていたが、月末に左手首に強い痛みが走った。 そのまま勤務

を続けたが、夜に帰宅した際、肩にかけた鞄を下ろそうと手をかけ

たときに左手首に激しい痛みがあり、翌日に整形外科を受診した。

20 611 19

100

～

299

2017 12 17~18

店舗1Fから作業の為、2F（外階段）に移動する時に、出入口の段

差（1段高さ8㎝、幅30㎝）を降りる時に右足をひねり、右足近く

の関節を骨折した。

29 413 19 1～9

2017 12 9~10
弁当で使うとんかつを揚げる際、床で滑り、フライヤーの中に手を

つき、右手前腕部に熱傷を負った。
62 719 11

30～

49

2017 12 10~11

店舗にて試食販売実施中に、同店の調理場にて試食販売用の長ネギ

を刻んでいた際に、誤って包丁で左手中指の爪と指を切り落として

しまった。

60 364 8

100

～

299

2017 12 7~8
開店作業中、ミニキャリーに載せて店外へマテハン類を運搬し、店

内に戻った際、マットに躓いて転倒し、左腕を骨折した。
56 379 2

10～

29

2017 12 21~22

当社において、バンドソーを使い冷凍本鮪赤身ブロックをサク取り

する際に、バンドソーの刃と平行になるべきブロックが傾き、ブ

ロックを押さえていた左示指がバンドソーの刃に当たり受傷した。

当初、ステンレスメッシュグローブを使用していたが、商品を箱か

ら取り出す際に外し、うっかりそのまま作業を行ってしまった。

今後は、グローブを必ず使用することと、治具等を使用して手指が

危険範囲に入らないようにする方法を検討する。

44 165 8
30～

49

2017 12 19~20
閉店後帰宅する際に、シャッターを閉めるつもりが手をすべらせて

バランスをくずし転倒し骨折した。
67 416 2

10～

29



2017 12 15~16

庭で人工芝を敷く作業中、寸法調整のため定規に沿ってカッター

（押し出し式、最大刃渡り約12㎝）で人工芝を切っていた。 その

とき、カッターの刃が人工芝を滑り、勢い余って定規を押さえてい

た左手親指先を切断してしまった。

72 364 8 1～9

2017 12 14~15
店内1F食品レジ付近で、レジカゴ回収業務時に腰をひねり、そのま

ま痛みとともに動けなくなり受傷した。
47 921 19

100

～

299

2017 12 18~19

厨房の清掃作業中、万能押切包丁（刃渡り約30㎝、刃先が台に固定

されている包丁）を洗っている際、右手にスポンジを持ち刃の部分

を拭き取っていたところ、右手の示指第一関節付近に誤って刃が触

れてしまい、切創したものである。 当日は勤務を続けたが夜から

体調が悪くなり、翌日出勤したがやはり具合が悪く早退し、受診し

た。

58 364 8 1～9

2017 12 14~15

昼営業後に洗浄室内の側溝を清掃するため側溝のフタがあいている

ところへ、食器を運ぼうとした被災者が通りかかり、フタがあいて

いることを失念していて、左足が側溝に落ちてしまった。 左足が

落ちたときに左膝を床に強打し、骨折した。 （側溝清掃は通常作

業で、本人も認識していた。）

50 416 2

100

～

299

2017 12 14~15
事業所店舗内階段にて、掃除機をもって階段を下りていたところ、

階段を踏み外してしまい、着地した際に右膝を負傷した。
61 413 1 1～9

2017 12 9~10

6階建てのマンションを上の階より検針作業を行い、2階の検針が終

了し1階へ階段を使い降りている途中、階段の滑り止めに足をとら

れ、3～4段ほど転げて踊り場まで落下した。 落下した際、踊り場

のフェンスに頭をぶつけ、裂傷と打撲を負ってしまった。

56 413 1

100

～

299

2017 12 9~10

食パンのスライス作業後に、スライサーの電源を外し、スライサー

の刃の周りを専用の箸で清掃中、誤って右手中指を刃に接触させ、

負傷した。

20 165 8
30～

49

店舗でレジ接客中に、お客様から魚の交換依頼があった為、魚売場



2017 12 16~17

で交換し急いでレジに戻る途中、冷凍食品売場前でお酢の試食販売

が行われていて、試食後の小皿に残ったお酢がこぼれて床が濡れて

いるのに気づかず、小走りで通りかかった際に滑ってバランスを崩

し顔面から転倒し前歯を破折した。 さらに咄嗟に右腕をついた

時、肘を強打し骨折したもの（外傷性歯根破折を伴う）。

55 417 2
50～

99

2017 12 14~15

営業で訪問先を出て、その先に駐車していた営業車に戻るために、

道路を歩いていた時、右側から来た加害者運転の車に轢かれ、右足

のすねを骨折した。 ぶつかるまで、相手車には気付かなかった。

55 231 17
10～

29

2017 12 11~12

廃棄ダンボールの貯蔵場所へ向かうため、両手にダンボールを持

ち、地下厨房から地上屋外への坂道を駆け上がった際、直前に冷蔵

庫で作業しており、体が冷えていたのもあり、右ふくらはぎの筋肉

がブチッと切れたようになり、病院を受診した。

46 611 19 1～9

2017 12 10~11

惣菜作業場で、チキンを揚げて店内の売場へ盛付用の皿で運び陳列

して、戻る際に天井から水が漏れていて、床が濡れていたため気付

かずに滑って転んでしまった。 転ぶ際に右後方向きに倒れて、右

手を出して受身をしたが、右手と右頭部を強打し、右手首（3ヶ

所）を骨折した。

69 416 2
30～

49

2017 12 8~9
青果作業場で、キャベツの半切り作業をしている時、開店前で、急

いで作業をしていた為、包丁で削いでしまった。
20 364 8

50～

99

2017 12 7~8

下膳用の台車を通路所定位置に片付けて厨房へ戻ろうと振り返った

ときに、同じく下膳用の台車を片付ける別の従業員が自分の真後ろ

にいることに気付き、避けようとしてバランスをくずし、通路の柱

に左手の甲部分を強打してしまった。

66 911 3
50～

99

2017 12 10~11

店内階段で商品1ケースを2階から1階へ下ろしていた際に階段でつ

まずいて、左足すねを階段に強打してしまい、脛に10～15㎝程の

裂傷を負い、12針縫合した。

30 413 1
50～

99

当社店舗内社員通路入口付近で、惣菜揚げ物作業のため靴底に付着 100



2017 12 17~18 した油で滑り転倒した。 その際、右手をついて体を支えたために

右手首を負傷した。

47 417 2 ～

299

2017 12 12~13

店舗内精肉作業場で精肉スライサーを使用中に布巾で刃の汚れを拭

こうとした時、スライサーの回転刃に布巾が巻き込まれて、布巾を

持っていた右手が刃に触れてしまい、親指の先を深く切ってしまっ

た。

26 165 8
10～

29

2017 12 21~22

書籍売場のバックヤードで、高さ210㎝のスチール棚の最上段に置

いてあった商品下ろす作業を行った後、使用していた三尺（90㎝）

の脚立から降りる際、足を踏み外して脚立より落下し、足を床にぶ

つけた。 当初はそれほど痛みがなかったため、通常通り就労した

が、2日経ってから痛みがひどくなり、医療機関を受診したとこ

ろ、左足小指の骨折と判明し、全治1ヶ月程度と診断された。 その

後の診断で、復職までは2ヶ月程度との見解を受けている。

26 371 1

100

～

299

2017 12 15~16

当社店内に於いて、年末の忙しい中、品出しを一人で担当してい

た。 たくさん歩いたことが負担になり、足が腫れてきて骨折して

いた。 いつも履いている靴が汚れていたため、幅の狭い靴を履い

ていたことも負担になってしまった。 品出しは5段台車にパック詰

めの肉を目いっぱい載せて店頭に並べていた。 普段は1日一人で担

当することはないが、この日は一人でやっていた。

50 921 90

100

～

299

2017 12 13~14

食器洗浄室で食器が入っていた大きなバケツに手をかけ食器を出そ

うとした時、足がすべり左側に体が倒れ、左肘を食器かごにぶつけ

てしまった。

58 417 2
10～

29

2017 12 8~9
店舗売り場から公道を隔てた事務所に徒歩で戻る際、道路の溝で足

をくじいた。
25 417 19

100

～

299

2017 12 11~12

2階から1階に行くため、階段を下りていたとき、足を踏み外し転

落、転倒した。 転落した際、右足を床面に強打し、その後、転倒

した際に右手を強打し、右足中指および右手小指と薬指を骨折し
65 413 1

100

～



た。
299

2017 12 20~21

事業所内洗浄コーナーで洗浄後のトレーをかごに立てて入れ、食器

乾燥機の奥にいれようとした際、トレーが倒れてかごとトレーの間

に右手の薬指の第一関節が挟まってしまった。

63 379 5
10～

29

2017 12 17~18

社会福祉施設内の厨房にて、夕食の配膳に使用する大きな配膳車を

厨房からエレベーターホールへ出そうとしたところ、配膳車の重み

により、車体を留めることが出来ず、左手をドアと配膳車の間に挟

み込んでしまった。 ひどく腫れたため病院へ行ったところ、骨折

していることがわかった。

74 362 6
10～

29

2017 12 8~9

店舗後方チルド冷蔵庫前のスロープにて売場から後方に清掃用具を

取りに移動時、走って段差で躓き転倒し右足首を捻って負傷したも

のである。

59 417 2

100

～

299

2017 12 13~14
納品書をお客様に持っていく時、お客様駐車場を出たところ、歩道

の段差につまずき右足前十字靭帯損傷及び右足骨にひびを負った。
48 417 2 1～9

2017 12 11~12

惣菜作業室で弁当生産中に備品を取りに移動した際、グリストラッ

プの蓋の上を通ったところ滑って転倒した。 その際、左手をつい

て負傷した。

68 417 2
50～

99

2017 12 17~18

ストックルームでセール用の値札貼りをしていた。 5段脚立に乗

り、高い棚の上に畳んで置いてある商品を1列ずつ地上に下して

貼って戻して、次の列の商品を地上に下して貼って戻してを繰り返

している時に、脚立を背にして下りていた。 脚立の上2段目からバ

ランスをくずして転落し、右ひじから床に着地した為、右ひじを骨

折してしまった。

46 371 1 ―

2017 12 10~11

店内3Fレジから売場にオーブントースターを取りに向かった際、急

いでいて足がもつれて転倒し、右足のひざを強打した。 しばらく

休んでいたが、痛みがひどかった為、病院で受診した。

63 417 2

100

～

299

デリバリーを終え、店に戻る時、一旦停止のない交差点に進入した



2017 12 19~20 ところ、出合いがしらに左側からの車に衝突し、転倒して負傷し

た。

17 239 17
10～

29

2017 12 10~11

精肉作業場で作業台に向かって包装作業をしている時に、包丁が台

の上に置いてあったが、不注意で包丁が台の上から落ちそうにな

り、とっさに左手が出て、怪我をした。

26 364 8
30～

49

2017 12 9~10
スーパーマーケット店内レジ周辺で、開店準備作業中に、水で床が

濡れていたため足を滑らせ転倒し、右膝蓋骨を骨折した。
51 417 2 1～9

2017 12 10~11

食材納品場所（廊下）に、納入業者が納品に来たので検品作業を行

おうとして、歩いて向かっていたところ滑ってしまった。 当日

は、雪により廊下が濡れていた為に、滑って転倒してしまい、置い

てあったコンテナに右脇と背中を強打してしまった。

49 417 2 1～9

2017 12 18~19

精肉作業室でスライサー本体（肉箱）の肉片除去と拭き上げで肉箱

と刃の間に手を入れた時、肉箱と刃の間隔を開けずに作業したた

め、引き戻した中指の爪がスライサーの刃に触れ、中指の爪と指の

先端の一部を切創した（安全手袋未着用、ゴム手袋着用）。

18 165 8

100

～

299

2017 12 15~16

勤務終了後、退社の際、急いでいたため従業員駐車場の敷地区切の

黄黒ロープ（高さ60㎝程）を跨いで入ろうとした時、足が引っ掛か

り前方に転倒した。 荷物を持っていたため肘から落ち骨折した。

61 379 2
30～

49

2017 12 7~8
出勤し事業所敷地内駐車場に車を停め、厨房入口に向かって行く途

中、融雪の水が凍っていた為滑り転倒し、右足首を骨折した。
73 719 2

10～

29

2017 12 18~19

売場の陳列棚上に在庫してある商品を定番棚へ補充する作業をして

いた際に、踏み台に上がって商品を手に取り、後ろ向きに降りよう

として2段目を踏み外し、約50㎝の高さから転落し、床に左足を強

打した。 当日はそのまま作業し、しばらく様子を見ていたが、痛

みが治まらないので後日に病院で受診したところ、大腿骨上部を骨

折していた。

66 371 1
10～

29

売場で商品出しをして作業場へ戻ってきた際に、作業場入口の排水



2017 12 12~13 溝の目皿が歪んでいるため、片足が掛かった時に歪んでいる所が浮

き上がり、つまずいて転倒した。

66 418 2
30～

49

2017 12 9~10
社内冷凍庫内を大掃除中に庫内の床が凍っていたため滑り、お尻

（尾てい骨あたり）を強打した。
46 416 2 1～9

2017 12 14~15

当日、4時間の時間休をもらい、午後からの勤務に向かうため車よ

り降りて、いつもの通勤路である病院の池のある中庭を歩いていた

ところ、地面がぬかるんでいて滑って転んだ際、左足が曲がってい

た。

57 417 2 1～9

2017 12 12~13

惣菜厨房にて、フライヤーの油をこす作業の時に、ひざから足首に

かけてスネの部分をやけどした。 油を下に落とす際に、受け皿を

しっかりと所定の位置までおいていなかった事が原因で、下に落ち

ずに手前に油がかかったものと思われる。 すぐに氷で冷やして病

院へ行った。

66 391 11
10～

29

2017 12 11~12

本社1階仕込み室において、左手に翌日使う冷凍食材を持ち、右手

の包丁（刃渡り18㎝）で袋を切ったあと、左手の食材を置いて次の

作業に移る際、誤って包丁の刃先が左手親指部分に触れ負傷した。

29 379 8
30～

49

2017 12 12~13

作業場の出入口付近の作業台でミニクロワッサンの袋詰め作業をし

ていた際に、売場の商品出しを終えた従業員（パートタイマー）が

品出し用トレーを持って小走りで作業場に戻ってきて、被災労働者

に衝突した。 加害者が持っていたトレーが被災労働者の左わき腹

に強く当たった。 当日は大丈夫だと思っていたが、翌日に痛みが

強くなってきたため、病院で受診した。

26 379 6
50～

99

2017 12 19~20

業務終了後、店の通用口のカギをかけて車の置いてある駐車場まで

行く途中、店舗敷地と西側道路の境にある縁石（高さ約10㎝）に右

足を引っ掛けて強く転倒した。 その場は何とか自分の車までたど

り着いて帰宅したが、身体中が痛かったので、夜、家族に救急医に

連れていってもらった。

60 419 2 1～9



2017 12 14~15

お客様から商品についての問い合わせを受け、担当者に内容を伝え

るため鮮魚作業場へ行ったところ、床に水と洗剤を撒いて清掃して

いる最中でとても滑りやすい状態にあり、問い合わせ内容を伝え終

わって作業場から出るところで滑って転倒し、床に両手と膝を強打

した。 当日は痛みはなく大丈夫と判断したが、徐々に痛みが強く

なり、後日に病院で受診した。

40 417 2
50～

99

2017 12 19~20

店舗内にて、売場棚上の転落防止パーツが外れていたため直そうと

した際に発生した。 備品のパーツが見当たらず、棚下を見ようと

しゃがんだところ、体勢が悪く左膝に負担が掛かり、痛みが発生

し、そこから膝の曲げ伸ばしが出来なくなった。

22 921 19
30～

49

2017 12 11~12
商品を見に作業場から売り場に出ようとした際、スイングドアに躓

き転倒し、膝を打って右脛骨顆間隆起骨折した。
66 417 2

100

～

299

2017 12 8~9
惣菜作業場内で包丁を洗浄中、手を滑らせて包丁を落とした際、

誤って包丁に触れ、右手人差し指を負傷した。
17 364 8

100

～

299

2017 12 17~18

工場内の餅作業場で鏡もちを製造する機械を清掃中、左手人差し指

で機械に付着した餅を取り除いていたところ、誤って機械のスイッ

チに体が当たり、機械が始動して指を切断した。

33 165 7
10～

29

2017 12 14~15

食品庫の拭き掃除中、検収口側扉を拭き終わり、食品庫へ戻ろうと

したとき、スイングドアを手で押し開けたあと、自動で閉まる扉に

右手指先が残ったまま閉まり、右手中指の指先が挟まった。

21 419 7 ―

2017 12 14~15

倉庫内にて1人で配送準備の作業を行っていたところ、2段積みの上

段の洗濯機（重量30㎏）を自分の胸で受けとめ下に降ろす際、うま

く受けとめられず、洗濯機が膝に当たり負傷した。

44 611 4 1～9

2017 12 12~13
店舗にて、リビング収納ボックスを2つ重ねて持ち、前かがみで台

車に載せたところ、腰に痛みが生じた。
39 921 19

30～

49



2017 12 9~10

売場への商品陳列が終わって、空になったパン箱を2段に重ねて持

ち運んでいたところ、抱えたパン箱で足元がよく見えず、倉庫出入

口横のシャッター前に置いてあった他のパン箱に立て掛けられた鉄

製のキャリーに躓いて転倒し、地面に右足を強打した。

60 362 2
30～

49

2017 12 9~10

当社駐車場にて、パン・缶詰・ラーメン等の食品を販売車に積み込

んでている際、10㎝の段差を踏み外した。 隣に駐車していた社有

車との距離が狭かったため、手を着く暇がなく、社有車の左後ろ側

面に前から顔面をぶつけ、反動で首を反らした状態になり、首の第

5頚椎を骨折し、右手親指が麻痺した。

63 419 2
10～

29

2017 12 9~10

売場にて品出し作業時に壁面のストックスペースに商品を入れ

て、3段のステップスツールから下りる際、後ろ向きで右足を2段目

にかけようとしたところ、足がかからず転落した。 その際、身体

の右側から落下し、右脇腹を床に強打し負傷した。

53 371 1
30～

49

2017 12 11~12
会社内にて食肉をスライサーで加工中、動いた肉を押さえようとし

た際、誤ってスライサーの刃に右手が触れて右手親指を負傷した。
73 165 8 1～9

2017 12 10~11

営業活動中、右側が見通しの悪い交差点で、交差車両確認のため、

段階停止の2段階目の停止をした際、後方から来た車両に追突され

た。

50 231 17

100

～

299

2017 12 20~21
店舗駐車場でのぼりを片付ける際に、地面に置いてあった消防ホー

スに躓き、右手小指を骨折した。
61 416 2

30～

49

2017 12 11~12

店舗惣菜作業場において、揚げ物をボウルの中に入れようとしたと

ころ、足を滑らせ、勢いでフライヤーの中に右手が入り、火傷した

ものである。

62 519 11

100

～

299

2017 12 21~22

店の売場において、販促物を取り付けるため、レジカウンターにセ

ロテープを取りに行った際、左足がレジコードに引っ掛かった。

右足はプライベートの怪我で踏ん張れないため、左足を着き直した

が、コードカバーの上に着地し、転倒しないように踏ん張ったとこ

ろ、体勢を崩した状態で左足に体重がかかり、骨折負傷した。

45 417 19
50～

99



2017 12 17~18
ごみ処理作業のあと、店の駐輪場のスロープにある少しの段差で躓

き転倒し、膝を強く打ち、骨折した。
61 418 2

10～

29

2017 12 9~10
青果の冷蔵庫を出たところに台車があったため、引っ掛かり転倒し

た。 その際に製氷機に左脇腹をぶつけてしまい、骨折した。
57 362 2

100

～

299

2017 12 17~18

機械装置の保守点検のため分解・組み立てをして、中の様子を見る

ため指で水をかいていたところ、先輩が誤って電源ボタンを押した

ため、左中指の第一関節から先を切断した。

22 391 8 1～9

2017 12 16~17

現場の作業終了後、社用車で店舗に帰社しようとしたところ、車の

前にあった2段積みブロックに気がつかず発進して（時速3㎞程）、

衝突し、同乗した従業員が首が痛いと訴えた。 当日に受診した結

果、首の骨に異常はない（骨折していない）ことが確認された。

42 231 3 1～9

2017 12 17~18

店舗の外側冷蔵庫へ商品をしまいに行った際、同僚の足に引っ掛

かって転倒し、膝を強打した。 冷蔵庫周りが駐車場であり、商品

が多数あるときは不安定になることがあり、今回、同僚との作業の

際に足に引っ掛かった。

63 417 2

100

～

299

2017 12 15~16

駐車場にて、客が売却するために持ち込んだコミック本が入ったダ

ンボール箱（60㎝×80㎝×40㎝程度、重さ約30㎏、200冊程度）

を車から店舗内へ運ぼうと持ち上げた際、予想よりも重く、ダン

ボール箱を落としそうになったため、咄嗟に下から支えていた右手

に力を入れたところ、激痛を感じ負傷した。

24 611 19
10～

29

2017 12 11~12

配達中、中央線のない緩やかなカーブにて、速度20㎞で左側を走行

していたが、相手の乗用車がカーブの膨らみで真ん中を走行してき

たことにより、正面衝突した。

22 231 17
30～

49

2017 12 15~16

ORタイヤの空気充填中、リングがしっかり入っておらず、そのと

き風圧で近くにあった大型トラックのタイヤが吹き飛ばされて、大

型トラックのタイヤの下敷きになり、仰向きに倒れて頭を打ちつけ
49 391 5

10～

29



た。

2017 12 15~16

バックヤードにて、冷凍庫からトレイを運んでいるときに、大きい

箱に引っ掛かったため、前腕から床にトレイごと一緒に転倒し、左

腕の上部を骨折した。

63 417 2 1～9

2017 12 14~15

店内バックルームにて、4段脚立にのり商品を探していたところ、

誤って足を滑らせバランスを崩し、転落した。 足の痛みが強かっ

たため救急車で搬送され、膝裏の剥離骨折との診断を受けた。

50 371 1
30～

49

2017 12 12~13
惣菜作業場にて、包丁でかぼちゃを切っているとき、誤って左手人

差し指を切ってしまった。
48 911 8

50～

99

2017 12 9~10

1F惣菜コーナーとパンのワゴン山積みコーナーの間の通路で、商品

を手に持ち、和菓子什器へ運ぼうとしているとき、床面に落ちてい

た油脂に滑り、右膝の皿から床面に落ち、右膝皿骨折を負った。

61 417 2

100

～

299

2017 12 5~6

食堂厨房内において、開店準備をする際、厨房内を移動中、側溝の

金網の上で左足が滑り、転ばないように力を入れたところ、左足首

を捻り負傷した。

66 921 19
10～

29

2017 12 15~16

作業場でローストビーフスライス機械を洗浄清掃しようと分解して

いた際、金属の手袋をしなかったために刃の部分が指に触れ、右手

人差指を切った。

45 165 8

500

～

999

2017 12 23~24

6Fボウリング場フロアにて、レーン清掃用機械を移動している際

に、機械が倒れてきた。 咄嗟に支えようと手を差し出したとこ

ろ、指先だけが本体側部の鉄板部分に当たり、指先（中指左）に骨

折および裂傷を負った。

19 169 7
10～

29

2017 12 20~21
急いで歩いて、サービスカウンターに向かおうとした際、足元を確

認せず、膝の高さの台に当たって左大腿部を打ち、内出血した。
59 391 3

50～

99

2017 12 15~16
惣菜バックヤードで商品を運搬中、清掃していた従業員の横を通っ

た際、清掃に使用していた水切りに足を引っ掛けて転倒した。
71 379 2

100

～

299



2017 12 17~18

惣菜バックヤード内のフライヤー前において、清掃と片付け作業

中、グレーチングの上を歩いたとき、足を滑らせて転倒しそうに

なった際、誤ってフライヤーの中に両手を滑らせ肘付近まで入り、

両手・両腕に火傷を負った。

60 379 11
50～

99

2017 12 13~14

店舗外の通路にて、原料の入った台車を運搬していたところ、車輪

が通路のデコボコ面に引っ掛かり、台車が倒れて、左足に当たっ

た。

56 362 2
50～

99

2017 12 11~12

会社から派遣先へ品物を届ける途中、観光客と思われる子供が路面

の雪で滑ってぶつかってきた。 前のめりに倒れ、持っていた品物

をかばおうとして手をついたときに痛みがはしり、骨折した。

72 921 6 1～9

2017 12 9~10
出勤時、店舗2階の駐車場から従業員出入口に向かう途中、右膝裏

でブチッと音がして痛みが発生した。
46 417 19

100

～

299

2017 12 10~11

休憩に入っていたときに、商品が納品されてきた。 商品の検品を

しているスタッフの邪魔になると思い外へ出ようとしたとき、検品

済みの商品とスタッフにぶつからないように避けたところ、出入口

の段差に気がつかず、躓いて転倒した。 足に痛みがあったため、

冷却等の応急処置をし業務に戻った。

35 418 2
30～

49

2017 12 23~24

仕事が終わり更衣室に向かう途中、惣菜売場の前の通路が油っぽく

滑り易くなっていた。 その通路に黒いマットが敷いてあり、マッ

トの上を少し急ぎ足で歩いていたところ、マットごと右側に滑るよ

うに転倒し、右足の甲を強打した。

44 379 2 1～9

2017 12 20~21

バックヤードにある従業員トイレ近くの洗剤置場の前で、滑って転

倒した。 その際、左膝を強打して立てなくなり、その後は業務に

就けなかった。 アルバイト社員が薬剤を別の容器に入れるとき

に、薬剤をこぼしたことが滑った原因である。

49 417 2

100

～

299

2017 12 12~13
会社館内にて、作業が終了して帰宅しようとしていたとき、階段

（下から3段目辺り）で足を踏み外し、躓いて転倒した。
73 417 2

50～

99



2017 12 11~12

バックヤードにて、パックの作業台からフライヤーの前を通って、

冷蔵庫に商品を取りに行き、冷蔵庫を出たところで滑って転倒し、

右大腿骨を骨折した。 長靴に油が付着し、滑りやすくなってい

た。

57 417 2
50～

99

2017 12 14~15

精肉作業場でスライサーを使って肉を加工していた際、加工用の肉

を隣の作業台に取りに行き、積んでおいた肉を取ろうとしたところ

滑り落ちた。 肉を受け止めようと咄嗟に手を出したところ、同じ

作業台で加工作業を行っていた包丁と接触して切った。

48 364 8
50～

99

2017 12 12~13

レジ業務の両替で、担当者が事務所にいなかったためフロアに探し

に行く途中、事務所内にあった段ボール箱に躓いて転倒し、手をつ

き負傷した。

56 417 2
30～

49

2017 12 10~11

鮮魚売場前で冷ケースの棚間調整中に、棚受けに棚を掛ける際、棚

が手から滑り落ち、その際に隣に掛けていた棚と滑り落ちた棚の間

に左手小指を挟まれ、爪が割れ、骨折した。

35 379 7
50～

99

2017 12 8~9
鮮魚バックヤードにて、ふぐの調理中に包丁が滑り、添えていた左

手中指の付け根を切った。
24 364 8

50～

99

2017 12 15~16

年末の大掃除で、工場天井のゴミを掃除するため、天井の鉄骨の梁

と床に梯子を架けて作業していたところ、梯子の床面接触部分が滑

り、梯子が外れて落下した。

43 371 1 1～9

2017 12 15~16 右肩と右足にしびれを感じ、30分も座ってられない状態になった。 31 419 3 1～9

2017 12 7~8

店舗2階更衣室で着替えたあと、階段の中間にある踊り場から2段ほ

ど降りたところで誤って足を踏み外し、転げ落ちた際に右肘などを

負傷した。

60 413 1
30～

49

2017 12 22~23

店内1番レジにおいてレジ業務をしていた際、セルフ精算機で会計

をしようとしていたお客様に呼ばれレジから出ようとした際、足元

後方に設置していた暖房器具を避けようとしてバランスを崩し、左

前方に転倒して左足を捻った。 痛みはあったものの当日はそのま
59 417 2

100

～

299



ま終業まで勤務し、翌日になっても痛みが治まらず医療機関を受診

したところ、左足甲を骨折していた。

2017 12 14~15

店内エステルームにおいて、脚立に乗ってカーテンの付け替えをし

ているとき、誤ってバランスを崩し、脚立の一段目を踏み外して落

下した。 その際、左膝を打ち負傷した。

47 371 1
10～

29

2017 12 11~12

被災者が、インテリアコーナーにて切売り用テーブルクロスの品出

し作業をしていたところ、途中で商品を落としそうになり、慌てて

左手で受けようとした際に什器の棚板と商品（テーブルクロス）と

の間で指を挟み、左手薬指を骨折した。

40 529 7
50～

99

2017 12 14~15

路上にて、自販機配送助手の業務中、トラックの車道側のスライド

ドアを開けて、積荷である飲料商品をピッキングおよび荷卸し作業

をしていた。 通常通りトラックの車道側でピッキング伝票を見な

がら作業していたところ、賃走中のタクシーが客を降車させようと

して車線を割って入り、タクシーのサイドミラーが左腰部から右臀

部にぶつかり負傷した。

46 231 17

500

～

999

2017 12 11~12

営業部構内で、建設機械のゴムクローラー交換作業をしていた際、

機械にゴムクローラーを取り付けるために手前に引っ張りながら持

ち上げたところ、腰に痛みがはしり、しばらくうずくまった。 当

初はギックリ腰と判断して整骨院に通っていたが、痛みが引かない

ため病院でレントゲン撮影をした結果、第三腰椎圧迫骨折と診断さ

れた。

44 921 19
10～

29

2017 12 23~24
買場で商品を補充している際、脚立から降りるときに転倒し、尾て

い骨を打った。
44 371 1

100

～

299

2017 12 9~10
店舗内で、踏み台を使用し陳列作業を実施した。 終了後、踏み台

を降りる際に足を踏み外し、左肩から落下し受傷した。
50 371 1

10～

29

2017 12 8~9

厨房内を歩いて移動していたときに、段差で軽く躓いた際に右膝に

激痛がはしり、あまりの痛みで全く動けなくなったため、身内に同 22 417 19
10～



行してもらい病院へ行った。
29

2017 12 15~16

ピザを製造する一連の作業で、通常（100枚）の6倍以上の量を一

人で作成することを強いられ、右手を酷使した。 痛みを我慢しな

がら8時間作業し、激しい痛みと痺れが治まらず、病院を受診した

ところ、右上腕骨外側上顆炎と診断された。

54 911 19

500

～

999

2017 12 12~13
店舗1階農産加工場で、キャベツの入った箱を持ち上げたとき、腰

に痛みがでた。
19 611 19

100

～

299

2017 12 18~19

営業所内で荷物の積み込み作業を行なっていたところ、トラックか

ら降りようとした際に積荷の商品に足を引っ掛け、転落して膝を強

打した。

34 221 1 1～9

2017 12 11~12
児童寮にて、野菜の下処理をする際に包丁が滑り、左手人差し指に

8針縫う程度の切り傷を負った。
50 364 8 1～9

2017 12 21~22
夕食を食べたあとに突然倒れ、床（もしくは柱等）で頭部を打撲・

裂傷し、少し出血した。
68 921 2 1～9

2017 12 9~10

営業所作業倉庫内で、当社商品の水圧シリンダーの積み上げ作業

中、シリンダーのジョイント部と本体に左手中指の指先を挟み骨折

した。

50 521 7 1～9

2017 12 9~10

ライスセンター倉庫内にて、米の積み込み作業中、リフトでパレッ

ト積みされた米のうち、2段重ねの上段を取ろうとしたところ、上

段の米が片方に崩れそうになったため、リフトを降りて手で直そう

としたとき、上段のパレット積みの米が落下し、米の下敷きになっ

た。

33 611 5
10～

29

2017 12 7~8

店内惣菜売場で商品を補充中、ミニキャリアに積んでいたコンテナ

を持ち上げようとしたが、指がコンテナにかからず、バランスを崩

して後ろ向きに転倒し、左肩を強打して脱臼した。

56 611 2
50～

99

事務所から電動自転車で戻る途中、坂道でスピードが出すぎてカー



2017 12 15~16
ブを曲がり損ね、側面（壁）に激突した。

49 362 17 1～9

2017 12 11~12

トラックからの荷降ろし作業中、荷台から降りる際に荷台とゲート

の隙間に引っ掛かり、左手で体を支えた。 当初は捻挫と診断され

たが、痛みが継続したため別の病院に行ったところ、骨折とそれに

よる骨の一部分がすり減っていると診断され、移植手術が必要と

なった。

22 417 2

100

～

299

2017 12 17~18

営業所の駐車場にある4tトラックにカゴ車を載せていたとき、思い

込みで実際には上がっていないリフトに倒れ込み、頭と背中を打っ

た。

40 221 1
10～

29

2017 12 7~8

惣菜の寿司売場の陳列台を清掃中、クリーンキーパーがポリッ

シャー（床洗浄機）清掃で後ろを通ったあと、移動しようとした際

に床に水が残っていたため足を滑らせ、転倒して尻もちをついた。

左手にアルコールを持っていたため、左肘を床で強打し骨折した。

60 416 2
50～

99

2017 12 15~16
作業場にて、惣菜部門パート従業員が空の発泡箱を2箱持って歩い

ていたところ、カゴ車に足がぶつかり、膝から転倒した。
69 362 2

50～

99

2017 12 11~12
業務中、お客様対応をするため、急いで階段を下りる際、足を滑ら

せて転倒した。
44 413 2

10～

29

2017 12 9~10

厨房内の餅加工場で餅つき作業中、つきあがった餅を臼から取り出

す工程で、臼底部の羽根と臼側面についている羽根の隙間に左手を

深く差し込みすぎたため、餅と共に巻き込まれ、左手中指の先をそ

の隙間の部分に食い込ませて損傷した。

48 165 7
10～

29

2017 12 20~21

荷受場で、長台車に飲料を乗せて（重さ260㎏）売場へ移動しよう

とした際、重たかったので踏ん張ったところ、車輪が足に乗り上

げ、左足の第2足趾基節骨を骨折した。

17 362 6

100

～

299

2017 12 8~9

保管場所へ包丁を取りに行き、作業場所に戻るときに、床が水濡れ

により滑りやすくなっており、水濡れ箇所で滑って転倒し、負傷し

た。

57 416 2
50～

99



2017 12 13~14

執務室にてキャビネット上を雑巾がけしていたとき、折りたたみ椅

子に立っていたところ、椅子座面の後ろ側に体重がかかり、椅子が

折りたたまれた。 その際、両足を挟まれた状態で、手と肘から床

に落ちた。

59 371 1

100

～

299

2017 12 16~17

在庫用資材の荷受けと立ち会いのために行った当社倉庫にて、協力

会社従業員が、フォークリフトで資材（鉄製棒、約6m×14㎏）を

トラックから降ろす作業を行っていたところ、資材を移動中に資材

が荷台からずれ落ち、足に当たって負傷した。

27 521 5
10～

29

2017 12 15~16
被災者が、踏み台を利用して棚上に商品を戻そうとしたところ、商

品が重くてバランスを崩して転落し、脹脛を打撲した。
40 371 1

50～

99

2017 12 13~14
カートラック上部から買い物袋1ケースを下ろし、上半身の向きを

変えた際、右膝を捻り受傷した。
33 921 19

10～

29

2017 12 15~16

被災者（身長150㎝）が、厨房の控え室（備品等を保管）で棚の上

（180㎝）のラップを整理しようとして背伸びをした際、足元に置

いてあった箱（30㎝×30㎝×30㎝）に引っ掛かり、腰から床に尻

もちをつき、後ろの扉に背中を打ちつけた。

63 611 2 1～9

2017 12 14~15

納品先店舗へ鮮魚を配達中、店舗が入っているビル1階の通路（タ

イル張りの上に漏れた油で滑り易くなっていた）で転倒しそうに

なったが、荷物を持っており、右足で踏みとどまろうとして、右足

首を捻った。

50 417 19
10～

29

2017 12 13~14

10階社員食堂で昼食を済ませ、7階売場（職場）へ戻るため、10階

から9階への階段を下りていたところ、思わず足を踏み外して転倒

し、右足首の関節外側の靭帯を損傷した。

30 413 1 1～9

2017 12 7~8
従業員出入口の階段を下りようとしたところ、階段を踏み外して滑

り落ち、右足関節・左足関節・右大腿部を打撲し、右膝を切った。
22 413 1 1～9

バックヤードにて、六輪台車に立て掛けてある棚板を外そうとして

いたとき、棚板を持っていた手が滑り、右足の上に落としてしまっ 100



2017 12 16~17 た。 原因は、両手で作業すべきところを、片手で作業したためで

ある。 当日は様子をみていたが、腫れがひどくなり、色も黒紫に

変色した。

54 362 4 ～

299

2017 12 8~9
惣菜陳列ケース3段目に弁当の陳列作業中、足が滑り転倒し、陳列

済コンテナで右膝蓋を強打した。
62 417 2

30～

49

2017 12 6~7
店舗出入口（風除室）にて商品搬入中、後ろから来たカーゴに足を

とられ転倒し、膝を打ち骨折した。
60 379 2

50～

99

2017 12 10~11

配送先より配送車まで道の悪い坂を戻っていたとき、次の配送先へ

何を届けるか詳細を確認しながら下っていたところ、悪路に足をと

られ右足首を捻った。

42 417 19
30～

49

2017 12 11~12

店舗南側階段において、休憩室から事務所に向かう階段を下りてい

るとき、踊り場から2、3段下で踏み外し、手摺りにつかまった際に

右足を捻った。

58 413 19

100

～

299

2017 12 11~12

店舗より販売応援先の店へ車で移動中、前方不注意でセンターライ

ンへ接近したため、対向車に接触し、ハンドル操作を誤り、対向車

線の後続車へ衝突し、左手首・胸部・膝を負傷した。

22 231 17 1～9

2017 12 14~15
店内で歩行中、ダンボール箱に躓いて転倒し、左膝を打って骨折し

た。
62 611 2 1～9

2017 12 17~18

在庫倉庫にて、備品を取り出すため、脚立（高さ約120cm）を使用

した際、棚の最上段に備品があったため、脚立の最上段の上にのぼ

り作業をしていたところ、バランスを崩して足元が揺れ、そのまま

落下してしまった。 落下の際に、左足を脚立の2段目と最上段の踏

み板の間に挟み、脚立ごと倒れこんでしまい負傷した。

30 371 1 1～9

2017 12 15~16

家電設置訪問宅で、部屋に案内されついて行く途中で、廊下と部屋

の間に土間があり、そこに渡し板をかけて通るようになっていた

が、板にマットが掛けられ、暗い所で認識できない状態であり、家

人に案内されついて通ったところ、両手に荷物を持った状態で、右

44 417 2 1～9



足を着いた所に床がなく、土間へ足を強く打ちつけて転倒した。

2017 12 8~9

鮮魚売場前通路において、売場をチェックしようと通路を小走りし

ていたとき、通路の水で滑り転倒し、手を床につけた際に右手首の

骨が欠けた。

63 417 2
50～

99

2017 12 6~7
出勤後、着替えをし、厨房へ入る前に事務所を通った際、床に這わ

せていたコードに躓き転倒した。
71 351 2 1～9

2017 12 17~18
勤務する薬局の閉鎖につき、備品の雑誌や本などを車に積み込んで

いたとき、車止めに躓いて転倒し、左手首を骨折した。
57 417 2

10～

29

2017 12 16~17

店舗内売り場内、パンと酒コーナーの間の中通路付近にて、お客様

に商品の場所を聞かれて案内している際に、通路平面で躓いて前の

めりに転倒し、咄嗟に手をついた際に右手薬指を捻り、右環指基節

骨骨折した。

50 417 2
50～

99

2017 12 15~16

店舗内の寿司作業場にて、寿司を製造しているとき、置いていた

シャリが入ったBOXを載せてある台車が勾配のある場所にあり、少

し動いていることに気づかず、ネタを取るために振り返って足を出

した際、台車に躓き転倒してしまい、右膝蓋骨を骨折した。

60 362 2
10～

29

2017 12 13~14
精肉加工場にて、被災者は床を水と洗剤を撒いてデッキブラシで清

掃中、足を滑らせ右側に倒れ、右肘を負傷した。
0 417 2

50～

99

2017 12 11~12

当社店舗内の惣菜調理場にて、惣菜調理作業中、作業台下の冷蔵庫

を開けて商品を取ろうとした際、作業台に置いてあった包丁が冷蔵

庫開閉の振動で落下し、落ちてきた包丁で左手薬指を切り負傷し

た。

47 364 4
50～

99

2017 12 11~12

店舗内インストアベーカリー部の作業場にて、食パンをスライサー

機械を使ってスライスをする作業をしていた際、電源を落とし、ス

ライサーの刃が十分に止まっていない状態で食パンの端の耳部分を

取る作業をし、刃が右手人差し指に触れて切ってしまった。

39 165 8

100

～

299

食品倉庫で食材の仕分け作業中、仕分けスペースを空けるため、
50～



2017 12 10~11 しゃがんで床に置いてあった梯子をずらしていたところ、膝がロッ

キングして歩けなくなり、救急車で病院に搬送された。

28 371 19
99

2017 12 14~15

倉庫駐車場に蔓延したつるを施設職員で片付けをしていた際、草刈

り機で切り取る作業をしていたとき、草刈り機から飛び散った木の

破片が右眼球に当たり、負傷した。

53 169 4
10～

29

2017 12 8~9
会社の洗車場にて、トラックの洗車をしている際、脚立から足を滑

らせ転倒し、右踵を地面に強打し負傷した。
47 371 1

10～

29

2017 12 20~21

ピザのトッピングをする場所の掃除をしている際、片手で石の板を

押さえながら裏の部分を拭いたときにバランスを崩し、板が倒れて

きて、左薬指を挟んだ。

34 523 7
10～

29

2017 12 17~18

事業所において、夕食に提供するバナナを配膳しようと、盛付台に

取りに来たとき、別の人がバナナの皮を片づけようとして、ゴミ箱

を盛付台の方へ滑らせた。 その際、ゴミ箱にぶつかってしまい、

右足脛が腫れた。

67 379 3
10～

29

2017 12 13~14

病院1階の食器洗浄室にて、病院給食の食器洗浄を行っていると

き、給食配膳用の大型食器トレイを10数枚重ねて持ち上げた際、腕

を捻って負傷した。

68 379 19

500

～

999

2017 12 18~19
原付バイクにて宅配の帰りに、自車が側道から横断しようとした際

に、自車の右側から来た直進車に接触した。
18 231 17

10～

29

2017 12 14~15

店内ブランド売場にて、1人で商品の品出し作業中に、左足に痛み

を感じ、自分で立つことができなくなった。 被災当時は、高い場

所であったため、踏み台を使用して作業していた。 なお、前回の

出勤時、高い場所へ靴を納品していた際に腰を痛めており、直接の

原因はそれだと考えられる。

25 921 19

100

～

299

2017 12 10~11

店舗倉庫前において、被災者が商品の荷下ろし作業中、ペットボト

ル（2?×6本）20～30ケース程が積まれたカゴ車を複数人で押し引

きした際、被災者がカゴ車を引いて上半身を後ろに倒したとき、
26 362 7

50～

99



誤って左足にカゴ車の車輪が乗り上げ、左足小指を骨折負傷した。

2017 12 15~16

鮮魚部作業場において、商品を持って移動するときに、作業場に

あった長台車に気づかず引っ掛かり、前のめりに転倒して左膝を強

打した。

69 362 2
30～

49

2017 12 19~20

惣菜搬入口で、台車を使って商品を搬入しているときに、搬入口の

段差で搬入できなかった台車を下から支えていたところ、不安定に

なった台車（フレーム板）に挟まれ、右手第1指を打撲・骨折し

た。

61 362 7
50～

99

2017 12 17~18

シャッターがある場所で、半分閉まったシャッターをくぐる際に、

シャッターに頭を打って尻もちをついたとき、支えた手の手首を骨

折した。

75 419 3 1～9

2017 12 10~11

店舗室外の自動販売機前をホースを使って水を流していたとき、右

に回転した際に足元がホースに引っかかり、そばにあった木の柱に

顔をぶつけて転んだ。 その後、段々と鼻の辺りが腫れてきた。

75 379 3
10～

29

2017 12 10~11 被災者は、入り口の一段を上がり損ね、尻もちをついた。 69 418 2 1～9

2017 12 12~13

資材館にて天板商品の補充作業中、兼用脚立の側面ロックが外れて

いたため、足を乗せた際に脚立が倒れて転倒し、右足首を捻り負傷

した。

46 371 2 1～9

2017 12 10~11

厨房内のフライヤーの前を移動していた際に、バランスを崩して倒

れたとき、誤って左腕がフライヤーの中に入ってしまい、火傷し

た。

38 391 2
10～

29

2017 12 12~13
調理場内の作業台で野菜の切り込み中に、硬い野菜を切っていて手

が滑り、左薬指を誤って包丁で切除した。
56 364 8 1～9

2017 12 15~16

作業中の本人に、部下からインカムで店内へ向かうよう伝達があっ

た。 本人は急いで行こうとした際、何かに躓いたわけでもなく、

足がもつれたように転び、そのまま左足の痛みを感じ、動くことが

できなくなった。

46 417 2
30～

49



2017 12 20~21

車の納車に行った客宅で、門を入り玄関までの通路を両手に荷物を

持った状態で歩いていて、玄関の段差に気づかず、躓いて転倒し、

右膝を捻って打撲し受傷した。 打撲した時点では、痛みがひどく

なかったため様子を見ていたが、日が経つにつれ痛みがひどくなっ

た。

45 419 2
10～

29

2017 12 14~15

ミキサー車の洗い場で、生コン車を洗い終わったのでステップを伝

い車から降りようとしているとき、誤ってステップを踏み外して、

約1mの高さから地面に転落し骨折した。

39 221 1 1～9

2017 12 10~11

病院内の給食室にて、調理師である被災者が、回転釜の前で湯がい

たものをザルにあけ、そのザルを持とうとしたとき、腰の骨がずれ

た感じがし、力が入らなくなり動けなくなった。

63 921 19
10～

29

2017 12 10~11
検収作業の補佐をしていた際、床に置いてあったタイツ入りダン

ボールを検収台に持ち上げ、下ろしたときに腰に痛みがはしった。
24 921 19

10～

29

2017 12 11~12
ベーコンをスライスしていたとき、ベーコンが滑り、自分の中指を

切ってしまった。
19 165 8

30～

49

2017 12 15~16

倉庫内で、サンダーを使用し、金属を削る作業を行っていた。 そ

の際、サンダーに取り付けられていたステンレスのカップブラシの

破片が、眼球に刺さってしまった。

71 153 4
10～

29

2017 12 19~20

補正室において、補正練習後に一旦ミシンの電源を切り、補正商品

（ボトムス）を両手でセットし、針を下ろすため、右手をはずみ車

に移そうと思った瞬間に、無意識にペダルを踏んでしまい、余電力

でミシンが作動した。 その際、商品に添えていた右手の示指が針

の下まで入り込んでしまい、針が刺さり負傷した。

22 169 8
30～

49

2017 12 14~15

病院から年末大掃除の依頼を受け、病棟敷地内で除草や清掃作業を

行っていたところ、第3駐車場からB棟に向かう通路上で、傾斜角

約30度・簡易セメント張りの溝の底部から法面（長さ約2.7m、約

1.6m）の辺りに自然に生えた、直径12～15㎝のせんだんの木を、

立位で右腕を伸ばした状態で、根元から約60㎝付近で伐採しようと

31 131 8
10～

29



していた際、右手に持っていた電動工具を落とし、左足甲に回転し

た刃が直撃して受傷した。

2017 12 11~12

店の売場において品出し作業中、エレクター什器の最上段に商品を

陳列しようと脚立に上る際、途中でバランスを崩して後方に転倒

し、床まで落下し、左手で受け身を取ったときの衝撃で左肘を骨折

した。

39 371 1
50～

99

2017 12 13~14

店舗菓子売場で、踏み台に上り、陳列棚天板の商品を取って下りる

際に、足を踏み外して左後方へ転落した。 その際に右手をついた

ため、右手首を負傷してしまった。

59 371 1
10～

29

2017 12 15~16

店の精肉作業場で、鶏モモ肉を唐揚げ用に商品化しているとき、肉

を支えていた左手に包丁を落とす位置を間違えて、左手薬指の指先

を約1/3削ぎ落とした。

23 364 8

100

～

299

2017 12 8~9

事業所3階会議室にて、朝礼準備を済ませて、退出しようと出入口

に向かい歩行中、床埋め込み式コンセントの蓋が完全に閉まってい

ない状態に気づかず、躓いて転倒した。 転倒時に床に手をついた

が、バランスを崩して右半身を床に強打し負傷した。 なお、床埋

め込み式コンセントは、直径11㎝の円形で、会議室内に8個設置さ

れており、ワンタッチで開閉が可能なものである。 災害発生後、

当該コンセント周辺を赤いゴムテープで囲い、再発防止策を実施し

た。

62 417 2

100

～

299

2017 12 17~18
精肉に使うスライサーの刃を清掃中、手が滑って右手人差し指を

切った。
47 169 8

100

～

299

2017 12 13~14

バックルームで、コンテナー（縦60㎝×横45㎝×高さ45㎝、重さ1

㎏）をカーゴ車に移動していた際、中腰の高さからコンテナーを5

～6枚重ねて持ち上げ、カーゴ車に移動させたところ、急性腰痛症

を発症した。 なお、腰部傷病は今回が初めてである。

45 921 19
50～

99



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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